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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき










　いい？　忘れないでよ？　約束なんだからね？












　もちろん少年は忘れてしまったのだろう。


　古い屋や敷しきの、広い庭。なくしてしまったリボン。二人で探した時間。交かわし合った、たわいない会話。わずか数時間に過ぎない、幼い日の想おもい出。忘れてしまっても仕方がない。ささやかな、儚はかない記き憶おく。


　しかし少女は忘れなかった。そのあと何年も。ずっと忘れなかった。


　少年が忘れてしまったことを、哀かなしく思い、恨うらめしく思った。


　けれど、いまはもう、それでいいと割り切れた。また新しく始めればいい。一からやり直せばいい、と。


　二度も恋こいができるなんて、素す敵てきなことだと思った。


　そう、思っていた。














　一章　邂逅







　　　　１




　濁だく流りゆうの如ごとき灰色の雲の下、二羽の闇鴉レイヴンが羽ばたいている。


　年経へた黒こく鴉あと若き白はく鴉あが、呪じゆを舞まい散らせ、技わざを競っている。


　舞い散る呪は瀑ばく布ふのしぶきに似て、辺りに飛散し、風に混じり、大気に溶とけて霊れい気きを醸かもす。濃のう密みつな霊気の漂ただよう中、二羽の闇鴉レイヴンは鮮せん烈れつに舞い踊おどる。


　その、霊気を浴び。


　吸い。


　感じながら。


　春はる虎とらは全神経を集中させる。


　生まれて初めてだろう。これほど真しん摯しに、真しん剣けんになって、「知ろう」とするのは。瞬まばたきなどできるはずもない。一いつ瞬しゆんたりとも意識を逸そらせない。あまりにも高密度な目の前の戦いを、その時空ごと知覚し、把は握あくし、自らの中に取り込もうとする。あらゆる感覚を全開にして。


　印を結ぶ指の動き。宙を飛ぶ呪じゆ符ふの軌き道どう。呪文の抑よく揚よう。呪力の流れ。霊気のうねり。術者の戦術。


　そこには、高度で複雑でありながら、シンプルな「核かく」があるように思われた。古いにしえより伝わる「力」と結びつく、熟成されたシステムが。


　九く字じとはなんなのか。


　真言マントラは何を意味するのか。


　相そう剋こくと相そう生しよう。五芒星セーマンと円。


　五ご行ぎようとは何か？


　そして、陰おん陽みようとは？


　それらの答えが、真相が、眼前でダイナミックに稼か働どうしている。世界に秘される──否いな、大多数の人々が忘れ去ってしまったシステムが、卓たく越えつした二人の術者によって、息を吹ふき込まれ、機動している。あるときは驚おどろくほど大がかりに。しかしあるときは繊せん細さい且かつ的確に。そして、大だい胆たんに。巧こう妙みように。素す早ばやく。力強く。


　黒い鴉からすは『術比べ』と言った。まさに、これはある種のゲームなのだ。一定の理ことわりに則のつとったゲーム。より深くルールを理解し、より丹たん念ねんに腕うでを磨みがき、より冷静に事を運び、より粘ねばり強く戦う者が勝つ、共通のシステムを舞ぶ台たいにした戦いだ。


「呪術」という世界の勝負。


　そしていま、戦う両者の放つ霊気で、「呪術」の輪りん郭かくが照らされている。強大な呪力を注ぎ込むほどに、「呪術」の在あり方が鮮せん明めいに浮うかび上がる。その光景に、春虎は心を奪うばわれた。


　そう……。


　確かに心を奪われた。


　全身全霊で、見守った。刻みつけようとした……はずだ。


　なのに。





　──くそっ。





　あの戦いが終わったあと。


　思い起こそうとすればするほど、募つのるのはもどかしさ。


　本質に触ふれていないという苛いら立だち。


　あのときはただ圧あつ倒とうされた。なのに、いざあとになって思い起こしても、肝かん心じんなところで違い和わ感かんが残る。まるで、感動のままシャッターを切った写真を拡大してみればみるほど、わずかなピントのズレが克こく明めいになるかのようだ。必死になって再現し、その奥に一歩近づこうとすると、途と端たんに像がぼやける。触れそうで、しかし届かない苛立ち。


　あのとき漠ばく然ぜんと感じたことが、実はすべて錯さつ覚かくだったのかもしれない。極度の疲ひ労ろうと緊きん張ちよう感かんに、ありもしない妄もう想そうを抱いだいているのかもしれない。異様な状じよう況きようだったのだ。それならそれで仕方ない。


　しかしそれでも、あのときの感動が、間ま違ちがいだったとは思えない。


　自分の記憶力が嫌いやになる……のとは、少し違った。


　そうではなく、足りないのだ。


　あとになって冷静に感じれば感じるほど、あのとき、あの戦いを受け止めようとしていた自分に、足りていない要素がある。見ていない──感じ切れていない部分が、決定的に、ある。そんな気がするのだった。


　所しよ詮せんは半人前。せいぜい「ど」が取れただけの素人しろうとだ。どうせこんなもんだよな──と、ふて腐くされる自分がいる。


　それでも……。


　気がつけば、足りないパーツを想像で補い、もう一度、もう一回と、春虎はチャレンジを続けていた。あの戦いで感じた呪術の本質。そこに迫せまろうと足あ搔がき続けた。


　己おのれの未熟さに嘆なげき、己のおこがましさに苦く笑しようしながら、やはり諦あきらめることができずに。





　実のところ、それは彼自身が想像しているより、遥はるかに多大な労力であり、重大な試し行こう錯さく誤ごだった。


　呪術とは、なんなのか。


　春虎は考えた。


　本人が自覚しないまま──深く。より深く。
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「──って!?　は、春虎っ？　春虎！」


　聞き慣れた幼おさな馴な染じみの声。ハッ、と土つち御み門かど春虎は我に返る。


「おわ!?」


　目の前で巨きよ大だいな二羽のカラスが、羽を散らせて乱らん舞ぶしていた。春虎の操あやつる簡易式が、生成したときより肥大化し、しかもいままさに制せい御ぎよ下から外れようとしているのだ。慌あわてて手た綱づなを取る。意識を簡易式に向ける。次の瞬間、二体の簡易式は、空中でピタリと動きを止めた。


　二羽のカラスは翼よく長ちようが一メートル近くにまで巨大化していた。空中で動きを止めたあとは、急に重みを失ったように、パラパラ羽を舞い散らせながら落下。床ゆかに落ちると二枚の式符に戻もどった。


　はああ、と止めていた息を吐はいたのは、慌てて呼びかけた土御門夏なつ目め。身構えていた実技講師も、ふう、と苦笑した。


「……危ない危ない。どうしましたか、土御門君？　途と中ちゆうまでは見事な出来だったのに」


「あ、いや、そのっ」


「何か他ほかのことに気を取られたのでしょう？　いけませんね。呪術を行使する最中に意識を逸らすのは、極きわめて危険です。車の運転と同じだ。常に、人を傷つけかねない作業をしているんだという自覚を持って臨んで下さい」


「は、はいっ。すみません……」


　春虎が恐きよう縮しゆくして頭を下げると、講師は微笑ほほえんで、しかし甘えを許すような態度は見せることなく厳げん粛しゆくに頷うなずいた。


　実技講義の出来事だ。


　クラスメイトたちの、ほっとするような空気。緊きん張ちようが緩かん和わされ、笑いの波が部屋を包んだ。春虎は赤くなって、いそいそと式符を拾った。


「勘かん弁べんしろよ、春虎～」


「ほんとだぜ。ビビらせんなって」


「わ、ワリイ、ワリイ……」


「あー、でも、迫はく力りよくあったよね。いまの」


「うん。途中まで、すごかったよ」


　恐縮する春虎に、クラスメイトたちが気さくに声をかける。その多くが笑顔なのは、春虎の人徳というものだろう。


「考えて見りゃ、長足の進歩だよなー。最初は、簡易式の式符を動かすのに、四苦八苦してたのによ」


「まあ、それでも相変わらずどっか抜ぬけてるところが、ツッチーらしいとこだよね」


「──ちぇっ。どーせおれは、締しまらないやつだよ」


　開き直る春虎の自じ虐ぎやくに、教室がどっと沸わく。夏目は恥はずかしさで真っ赤になっていたが、春虎の成長に対する評価には、嬉うれしそうな表情も見せていた。


　実際さっきの簡易式は、夏目の贔ひい屓き目めを抜きにしても、なかなかの出来だった。もともと春虎は呪力の出量は大きかったのだが、最近はそれを適切に操る技術も身に付いてきているのだ。


　相変わらずミスが多いし、術によって得手不得手があり、全体的には粗あらが目立つ。


　だが、入にゆう塾じゆく当時のことを思えば、まるで別人のようだ。特に実技に関していえば、すでにクラスの上位に食い込んでいるかもしれない。図らずも幾いくつもの実戦経験を経てきた成果である。


　講師は苦い顔で、なんと評すべきか困っていたが、


「とにかく。『ここ』で下手に式神を暴走させた日には、あっと言う間に祓魔官に取り囲まれかねない。私の監かん督とく問題になってしまうからね。術は慎しん重ちようにお願いしたいな」


「わ、わかってますよ！　次はちゃんと集中しますからっ」


　ちくりと釘くぎを刺さす講師に、春虎は渋じゆう面めんで答えた。


　実は、いま春虎たちがいるのは、彼らが馴染みの塾舎ビルではない。あの塾舎ビル──四七期生たちの入塾に合わせて新築された最新設備の塾舎ビルは、現在修復中なのだ。


　理由はもちろん先月の一件だった。謎なぞの陰おん陽みよう師じ『Ｄ』──蘆あし屋や道どう満まんを名乗る人物の、塾舎ビル襲しゆう撃げき事じ件けんである。


　世間的にも大きなニュースとなったあの事件では、幸いにして死者や重傷者は出ていない。ただ、『Ｄ』の式神による蹂じゆう躙りんを許した塾舎ビル自体は、内外に多大な被ひ害がいを受けた。新しい建築物であったためか基き礎そ部分へのダメージは少ないが、そのまま使用することはもちろん、修復しながら講義を続けるのも難しい状態だったのだ。


　そこで、事件の翌週、陰陽塾は修復のため塾舎ビルの一時閉へい鎖さを決定。その間の講義は他の建物を間借りして行うこととした。


　そして、「間借り先」として選ばれたのが、比ひ較かく的てき渋しぶ谷やに近く、またある程度規模の大きい呪術関連施し設せつ、陰陽庁祓ふつ魔ま局の目め黒ぐろ支局だったのである。


　現在春虎たちのクラスが利用しているのは、その目黒支局内にあるトレーニングルーム。プロの祓魔官たちが、日常的な呪術訓練を行っている部屋だ。塾舎ビル地下の呪練場に比べるとさすがに手て狭ぜまだが、ひとクラスが実技講義を行うには十分な設備が整っていた。というより、ここを学生の身分で使用できるなど、贅ぜい沢たくなことだろう。


　他にも、幾つかの会議室を教室代わりに開放してもらったりと、様々な便べん宜ぎを図ってもらっている。陰陽塾は陰陽庁から正式に認可を受けた陰陽師育成機関だが、祓魔局がここまで融ゆう通ずうを利きかせてくれているのは、倉くら橋はし塾長の人脈があってのことかもしれない。


「まあ、あんまり言いたくないけど、祓魔局のトップは、お父様だしね」


　そう、間借り先が決まったときにこっそり春虎たちに説明したのは、倉橋塾長の孫まご娘むすめ、クラスメイトの倉橋京きよう子こだった。彼女の父親──つまり塾長の息むす子こである倉橋源げん司じは、現陰陽庁長官であり、祓魔局局長も兼けん任にんする大物なのだ。当然、陰陽塾側の意向は通りやすいはずだった。


　また、陰陽塾襲撃事件に関しては、陰陽庁も無関係ではない。驚おどろくべきことだが、『Ｄ』は陰陽塾を襲撃するのと同時に、陰陽庁庁舎に対しても攻こう撃げきを仕し掛かけていたのである。結果的に庁舎の被害は軽けい微びで済んだが、代わりに陰陽塾に──未成年者が大勢在ざい籍せきする教育施設に──大きな被害を許したということは、陰陽庁にとってもある種の「引け目」になっていた。陰陽塾側の提案に、ノーとは言いづらい状況だったのである。


　とはいえ、すべての塾生を受け入れるには、目黒支局だけではキャパシティーが足りない。そのため、座学などは他の官公施設や一部の大学などにも分散して行っている。おかげでカリキュラムは大々的に変へん更こうされているが、講師たちの意地というべきか、大きな混乱は起こっていなかった。


　ただ、変化がないわけではない。


　あの襲撃事件のあと、陰陽塾は少なからぬ退塾者を出していた。特に、入塾して間もなかった一年は、各クラスとも十人近い塾生が自主退塾を申し出ている。陰陽塾に残った者にせよ、いまだに事件のショックが抜けきらない者は多いようだ。


　自分たちのせいではない……と言い切れないところが、春虎たちには心苦しい。救いなのは、少なくとも春虎たちのクラスからは、一人も塾を去る者が出ていないことだろうか。


　春虎が席に戻ると、講師が「さあっ」と手を叩たたき場を引き締める。


「場所が変わり、環かん境きようが変わろうと、学ぶ呪じゆ術じゆつが変わるわけじゃない。君たちが学ぶべきことは、いくらでもありますからね。講義を続けますよ」





　　　　２




　昼休みは支局の食堂を利用させてもらえる。ただ、塾生が増えた分混雑が酷ひどいため、天気の良い日は中庭に移動して昼食を摂とることにしていた。


　目黒支局の中庭は、かなり広い和風の庭園だ。整理された石いし畳だたみや白しら州す、松の庭木などが神社の境けい内だいに似た印象がある。


　照りつける太陽には、すでに夏の色合いが混じり始めている。青々と輝かがやく芝しばが魅み力りよく的で、これが休日なら寝ね転ころがりたいところだった。


「おっし。食おうぜ、食おうぜ」


　内池の畔ほとりの置き石に腰こしを下ろし、春虎たちは適当に車座になった。一いつ緒しよにいるのは夏目や京子の他に、クラスメイトの阿あ刀と冬とう児じと百もも枝え天てん馬ま。よく行動を共にしているメンバーなのだが、京子は塾長室で倉橋塾長と、天馬は教室で弁当だったため、こうして一緒に昼食を摂るようになったのは、支局に来てからのことだった。


「こっちの飯、うめえよなー。やっぱいいもん食ってんだな。祓魔官」


「そう？　ぼくは塾舎の食堂、好きだけど。春虎だって、いつも残さず食べてたじゃない」


「そりゃ、おれだって、あっちはあっちで嫌きらいじゃないぜ？　けど、ここはメニューも多いし……あとまあ、単に外で食うのが美う味まいのかも」


　カツ丼どんのカツを箸はしで挟はさみながら、春虎は周囲に視線を巡めぐらせた。


　昼休みの中庭は人気のスポットで、春虎たち以外にも中庭に出て食事している者は多い。何日か前に局員たちが、「大学のキャンパスになったみたいだ」と笑っているのを耳にしたこともあった。彼らも、自分たちの職場に塾生が入り込むという奇き妙みような事態を、迷めい惑わくがるよりむしろ楽しんでいるのかもしれない。


「にしても、ほとんど見ないよな、祓魔官。祓魔局の支部なんだから、何十人も待機してるはずだろ？」


「いや、春虎君。案外、何度も会ってるかもしれないよ？　防ぼう瘴しよう戎じゆう衣いを着てないと、なかなか区別はつかないからね」


　疑問を口にした春虎に、天馬が楽しそうに応こたえた。


　防瘴戎衣というのは、祓魔官たちが霊れい災さい修しゆう祓ふつの際に着用する制服だ。その名の通り、霊災が発生させる瘴気を防ぐための特とく殊しゆな装備である。コートと束そく帯たいを掛かけ合わせたような漆しつ黒こくの制服は、祓魔官のトレードマークだった。


　ただ、天馬の言うとおり、そのトレードマークがなければただの陰陽師と祓魔官の区別をつけることは難しい。せいぜい、霊気の強さから推測するぐらいだろう。


「おれ、祓魔官って普ふ段だんからあれ着てるのかと思ってたよ」


「まさか。祓魔官の人があの格好をするのは、基本的に霊災修祓のときだけだよ」


「そういや、剣けん道どうの防具の上に防瘴戎衣を被かぶって、生身で式神とやり合った物好きなんかもいたっけな」


「はっはっはっ。自じ慢まんじゃないが、そのあと生身で霊災ともやりあったぜ。剣道の防具も防瘴戎衣もなしでな」


　素知らぬ顔で揶や揄ゆする冬児に、春虎は強がって笑い返す。夏目が思い出して、ああ、とどこか遠い眼まな差ざしになった。


　天馬がクスクス肩かたを震ふるわせ、


「あれって、春虎君たちが転入してきた直後だったっけ？　式神勝負。懐なつかしいなあ。考えてみたら、自主練じゃ散々対戦してるけど、最初に春虎君が白はく桜おうや黒こく楓ふうと戦ったのって、あのときなんだよね」


　白桜、黒楓とは、京子が使し役えきする二体の護法式『モデルＧ２・夜や叉しや』の個体名だ。


　春虎たちは入塾以来、放課後自主的に実技の練習を行っている。二年の実技合宿以降は担任や実技講師が特別に指導してくれるようになったが、それ以前は春虎が京子の護法式と模も擬ぎ戦を行うことが多かったのである。


「そういや、倉橋さんと夏目君って、最初はちょっとぎくしゃくしてたっけ。それが、一緒に自主練して昼ご飯も食べるようになるなんて、思ってもなかったでしょ？」


　京子の方を振ふり向きながら、天馬が冗じよう談だんめかして聞いた。


　ところが、京子は天馬を見ていなかった。うつむき加減に手元のパスタが載のるトレイを見つめている。フォークを持つ手も動いていない。


　その後続いた会話の空白に気づき、


「……え？」


　と、ようやく天馬に振り向いた。


　それから慌あわてて、


「あ、ああっ。夏目君と？　そ、そうね。あのころはあたし、ちょっと色々あって……」


　笑いながら場を繫つないだが、その笑え顔がおもどこか空々しい。天馬がなんとなく反応しづらい様子で、「……うん」と相づちだけを返した。


　そんな京子の態度に、春虎が食事の手を止める。


「そういや京子さ。お前、最近ちょっと変じゃねえ？」


「へ、変とは何よ、変とは」


「いや、別にバカにしてるわけじゃねえよ。なんていうか、時々物思いにふけってるっていうか、心ここに在あらずっていうか……」


「そうだね。ひょっとして体調が良くなかったりするの？」


　春虎の台詞せりふに天馬も心配そうな顔を向ける。二人の眼差しに、京子はわずかに弱ったような表情を見せた。


　ちらっ、と一いつ瞬しゆん視線が夏目に飛ぶ。京子には珍めずらしい、不安そうな、弱気な視線。


　しかし、すぐに体勢を立て直し、


「そんなことないわよ。……て、ていうか、心ここに在らずっていうなら、あんたの方でしょ、春虎。さっきの実技のときだってさっ」


　京子の的確な反撃で、春虎は直ちに「う」と言葉を詰つまらせた。


　すかさず、


「まったくだ！」


　と我が意を得たかの如ごとく、夏目が素す早ばやく横から口を挟む。


　真ま面じ目めな顔で春虎をねめつけ、


「倉橋さんの言うとおりだ。術を行使してる途と中ちゆうで気を抜ぬくなんて、どれだけ弛たるんでるんだって話だよ！　先生まで呆あきれてたじゃないか」


「あれは悪かったって。反省してるよ」


「当然だ！　……というより、君、近ちか頃ごろ妙みように注意が散さん漫まんになってない？　いくらなんでも、呪術の途中で他ほかのこと考えるなんて、これまでなかったじゃないか。まさか、ちょっと『汎はん式しき』に慣れてきたからって油断して──」


「ち、違ちがう違う。そういうんじゃねえって」


「じゃあ何さ。ひょっとして何か悩なやみ事でもあるの？」


「悩み事っていうか……」


　座ったまま、ずいっ、と身体からだを寄せて追つい及きゆうする夏目に、春虎は渋じゆう面めんで身体を反らせる。


　トレーニングルームでのひと幕が、あらためて思い出された。さっき春虎は自ら簡易式を操あやつりながら、ふと考えてしまったのだ。


　たとえばこの簡易式、プロの陰おん陽みよう師じならどんな風に操るのだろう、と。


　祓ふつ魔ま官なら？　呪じゆ捜そう官なら？　『十二神将』なら、どう操るだろう？


　──……それに……。


　あの二人なら？


　そんな、考えたところでわかるはずもないことを、それでも考えてしまった。その結果、意識がそちらに向きっぱなしになり、気がつくと簡易式のコントロールを失っていたのである。


　今回の件に限らない。夏目の指し摘てき通り、近頃春虎はふとした瞬間、呪術についてあれこれと取り留めもなく考え込むことが多かった。これまでも自分なりに真面目に考えていたつもりだが、今回は「違う」のだ。なんというか、それまでとはまるで種類の異なる考えや疑問であり、違い和わ感かんであり、もどかしさなのである。


　──まあ、らしくねえよな。我ながら。


　悩み事と言われれば、悩み事なのかもしれない。ただ、周りに相談できるようなことでもない。自分の中でも明確化していない漠ばく然ぜんとした思いなので、上う手まく他人に伝えることができないのである。「いやあ、呪術ってなんなんだろうって悩んでてさあ」などと言ったところで、聞いた方も困るというものだ。


　しかし、春虎が困った様子で言葉を探していると、


「別に春虎だけじゃねえだろ」


　日ひ替がわり定食のショウガ焼きを齧かじりつつ、ニヤリとしながら冬児がつぶやいた。


　もっとも、笑いつつも目つきは真しん剣けんだ。ゆっくりと一同を見回し、


「多かれ少なかれ、俺たち全員、『考えるところ』はあるんじゃねえか。あんなもん見せられたあとじゃあな」


　その冬児の言葉に、全員がハッとする。


　それがなんのことか、冬児は明言しなかった。しかし、にもかかわらずその場の全員がすぐに察したということは、彼が言う「考えるところがある」というのが的を射ていた証しよう拠こだろう。


　先月起こった、陰おん陽みよう塾じゆくの襲しゆう撃げき事じ件けん。


　そのラストを飾かざった、春虎たちの担任講師大おお友とも陣じんと、『Ｄ』こと蘆屋道満の呪術戦のことだ。


「……まあな」


　春虎は応えて、悪友に苦く笑しようを返した。


「あれは実際、衝しよう撃げき的だったからよ」


「……そうだね。冬児の言うとおり……色々と考えさせられたよ」


　夏目も神しん妙みような態度になって頷うなずく。天馬も、そして京子も、皆一様に口数を減らした。その瞬間、ひょっとすると五人は、「あのとき」をもう一度共有していたのかもしれない。


　春虎の入塾以来、様々な事件があった。呪捜官に夏目をさらわれたこともあったし、試験中に鵺ぬえや『十二神将』に遭そう遇ぐうしたこともあった。大規模な霊れい災さい修しゆう祓ふつに狩かり出されたり、実際に鵺と戦い、修しゆう祓ふつしたことすらある。


　しかし、本当の意味で絶体絶命まで追い込まれたのは、道満が初めてだった。あれほどはっきりと、絶望を感じたのは。


　そして大友は、春虎たちの絶望を、ほとんど単独で引っ繰くり返してのけたのだ。


　大友は別に、「戦いに勝った」わけではない。終始道満に押されていたし、最後に決着をつけたのも、独立祓魔官の木こ暮ぐれ禅ぜん次じ朗ろうや、彼の率いる祓魔官のチームだった。


　だが、あの呪術戦を最初から最後まで、支配し、コントロールしていたのは、やはり大友だろう。単なる勝ち負けでは語れない、より高い視点に立って、彼は戦っていた。


「……大友先生の入院、思ったより長引いてるよね」


「あ、でも、お祖ば母あ様の話だと、ずいぶん快復してるそうよ？　むしろ、いまは労災が降りる降りないで、お祖母様と揉もめてるみたい」


「それはいかにもって感じだな。ま、その手の交こう渉しようじゃ、まだまだ塾長の方が上うわ手てな気がするが」


　天馬の懸け念ねんに京子が応え、冬児が鼻を鳴らして苦笑した。


　塾長相手に口八丁で労災交渉をする様子なら、これまで春虎たちがよく知っていた担任の姿と容易に重なる。夏目もその姿を想像したのか、目を細めて小さく噴ふき出した。


　そして、


「……得え体たいの知れない人だなってのは、最初から思ってたけど。まさか、あれほどの術巧こう者しやだなんてね」


　しみじみとした口調で言った。その感想は、その場にいる全員が共感できるものだった。


　冬児が、「──で」と食事を再開させながら続ける。


「結局『何者』なんだ、あの先生は？」


「あ、それ、あたしも気になってお祖母様に聞いてみたの。けど、元呪捜官って以上のことは教えてくれなかったわ」


「『あれ』が単なる元呪捜官なら、陰陽庁は安あん泰たいだぜ」


「そうだよね。右足を怪け我がして引退したって話だけど、あれだけ凄すごいなら、そんなの関係ないはずだよね。どうして塾の講師なんかやってるんだろ」


「ぼくも疑問だ。倉橋塾長に恩義があるのかな」


「恩義というよりは、弱みの方がしっくり来るがな」


「……うーん、あたしが言うのもなんだけど、冬児の意見の方が説得力があるわね」


　夏目たちは口々に大友に対する所感を口にする。自分たちの担任講師の実力を、誰だれ一人ひとり見抜けていなかったのだ。驚おどろきは大きいし、騙だまされたという思いもなくはない。あれこれと詮せん索さくしてしまうのも当然のことだろう。


　ただ、


「…………」


　そんな夏目たち四人の反応を見ながら、春虎は内心、少し焦あせっていた。


　もちろん、春虎も大友の実力には大いに驚いている。自主練を見てもらうようになってからは「結構凄い人なんだな」と思っていたが、それにしてもあそこまでは想像していなかった。「なんだよもうっ」と、思わず文句を言ってしまいたくなる気持ちは、十分理解できる。


　しかし、春虎があの件でもっとも衝撃を受けているのは、大友の隠かくしていた実力に対してではないのだ。大友や道満が操った、「呪術」に対してなのである。


　夏目たちは、違うのだろうか？


「な、なあ、天馬？」


「え？　なに、春虎君？」


「大友先生の呪術ってさ？　なんか、おれらがやってるのと、違う気がしなかった？」


「そりゃそうだよ！　僕らの知らない呪術がいっぱいあったし。そもそも、ほとんど『汎式』じゃなかったもの。技術面でも雲うん泥でいの差っていうか──」


「いや、そういう、種類とかテクニックの問題じゃなくてさ？　もっと根本的に、こう……」


　やはり上手く言葉にすることはできない。天馬のきょとんとした表情は、果たして言葉の意味が通じていないからなのか、それとも春虎の疑問そのものが理解されていないのか。


　──やっぱりおれ、ズレてんのかな？


　もしかすると、春虎がいま抱かかえている「もどかしさ」は、春虎だけのものなのかもしれない。他の四人にとって、大友の呪術は「凄い」という評価ではあっても、「違う」ものではないのかもしれない。


　──でも……。


　もしそうなら、実は春虎だけが根本的に間違っていた、あるいは「わかっていない」という可能性が高い。


　不安が過よぎる。


「……春虎？」


「…………」


「春虎っ」


「え？　あ、ワリイ」


　またしても他のことに気を取られていた春虎を、夏目は怒おこるというより心配する眼まな差ざしで見つめた。


　それから、あえて明るい笑え顔がおを作り、


「……ん、まあ、春虎もさ？　驚いて、凄いなって思うのはいいけど、あんまり深く考えすぎるのはどうかと思うよ？　はっきり言って、あの呪術戦は『別格』だった。急にあんなレベルの呪術を意識しても、プラスにはならない。ぼくらはぼくらで、できることからやっていけばいいんだ」


　夏目は励はげますような口くち振ぶりで、言葉を濁にごらせる春虎に言った。


「春虎だってちゃんと成長してる。さっきの実技ではミスがあったし、危険なミスだから注意もしたけど、簡易式自体は以前と比べれば見違えるようだったよ。君はちゃんと『伸のびて』いる。第一、黙だまりこくって悩むなんて、春虎らしくないだろ」


「夏目……」


　どうやら夏目は、春虎の抱えるもどかしさを、一種の自信喪そう失しつだと考えたらしい。そうじゃないんだ、ともらしかけた本音を、しかし春虎は意識してのみ込んだ。


　自問してみても、いまの自分が自信を喪失しているとは思えない。むしろ、自信のあるなしなど関係なく、逆におこがましいと感じるほど大だい胆たん不ふ敵てきに、「呪術」にのめり込みつつある気がする。


　ただ、いまの自分にそうした複雑な心の機き微びが伝えられるとは思えなかった。それに、幼おさな馴な染じみの気き遣づかいは、素直に嬉うれしい。


　春虎は張り詰つめた気持ちを弛ゆるめ、


「……だな」


　と小さく笑い返した。夏目は何も応こたえなかったが、春虎を見る瞳ひとみが嬉しそうに瞬またたき、目元が少し赤らんだ。


「ま、なんだ」


　と冬児が軽い声で雰ふん囲い気きを変える。


「あれ以来自主練もできてねえし、春虎も色々溜たまってるんじゃないか？　実技の講義じゃ、発散するって感じにはならないしな」


「ああ、それはそうなんだよ。なんか、思う存分試ためしたいってのはあってさ。……なあ、京子？　塾舎の修復って、まだ、だいぶかかりそうなのか？」


「え？　そうね。詳くわしくは聞いてないけど、少なくとも当分は、いまの態勢が続くみたいよ」


　あちこち間借りしているいまの状じよう況きようは、陰陽塾側としても負担が大きい。修復を急いでいるのは間違いないはずだ。


　ただ、塾舎ビルは呪術関連施し設せつであり、各種封ふう印いん等の呪的設備を数多く揃そろえていた。そして、道満の襲撃では、物理的側面だけでなく、呪的側面でも大きなダメージを受けているのだ。以前の形に戻もどすためには、どうしても手間と時間が必要となるのである。


　京子の答えに、「そっか」と春虎は残念そうな顔をした。


「いっそ、夜中にどっかの公園で、とか無理かなあ」


「バカ虎っ。無理に決まってるだろ。下手したら退塾ものだよ」


「なら、ここのトレーニングルームはどうだ？　講義が終わったあと、空いてる時間を利用させてもらうとか」


「いや、冬児君。それも難しいと思うよ？　日中僕らに割り当ててるだけでも、かなり向こうの業務を圧あつ迫ぱくしてると思うし。それに、祓魔局が忙いそがしくなるのって、夜になってからじゃない？　僕らが邪じや魔ましちゃ、申し訳ないよ」


　多くの場合、霊災が発生するのは、逢おう魔まが時──つまり日にち没ぼつ間ま際ぎわから翌日の明け方までだ。そのため、祓魔局が本格的に稼か働どうするのは夜間であり、祓魔官に夜勤が多いというのも支局に来るようになって知ったことだった。


　霊災件数自体、年々増加する傾けい向こうにある。祓魔局の業務は激務であり、その妨さまたげとなるような真ま似ねは慎つつしむべきだという天馬の意見は、ごく真っ当なものだろう。


　しかし冬児は、


「つっても、祓魔官の仕事は、基本待機だろ？　で、トレーニングルームがあるくらいだ。待機中は訓練じゃないのか？」


「さ、さあ。詳しくは知らないけど、多分そんな感じじゃない？」


「だったら、その訓練に混ぜてもらうとかでもいいじゃないか」


「そ、そんな無茶なっ。プロの祓魔官の訓練だよ？　ついてけるわけないし、それこそ足手まといっていうか、向こうに迷めい惑わくだよ」


　冬児の提案に、天馬は弁当箱を落としそうになる。


　祓魔官という職は、プロの陰おん陽みよう師じにとっても花形だ。選ばれているのは素質に優すぐれたエリートばかりで、しかもそうした才能ある人間が、日々厳しい訓練を経へて己おのれの技量を磨みがいている。つまりは、当代一流の陰陽師たちなのである。その訓練ともなれば、並なみ大たい抵ていのものであるはずがない。


　が、


「……いいんじゃない？　別に」


　その声は、車座になった春虎たちの輪の外からかけられた。


　驚いた一同が振り向いた先にいたのは、トレイを掲かかげてゆっくり近づいてくる、ツインテールの小こ柄がらな少女だった。


「おう、鈴すず鹿かか。お前、今日の講義は渋谷の大学じゃなかったのか？」


「……午前中はね。午後は目黒支局こつち。行ったり来たりで、めんどくさいったら……」


　一年の大だい連れん寺じ鈴鹿だ。春虎に返事をしつつ顔を向けずにうつむき気味なのは、どうやらトレイに載のせた冷やし中ちゆう華かのスープをこぼさないよう警けい戒かいしているらしい。妙みように歩みが遅おそいのも同じ理由だろう。


「大連寺。いいんじゃないかってのは、いまの俺の案がか？」


「……他ほかに何があんのよ。たかが訓練でしょ？　まあ──」


　側そばまで来た鈴鹿はようやく顔を上げると、ふんっ、とわざとらしく嫌いやみに笑う。


「あんたらにしてみりゃ、十分恐おそれ多いんだろうけどぉ？　──って、わ!?」


「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」


「ちょ、ちょっと蹴け躓つまずいただけでしょ！　つーか、さっさとどきなさいよ、ほらっ。あたしが入れないじゃんっ！」


　容よう赦しやなく蹴けりを繰くり出す鈴鹿に、春虎が苦い顔で場所を譲ゆずる。鈴鹿は春虎の座っていた置き石に、「ったく」と愚ぐ痴ちりながら──より慎しん重ちように──腰こしを下ろした。


「……で」


　と冬児が含ふくみ笑いを隠そうともせず、


「大連寺。いいんじゃないかってのは、いまの俺の案がか？」


「それさっき言ったよね!?　あんたほんと、あたしのこと舐なめてるだろ!?」


「まあまあ……。それより、鈴鹿。お前、祓ふつ魔ま官の訓練がどんなのか知ってるのか？　おれたちが参加してもいいようなもんなのか？」


「いいわけないでしょ、タコっ。たかが素人しろうとの塾じゆく生せいが、オコガマシーってもんよ！　……まあ、たかが『素人の塾生』なら、ね。でも、それが『十二神将』の提案ってことになれば、話は別ってもんでしょ」


　鈴鹿はぞんざいに言い放ち、それから不ふ敵てきに笑ってみせた。


　陰陽塾の一年に籍せきを置く鈴鹿だが、彼女は本来『陰陽Ⅰ種』をクリアした国家一級陰陽師だ。おまけに、最年少『十二神将』として──実態はさておき──呪じゆ術じゆつ界かいのアイドル的地位を確立しているビッグネームである。現在は陰陽法を犯した廉かどでペナルティーを受けている身だが、その事実を知っているのは陰陽庁の上層部と一部関係者のみ。事情を知らない業界人に対する発言力なら、春虎たち全員を合わせたところで、比べものになどならないはずだ。











[image: ]








「どうする？　どぉ～してもって頭下げるなら、あたしから申し込んであげてもいいけどぉ？　この、『十二神将』の、『神童』様が、さあ」


　これ見よがしに告げる後こう輩はいの提案に、二年の先輩たちは即そく答とうできない。無言のまま箸はしを止め、互たがいに視線を交かわし合った。


　──祓魔官の訓練に、おれたちが……。


　夏目や京子、天馬の瞳には、戸と惑まどいと躊躇ためらいが見て取れる。


　しかし……。


　春虎たちが黙り込む中、鈴鹿が冷やし中華をすすり始める。


　五人が鈴鹿に頭を下げたのは、昼休みが終わる直前だった。
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「……いいだろう」


　低い声に、少女は頷うなずいた。


　立ち上がって深呼吸する。自ら望んだこととはいえ、久しぶりの開放感だ。髪かみを搔かき上げてその感かん触しよくを確かめると、自然と口元がほころんだ。


「いやいや、お手数をおかけします」


　と、少女ではなく別の声が、横から男に礼を述べた。


　男はそちらには応えず、少女に向かって続ける。


「霊れい体たいの変調は、ひと晩もすれば戻るだろう。しかし、もともと負担の大きい術が、もう二年以上の長期にわたっている。いかに君でも、これ以上は危険だ」


　そんなことはわかっているし、覚かく悟ごの上だ。とはいえ、この男が言うことなら、本当にその通りなのだろう。男の忠告に、少女はコクリと頷き返す。


「それと例の契けい約やくだ。あれも早い方がいい」


　いまなら天てん壇だんも使いやすいだろう──そう淡たん々たんと告げる男に、少女は迷う様子を見せる。すると、「まあまあ」とさっき礼を述べた声が、再び二人のやり取りに入ってきた。


「いずれはそれも必要ですが、急ぐこともないでしょう。いまは何かと多た忙ぼうでもあることです。消しよう耗もうしては、かえって危険ですよ」


「だとしても、準備は進めておくべきだな。いまの者たちは、すでに半ば消しよう滅めつしている」


　男の台詞せりふに、少女は寂さみしげな翳かげりを浮うかべた。


　そして、さらに何か言おうとする従者を仕草で黙だまらせ、


「わかりました」


　と男に頷いた。





　　　　３




　残念ながら、『十二神将』たる『神童』の威い光こうは、祓魔局には通用しなかった。


「悪いが、我々の訓練は、れっきとした業務の一いつ環かんだ。塾生はもちろん、プロの陰陽師だろうと、たとえ国家一級陰陽師だとしても、部外者の参加は認められない」


　と、とりつく島もない。最終的に拒きよ否ひされる可能性はあると思っていたが、ここまであっさり断られるとは思わなかった。


　というより、どうも相手が悪かったらしい。


　実は、現在現役の祓魔官は、陰陽塾の出身者が多い。陰陽師は持って生まれた素質に大きく左右される職であり、優れた素質を持つ陰陽師志望者が最初に目指すのが、名門陰陽塾への入塾なのである。必然的に、陰陽師の中でも優ゆう秀しゆうな者しか任じられない花形職の祓魔官は、陰陽塾の卒業生が多くなるのだった。


　ただし、あくまで「多い」というだけであり、祓魔官全員が陰陽塾出身というわけでは、決してない。そして、最大派は閥ばつに属さない者が、それ故ゆえに弱い立場に置かれる例は、どの組織にも見られることだった。もちろん、そうした者が最大派閥に対して隔かく意いを抱いだき、反発を覚えるという例も。


　その日の夕方、トレーニングルームの使用を割り当てられていたのは、祓魔局目黒支局所属の霊災修しゆう祓ふつ部ぶ隊たい、第十三小隊。


　そして、あとから知ったのだが、第十三小隊の江え藤とう小隊長は、支局内でも有名な陰陽塾派のアンチらしかった。


　むろん、最大派閥のアンチだからといって陰陽塾やその塾生自体を嫌っているわけではなかったのだろうが、何しろ時期が時期である。日中だけとはいえ、プロの現場に学生を入れるという特例を、多くの局員は「陰陽塾なら仕方ない」と見過ごしている。しかし、当然ながら今回の対応を疑問視する声もあり、そうした反対意見は陰陽塾出身者以外の間で特に大きいのだ。江藤も、その中の一人なのである。


「施し設せつの共用は局の判断だが、その優先度は言うまでもなく我々にある。君たちはあくまで自分のカリキュラムをこなすことに集中すればいい」


　まったくの正論でぐうの音も出ない。


　言い出しっぺの鈴鹿などは完全に面子メンツを潰つぶされた形だが、表面上アイドル陰陽師を装よそおっているので怒ど鳴なり散らすこともできない。たっぷり絶句し笑え顔がおを引きつらせつつ、「……えっと、でも、あたしは一応、国家一級陰陽師だしぃ……」とぎこちない交渉を続けたのだが、ろくに相手にされなかった。本ほん性しようを知る相手ならともかく、『神童』大連寺鈴鹿が年相応の扱あつかいをされる姿を見るのは、なかなか新しん鮮せんだ。


　ところが、春虎たちが諦あきらめかけた矢先、思わぬところから助け船が入った。


　陰陽塾の実技講師、藤ふじ原わらだ。


「まあそう言うな、江藤。今回に限って言えば、『陰陽塾塾生の便べん宜ぎを図る』のも支局の業務の一環だ」


　春虎たちの申し出について、どこからか話を聞きつけたらしい。藤原が現れると、江藤は苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔で「……藤原さん」とぼやいた。


　藤原は元祓魔官の陰陽師で、最近では春虎たちの自主練習を大友と共に監かん督とくしてくれていた。その人ひと柄がら故か周囲からの信望も篤あつく、退職後も祓魔局に顔が広い。江藤とも顔見知りで、しかも二人の話を聞いているとかつての上司に当たるようだった。


「藤原さん。いくら藤原さんの口利ききでも、隊の規律を乱すわけには……」


「まあ、話を聞きなさい。君たちの職務上、彼らの実力を知っておくのは損にはならないぞ。何しろ……『彼らを守る』という任務に就つく可能性だって、なくはないからな」


　怪け訝げんそうな反応を見せる江藤に、藤原が近づいて小さく耳打ちする。江藤は驚おどろいて振り返り、春虎たち──特に、夏目を見た。


　どうやら、夏目の素す性じようについて話しているらしい。「彼が？」ともれる声が聞こえた。


　さらに続く藤原の説得に、江藤の態度が揺ゆれる。そして、最終的にこうしている時間が惜おしいと感じたのか、渋しぶ々しぶながら春虎たちの申し出を受け入れた。


　もっとも、そこから先は春虎たちの予想とは異なる展開となった。


　江藤が参加を認めた特訓とは、祓魔官同士で行う模擬戦だったのである。
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「無理はするな……と言いたいところだが、横車を押した身としては、少しはいいところを見せてもらわんとな」


「そりゃ、努力はしますけど……」


　気楽に言う藤原に、春虎は愚痴っぽく応こたえる。


　いま春虎たちと十三小隊の面々は、トレーニングルームの中央を挟はさんで二手に分かれている。これから順番に、一対一で呪術戦の模擬戦を行うのだ。祓魔官が霊れい災さい修しゆう祓ふつ以外で呪術を用いるケースは少ないが、まったくないわけではない。個々人の技量を磨みがく意味でも模擬戦を行うことは珍めずらしくないらしい。


　じゃんけんの結果、一番手は春虎。相手はなんと、あの江藤小隊長である。


「君は確か、入塾してわずか三日目に、夜や光こう信者の呪じゆ捜そう官とやり合ってるはずだろう。いかに祓魔官が優秀とはいえ、呪術戦──つまり対人呪術に関していえば、プロの呪捜官には及およばない。相手が小隊の隊長だろうと、恐れることはないぞ」


「いやいやいやっ、あのときはおれ一人で戦ったわけじゃないですから！　それより、あの人、藤原先生の元部下なんでしょ？　何かアドバイスはないんですか？」


「そうだな。とりあえず、いまの私よりは遥はるかに強いことは間ま違ちがいない」


「それって全然アドバイスにはなってないですよねっ!?」


　身体からだを──というより、どちらかと言えば心を落ち着けるために準備運動をしながら、春虎は盛せい大だいに嘆なげいた。


　ルールは基本なんでもあり。呪じゆ符ふは当然として、呪具や式神など、使えるものならすべて使っていい「実戦」を想定した模擬戦だ。たとえば、ストレッチをする春虎の手には、一本の錫しやく杖じようがある。大友が作成してくれた、春虎用の呪具だ。トレーニングルームを訪おとずれる前に念のため用意しておいたのだが、大正解だった。この錫杖は春虎が苦手とする呪力のコントロールを補助してくれるので、これさえあれば模擬戦も、それなりに形になる──はずである。


「ビビってんじゃねえよ、春虎。呪捜官ともやったし、鵺ぬえともやった。ついこないだは、蘆屋道満の式神とやったばっかだろ」


「ああそうそう、どっかの生なま成なりともな！　くそっ」


「春虎！　落ち着いて、相手をよく見てっ。胸を借りるつもりで行けばいいんだ！」


「わかってるっ。……ええい、やったるぞ、ちくしょう！」


　冬児の野次と夏目のエールに応え、春虎は自らに発破をかける。天馬が「頑がん張ばって！」と声をかけ、京子もいつになく神しん妙みような顔で見守っていた。


　唯ゆい一いつの例外は、すっかりへそを曲げたらしい鈴鹿だ。


「わー、せんぱい、ガンバってー。かっこいいとこ見せてくださいねー」


　完全にどうでもいい口くち振ぶりで、一ジュールの熱も感じさせない声せい援えんを送る。やる気が失うせるので、せめて黙っていてほしいところだ。


　対する十三小隊の隊員たちも、引っ張り出したベンチに座りながら物見高い視線を投げている。すでに春虎が土御門家の人間であることは知っているようだ。思わぬレクリエーションでも始まったかのような表情は、案外裏で勝敗の賭かけでも行っているのかもしれない。もちろん、賭けが成立するならの話だが。


　──とにかく、いまは集中だ。


　思う存分試ためしたい。昼休み、春虎はそう口にしたが、その言葉に噓うそはないのだ。どうせ自分は馬ば鹿かなのだし、呪術とは何かなど、どれだけ頭で考えたところで、手応えなど得られはしない。


　陰おん陽みよう塾じゆくに入ったときから、ずっと手て探さぐりで進んできた。多少手て際ぎわは良くなったかもしれないが、根本的なスタンスに変化はない。実じつ践せんあるのみ。ぶつかり、転び、傷つく中から、それでも得られた確かな感触を、己おのれの血肉に変えるのだ。少しずつ。少しずつ。


　自分には、それしかない。


　江藤が覚めた声で、


「準備はいいか？」


「お願いします！」


　緊きん張ちようを吹ふき飛ばすべく、大声で返事をする。そのまま前に進み出て、江藤と対たい峙じした。


「では始める」


　と、簡潔に、江藤。


　春虎は即そく座ざに、「コン！」と自らの護法式を召しよう喚かんした。


　春虎の前に小こ柄がらな人ひと影かげが生まれ、そのまま床ゆかを蹴けって江藤に迫せまる。水すい干かんと指さし貫ぬきを着た、狐きつねのような耳としっぽを持つ少女──コンは、すでに背中に手を回し、愛刀『搗かち割わり』の鯉こい口ぐちを切っている。


　へえ、と祓魔官たちが感心したような声をもらした。護法式を従える術者は、プロでも決して多くはない。さてどの程度かと値ね踏ぶみするようだった視線が、俄が然ぜん熱を帯び始める。


　しかし、対する江藤は眉まゆひと筋動かさない。


　一直線に駆かけ寄ったコンが、直前でその大きなしっぽを振る。反動を利用して真横にステップ。軌き道どうを変えつつ速度は落とさず、タッ、と軽けい捷しように跳ちよう躍やくした。


　小柄な身体が宙を舞まい、鞘さや走ばしった『搗割』の刀身が、光の尾おを曳ひき江藤に斬きりかかる。


　が、コンが接せつ触しよくする直前、突とつ然ぜん何もない空間に衝しよう突とつして「きゃふ!?」と弾はじき返された。


　衝突の衝しよう撃げきで微かすかにラグりつつ、コンはしっぽを振り回し、猫ねこのように身を捻ひねって着地。直ちに回り込みながら、一度江藤と距きよ離りを開ける。一方、式神を跳はね返した空間でもラグが走り、次いで、コンとは対照的な巨きよ大だいな人影が現れた。


　分厚い鎧よろいを着込んだ重量級の騎き士し。剛ごう健けんで無機的な姿は、陰陽庁製護法式『モデルＧ１・仁に王おう』だ。霊災と相対する祓魔官の間では、もっとも多用されるスタンダードな護法式である。江藤の前方だけでなく、背後を守るようにもう一体も出現した。ふーっ、と威い嚇かくする猫のように回り込むコンを、無言のまま牽けん制せいし、近寄せない。


　だが、そのときには春虎自身が、江藤目がけ駆け寄っていた。


　祓魔官たちが軽くどよめき、江藤もピクリと反応。術者が積極的に動くのは春虎のいつもの戦法ながら、呪術戦の定石からは外れる。経験豊富な祓魔官だからこそ、余計に意表を突つかれるのだろう。


　もちろん、意表は突かれたとしても、それで動じるほど甘くはない。


　前方の『仁王』が速すみやかに春虎を照準。反対側のコンが、「はは、春虎様っ！」と注意を喚かん起きしたが、春虎は無視してさらに迫る。


　江藤が険しい眼まな差ざしを見せた。素人しろうとの蛮ばん勇ゆうと見たのだろう。スッ、と腕うでを伸のばすと、主あるじの動きに連動して『仁王』が直接春虎を捕ほ縛ばくしにかかった。下手をすれば重傷を負わせかねない操作に、部下の祓魔官たちから軽い驚きが伝わってきた。


　しかし、春虎の感想は真逆。


　──よし、甘いっ。


　京子もそうだったが、生身の人間が相手だからこそ、直接式神をぶつけるとき、まともな術者なら──特に初手では──無意識のうちにもブレーキをかける。春虎は練っていた呪力を錫杖に流し込み、『仁王』の足あし下もとを鋭するどく払はらう。むろん、当たらない。当たらない、が、出足を挫くじいた。


　──考えろっ、考えろっ。


　呪術戦は手の内の読み合い。単なる力のぶつけ合いではない。呪術戦における「戦術」の重要性を、春虎は大友と道満の戦いから、はっきりと学んでいた。自分は、術の種類もろくに知らなければ、扱う技術もお粗そ末まつなものだ。だが、手札の数やレベル以上に大切なのは、手持ちのカードを如い何かに組み立てるか。そのためには何よりもまず、霊気を、呪力を、「視みる」ことだ。


　相手を「視」、場を「視」、自分をも客観的に「視」て、戦いを制せい御ぎよする。


　大友がそうしていたように。


「式神生成っ。[image: ]急如律令オーダー！」


　ばらまいた呪符は簡易式の式符。昼間講義で使用した物だ。


　二羽のカラスが低空を舞う。内一羽は、拳こぶしを振り上げた『仁王』が撃げき墜つい。だがもう一羽は『仁王』の横をすり抜ぬけ、江藤の前に躍おどり出た。


　──どっちだ？


　江藤に注意を集中。自らの防ぼう御ぎよを優先するか、『仁王』の操作を継けい続ぞくするか。


　両方だった。


　江藤の指先が遅ち滞たいなく翻ひるがえり、襲おそい来る簡易式の鼻先に護ご符ふを投とう擲てき。「[image: ]急如律令オーダー」と短く唱えたときには、意識は『仁王』に戻っている。この程度では揺さぶりにもならない。


　だが、それで慌あわててしまうほど、春虎も未熟ではなかった。距離を詰つめてくる『仁王』に向かって、錫杖を突き入れる。呪力を注ぎ込まれた錫杖の先で、遊ゆ環かんが激しく回転する。霊力の馬力は春虎の最大の武器だ。その出力に押され、『仁王』の巨きよ体たいが踏鞴たたらを踏ふんだ。小隊長の護法式がラグを起こすのを見て、隊員たちが、おお、とどよめく。


　しかし、春虎の狙ねらいは、あくまで江藤だ。


　視界の隅すみで、護符に弾かれたカラスの簡易式が、ラグを起こして空中に静止するのが見えた。江藤は──まだ「仕し掛かけ」に気づいていない。いや、実は気づいているのか？　集中。江藤の霊気から、江藤の次の動きを「視」る。集中──


　だが、


「──くっ!?　コン！　火だ！」


　結局読み切れず保険をかけた。主の意図を汲くみ、コンが狐きつね火びを派手に飛ばす。攪かく乱らん。相手の注意を後方に引きつけようとした。


　が、これは下策だった。露ろ骨こつな陽動に、江藤の気配がはっきり変わった。春虎は舌打ちしつつ、『仁王』の攻こう撃げきを躱かわして横に飛ぶ。床にダイブしながら、ビッ、人差し指と中指を突きつける。


「縛しばれっ。[image: ]急如律令オーダー！」


　呪力を投げたのは、ラグから立ち直った簡易式──ではなく、カラスの羽に忍しのばせて、敵に近づけた木もく行ぎよう符ふだ。簡易式を介かいして発動させる符術は、実技合宿で習ったささやかな「策」だったが……。


　──ダメだ。次っ。


　直前で罠わなに気づいた江藤は、すでに対応に入っている。陽動とはいえ狐火に囲まれながら、微み塵じんも揺ゆらぐ気配を見せない。後方の『仁王』でコンを遠ざけ、前方の『仁王』に春虎を追撃させつつ、自身は淡たん々たんと木行符の処理にかかっていた。冷静沈ちん着ちやく。修しゆ羅ら場ばを踏んできたプロの祓ふつ魔ま官の凄すごみ。これをどう攻せめるか。ダイブした床を転がりながら、春虎は江藤を「視」る。集中。左目に、ドクッ、と鈍にぶい痛みが過よぎる。


　江藤の対応──霊気は金ごん行ぎよう。つまり、江藤の狙いは金行符による五ご行ぎよう相そう剋こく、金ごん剋こく木もく。なら、それを押さえ込めば──間に合うか──


「[image: ]急如律令オーダーっ！」


　転がる勢いのまま身体からだを起こし、腰こしの呪符ケースから抜き手も見せず火か行ぎよう符ふを打つ。子供じみた呪符の早はや撃うちは、しかし、春虎が得た血肉のひとつだ。木行符を相そう殺さいしようとする江藤の金行符を、さらに火行符で阻そ止しにかかる。火か剋こく金ごん。


　初めて江藤の表情が変わった。


　呪じゆ文もんを唱えつつ手印を結ぶ。春虎は必死に集中。が、やはり「視」切れない。左目の痛みが強くなる。知らない呪術だろうか。さらに追撃すべきか……いや、駄だ目めだ。江藤の次の手が読めない以上、さらなる追撃の成功率は低い。とっさの判断で目標を変へん更こう。


　直後、江藤の全身から放射状に呪力が吹き荒あれ、春虎の木行符はもちろん、自身の金行符やあとから早撃ちした火行符、さらにはカラスの簡易式までを巻き込み、一いつ斉せいに薙なぎ払った。


　ようやく江藤の呪術がわかる。結界だ。自身を中心に展開した結界を、最後に結んで固定せず、そのまま周囲に放射した。結界のこんな使い方は初めて見た。


　これで術者を狙った戦術はすべて失敗。しかし、江藤の技わざに驚おどろきつつ、春虎はすでに目標を変更して、次の戦術の組み立てに入っている。江藤の意識が彼自身に逸それた隙すきに、せめて目の前の『仁王』を、一時的にでも無効化するのだ。


　プランは……そう、まず水すい行ぎよう符ふ。続けて木行符。水行符が生んだ呪力の水流を、木行符が生んだ蔓つる草くさに吸わせ威い力りよくを倍加させる。これも、大友が対道満戦で見せた技だ。五行相そう生しよう。実は、さっきのカラスの簡易式のもう一体には、水行符を持たせていた。『仁王』に撃墜さえされていなければ……いや、いまは次の手だ。


　集中。


「行けっ──[image: ]急如律令オーダー！」


　ほとんど同時に二枚の符術を実行。異なる術式を脳のう裏りに駆け巡めぐらせ、霊れい気きを練って呪力に変へん換かん。呪符の乱れ打ちは霊的にタフな春虎にはお手の物──のはずなのに、いまはなぜか頭が割れるように痛い。いや、「なぜか」ではない。ひとつひとつの呪術の「質」が違ちがうからだ。より精度の高い、クオリティの高い術を求めようとしているからだ。これまで自分がいかに「雑」に術を使っていたかがわかる。暴走しそうな呪術を、必死になってコントロールする。


　正直、甘い。思い描えがいた精度やクオリティには、ほど遠い符術だ。それでもなんとか形にはなった。符術が連れん鎖さし五行が相生する。木行符が生成した蔓草は何倍にも太く膨ふくれあがり、投と網あみのように『仁王』に被かぶさって動きを封ふうじる。もっとも、急激に膨れあがった蔓草は、早くもぼろぼろと崩ほう壊かいし始めている。まさに一いち時じ凌しのぎだ。が、稼かせいだ時間には意味がある。


　──向こうはっ？


　素す早ばやく注意を江藤に戻す。しかし、彼の方はさらに早かった。『仁王』が動きを封じられる──その阻止が間に合わないと見るや、ただちに呪文の詠えい唱しようを開始していた。同時に、流れるように手印を結び直していく。最初は転てん法ぽう輪りん印。それから、あれは──呪じゆ縛ばく印。


　──不動金かな縛しばり!?


　ヤバイっ、と身構え、春虎は錫しやく杖じように呪力を注入。妨ぼう害がい──駄目だ。間に合わない。回かい避ひ──いや、不動金縛りの術では避さけようがない。どうすれば？　わからない。「視」て、反応するしかない。


　集中。


「クッ……!?」


　左目に、開けているのが辛つらいほどの痛みが弾はじける。視界が霞かすれる。気がつくと、左目の下が火傷やけどしそうな熱を帯びていた。春虎が夏目の式神になった際に、その証あかしとして刻まれた五芒星セーマンの呪じゆ紋もんだ。だが、いまは痛みや熱に気を取られている場合ではない。霞れる視界の向こう側を、どうにか見通そうと精神を集中させる。我知らず奥歯を嚙かみ締しめ、錫杖を握にぎる手が震ふるえる。


「──オン・ビシビシ・カラカラ・シバリ・ソワカ！」


　江藤の不動金縛りの術。来た──と「視」た次の瞬しゆん間かんには、痺しびれるような衝しよう撃げきが、春虎の全身を打ち据すえていた。


「はは、春虎様っ!?」


　コンの悲鳴が聞こえたが、春虎は返事をすることができない。身体の自由を奪うばわれたまま、突とつ風ぷうに吹ふき飛ばされるように、後方に転てん倒とうした。


「ぐっ!?」


　痛みに耐たえて状じよう況きようを把は握あく。身動きひとつできないわけではない。床ゆかで藻も搔がく程度の動きは、辛かろうじて取ることができる。直前まで呪力を注ぎ込んでいた錫杖が、春虎の反射的な防衛本能に反応して、ギリギリのタイミングで呪力の防ぼう壁へきを張っていたのだ。しかし、江藤の不動金縛りは、その防壁ごと春虎を抑おさえ込んでいた。不動金縛りと防壁の間のわずかな隙すき間まの中で、春虎は必死に解呪を試みた。


　しかし、わからない。


　呪力の流れが読めない。術式が理解できない。気がつけば自分の呼吸だけ、嵐あらしのように荒あら々あらしく乱れていた。呪力を振ふり絞しぼって錫杖に流し込む。力ちから尽ずくでこじ開けようとするのだが、江藤の呪術は綻ほころびを見せない。


　──いやっ……！


　綻びがないのではない。「視」えないのだ。金縛りの状態を正確に認にん識しきすることができない。大友の錫杖は春虎にチャンスを与あたえているのに、それを活いかすことが自分にはできない。「ちくしょうっ！」と思わず罵ののしり声を上げる。


　そこに、


「……勝負あり、だ」


　木行符の拘こう束そくを破った『仁王』が、倒たおれたまま起き上がれない春虎の頭上に、かがみ込むようにして拳を突つきつけた。春虎は歯を嚙み締める。一瞬炎ほのおのような反はん抗こう心しんが燃え上がり──


　消えた。


　自分の負け。その事実が、すとん、と胸に落ちて、春虎を納なつ得とくさせた。


「……ハア……ハア……」


　荒い息のまま、顔を傾かたむけ江藤を見る。江藤は汗あせひとつかいていないように見えた。


　小隊長の背後では、ついに最後まで『仁王』を突とつ破ぱできなかったコンが、しっぽを逆立てて悔くやしがっている。結局、二面作戦にも江藤は動じなかった。それどころか、奇き襲しゆう気味に先手を取った春虎の攻撃を、江藤は正面から受けきった上で、押し返したのである。横よこ綱づな相撲ずもうと呼ぶに相応ふさわしい、堂々たる勝利だろう。


　──やっぱ、駄目、か……。


　江藤に対する尊敬の念が、春虎の中で形を為なす。一方で、それを遥はるかに上回る己おのれに対する不ふ甲が斐いなさが、悔しさと苛いら立だちになって反はん響きようする。コンが「はは、春虎様っ」と心配そうに駆かけ寄ってきたが、声をかけてやることもできなかった。


　無様な呪術戦だった。春虎はそう、自分を恥はじた。


　ところが──


「よおしっ。よくやった、坊ぼう主ず！」


「こりゃスゲエや。土御門ってのは、やっぱ伊だ達てじゃねえんだなっ」


　模も擬ぎ戦が決着した直後、待ってましたと言わんばかりに祓魔官たちが拍はく手しゆを送った。塾じゆく生せいの奮ふん闘とうを評価する声は、手放しの讃さん辞じに溢あふれている。春虎は倒れたまま目を丸くする。


　ハア、ハア、と呼吸しながら、


「……あ、あれ？」


　もちろん、拍手しているのは祓魔官たちだけではない。藤原は驚きの笑え顔がおで頷うなずいているし、天馬は感激の面おも持もちで痛いほど手を打っている。冬児も会心の笑み。京子はぽかんと春虎を見つめ、へそを曲げていた鈴鹿ですらマジマジとこちらを凝ぎよう視ししていた。


　そして夏目だ。


「バカ虎！」


　と顔を真っ赤にし、


「だから護ご符ふを使えって言っただろ！　そもそもプロの護法式相手に、生身で突っかかるなんて論外だ！　君はぼくの式神なんだぞ!?　少しは主あるじの言うことも聞いたらどうなんだ！」


　声を嗄からして駄だ目め出だしする夏目は、しかし目が潤うるんでいた。春虎は「護符？」とつぶやいたあと、いまさらハッとする。江藤の不動金縛り。そうだ。護符を使えば良かったのだ。そうすれば、たとえ防ぎきれなかったとしても、術が弱まり、破れたかもしれない。


　しかも、夏目のアドバイスはそれだけではなかったらしい。声が掠かすれているのは、おそらく模擬戦の間ずっと指示を叫さけび続けていたからだろう。なのに、まったく聞こえなかった。自分がそんなに模擬戦に没ぼつ頭とうしていたとは、意識していなかった。


　拍手はいつまでも鳴り止やまない。春虎は訳がわからず当とう惑わくする。


　すると、


「騒さわぐな！」


　江藤が一いつ喝かつした。祓魔官たちがピタリと動きを止め、トレーニングルームが水を打ったように静まった。


　降って湧わいた静せい寂じやくの中、江藤はゆっくりと春虎に視線を向ける。いつの間にか金縛りは解け、二体の『仁王』も実体化を解いていた。春虎は短く呻うめきながら、なんとか上半身を起こした。


「わかったか？」


　と江藤が静かに告げる。


「なるほど、天てん狗ぐになるのもわからないではないが……これで少しは目が覚めただろう。陰おん陽みよう塾じゆくの塾生だろうと、名門の出身だろうと、関係ない。『プロ』と同じ扱あつかいが受けたいというのなら、それなりの手順を踏ふみ、資格を得た上で来るがいい。一足飛びに特別扱いを求めるなど、虫がいいことを考えずにな」


　部下の祓ふつ魔ま官たちとは対照的な、厳格な口振りだ。そんなつもりではない──という春虎の反論など、口にする前に叩たたき潰つぶされてしまう。「貴様──」とコンが目を三角にして匕首あいくちを抜ぬく気配を見せたが、主の浮うかべる複雑な表情に気づき、むむむと堪こらえるようにしっぽをくねらせた。


「初めに言った通りだ。君たちは、自分のカリキュラムをこなすことに集中しろ。『プロの真ま似ね事ごと』など、十年早い」


　江藤は冷ややかに春虎を見下ろした。悔しいが、彼の言葉には確かな重みがある。その重みは春虎の胸に乗って、春虎の言葉を詰つまらせた。


「……相変わらず手厳しいな」


　そう、藤原がかつての部下に話しかける。藤原の口調は些いささか呆あきれ気味だったが、江藤は「当然のことです」と、にべもない。


　春虎は腰こしを床に落としたまま、うつむき、唇くちびるを嚙んだ。


　と、


「……小隊長ぉー」


　場違いに力の抜けた、いい加減な声がした。


　ピリピリした空気を無視する──というより、あからさまに挑ちよう発はつする声は、冬児。片手はポケットに突っ込んだまま、もう片方の手をだらけた様子で掲かかげ、ニヤニヤと──しかし瞳ひとみには鋭するどい光を宿して──江藤を見み据すえている。


「じゃあ、次は俺の目を覚ましてもらっていいですか？　俺、土御門とは関係ないけど、ちょっと訳ありでね。特別扱いとか、ぜひお願いしたいんですよ。『プロ』相手でも、それなりに自信あるんで」


　模擬戦の申し込みというよりは、完全に喧けん嘩かを売っている体だ。春虎が「おい、バカっ」と小声で言ったが、冬児はまるで態度を変えない。危険で好戦的な笑みは、彼がトラブルを楽しむときと同じ種類のものだ。


　しかも、冬児だけではなかった。


「……すごーい。あたしも一応『プロ』ですけど、祓魔官って普ふ通つうの『プロ』よりお高く止まった感じなんですねぇ～。あ、でも、『プロ』同士なら構わないんですよね？　あたし模擬戦とかやったことないんで、お相手してもらっていいですかぁ？」


　鈴鹿がそう言って、おもむろに席から立ち上がる。顔には営業スマイル。口調も余よ所そ行ゆきのそれだが、台詞せりふの内容は冬児以上に挑発的である。おまけに、江藤をにらむ両目には、隠かくしようもなく怒いかりがにじんでいる。


「ちょっ、ちょっと、冬児君……!?」


「す、鈴鹿ちゃんっ。落ち着いて……!?」


　天馬と京子が後ろから慌あわてて止めるが、二人はまったく耳を貸さない。


　それぞれ江藤を見つめたまま、


「なんだ。『ダーリン』の仇あだ討うちか？　私し怨えんを持ち込むのは後にしてもらえねえかな」


「はっ？　勘かん違ちがいすんな、バカ。あたしはただ、あの気取った『プロ』の鼻を明かしたいだけだっつーの」


　もはや、どちらも慇いん懃ぎん無礼を通り越こして、いまにも江藤に襲しゆう撃げきをかけそうな勢いだ。


「冬児っ。鈴鹿も、やめろって！」


　春虎が慌てて立ち上がった。しかし、二人とも、もはや春虎を見ようともしない。江藤から目を離はなさず──というより眼ガンをつける格好だ。春虎は頰ほおを引きつらせる。


　学生二人の挑ちよう戦せんに、江藤は無言のまま微かすかに顔をしかめた。


　何か言いたそうに藤原に視線を送る。しかし、藤原は素知らぬ風に、軽く肩かたを竦すくめて見せた。


　江藤は鼻でため息をついて、冬児と鈴鹿に向き直る。


　しかしそのとき、並んで立つ二人の間から、二人を押しのけ、夏目が前に出た。


「っ、夏目？」


「ちょっ、ちょっとあんた！」


　冬児が驚おどろき、鈴鹿が声を荒らげたが、夏目の横顔を見たあとは二人とも口をつぐんだ。


　夏目は、これ以上ないほど冷たい、氷の如ごとき表情を浮かべている。ただ、その表情の下から感じる熱は、二人を足したよりなお苛か烈れつかと思われた。


「誤解がないように言っておきますが──」


　と、恐おそろしく滑なめらかに、しかし触ふれれば爆ばく発はつしそうな何かを内包した声で、告げる。


「『プロ』がその責務を完かん璧ぺきに果たしていたなら、そもそも陰陽塾の塾生が皆みなさんの施し設せつを頼たよるような事態にはならなかったのではありませんか？　陰陽塾が襲撃された際、『プロの祓魔官』たちは、どこで何をしていました？　私たちが身みの丈たけに合わない特訓を求めるのは、自分の身は自分で守る必要があると判断せざるを得なかったからです」


　その台詞に比べれば、冬児や鈴鹿の挑発など可愛かわいらしい物だっただろう。江藤の目の色がはっきりと変わり、祓魔官たちまで息をのんだ。


「夏目君っ。言葉が過ぎるぞ！」


　とっさに藤原が夏目を諫いさめた。夏目は反論しない代わりに、藤原には目をくれず、江藤を見据え続けている。冬児が感心したように小さく口笛。鈴鹿はいいところを取られたと言いたげに、それでいて何も口を挟はさめず唇を尖とがらせている。


　天馬も啞あ然ぜん。春虎も、幼おさな馴な染じみの思わぬ反応に、止めるタイミングを見失っていた。


　そして、


「…………」


　京子は、なぜか胸を突かれたような顔で、夏目の後ろ姿を凝視していた。


　藤原がもう一度「夏目君っ」と注意する。夏目はようやく藤原に顔を向け、


「北ほく斗とは使いません」


　と、きっぱり告げてから、キッと江藤に向き直った。


　断じて否いなとは言わせぬ口振りで言う。


「……お手合わせ、よろしいですね？」





　　　　４




　支局を出たときには、すっかり日が暮れていた。


　ＪＲ目黒駅から電車で渋谷に移動。寮りようと塾じゆく舎しやビルの行き来は徒歩で済んでいただけに、通勤帰宅時のラッシュにはまだまだ慣れない。ホームに降りたときには、思わず「ふう」と息をついた。


　もっとも、そこで人混みが途と切ぎれるわけではない。足早に行き交かう人々の流れに呑のまれつつ、春虎と夏目は駅を離れた。


「こうしてみると、やっぱり渋谷って東京の中でも大都市だよな。目黒も大たい概がいだけど、渋谷の人混みは桁けたが違う気がするぜ」


　冬児はまだ支局に残っている。京子や鈴鹿は方向が反対だったし、天馬とも駅で別れたので、いまは春虎と夏目だけだ。


　満員電車に辟へき易えきとした春虎は、後ろに続く夏目に仏ぶつ頂ちよう面づらでぼやいた。しかし、夏目からは返事がない。春虎は肩かた越ごしに振ふり返り、夏目の様子を見て苦く笑しようした。


「なんだ、夏目。まだ気にしてるのか？」


「だって……」


「いいじゃねえか。あんだけ発散したんだから」


「わ、私はいいんですっ。そうじゃなくて……」


　二人きりのため夏目の言葉遣いも男装のときのものではなく本来のものに戻もどっている。


　春虎は足を止め、冗じよう談だんっぽく笑いかける。


「なんだ？　じゃあおれの模も擬ぎ戦の駄目出しか？　まあ、確かにちょっとみっともなかったもんな」


「ち、違いますっ。春虎君は頑がん張ばりました。本当に、びっくりしたぐらいです。それなのに、あの江藤って人は……」


　まだ納なつ得とくが行かないのか、夏目は腹立たしそうに口を曲げる。


　すると、


「──はは、憚はばかりながら、コンめも夏目殿どのと同じ思いです」


　と、姿は見せないまま、コンまで憤いきどおりを口にした。


「……は、春虎様の奮戦に手を焼いた分際で、生意気にも程ほどがあるというもの……あ、あの無礼者め、必ずやコンが手打ちにしてくれまする……」


「待て、コン。お願いだから、それだけは勘かん弁べんしてくれ」


　復ふく讐しゆうに燃える式神に、春虎は半ば以上真しん剣けんに釘くぎを刺さした。何しろこの忠義に篤あつすぎる式神は、以前大友を一人で襲撃した実績を持っている。プロの祓ふつ魔ま官相手に同じことをしでかした日には、大変な問題に発展しかねない。


　結局あのあと春虎たちは、気勢を削そがれてやる気をなくした鈴鹿を除き、夏目、冬児、天馬、京子の順で祓魔官相手の模擬戦を続行した。そして、二番手として江藤小隊長と戦った夏目は、観戦していた祓魔官たちを呆ぼう然ぜんとさせるほどの大熱戦を繰くり広げたのである。自ら宣言したとおり、切り札である使し役えき式の北斗は召しよう喚かんしないままで。


　ただ、この勝負は最終的に引き分けで終わった。これ以上は事故もあり得ると判断した藤原によって、途と中ちゆうで中止されたのだ。


　聞いた話では、江藤は目黒支局でもトップスリーに入る実力者らしい。ポーカーフェイスの彼がどこまで本気を出していたのかわからないが、少なくとも呪じゆ術じゆつ戦に関し、夏目は腕うで利ききの祓魔官に匹ひつ敵てきする実力を持っているということだ。いまさらかもしれないが、春虎はあらためて「すごい」と思ってしまうのだった。


「マジにさ。お前って、本番でテンパらなきゃプロにだって負けねえんだから、今度なんかあったときも、慌てず落ち着いて行動しろよな」


「さ、最近はそんなにパニックになったりしてないでしょ？　私だって経験は積んでるんです」


　夏目は上うわ目め遣づかいになって不服そうに言い返し、春虎は「そういやそうか」と笑いながら謝った。事実、道満の襲撃があったとき、夏目は春虎たち全員の指揮を執とり、一度ならず窮きゆう地ちを脱だつしている。逆に、一年のころの彼女なら──夏目は陰おん陽みよう塾じゆく入塾当初から天才呼ばわりされていたが、それでも──江藤にはまず歯が立たなかっただろう。


　皆必死で成長しているのだ。春虎も、夏目も。他ほかの塾生たちも。


「冬児も凄すごかったもんなー。あいつほんと、ここ一番に強いって言うかさぁ」


　実は、模擬戦で唯ゆい一いつ勝ち星を挙げたのは、冬児だった。


　相手は江藤と交代した祓魔官。呪術戦の途中で突とつ然ぜん自身の封ふう印いんを解き、生なま成なりと化した冬児に愕がく然ぜんとする相手の隙すきを突ついて、快勝してしまった。その後も、最初から生成りの状態で臨み、もう一人の祓魔官に──もはや「呪術戦」ではなかったが──勝利を収めている。そう言う意味では、もっとも祓魔官たちを驚かせたのは、夏目以上に冬児だったかもしれない。


　ただ、結果として一番祓魔官たちと打ち解けたのも冬児だった。彼らは、冬児の複雑な事情──霊れい災さいの後こう遺い症しようで鬼おにを宿していることを藤原から説明され、また、そんな事情を背負いながらも太ふて々ぶてしく鬼と向き合う冬児に対し、同じく霊災と対たい峙じする者として共感を持ったらしい。いま冬児が支局に残っているのも、霊災に対する心構えや注意点などを、彼らから教わっているのである。冬児にしてみれば既き知ちのことかもしれないが、実際に現場に携たずさわる者たちの口から聞くノウハウには、単なる知識以上の価値があるはずだった。


「とにかくさ。冬児みたいに収しゆう穫かくはあったわけだし、やっぱりやって良かったじゃん？　あの様子なら、そのうちまた訓練に参加させてくれるかもしれないしな。……あー、まあ、あの小隊長が許可するかどうかは、自信ねえけど……」


　喋しやべっている内に江藤のことを思い出し、春虎は乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かした。彼だけは最初から最後まで春虎たちに対する態度を翻ひるがえさなかったのだ。


　またしても夏目がむすっと口をへの字にする。


「……だいたいあの江藤って人は、自分たちのことばかりで、私たちのことなんかわかってないんです。私たちがどうして、無茶をしてでも強くなろうとしているのか……」


　夏目がここまで他人を批判するのは珍めずらしいことだ。日ひ頃ごろは年長者を敬う夏目が、江藤に対し深く静かに怒おこっていた姿が脳のう裏りに甦よみがえった。


　あのとき、夏目はどうして、あれほど怒ったのか。らしからぬほど辛しん辣らつな台詞を、誰だれのために口にしたのか。いくら春虎が鈍にぶくともわからないはずはない。


「……ありがとな」


　ぽつりと礼を言う。「え？」と夏目は戸と惑まどう顔を見せた。


　パチパチと瞬まばたきしながら、夏目が春虎の顔を真まっ直すぐ見つめる。大きく澄すんだ瞳ひとみに見つめられ、春虎は急に照れくさくなって、少しだけ視線を逸そらした。


「正直さ。あの人が言ってたことって、間ま違ちがってるわけじゃないと思う。けど、おれたちは、もっと正しい。だっておれたちには、特別扱あつかいが必要なんだからな」


「春虎君──」


「……て、ていうかさ？　よく考えたら、お前の言ったことって、おれが先に言わなきゃ駄だ目めだったよな。堂々とさ」


「そんなこと！　は、春虎君は十分頑張ってくれました。今日は本当に、その、か、格好良かった──ですよ？」


　いつしか二人は、横に並んで歩いていた。


　夏目は妙みように縮こまり、うつむき加減に頰を染めつつ、ちらっと春虎の反応を窺うかがう。実体化していないはずなのに、コンのしっぽが揺ゆれ動いた気がした。


　もっとも、たまに勘かんが働いたところで、春虎が鈍いことに変わりはない。


「おいおい、夏目に褒ほめられるなんて初めてじゃないか？　お世辞でも嬉うれしいもんだな」


「お、お世辞じゃありませんっ。さっきも言ったじゃないですか。本当に、びっくりしたんですから」


「いやぁ、でも、バタバタしてたろ？　なんて言うんだろ。こう──フラストレーションが溜たまるっていうか……もどかしいっていうか」


　何かを訴うつたえる幼馴染みの視線に気づかないまま、春虎は自身の模擬戦を振り返る。


　色々試ためしてみることはできたが、結局何もつかめずに終わった。それが正直な感想だ。


　大友と道満の戦いを思い出そうとしたときと同じである。実際に呪術戦の最中にあっても、やはり肝かん心じんな部分には鮮せん明めいにフォーカスできない感覚が付きまとっていた。


　──ったく、冴さえねえよな。


　自分の中のイメージと、現実の自分の乖かい離りが歯は痒がゆい。まるで、全身に重たい鎖くさりを巻かれているかのようだ。こうじゃねえだろ、と思いつつ、イメージ通りにはまるでいかない。大友たちの戦いを目まの当たりにして、あまりに理想が高くなり過ぎているのだろうか。


「……なあ、コン」


　と春虎は考え込みながら独り言のように尋たずねる。


「お前は今日、どうだった？　なんてーか……ズレた感じとかなかったか？」


「……も、申し訳ございません。ズレ、と申されますと……？」


「んー、口じゃ言いにくいんだけどさ」


「言いにくい……ハあッ!?　ももも、もしや、コンに何か不ふ手て際ぎわがっ!?」


　すぐさま実体化して土下座しようとする式神を、春虎と夏目が慌あわてて止める。何しろ往来だ。幼い少女を道みち端ばたで土下座させるなど、下手をすれば通報されかねない。


「違う違う！　お前じゃなく、おれの方にだよっ。てか、とりあえず隠おん形ぎようしてろ。頼たのむから！」


「は、春虎様にですか？　春虎様にご不備など……あ、でも──」


　と、再び姿を消したコンが、恐おそる恐る具ぐ申しんする。


「さ、先ほどの手合わせの最中、幾いく度どか春虎様が痛みを堪こらえておられましたのが、コンには気になってございます。もしや、お身体からだの調子が優すぐれなかったのでは……？」


　それを聞いた夏目は、驚おどろいて「そうなの？」と尋ねた。春虎も思い出して、手のひらを左目に当てる。模擬戦のあとは何も感じなかったので、忘れてしまっていた。


「確かに……霊気とか呪力の流れとかを集中して『視み』ようとすると、痛みがあったっけ。無む駄だに力んじゃってるのかもな」


「力む、ですか？」


　夏目が春虎の左目の辺りを見ながら、少し不思議そうにつぶやいた。


「でも……よく『視る』と言いますけど、本来霊気や呪力というのは、『見る』ものじゃなくて『感じる』ものですよ？　春虎君だってそうでしょ？　視覚は関係ありません」


「そりゃ、わかっちゃいるんだけどさ。いざってときは、つい目で見ようとしちゃうんだよな、おれ。やっぱ、生まれつきっていうか、天然の見けん鬼きじゃないからかな」


　そう言って、春虎は左目の目め尻じりの下にある、五芒星セーマンのタトゥーを指先でなぞった。


　春虎が夏目の式神となった、契けい約やくの証あかし。


　同時に、実はこの呪じゆ紋もんは、夏目が春虎に施ほどこした呪術の徴しるしでもある。


　春虎は、陰おん陽みよう師じにとってもっとも基本的な能力である、見鬼の才を持っていないのだ。だからこそ、分家とはいえ名門土御門家に生まれつきながら、ほんの一年前まで一いつ般ぱんの高校に通っていたのである。


　しかし、陰陽師としての道を進むと決め、夏目の式神になった際、彼女の呪術によって見鬼の才を授けてもらった。いま春虎が曲がりなりにも呪術を行使できるのは、夏目によって施された呪術のおかげなのである。


「……そうか。そうだよな。最近すっかり忘れてたけど、案外原因はそこにあんのかもしれないな。おれが本来、見鬼じゃないってとこに」


　自分は本当なら陰陽師になれる人間ではなかった。その不備を呪術で埋うめていたという無理が、少し上達してきたいまになって表面化しているのかもしれない。いや、客観的に考えれば、その可能性は高いだろう。


「でも、そうだとすると弱ったな。どうしようもねえってことだもんな。……なあ、夏目？　いっそ右目にもこの術かけることとかできねえのかな？」


「いえ、ですからその術は、『目』にかけているわけではないんです。『感じる』ための術ですから。それに……」


　と、夏目は急に、少し申し訳なさそうな口くち振ぶりになった。


「実はその呪術は、いくつかの術式を合わせて、私が再構成したものなんです。それで……一番根幹にかかわる術式は、私自身も完全には理解できていない術式でして……」


「え？　そ、そうなの？」


「はい……昔、父に教わったものなんです。一時的に見鬼にする術なら、他にもよく知られたものがあるのですが、春虎君に使ったものは、土御門家秘伝の術で……将来必要になると思って必死に憶おぼえましたけど、実際はかなり複雑な術なんですよ」


　現在進行形でかかっている術だというのに、いまのいままで知らなかった。春虎は思わず自分の頰ほおのタトゥーを見ようとする。もちろん、見えはしないのだが。


「……もしこのあとも左目の痛みが続くようなら、一度父に術を『視て』もらいましょう。あ、小お父じ様も知ってるかもしれませんね。私では難しい微び調ちよう整せいも、行ってもらえるかも」


　夏目の言う小父様とは、春虎の父親のことだ。土御門の分家で、しかも陰陽医なのだから、春虎にかかる呪術についても夏目の父親同様詳くわしいかもしれない。夏目としては、あまり仲の良くない実の父親より、春虎の父親の方が頼みやすいのだろう。


「そっか。じゃあ、聞くだけ聞いてみっかな。そういや長いこと、喋ってねえし」


「はい。気になるようなら、その方がいいと思います」


「ああ。……でも夏目、よくそんな術式覚えてたな？　将来必要になるって言うけど、誰かを見鬼にする術なんて、普ふ通つうに考えたら使い道ほとんどなくねえか？」


「え？　それはだって春虎君が──あっ、い、いえ！　たまたまですっ。たまたま！　その……個人的に興味があったってだけで」


　突然赤くなって強弁する夏目にぽかんとしつつ、「ん、ああ？」と春虎は生返事する。


　そもそも思い出してみると、春虎は夏目に向かって、突然「式神にしてほしい」と願い出たのだ。つまり、夏目はあのとき即そつ興きようで春虎を見鬼にする術式を組み上げたことになる。さすがと言うべきか、まるで何年も前からいつか来るかもしれないその日に備えて準備を整えていたかのようだ。春虎にはとても真ま似ねできない芸当である。


　──にしても……そうか。おれ、見鬼になって、まだ一年経たってねえんだな。


　いまでは当たり前になり過ぎて、見落としてしまっていた。が、逆に言えば、もうそろそろ一年が経過するのだから、即興の術式にガタが来たとしてもおかしくはない。


　ただ、きっかけはやはり、先月の件だろう。大友と道満の呪術戦に触しよく発はつされたからこそ、春虎はより一層高いレベルで「視る」力を求め始めたのだ。


　──けど、不思議だよな。


　これまでにもレベルの高い呪術は、何度も目の当たりにしてきた。それこそ、『十二神将』を三人も──『神童』大連寺鈴鹿、『鬼喰いオーガ・イーター』鏡かがみ伶れい路じ、『神じん通つう剣けん』木暮禅次朗という当代最さい高こう峰ほうの呪術者たちと身近に接する機会を得ているのである。鈴鹿など、いまではすっかり友達だ。


　にもかかわらず、どうして大友と道満のときだけ、あれほど自分は反応し、魅み入いられてしまったのか。


　危険だったから？　いや、それまでだって十分危険だった。


　自分が成長したから？　かもしれないが、それほど急に受け取り方が変わるものだろうか。


　シチュエーションの問題か？　確かに、陰おん陽みよう塾じゆくという「日常」が襲おそわれたことは、随ずい分ぶんとショックではあった。昼休みに突とつ然ぜん道満が現れ、塾舎ビルが式神に取り込まれ、抵てい抗こうしつつもあっという間に追い詰つめられて、最後は逃にげ場のない屋上に──


　──屋上？


　ん、と春虎が顔をしかめる。


　何かが引っかかった。なんだ……と記き憶おくを辿たどる内に、春虎は重要なことを思い出した。


「そうだ。夏目、お前、京子から屋上のことで何か聞いてる？」


「え？　な、何をですか？」


「祭壇だよ。塾舎の屋上にあった祭壇。あれ、田舎いなかの『御み山やま』にあった、『泰山府君祭』を祀る祭壇と一いつ緒しよだったよな？　なんであんなもんが、陰陽塾の屋上にあったんだ？」


　春虎が尋ねると、夏目は「あっ」と口に手を当てて驚いた顔をした。


「そういえばすっかり忘れていました。あのときは確か倉橋塾長が『話はあとで』と言って、でも、結局それっきりです」


『泰たい山ざん府ふ君くん祭さい』は代々土御門家が取り仕切っていた秘祭だ。人の魂たましいに関かかわる──現行の『汎はん式しき陰陽術』では禁呪とされる分野の儀ぎ式しきである。一年前、春虎と夏目が鈴鹿と戦ったのも、この儀式を巡めぐってのことだった。陰陽塾の倉橋塾長は、土御門家の古い分家筋である倉橋家の人間だ。当然『泰山府君祭』の存在は知っているはずだが、だからといってその祭壇が塾舎ビルの屋上にあった理由にはならない。


　土御門家の人間としては、看過できない事実だ。それとも、夏目の父親は知っているのだろうか。


「どういう理由があるのかわかりませんが、きちんと聞いておくべきですね。大切な事なのに、私ったら……。ありがとうございます、春虎君。よく言ってくれました」


「…………」


「春虎君？」


　きょとんとした夏目が、小首を傾かしげて聞き返す。しかし春虎は足を止めて、何事か考え込んでいた。


　夏目も立ち止まり、律りち儀ぎに春虎の反応を待つ。


　春虎はしばらくして顔を上げると、


「なあ、夏目。いまからちょっと、塾舎寄ってみねえ？」





　　　　[image: ]




　深い意味はない、単なる思いつきだ。ただ、祭壇のことを思い出したとき、急にもう一度『視』ておきたくなったのである。あの呪術戦の舞ぶ台たいとなった場所を。まだ記憶が薄うすれない間に。


　これまでも夜の塾舎に来たことはあった。しかし、いざ訪おとずれてみると、全面的な修復作業中の塾舎は、知らない建物のようだった。


　外がい壁へきを覆おおうシートが風に煽あおられて音を立て、巨きよ大だいな生物が唸うなり声を上げているかに思える。一部ではこの時間も作業が続いているらしく、揺ゆれ動くシートからもれるライトの明かりが、ビルの脈動のように見えた。


　正面入り口の二重の自動ドアは、先月の襲しゆう撃げき事件で破は壊かいされている。いまは、床ゆかに板が渡わたされ、外から見えないようシートで覆われていた。春虎と夏目は互たがいに目配せしながら、おっかなびっくりシートをめくって中に入った。


　すると、


「おう、汝なんじらか。しばらくぶりだな」


「かような時刻に如何いかがした？　夜歩きは感心せぬぞ」


「あれっ？　お前ら、もう直ってたのか？」


　入り口の左右に設置された台座。その上に、二体の狛こま犬いぬが腰こしを下ろしていた。


　とはいえ、いまの外見を見て狛犬とわかる者は、まずいないはずだ。確かに獣けものを模してはいるが、可動部の多い鋼はがねのモニュメント──もっと言えば、犬型のロボットがお座りをしているように見える。それも、いわゆる狛犬の造形ではなく、ドーベルマンのようなスリムで精せい悍かんなフォルムだ。額に記しるされた五芒星セーマンの墨すみ入いれが印象的である。


　以前から塾舎の番をしている、塾長の式神、アルファとオメガだった。


　この二体は、物理的な体をそのまま形かた代しろとする、機き甲こう式と呼ばれるタイプの式神だ。塾舎を襲撃した蘆屋道満の前に真っ先に立ち塞ふさがり、二体共に損傷を受けた。事件のあと陰陽庁に搬はん送そうされていたのだが、塾舎ビルが修復されるより早く、任務に復帰したらしい。


　もっとも、


「生あい憎にく、まだ完全には修理されておらぬ。故ゆえに、こうして本体を晒さらしておるのだ」


「塾舎の修復が終わるまでには元通りになろう。よって、我らの雄お々おしくラブリーな雄ゆう姿しは、いま少し待つがよい」


「らぶりー？」


「違ちがうのか？　女子生徒の間では、我らはそう評されていると聞いたぞ？」


　オメガが平然と──といっても、動く狛犬に擬ぎ態たいしていたときと違い、形代が剝むき出しのいまは、表情などわからないのだが──言った。春虎と夏目は思わず顔を見合わせ苦く笑しようする。この辺りの朴ぼく訥とつな親密さが、態度が大きいわりに学生に人気がある所以ゆえんだろう。


「それで？　かような時刻に修復も終わらぬ塾舎に何用か？」


「ああ。いまどうなってんのかなーって気になってさ。入ってもいいかな？」


「中にか？　構わぬが、まだ作業中の大工がおる故、邪じや魔まはするなよ」


「また、現在塾舎は呪的防ぼう御ぎよが機能しておらぬ。その点十分留意せよ」


「オッケー。ありがとな」


　二体の式神に礼を言いながら、春虎と夏目はビル内に入った。


　一階フロアは床や壁かべにビニールのシートが張られ、作業用の機材や資材が積まれている。いかにも改装中という雰ふん囲い気きだ。幸いエレベーターは普ふ段だん通り稼か働どうしたので、春虎と夏目はさっそく最上階に移動した。


　塾舎ビルの最上階は、食堂がある階だ。道満が襲撃してきた際、春虎たちはちょうどこの階で昼食を摂とっていたところだった。


「うわ。真っ暗だ」


　エレベーターから降りた春虎は、思わず呻うめき声をもらした。一階フロアは作業用のライトが点ともっていたが、最上階にはなかったのだ。作業員もいない。エレベーターのドアが閉じた途と端たん、自分の足あし下もとさえ見えなくなってしまった。


「ここも電気は通ってるよな？　廊ろう下かの照明って、スイッチどこだ？」


「そう言えばどこでしょう。こう暗いと探すのも……待って下さい。携けい帯たいの光で……」


　夏目が携帯を取りだし、ディスプレイの明かりで照明のスイッチを探そうとする。


　が、それより早く、ぽっ、と仄ほのかな明かりが灯ともった。


　青白い光は、コンの狐きつね火びだ。あっ、と携帯を手に振ふり返る夏目を余よ所そに、いつの間にか再び実体化した式神が、得意げに主あるじを見上げている。


「はは、春虎様。どうも足下が悪いようですし、ここはコンめが先導致いたします」


「お、そうか。悪いな、コン。助かるよ」


　コンは春虎の言葉に、嬉うれしそうにしっぽを振る。さらに二、三個狐火を増やして、周囲の空間に浮うかべた。


　蛍けい光こう灯とうに比べれば光量は弱いが、その分小回りが利きく。提ちよう灯ちんやランタンのようなものだ。周りの様子は見て取れるので移動には十分だろう。


　屋上に出る階段は、廊下の突つき当たりにある。ふわふわと浮かぶ狐火に囲まれた春虎と夏目は、コンを先頭にして廊下を歩き始めた。


　最上階は一階に比べ、より損傷が激しかった。ガラスの破は片へんなどは撤てつ去きよされていたが、床や壁に走る亀き裂れつ、ボコンと陥かん没ぼつした跡あとなど、まだ手をつけられていない箇か所しよばかり目につく。場所によっては半はん壊かいしている所もあった。


　激戦の跡が、いまも生々しく残っているわけだが……。


「……これって、蘆屋道満の式神というより、北ほく斗とが暴れた跡だよな……」


「ひ、人聞きの悪いことを言わないで下さいっ。北斗は暴れたんじゃなくて、敵の式神と戦ったんです！　正当防衛ですからっ」


　夏目は慌あわてて否定したものの、どちらかというと罪悪感を誤ご魔ま化かす方便のように聞こえなくもない。まあ、北斗が出した損害に関しては、春虎も同罪のようなものだ。塾長から文句も来ていないし、あまり深くは考えない方が良いだろう。


　荒あれ果てた真っ暗な廊下を、青白い狐火を頼たよりに、春虎たちが進む。


　空調は効いていないはずだが、あまり暑さは感じなかった。割れた窓を覆うシートがバサバサと音を立て、同時に、隙すき間まから吹ふき込む風が壊こわれた笛の音のように響ひびく。狐火が作るぼんやりとした影かげが、音に合わせて踊おどるかのようだ。


　春虎と夏目はどちらも言葉少なく、互いの足音だけが交こう互ごに聞こえてくる。馴な染じみ深い塾舎に戻もどってきたはずなのに、夜の山道に、あるいは深い洞どう窟くつにでも足を踏ふみ入れているような錯さつ覚かくがした。


　知られざる祭壇へと続く、人ひと気けのない、寂せき寞ばくたる参道。


　やがて、狐火の照らす光の先に、廊下の端はしが見えてきた。


　屋上に通じる鉄製の扉とびらが見える。


　以前は呪じゆ術じゆつによって秘されていた扉も、いまでは剝き出しになっている。しかも、上部の蝶ちよう番つがいが外れ、傾かたむいたまま開け放たれていた。コンが狐火をひとつ飛ばして、中の状じよう況きようを確かく認にんする。幸い、中の階段はほとんど破壊されていなかった。コンがふわりと宙に浮き、春虎と夏目もそのあとに続いて階段を登る。


　屋上に出る側の扉も、道満の式神によって吹き飛ばされたままだ。応急処置として雨避よけのシートが張られている。そのシートをめくって外に出ると、たちまち強い夜風が吹き付けてきた。


　相変わらず暗いが、眼下の街明かりのおかげで、室内よりは辺りが認識しやすい。剝き出しのダクトと金かな網あみに囲まれたジャングルジムのような空間だ。すぐ隣となりの高さ三メートルほどの壁の上が、祭さい壇だんのある高台スペースになっている。大友と道満が戦った戦場である。


　と、


「──む」


　突とつ然ぜんコンが頭上の耳をピクリと動かした。


　一いつ斉せいに狐火を消し、無言のまま春虎たちに、少し待つよう合図を送る。なんだ、と思う間もなく、実体化を解いて隠おん形ぎようした。


　数秒後、


「……は、春虎様。祭壇に何者かおりまする」


　と、姿を消したまま耳打ちするように報告した。春虎たちは「え？」と思わず頭上──高い壁の向こうに視線を向けた。


「……誰だれだ？　工事の人じゃないのか？」


「い、いえ。制服を着ていますので、おそらくはここの塾じゆく生せいかと……た、ただ、見たことのない顔にございます」


　春虎と夏目は黙だまって顔を見合わせる。


　自分たちが言うのもなんだが、こんな時間にこんな場所で、何をしているのだろうか。塾生とはいえ、いま塾舎に用がある者などいないと思うのだが。


「忘れ物を取りに来た……わけじゃねえよな。屋上だもんな」


「……なんでしょう。気になりますね」


　何しろ、ここの祭壇には色々と因いん縁ねんがある。その塾生が何をしているのかは気になった。


「危険があるとは思えませんが……。とりあえず様子を窺うかがってみましょう」


　夏目はそうささやくと、小さく呪文を唱え始めた。隠形術だ。自分だけでなく、春虎にも術をかけて、二人の気配を呪的に隠かくす。


　上に登る階段は、ダクト部を抜ぬけた奥だ。幸い、屋上は風音が激しい。春虎たちは呪術で気配を消したあと、足音を立てないよう、ゆっくりと通路を突き当たりまで移動した。


　梯はし子ごのような簡易階段に、春虎が先になって手をかける。一段ずつ慎しん重ちように登る。最後は、首だけ伸のばして高台スペースを見み渡わたした。


　広々とした空間だ。ただ、周囲に塾舎ビルより高い建物がないこともあり、眼下からの街明かりだけでは、端々までは見通せなかった。それでも、目を凝こらすと薄うす暗ぐらい闇やみに、ぼんやりと見えるシルエットがあった。


　祭壇だ。四方を鳥居に囲まれた石の舞ぶ台たい。そこに、人ひと影かげらしきものも見えなくはないのだが、はっきりとはわからない。


　いや、こういうときこそ『視み』ればいいのだ。春虎は簡易階段を登り切り、そっと高台に上がった。息をひそめ、祭壇の方に意識を集中する。


　しかし、そこで春虎はぽかをしでかした。


　夏目の手によって隠形したものの、実は春虎自身は隠形術をマスターしていない。だから知らなかったのだが──隠形している間は、呪術の行使はもちろんのこと、些さ細さいな呪力の動きや霊れい気きの揺れにしても、隠形状態をキープしたまま注意して行動する必要があったのだ。


　夏目が簡易階段から顔を出したときには、もう遅おそかった。『視る』ことに集中するあまり、春虎は自身の霊気を練ってしまい、それが呪力となってわずかながら放出された。そのわずかな放出が、デリケートな隠形術を、自ら破ってしまう。春虎は思わず、ぎくっ、と身を竦すくめた。


　この距きよ離り。そして、この暗さだ。隠形が解けたとしても、気づかれないで済む可能性は十分にあったのだが──





「──誰だっ？」





　薄闇に佇たたずむ祭壇より、鋭するどい誰すい何かの声が投げられた。意外にも女性の声だ。


　あちゃあと立ち尽つくす春虎に続き、夏目も素す早ばやく高台に上がった。春虎が無言で振り返ると、夏目は仕方ないと頷うなずいた。


「待ってくれ。おれたちも塾生だよ」


　春虎は手を挙げて、はっきりと声を出した。


「いま明かりを点つける。いいか？　単なる明かりだからな？」


　攻こう撃げきと勘かん違ちがいされないよう念を押しながら、「コン、火を」と隠形している式神に命じる。たちまち、春虎たちと祭壇を繫つなぐように、左右にぽつぽつと青白い狐火が灯っていった。


　まるで、祭壇に続く参道を照らす、石いし灯どう籠ろうの明かりのようだ。そして、最後に祭壇の上にも、狐火がひとつ、ぽっ、と灯る。


　闇の払はらわれた祭壇に、一人の少女が現れた。


　距離があるので、はっきりとは見えない。ただ、女子用の白い制服姿でなければ、少女ではなく少年だと思ったかもしれない。祭壇にスッと立つ姿が、堂々と凜り々りしかったのだ。


　見慣れているはずの制服も、狐火の仄かな明かりのせいか、どこか普段と異なる神秘的な雰囲気を醸かもし出している。凜々しい佇まいと相まって、平安の世の若き皇子が、現代に迷い込んだかのように見えた。


　ただ、もっとも強く目を惹ひいたのは、その髪かみだ。


　赤い。


　幾つもの髪飾りを付けた癖くせのある髪が、青白い狐火の元でも、なお鮮せん烈れつに赤かった。風になびく様は、まるで火の蛇へびが揺ゆらめいて少女の頭部を飾かざっているように見える。春虎はギクリとする一方、その妖あやしい幻げん覚かくに釘くぎ付づけになった。


　少女の側にも反応があった。狐火で姿が露あらわになった春虎たちを見て、ハッと髪を揺らし、身じろぎした。


「土御門の──」


　と、つぶやく声。それも、息を呑のむかのような素そ振ぶりだ。


　春虎たちは知らない。しかし、向こうはこちらを知っていたらしい。


　少女はしばらく祭壇の上で、落ち着かない、逡しゆん巡じゆんする様子を見せた。しかし、腹を決めたように態度を引き締しめると、サッと身を翻ひるがえし、直ちに祭壇の舞台から降りた。


　そのまま、赤い髪を揺らし、真まっ直すぐこちらに歩み寄ってくる。春虎たちは思わず身構える。


　背後には、夜の暗闇。なまじ明かりが灯ったせいか、明かりの外はさらに暗く、見えなくなった。確かなのは、狐火が繫ぐ道と、石舞台と、少女。闇に浮かび上がる鳥居が、異界に通じる門のようだ。


　キレのある颯さつ爽そうとした動きで、少女は近づいて来た。互たがいの顔がはっきり見える位置で、足を止める。


　美しい少女だ。そして気品がある。見るからに快活ながら、その双そう眸ぼうは理知的である。


　なぜか少し昂たかぶった様子で、


「──土御門夏目君。それに君は、土御門春虎君だね」


　そのはきはきとした物言いが、とっさに懐かしい友人を連想させて、春虎をどきりとさせた。


　一方少女は、感動を抑えきれないかのように、戸と惑まどう二人をじっと見つめた。まるで、家族や無二の親友と再会したかのようだった。
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　不意に、にっこりと微笑ほほえむ。


　そうすると、まるでひまわりの花が咲さくようで──


「初めまして。ぼくは相そう馬ま多た軌き子こ。君たちと同じ──陰おん陽みようの道を歩む者だ」





　それが、土御門春虎と土御門夏目、そして相馬多軌子の、出会いだった。
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　行きつけにするバーの条件は三つ。暗いこと。広いこと。そして耳障ざわりではないが、適度に騒さわがしいこと。


　とにかく、店に溶とけ込めることが重要だ。その点、六ろつ本ぽん木ぎにあるそのバーは、オーセンティックなスタイルのわりに条件を満たしていた。客層が幅はば広ひろいのもありがたい。様々な肌はだの色や言葉、奇きを衒てらった身なりの者がいるほど、隠形に気を遣つかわなくて済む。


　男は巨きよ漢かんだった。


　カウンタースツールに腰こし掛かけていてもなお、強い存在感がある。立てば身長は二メートル近いだろう。手にしたロックグラスが、二回りは小さく見える。


　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる体たい軀くながら、引き締まっているため鈍どん重じゆうさは欠片かけらもない。短めの金きん髪ぱつは仄ほのかな間接照明に鈍にぶく輝かがやき、黄金の冠かんむりを連想させる。異国の血を感じさせる、彫ほりの深い顔立ち。口元には微び笑しようが浮うかんでいるが、細められた双眸からは感情が読み取れなかった。


　ノータイのスーツ姿はスマートな佇まいながら、内に秘められた野性味が隠しようもなくにじみ出ている。まるで、都会の闇に紛まぎれる、獅し子しの化身のようだ。


　男は独りカウンターの左ひだり隅すみに陣じん取どり、言葉少なにグラスを傾けている。


　しかし、店に新たな客が入って来たとき、唇くちびるに浮かんでいた笑みが、苦く笑しように変化した。


　客は三人。フロアの店員に先導され、入ってすぐのテーブル席に腰を下ろした。すでに酔よっているが、先客が気にするほど騒がしいわけではない。ただ、見けん鬼きの才がある者が視れば、お、と思っただろう。三人とも一いつ般ぱん人に比べ、飛び抜けて霊れい気きが強いのだ。


　陰おん陽みよう師じ。それも、おそらくは祓ふつ魔ま官たちだ。


　この辺りに陰陽師が顔を見せることは珍めずらしい。むろん、すでに隠形は強めているし、向こうがこちらに気づく気配は──少なくともいまのところ──ない。このまま店を出るのも面めん倒どうだが、かといって祓魔官と同じ店で呑むのも少々馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうするかな、とバックバーのラベルを眺ながめながら、ロックグラスに口を付ける。


　が、男の優すぐれた聴ちよう覚かくが祓魔官たちの会話を捉とらえた瞬しゆん間かん、席を立つ気は消え失うせた。


「しかし、あいつらほんと、大したもんだよ。いくら土御門って言ったって、まだ学生だぜ？　江藤さんも大人げないよな」


「あの人、陰陽塾嫌ぎらいだからな」


「別に、陰陽塾の塾生だから厳しく当たったわけじゃないだろ。そう言う意味じゃ、平等だよ、平等。……現に、あのあとは俺たちが、たっぷりと絞しぼられた」


「違いない」


　三人の祓魔官たちが笑う。聞いていると、どうやら現在陰陽塾の塾生は、祓魔官たちの支局を間借りしている状態らしい。しかも、つい数時間前、この祓魔官たちは何人かの塾生相手に模も擬ぎ戦を行ったようだ。


　その相手というのが土御門……とすると、「何人かの塾生」の具体的な顔ぶれは、すぐに思いつく。男は、先月陰陽塾が襲しゆう撃げきを受けた際も、その一部始終を遠くから見守っていたのだ。


　三人の祓魔官たちは、随ずい分ぶんと塾生たちを評価しているらしかった。中でも、土御門家の次代当主と生なま成なりの少年の二人が高評価だ。おやおや、と男はグラスの氷を揺らす。あいつは何をやっているのか──まだ目は覚めていないらしい。


「しかし、まさか小隊長と五分とはな」


「まあ、あの人がどこまで本気だったかわからんが……」


「いや、かなり本気だっただろ。現場にいるときと変わらなかったぜ。俺はもう、あの子が例の転生って噂、信じるね」


「おいおい、滅めつ多たなことを言うなよ」


「……そういや、聞いたか？　法改正の話……」


「あ、そうそう。その話を忘れるところだった。いよいよ決まるらしいな」


　祓魔官たちの話題が変わる。男は引き続き、それとなく耳を澄すませる。


「春の『再さい祓はらえ』でまた議論が出てたところに、先月の襲撃事件だ。結局あれが決定打になったそうだぜ」


「ふん……まあ、形はどうあれ、局長の努力が実を結んだわけだな。ここ数年──特に一昨年おととしの『大おお祓はらえ』以来、随分と精力的に関係省庁に働きかけてたみたいだし」


「例の佐さ竹たけって議員だろ？　局長とはツーカーらしいけど……」


「いわゆる新国防族の若手だな。ちっとはニュースも見ろよ。時々テレビ出てるぞ」


「それでさ？　その法改正絡がらみで、知り合いの呪じゆ捜そう官から、ちょっと大事になるかもって話を聞いたぜ。噓うそかホントか知らないけど……」


　と、そこで話していた祓魔官は、辺りを憚はばかるように声を落とした。油断していた男は、つい話の続きを聞きそびれる。が、辛かろうじて聞き取れた単語は、男が新たな興味を覚えるのに、十分なものだった。


　双そう角かく会かい。


「……やれやれだな。またテロ、なんてことにならなきゃいいが」


「それに、その話が確かなら、今日のあの子にも、何か火の粉が飛んだりするんじゃないか？」


「あり得るな。これまでにも似たようなこと、あったはずだろ」


「まさか、それで目黒支局うちに？」


「いや、いくらなんでもそれは……と、思うが……」


　祓魔官たちはいよいよ声を潜ひそめてぼそぼそと話を続けた。男は、カラン、と氷を鳴らし、注意を祓魔官たちから外した。


　そう言えば、古ふる馴な染じみがまた死んだので、最近の連中の動向はつかんでいない。自分には関係のないこと──ではあるのだが、そうは言いつつ先月も、物見高く出向いている自分がいた。


　要は、退たい屈くつしているのだ。自分は。


　そして、あれこれと理屈を付けつつ、気にしているのだろう。あいつらを。


「──チェックだ」


　バーテンダーにだけ聞こえる声で、低く小さく告げる。


　スツールから立ち上がる男の、スーツの左袖そでが、ふわりと揺れた。












　二章　昔日の緒いとぐち
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　あとになって思い返しても、それは不思議な邂かい逅こうだった。





「……相そう馬ま、多た軌き子こさん？」


「うん」


　まだ戸惑いの抜ぬけない夏なつ目めに、少女──多軌子は屈くつ託たくなく笑え顔がおで頷うなずいた。


「でも、多軌子でいいよ。ぼくも……夏目って呼んでいいかな？　──どう、春はる虎とら？」


　親しげに名を呼ばれ、春虎は再びどきっとする。


　屋上に強く吹ふいていた夜風も、気づけばいつしか凪ないでいた。狐きつね火びの仄かな明かりが、春虎と夏目、そして多軌子の三人を照らしている。


　多軌子は、近くで見ると一層非ひ凡ぼんな印象を持った少女だった。その顔立ちもさることながら、純白の制服に赤い髪かみが映はえて、人形のように美しい。やはりその髪の色のせいだろうか。自然な美というより、芸術品のような特異な美を感じる。


　そしてやはり、凜りんとした少年のような瑞みず々みずしさがあった。


　すらりと引き締しまった手足や首筋。軽かろやかな身のこなし。何より、屈託のない笑顔。


　どうしても思い出してしまう。


　すると、二人の戸惑いに気づいたのか、多軌子は少しばつの悪い顔をした。


「ああ、急にごめん。馴なれ馴れしかったかな？　ぼくは、君たち二人のことは、よく知ってたから、つい……」


　と照れくさそうに言った。


「でも、こんなところで直接会えるなんて……。驚おどろいた。それに、嬉うれしいよ」


　美び貌ぼうに浮かぶ笑みは、彼女の言葉が噓ではないことを証明しているように思われた。実際、少しはしゃいでいるようにすら見える。夏目の戸惑いがいよいよ大きくなった。救いを求める目で春虎を見たが、春虎にしても困こん惑わくしているのは同じだ。いや、むしろ春虎の方がより困惑していたかもしれない。


　春虎は気を引き締め直し、


「えっと……相馬さん」


「多軌子でいいよ。それともやっぱり馴れ馴れしい？」


「別にそんなこと……じゃ、じゃあ、多軌子」


　呼び直すと、多軌子は「うんっ」と嬉しそうに笑う。利発そうな印象は変わらないのに、そんな仕草はひどく無む邪じや気きだ。


「多軌子は、その、一年？　あ、それとも三年だったり……」


　何しろ、この髪だ。同学年でこれだけ目立つ塾じゆく生せいがいれば、春虎たちも知らないはずはない。おそらくはこの春入塾した一年だろうと思ったのだが、多軌子の返答は少し複雑だった。


「ぼくの場合は、ちょっと特とく殊しゆなんだ。少し、事情があって」


「事情？」


「うん。でも、ぼくも『塾生』ではあるんだ。本当だよ？」


「……そ、そうか……」


　柔やわらかに言葉を濁にごす多軌子に、春虎もそれ以上質問するタイミングを逃のがした。


　気安い、明け透すけな物言いのなのだが、そんな態度でも決して崩くずれない、気品と風格のようなものが彼女にはあった。なんと言うか──雅みやびなのである。それだけに、こちらから不ぶ躾しつけにあれこれ質問するのを気き兼がねしてしまうのだ。


　夏目が軽く咳せき払ばらいをした。


「多軌子──さん。君はここで何をしてたんですか？　こんな遅おそくに、しかも一人で？」


　男装時の声こわ音ねに戻もどって、今度は夏目が尋たずねた。


　すると多軌子は、春虎に応こたえたときよりさらに嬉しそうに微笑ほほえんだ。夏目を見る眼まな差ざしには、深い親愛のようなものさえある。


「きっと、君たちと同じことじゃないかな」


「同じ？」


「そう。だって、二人は天てん壇だんを見に来たんだろ？」


　そう言って、多軌子は背後を振ふり返る。つられて、春虎も多軌子の後ろに視線を向けた。


　狐火に照らされる四角い石舞ぶ台たいと、四辺に立てられた四色の鳥居。


「天壇？　……この祭さい壇だんのことか？　君──多軌子は、これをわざわざ見に来たの？」


　春虎が聞くと、多軌子は「そうだよ」と頷く。ただ、首しゆ肯こうするだけで説明はないので、それ以上の事情は察することもできない。


　そもそも、この祭壇の存在を知っているのは、なぜだろう？　春虎たちは、襲しゆう撃げき事件で塾長に先導されるまで、塾舎の屋上に祭壇があることを知らなかった。第一、屋上に出る唯ゆい一いつの手段である階段自体が、呪術で隠かくされていたのである。春虎は一年弱塾舎に通っていたわけだが、塾舎の屋上に関しては意識したことさえなかった。


　それとも、多軌子が祭壇のことを知ったのも、襲撃事件のあとなのだろうか。ただ、それにしても不自然な気がする。


　実は、塾生の多くは、道どう満まんと大おお友ともが呪術戦を繰くり広げたことを、いまも知らないままなのだ。ましてや、その舞台が塾舎の屋上だったことも、そこに祭壇が設けられていたことも知らないはずである。最後の決着が地上──塾舎の正面入り口前でついたこともあり、地下の呪練場に避ひ難なんしていた塾生たちは、『Ｄ』は駆かけつけた独立祓ふつ魔ま官によって倒たおされたと思っているのだった。その解かい釈しやくでも間ま違ちがいではないので、真実を知る者もあえて説明していなかった。


　もちろん、こんなことをあれこれ考えるより、目の前の本人に聞く方が手っ取り早い。


　しかし、


「んー……」


　詳くわしい事情を尋ねようとしても、こちらを見てにこにこしている多軌子を前にすると、なかなか質問を投げることができなかった。


　というより、どうしてこの少女は、初めて会った自分たちに、こんなにも親しげな態度を見せるのだろう。こちらを信用しきった顔だ。


　確かに夏目などは塾内では有名で、憧あこがれている者も少なくない。ただ、付きまとう『噂うわさ』のせいもあって、本人と親密になろうとする者は極きわめて稀まれだ。


　それに、多軌子の態度は、夏目に対する憧れや思し慕ぼとは少し違う気がした。なんというか……仲間を見る眼差しなのである。そして、同じ眼差しは春虎にも向けられている。正直なところ、いまいち訳がわからない。ただ、多軌子の態度に何らかの含がん意いがあるとしても、敵意や悪意といったマイナスのものは感じられなかった。


　それに……。


　やはり、どうしても連想してしまう。この親しげな態度や、少年のような清すが々すがしさが、余計に春虎に思い起こさせるのだ。


　じっとこちらを見つめる瞳ひとみから、気づけば春虎もまた目が離はなせない。何かの拍ひよう子しに口を突ついて、呼びかけそうになってしまう。


　北斗、と。


　夏目が大きく咳払いをした。


「……多軌子さん。失礼だけど、君はこの祭壇がどういうものかわかってるのかな？」


　さっき話しかけたときより、やや声が硬かたいのは気のせいだろうか。


　対する多軌子は、まるで夏目が冗じよう談だんを口にしたかのように、


「まさか！」


　と笑った。


　そして、


「ぼく如ごときじゃ天壇は理解できないよ。だって、この祭壇は、土つち御み門かど家の呪術の粋すい──かの安あ倍べの晴せい明めいが残した、最大の呪的遺産じゃない！　天壇の神秘にもっとも近づいた土御門夜や光こうですら、そのすべてを理解できていたのかどうか……」


　夏目の表情が一いつ瞬しゆんで強こわ張ばった。


　遅おくれて春虎も、多軌子の台詞せりふの意味を理解し、ぎょっとして彼女を見つめ直した。


「どういう意味だっ」


　夏目が鋭するどく問いかける。


「君はなんでそんな……まさか、ここで行う儀ぎ式しきのことを知っているのか？」


「『泰たい山ざん府ふ君くん祭さい』のこと？　もちろん。といっても、ぼくが知ってることなんて、氷山の一角って言うのもおこがましい程度だけどね」


　多軌子はあっさりと応こたえた。夏目は目を剝むき、きゅっ、と唇くちびるを結んだ。


　春虎も啞あ然ぜんとしている。


「……え？　え、あれ？　『泰山府君祭』って、土御門家の秘密の儀式なんじゃ……？」


　と、隣となりの夏目に向かって小声で確かく認にんする。


　夏目は多軌子から視線を逸そらさないまま、


「……名めい称しようぐらいなら、知っている者は知っているだろうね。でも、それを夜光の名と結びつけて語る者は、そうはいないはずだ。ましてや、これがその祭壇だと、平然と断言できる者はさらに少ない」


　夏目が少女を見み据すえる表情は、すっかり厳しさを増していた。


　確かに、これまで『泰山府君祭』の話題を振ってきた者など、身近では鈴すず鹿かぐらいのものだ。そして、彼女は土御門夜光が作り上げた『帝てい国こく式しき陰おん陽みよう術じゆつ』の研究者である。つまりは、『泰山府君祭』と土御門夜光、そしてこの祭壇を結びつけて語る時点で、それらに関する多軌子の知識が、かなりのものだという証明になる。


　一方、警けい戒かい心を露あらわにする夏目に対し、多軌子は困ったなと言いたげな、弱った風な微笑を見せていた。ただ同時に、夏目に「認められる」のを嬉しがるような、悪戯いたずらっぽい表情も混じっている。


「……君はいったい何者なんだ？」


　夏目が真っ正面から尋ねた。春虎は小さく息をのんだ。


「言ったじゃない。君たちと同じ、陰陽の道を歩む者だよ」


　多軌子が応える。それはまるで、草原に吹く風のような物言いだった。


　その声に呼ばれたかのように、凪いでいた夜風が再び吹き始める。ピンクのリボンでまとめた夏目の黒くろ髪かみと、多軌子の赤い髪が、さらさらと同じ呼吸で揺ゆらぎ出した。


　ふふ、と多軌子は小さく含ふくみ笑い。


「……思わず会えちゃったから、ぼく、少し舞まい上がってるみたいだ。あんまりお喋しやべりしてると、怒おこられてしまいそうだけど……」


　少女は相変わらず、好意的な眼差しを向け続ける。


　夏目と春虎をゆっくりと交こう互ごに見つめ、


「知ってる？　天壇が、陰陽塾にある経けい緯いを？」
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「よっ。おはよ～」


「む？　汝なんじら、また来たのか？」


「何用だ？　本日は休日であろう？」


　修復中の陰陽塾塾舎ビル。入り口を覆おおうシートをめくって現れた春虎と夏目、そして冬とう児じに、アルファとオメガは驚いた様子で聞き返した。


　日曜日の午前十時。陰陽塾は休みなので、春虎と冬児は私服姿だ。夏目だけは塾の制服を着ているが、これは単に、夏目がジャージのような部屋着以外に私服の持ち合わせがないからだった。


「世間は休日でも、塾舎では修復作業が続いておる」


「うろちょろとして作業の邪じや魔まをするような真ま似ねは感心せんぞ」


「いやいや、そんなんじゃねえって。今日はちょっと調べ物に来たんだ。勉強だよ、勉強」


「古い資料に当たりたいんです。いまって書庫には入れますか？」


　狛こま犬いぬたちの苦言を、春虎が否定し、夏目が質問する。「書庫？」とアルファが確かく認にんした。


「入れるには入れるが……何しろあそこは此こ度たびの騒そう動どうで、敵の式神に荒あらされたからな」


「あれ？　そうだったの？」


「うむ。きゃつらめ、何か物を探しておったようだ。書庫や資料庫の類たぐいは、真っ先に破られた」


　オメガの説明に、春虎と夏目は顔を見合わせた。


「……そういや、蘆あし屋や道満の狙ねらいは、そもそも『鴉からす羽ば』だったっけな」


　後ろで冬児がぽつりとつぶやいた。「うーん」と春虎が考え込むように唸うなる。


「まあいいや。別に資料が燃やされたとか、読めなくなってるわけじゃないんだろ？　鍵かぎが壊こわされたままってんなら、かえって好都合だ。とりあえず入ってみようぜ」


「そうだね。──アルファ。オメガ。いいかな？」


「うむ。休日まで学びたいという汝らの心意気は見上げたものであるしな」


「ついでに、少し整理して行くが良い。職員も助かろう」


「オッケー。じゃあ……」


　春虎は応えて塾舎の中に入ろうとした。が、ふと気づいたように足を止め、じっとアルファの顔を見つめた。


　視線の先は、ドーベルマンに似た形かた代しろの額の部分。墨すみ入いれで描えがかれた五芒星セーマンの紋もん様ようだ。


「……なんだ？」


「我らの顔に何かついておるのか？」


「あ、ワリ。なんでもねえよ。じゃあまた、あとでな」


　不ふ審しんそうに問いかける狛犬たちを、春虎は笑って誤ご魔ま化かした。そのまま、三人揃そろって一階フロアに入り、エレベーターで階を移動する。


　エレベーターのドアが閉まると、春虎はふうと息をついた。


「……いまさらだけど、アルファたちの頭にも、五芒星セーマンが描いてあったな。考えてみりゃ、あいつらずっと塾の門番してるわけだし、あれもひょっとして昨日相馬さんが言ってたことに繫つながってんのかな」


「大げさだよ。五芒星セーマンってのは土御門家の家か紋もんだけど、一番代表的な陰陽術の呪じゆ紋もんでもあるわけだからね。何も土御門夜光の印ってわけじゃないんだ」


　春虎のもらした感想を、夏目はやや不ふ機き嫌げんそうに否定した。


　しかし、


「……どうかな。その、相馬多軌子って女の言ってたことが確かなら、アルファたちが、元は夜光の式神だったとしても驚おどろかねえぜ」


「冬児まで？　あの二体は塾長の式神だろ！」


「いまはな。けど、あいつら機き甲こう式だろ？　いま動いてる呪力の源が塾長だとしても、形代を作ったのが塾長だとは限らねえじゃねえか」


「そんなの、倉くら橋はし家で作成したに決まってるよっ」


「かもしれない。けど、そうじゃない可能性だって、ゼロじゃない。何せ、『陰陽塾の始まりは、夜光の作った私塾だった』ってんだからな」


　冬児はエレベーターの壁かべに寄りかかり、平然と言った。夏目は不服そうに、むうう、と頰ほおを膨ふくらませている。


「『鴉羽』のオリジナルが、陰陽庁じゃなく陰陽塾に保管されてたってのも、その話を聞いたあとだと、いかにも意味深に聞こえてくるぜ。きな臭くさいもんだ」


　皮肉っぽく続ける冬児に、夏目は何も言い返せなかった。


　春虎は頭を搔かきながら、


　──なんか複雑なことになってきたなあ……。


　と、あの夜、多軌子が語ってくれた話を思い出した。


　彼女は言ったのだ。あの祭さい壇だんが陰陽塾に隠かくされていた訳。それは、陰陽塾の前身に由来する、と。


　言うまでもなく、陰陽塾はプロの陰陽師を育てるための育成機関である。この場合「プロ」とは、陰陽法に則のつとって陰陽庁が定める『陰陽Ⅰ種』及および『陰陽Ⅱ種』、もしくは『陰陽Ⅲ種』のいずれかの資格を取得した者を指す。現在では、「一人前の陰陽師になる」ということと、ほとんど同義だ。


　が、多軌子の話によれば、陰陽塾開塾当初、陰陽塾の目的は「一人前の陰陽師になる」ということとは、少しニュアンスが違っていたというのである。


「考えてもみてよ」


　そう、多軌子は春虎たちに説いた。


「二人は陰陽塾の、第四七期生。つまり、陰陽塾が開塾したのは、いまから五十年近く前だ。でも、当然陰陽師は、それ以前から存在してる。そして、以前の陰陽師というのは、そのほとんどが旧家名門の出の者か、もしくはその門下生だった。素人しろうとを受け入れる『育成機関』というものは存在しなかったんだ。ただ……あるときを境に、陰陽師の需要が激増した」


　それが、太平洋戦争時。明めい治じ維い新しん後廃はい止しされていた陰陽寮が、帝国陸軍上層部によって復活したときだった。


　つまり、土御門夜光が世に出た時期である。


「軍属として生まれ変わった陰陽寮には、当時在ざい野やにあった有力な陰陽師や修しゆ験げん者じや、密教僧そうが、こぞって招集されたんだ。いまで言う甲種呪術を操る、本物の呪術者たちが。──でも、戦時にあっては、それでもまだ圧あつ倒とう的てきに数が足りなかった。そこで、それまでの因習や慣例を取り払はらい、呪術者として素質のある者に広く門戸を開いた、陰陽師の育成機関が作られることになった。他ほかでもない、土御門夜光の手によってね」


　それが、通つう称しよう「夜光塾じゆく」。多軌子が言う、「陰陽塾の前身」に当たる組織だった。


「……もっとも、詳くわしい事情はわからないよ？　夜光本人の意図とは別に、彼の下もとに集つどった者たちによって、自然発生的に設立されたって見方もあるし。むしろ、こっちの方が、より事実に沿ってるのかもね。現に、夜光塾に関する正式な記録は、ほとんど残ってないんだから」


　ともあれ、「塾長」となった夜光の没ぼつ後ごも、この夜光塾は存続し、陰陽師を輩はい出しゆつし続ける。何しろ、戦後東京では、霊れい災さいが多発していた。これに対応していたのは敗戦により軍から切り離はなされた陰陽寮だったのだが、そこでは常に新たな戦力、新たな陰陽師を必要としていたのである。


　その後、人員の確保と経験の蓄ちく積せきによって霊災対策がひとまずの安定期に入ると、陰陽寮は組織として、次の段階を模も索さくし始める。「かつての軍属」という世間の印象を払ふつ拭しよくすべく、霊災修しゆう祓ふつという公的業務を看板に掲かかげた新組織への再生に向けて歩み出したのだ。


　つまり、陰陽庁の設立である。


「これに伴ともない、夜光塾も新たに再生する必要に迫せまられた。というのも、夜光塾は陰陽師を育てる組織として機能してたけど、夜光塾で育てていた『一人前の陰陽師』って、要するに『甲種呪術を扱あつかう呪術者』だったんだよ。そして、彼らが夜光塾で学んでいたのは、当時最さい先せん端たんにして、もっとも強力だった呪術体系──つまり『帝国式陰陽術』だった」


　しかし、この『帝国式陰陽術』は、夜光が軍の要よう請せいに応じて作り上げた、極きわめて実じつ践せん的、実用的な呪術体系だった。言ってしまえば、軍用呪術だ。いかに有力であろうと、そんな呪術を新たに設立する陰陽庁の公的呪術に指定するわけにはいかない。「かつての軍属」というイメージからの脱だつ却きやくは、当時の陰陽寮にとって最重要課題だったのだ。また、個人が短期間に確立した体系であるため、『帝てい式しき』は万人向けの呪術体系ではなかった。その習得には並々ならぬ時間と手間、何より優すぐれた才能を必要としたのだ。


　そこで、『帝式』に代わる新たな呪術体系として用意されたのが、『帝式』をベースとしつつも、より簡易化され、ある意味洗練もされた陰陽術、『汎はん式しき陰陽術』なのだった。


　現在陰陽庁が正式採用し、陰陽塾でも塾生に教えている陰陽術だ。


「……単に甲種呪術を扱う『一人前の陰陽師』ではなく、『汎式』を扱う陰陽師を育てる。それが、陰陽塾開塾当初の目的だったわけだよ。……ただ──」


　と、そのとき多軌子は、初めてその顔に憂うれいを過よぎらせた。


　いや、あれが果たして憂いだったのか、春虎には自信がない。わずかに妖あやしく蔭かげのある表情は、微笑ほほえみのように──それも冷たい微び笑しように、見えなくもなかったのだ。


「この、夜光塾が生まれ変わるための条件は、それまでの夜光の呪術を否定するようなものだった。そのために、夜光の元に集うことで設立した夜光塾の者たちから、反発を招く。結果、夜光塾は二派に分裂し……そのうちの片方が、現在の陰陽塾へと生まれ変わったんだ。……ずいぶん長くなったけど、陰陽塾に天てん壇だんが祀まつられているのは、塾の設立にそう言う経けい緯いがあったからだろうね。いわば、陰陽塾に残された、夜光の『痕こん跡せき』さ」


　多軌子はそう説明し終えると、呆ぼう然ぜんと聞き入っていた春虎と夏目に、再びにこやかに微笑みかけたのだった。


　何しろ、これまでにまるで聞いたこともない話だけに、とっさにどう反応すればいいかわからなかった。多軌子はそんな二人の反応を予想していたのか、落ち着き払っていた。


　ただ、夏目がどうだったかは知らないが、春虎がもっとも驚いたのは、そのあとだ。黙だまり込む春虎たちに、多軌子は「ちなみに──」と付け加えたのである。


「そのころの事情は、倉橋塾長が詳しいんじゃないかな。何しろ当事者だもん」


「当事者？」


「だって、分裂した一派を率いていまの陰陽塾を育て上げたのは、彼女なんだよ？　彼女は小さいころ夜光に見出された、いわば夜光塾設立当初のメンバーの一人だ。戦後倉橋家に嫁とついで夜光塾からは離れてたけど、陰陽塾設立の際に、自ら塾長に志願したって聞いてる」


　あのとき、春虎はまさに息をのんでいた。


　ただ、同時に思い出してもいた。塾長が夜光と面識があったことは、陰陽塾に転入した初日に、塾長自ら話してくれていたのだ。将しよう棋ぎが好きで、でも本人は下手くそだったと。笑いもすれば泣きもする、普ふ通つうの人間だったと。


　その後の多軌子の話によると、倉橋塾長はもともと倉橋家の人間ではなかったのだそうだ。しかし、夜光に見み出いだされたのち、分家筋である倉橋家に養育が任された。そして、夜光の死後しばらくして、倉橋家の当主と結けつ婚こん。京きよう子この父親を出産したのだという。


　倉橋塾長は、夫の死後倉橋家の当主を務めたが、その間も陰陽塾の塾長は兼けん任にんし続けている。初代塾長として自ら志願したことからもわかるが、彼女の陰陽塾への思いは、それだけ強かったということだろう。あるいはそこには、自らを見出してくれた夜光に対する思いも、介かい在ざいしていたのかもしれない。


　と、そこでエレベーターが止まり、春虎たちは廊ろう下かに出た。


　割られた窓はシートで覆おおわれているが、日中だけあってこの前のように暗くはない。三人はそのまま廊下を歩いて書庫に向かう。


　──それにしても。


　と春虎は改めて思った。


　相馬多軌子と名乗ったあの少女は、いったい何者だったのだろうか。


　本人は塾生だと言っていたが、あのとき聞かされた話は、ただの塾生が知っているような話ではない。たとえば、京子などは多軌子から当事者と評された塾長の孫まご娘むすめだが、陰陽塾にその前身となる組織があったなど、聞いたこともないのではないだろうか。


　──本当に塾生なのか？　まあ、年はおれらと変わらなさそうだったけど……。


　とにかく、話す内容もさることながら、あの赤い髪かみといい独特の雰ふん囲い気きといい、すべてが謎なぞめいた少女だった。


　それに、どうしても彼女に重なってしまうのが、北ほく斗との姿だ。


　不思議だった。理知的な双そう眸ぼうや凜り々りしい佇たたずまいなど、北斗との相そう違い点は少なくない。話し方だって、似てはいるが同じではなかった。なのに、妙みように北斗を思い出してしまうのは、あの飾かざり気けのない態度、そして何より、春虎たちに対する距きよ離り感かん──親密さ故ゆえだろう。


　──まあ、ひとつ確かなのは、北斗より頭が良さそうってことだよな。


　あんな長い込こみ入った説明をあっけらかんと行うことなど、北斗にはまず無理だ。いや、それとも春虎に想像できないだけだろうか。春虎としては、北斗は理り屈くつより勘かんで動くタイプだった気がするのだが、いまはあまり自信がない。


　何しろ……。


　ちらっ、と春虎は前を歩く夏目のうなじを見つめた。


　黒髪を結ぶ、ピンクのリボン。


「…………」


　先月春虎は、北斗が実は夏目だったのだろうかと疑ぎ惑わくを持った。あの疑惑は、結局うやむやになったままだ。あるいは、あのとき悩なやみに悩んでいなければ、昨日多軌子に会ったとき、彼女に尋たずねずにはいられなかったかもしれない。


　多軌子があんなにも親しげに振ふる舞まっていた理由。それはまさか……。


　──気のせい……だよな……？


　結局、あの夜は春虎も夏目も、終始多軌子にペースを乱されたまま終わっている。連れん絡らく先さきなども聞いていない。あとになって、彼女の正体が完全に謎のままであることに気づき、二人して愕がく然ぜんとしたぐらいだ。寮りように戻もどって話を聞いた冬児など、二人をボンクラ呼ばわりして憚はばからなかった。


　と、春虎が多軌子の正体について想像を巡めぐらせていると、


「しかし……」


　いかにも面めん倒どうそうに、冬児がつぶやいた。


「どう考えても、書庫の資料をほじくり返すより、塾長に直接問い質ただす方が手っ取り早いな。圧倒的に」


　冬児の意見はもっともだ。ただ、現在倉橋塾長は、塾舎の修復のためあちこち飛び回っているらしい。どこで何をしているのか、塾生にはまるでわからないのだ。それで、せめて陰陽塾に関する古い資料に当たってみようと、休日にもかかわらず、こうして修復中の塾舎ビルを訪おとずれているのである。


　とにかく、多軌子から聞かされた話は、特に夏目にとっては無視しかねる内容だった。どうしても、真実か否いなかを確かめたかったのだ。


「まず、調べられるだけのことは、自分の手で調べておきたいんだ」


　と夏目は改めて自分の意見を口にする。


「最終的には倉橋さんに頼たのんで、塾長を捕つかまえたいところだけどね。けど、塾長はあれで曲くせ者ものだから。変に誤ご魔ま化かされないためにも、事前に少しは情報が欲ほしい」


「……相馬ってのの話じゃ、夜光塾の記録は残ってないんじゃなかったか？」


「『正式な』記録はね。でも、ゼロってわけじゃないはずだ。夜光塾に限らなくても、陰陽塾設立当初の記録とか、資料とか……関係者の手記みたいなものは、必ずあると思う」


　夏目はやる気を漲みなぎらせている。対する冬児は、夏目とはだいぶ温度差のある態度で顔をしかめていた。春虎もそうだが、基本的に文ぶん献けんに当たるといった類たぐいの作業が苦手なのだ。


「……ちなみに一番早くて確実なのは、いますぐ相馬に電話するって手なんだがな」


「もうっ。だから、彼女の連絡先は聞けなかったって言っただろっ？　ランチ奢おごる約束でついてきたんだから、いまさら文句言わない！」


　飯につられた自分が憎にくいのか、珍めずらしく愚ぐ痴ちる冬児を、夏目はぴしゃりと黙らせる。昼食が資料漁あさりの報ほう酬しゆうであることを知っていて且かつ黙っていた春虎は、悪友と幼おさな馴な染じみのやり取りにも、何も口を挟はさまなかった。


　あるいは夏目は、すぐに塾長と会うのが恐いのかもしれない。


　夜光の生まれ変わりと噂うわさされる夏目だ。その夜光がどんな人物か倉橋塾長が詳くわしいのだとすると、いますぐ知りたいという思いと同じほど、知りたくないという思いがあってもおかしくない。先に自分で資料に当たるという判断は、案外そうした躊躇ためらいから来ているのかもしれなかった。


　ところが、夏目がやる気を漲らせていたのも、実際に書庫に入るまでだった。


「……っ!?」


「うわっ。なんだ、これ」


「ははあ、これはまた、ずいぶんと派手に荒あらされたもんだな」


　先頭で書庫に入った夏目が目を丸くし、その後ろから中を覗のぞいた春虎と冬児も、驚おどろきのあまり笑いそうになった。書庫は、所狭せましと並べられていた書しよ架かがひとつ残らず倒たおされ、辺り一面に──足の踏ふみ場がないどころか膝ひざまで埋うまりそうな勢いで、書物が散乱していたのだ。その量も並ではない。何千冊、あるいは何万冊という数に迫るかもしれない。


「オメガのやつ、ついでに整理してけ──なんて言ってたけど、まず最初に整理しなきゃ、どうしようもないだろ、これ」


「……で、ひと通り整理が終わるころには、塾じゆく舎しやの修復も完かん了りようしてる──ってな寸法か。やれやれ。こりゃかえって手間が省けたな。街に寄って、飯食って、帰ろうぜ」


　呆あきれる春虎に続き、これ幸いと冬児が提案した。


　しかし、呆然と目を丸めていた夏目は、すぐに立ち直り、「いやっ」と決意を新たにした。


「ここにある書物の大半は、呪じゆ術じゆつ関連の物のはずだ。ぼくたちが見たいのは、陰陽塾の歴史に関する資料。それに、いくら荒らされたと言っても、異なるジャンルの資料が一いつ緒しよくたになってはいないはずだ。求める資料がどの辺りに固まってるかわかれば、そこだけ掘ほり返せばいい」


　つまり、なんにせよ最終的には掘り返すことになるらしい。


　夏目は制服の袖そでを腕うでまくり。散乱する本の山を搔かき分けて書庫の奥に向かう。


　その背中を見送る二人は、


「……春虎」


「……なんだよ」


「今度から、初めて会った女には、まず、携けい帯たいの番号を聞いておけ」


「わかった。初めての女と会ったときは、とりあえず、お前を呼び出すよ」


　幸いと言うべきか、夏目が目当ての資料──歴史関連の資料が散らばる「一帯」を発見したのは、昼食時になる前だった。


　その後、夏目は自動で動く簡易式を作成。付近の書しよ籍せきを一度廊下に出して並べるよう指示を残し、塾舎ビルを出てランチを冬児に先さき払ばらいした。昼食を終えた三人が戻ってみると、書庫の前の廊下には、数える気をなくす冊数の書籍が何列も積まれていた。しかも、簡易式はまだ作業中で、立ち尽つくす春虎たちの前に、どん、と次なる山を積んで書庫の奥に戻っていく。


　夏目は一いつ瞬しゆん頰ほおを引きつらせたが、


「と、とにかくっ、本のタイトルから、ある程度内容は類推できるはずだ。何かわかりそうな資料だけ選より分けて、中身を確かく認にんして行こう。大だい丈じよう夫ぶ。すぐに見つかるよ！」


「……だといいな」


　感情を殺した声で、ぼそりと冬児がつぶやいた。


　それから、実に、六時間。


　三人は、機械的、非生産的作業を、黙もく々もくと続ける羽目になった。


　冬児に続き春虎も、途中で呼び出したコンも、さらには言い出した夏目でさえ、とっくに感覚を麻ま痺ひさせている。しかもとうとう日が傾かたむき始め、廊下が薄うす暗ぐらくなってきた。


　暗くなってしまうと、コンに狐きつね火びを出してもらったところで、どうしたって効率は落ちるだろう。というより、日が落ちたあとまでこの作業を続けたくない。


　コンは書庫の奥で作業中だが、残された三人の間で会話が消失して、すでに久しい。春虎たちは視線を交かわすこともなく、黙々と資料を漁り続ける。その隣となりでは、まだ残っていたらしい書籍の山を、簡易式が、どさっ、と廊下に付け足した。


　が、


「……ん？」


　新たに追加された資料の山を見て、春虎が久しぶりに声をもらした。すでに、古い資料は片かたっ端ぱしから見尽くしている。が、いま簡易式が置いていったのは、比ひ較かく的てき新しい資料だったのだ。


　書籍というよりは、薄うすい冊子である。タイトルを読んで、「──お」とつぶやいた。各年度の陰おん陽みよう塾じゆく塾生の名めい簿ぼだ。


「夏目。これどうだ？　塾生の名簿。これの一番最初のやつ見れば、少なくとも陰陽塾が出来たときのメンバーがわかるんじゃねえか？」


「……ゴメン、春虎。それ、だいぶ前に調べた……。名簿が作られたの、十期生以降みたいなんだ……。まあ、後回しでいいって命令した簡易式がその名簿を持って来たってことは、いよいよ関係ありそうな資料がなくなりかけてるってことかな……」


「……そうか……」


　肩かた透すかしをくらった春虎から、ハハ、と乾かわいた笑いがこぼれた。


　それでも、なんとなく手を伸のばし、パラパラとめくってみる。名簿と言うだけあって、記き載さいされているのは卒業生の名前と、その後の連絡先、あとは、本人のごく短いコメントぐらいだ。連絡先にせよ、古いものは役に立たないだろう。


「……あっ。ひょっとして親おや父じのもあるかも。親父確か、陰陽塾の卒業生だし」


「……それは面おも白しろいな。ちょっと探してみるか」


「ちょっと、春虎。冬児もっ。真ま面じ目めにやってよ」


「いいじゃんか、少しぐらいさ。──あ！　大友先生のとかもあるはずだよな。木こ暮ぐれさんが同期なんだっけ？　第何期だ？」


「何期だっけな。──夏目。お前知ってたよな？」


　すっかりやる気のなくなっていた春虎と冬児が、一緒になって名簿を漁り始める。夏目は疲つかれたため息をついて、「三六期」と投げ槍やりに答えた。


　三六期生の名簿は、ほどなく発見された。


　春虎と冬児は意い気き揚よう々ようと名簿をめくり、


「いたっ、大友陣じん！　くそ～、写真も載のってりゃ面白かったのになあ！」


「何々、『有意義な三年間でした』──って、なんだそりゃ。手て抜ぬきもいいとこだな」


　二人が騒さわぐのを見て、夏目も思わず横から名簿をのぞき込む。


　春虎が言った通り、名簿には集合写真すら載っていなかった。味気ないし、さほど面白くもない。


　それでも、長時間心が仮死状態に置かれていたあとなので、妙みようにおかしく感じてしまう。続けて、現在『十二神将』の一人となっている木暮禅ぜん次じ朗ろうの名前を見つけると、三人は意味もなく笑い転げた。


「ああ、やれやれ。……ま、ちょうどいい区切りだな。夏目。もうこの辺で諦あきらめて、今日のところは帰ろうぜ。暗くなってきたことだしよ」


　まだ笑いの残ざん滓しを引きずりながら、冬児が夏目を説得する。夏目も笑い声を出して少しは気が紛まぎれたのか、変に意固地になることもなく、「そうだね」と返事をした。


「これだけ探して何もなかったんだから、さすがに仕方ないや。倉橋さんにお願いして、なんとか塾長から話を聞こうか」


　と、サバサバした面おも持もちで応こたえ、おもむろに腰こしを上げる。


　が、そのときだ。


　まだぺらぺらと名簿をめくっていた春虎が、


「──うん？」


　と、つぶやき、指を止めた。


　じっと名簿のあるページを見つめながら、


「……なあ？　この名前って、なんか見覚え──つーか、聞き覚えがあるんだけど。誰だれだっけ？」


　そう言って、夏目と冬児にそのページを見せる。二人が顔を寄せると、「これ」と人差し指で指さした。





『早乙女涼』





　春虎と違ちがい、二人はその名を見た瞬間反応した。夏目は息を呑のみ、冬児は真しん剣けんな顔で「こいつは……」と唸うなる。


「あ、やっぱ二人とも知ってる？」


「……お前も聞いてたぞ、春虎」


「だよな。なんか覚えはあるもん。でも、どこだっけ？」


「……この前の合宿。鈴鹿が言ってただろ」


「鈴鹿が──」


　ようやく、春虎も思い出した。そして、思わず名簿を見直した。





　──『あたしより先に、公おおやけにはタブー扱あつかいだった土御門夜光に関する研究に、先せん鞭べんをつけてたやつがいたの。しかも、新規にして完成形っていうか、初っぱなから一番根本のところまで、単独で研究を進めた人がね』





　そう。あの合宿の夜、春虎たち六人で行った会合の場で、鈴鹿が口にした名前だ。


　土御門夜光に関する研究の先せん駆く者。


　しかも、





　──『その早乙女ってのは、結構独特の理論の持ち主でもあってね。論文──というよりほとんど覚え書きみたいな資料の中で、あの「鴉からす羽ば」を使えば、夜光の転生かどうかは判明するって唱えてるの』












[image: ]











　思えば、春虎が『鴉羽』の存在を知ったのも、あのときが初めてだった。


「そうか……この人、『鴉羽』があれば、夜光の転生かどうかがわかるっていう……!?」


　春虎の視線が、自然と夏目に吸い寄せられる。


　夏目は、唇くちびるを嚙かみ締しめたまま、冊子にわずかに記しるされた名前を食い入るように凝ぎよう視ししていた。





　　　　２




「……最近少し変ですね、京子さん。何かあったのかしら？」


　目め黒ぐろ支局に向かう車の中。突とつ然ぜん祖母から質問を受けた京子は、「え？」と驚おどろいて隣を振ふり向いた。


　京子の祖母、倉橋美み代よは、陰陽塾の塾長を務めている人物だ。小こ柄がらで品の良い、少々茶目っ気を感じさせる和装の老婦人だった。京子は毎朝塾舎ビルまで、祖母と共に車で移動していた。講義が目黒支局で行われるようになってからも、塾長が塾舎に向かう前に、支局まで送ってもらっているのだ。


　後部座席に並んで座る孫まご娘むすめに、塾長は小さくため息をつく。


「だってあなた、ここしばらくは、気がついたら上の空よ？　しかも、物もの憂うげな顔で」


「そ、そうですか？　別に、そんな……」


「殿との方がた相手なら効果もあるのでしょうけど、祖母を相手にそういうことをされても……」


「お祖ば母あ様を誘ゆう惑わくしてるつもりはありません！　ていうか、ちょっと考え事してるだけで、どうしてそうなるのっ？」


「あら。元気づけてあげようとしたのだけど、もう十分元気みたいね」


「元気づけようとしたんじゃなくて、単に退たい屈くつだからからかいたかったんでしょ？　はいはい、お祖母様の相手もせずに黙だまり込んでて、申し訳ありませんでした」


　クラスではどちらかと言えば大人びた部類に入る京子も、この祖母の前では、まだまだ子供っぽい一面が顔を出す。拗すねた口振りで謝る孫娘に、祖母は温かな眼まな差ざしを向けた。


「ちゃんと相手してくれる気があるなら、私もとても嬉うれしいわ。最近は誰も私の相手なんかしてくれませんからねえ」


「お父様はいまお仕事が忙いそがしい時期なんでしょ？　それこそ、いよいよ大おお詰づめだって、門下の人たちみんながドタバタしてるじゃないですか。……むしろ、お祖母様が呑のん気き過ぎるんじゃありませんか？」


「あら。私は引退した身ですもの。関心事じ項こうといえば、可愛かわいい孫娘のことだけですよ」


「はいはい、ありがとうございます」


　祖母のクスクス笑いに、孫娘は辟へき易えきとして応える。


　倉橋家は呪じゆ術じゆつの大家であり、大家ならではの苦労も多い。一家庭としての時間が少なくなるのも、そうした苦労のひとつだろう。だからこそ、父が忙しい分、こうして祖母が家族の時間を大切にしてくれるのは、京子としてもありがたいことではあるのだった。


　もちろん、煩わずらわしいと思うことがないわけではないのだが。


「そう言えば、聞きましたよ、昨日の一件？　目黒支局に詰つめていた祓ふつ魔ま官の方たちと、模も擬ぎ戦を行ったんですって？」


「……相変わらず地じ獄ごく耳みみですね。ええ、そうです。模擬戦に参加させて頂きました。でも、ちゃんと講義は講義として受けてますし、先方の業務の邪じや魔まにもならないよう注意しましたから、ご心配なく」


「あら、そんなことを聞いているわけではありませんよ？　藤ふじ原わら先生が同席して下さったそうですし、その辺に間違いのあるはずはありませんものね。そうではなくて、私が聞いているのは、模擬戦の内容の方です。……どうなの？　京子さんは、勝てたのかしら？」


　興きよう味み津しん々しんで尋たずねてくる。京子がため息をついて「負けました」と報告すると、「あらあ……」と不服そうに眉まゆ根ねを寄せた。


「残念だわ。模擬戦をしたと聞いて、結果を楽しみにしていたのに」


「あのね、お祖母様？　相手はプロの祓魔官ですよ？　まともに考えて、勝てるわけがないじゃないですか。あたしたちは、まだ資格さえ持ってない、単なる塾生なんですから」


「まあ。じゃあ、みんな負けちゃったの？」


「……冬児は勝ちました。例の、生なま成なりに変身して、二連勝。夏目君も、結果は引き分けでしたが、あれは相手が特別強かったんだと思います。竜りゆうを召しよう喚かんするのも禁止してましたしね。あとは、鈴鹿ちゃんは参加しなかったから……負けたのはあたしと天てん馬ま、それに春虎の三人です」


　京子は淡たん々たんと模擬戦の結果を告げる。できればそれで話を切り上げたかったのだが、祖母はさらに詳しよう細さいを聞きたがった。京子は再びため息をつきつつ、渋しぶ々しぶと解説を続ける。


　ただ、祖母に一部始終を語りながら、京子は自分がいくつか感想を省いていることを自覚した。


　たとえば、春虎のことだ。


　観戦した祓魔官たちが一番驚いたのは、冬児の生成りか、もしくは夏目の実力だろう。


　しかし、京子たちがもっとも驚いたのは、やはり初戦で戦った春虎だった。


　何も、特別な呪術を使ったわけではない。あのとき春虎が使った呪術は──その、ひとつひとつは──どれも自分たちが知っているものだった。さらに言えば、「春虎がその呪術を使える」ということすら、事前にわかっていた呪術ばかりだ。


　なのに、春虎の展開した「呪術戦」は、明らかにそれまでの彼の戦い方とは異なっていた。


　一線を画かくした、と言ってもいい。その創意工く夫ふうたるや驚きの連続だったし、次の手が気になるあまり、一いつ瞬しゆんも目を離はなせなかった。そしてそれは、対戦相手となったあの熟練の小隊長でさえ同じだったのである。春虎がどこまで気づいていたかは知らないが、横から観戦していた自分たちには見て取れた。あの小隊長が、極きわめて真剣に春虎の動きを注視し、手て堅がたく慎しん重ちように対応していたことを。


　──もし……。


　あのとき春虎と対戦したのが自分だったとすれば……自分はおそらく負けていただろう。いや、おそらくではない。まず間違いなく勝てなかった。


　春虎の実戦での勝負強さは、わかっていたつもりだった。また、その着実な成長ぶりも、毎日のように見続けていた。


　なのに──いや、だからこそかもしれない。昨日の模擬戦を見て、京子はようやく、「現在の春虎の実力」に気がついたのだ。成長著いちじるしくとも、春虎はまだまだ半分素人しろうと。補習常連の劣れつ等とう生だ──と、先入観の色眼鏡で見ていた自分に、気づかされたのである。


　──そう……あいつはもともと霊れい力りよくは強いのよ。だからあんな風に、立て続けに符ふ術じゆつを繰くり出せる。強い術を駆く使しできる。術式なんかの精度は低いけど、そんなの修練次し第だいで、これから幾いくらでも高められる……。


　どちらが術巧こう者しやかといえば、現時点ではもちろんのこと、まだ当分は春虎より自分の方だろう。京子とて、名門倉橋家の娘だ。幼い頃ころから英才教育を受けて育っている。


　しかし……あるいは春虎は、自分より「大器」ではあるのかもしれない。昨日の模擬戦を見て、京子はそんなことを──柄がらにもなく──考えたのだった。安あ倍べの晴せい明めいを祖とする、陰おん陽みよう道どう宗家土御門の血は、分家である春虎にもしっかり受け継つがれているのだ。


　──にしても、あいつ……急に方向性が変わったわ。


　以前の春虎はなまじ霊力が強い分、その馬力に頼たよった力任せの攻せめがメインだった。それが、昨日の模擬戦では、最初から搦からめ手で攻めていた。すべての攻こう撃げき、反撃に、拙つたないながらも明確な「戦術」が込こめられていた。


　春虎ががらりと戦い方を変えてきたのは、先月の襲しゆう撃げき事件の影えい響きように違いない。大友と蘆屋道満の呪術戦を目まの当たりにしたからだ。昨日の昼休みにも話題に上っていたが、どうやら余よ程ほど衝しよう撃げきを受けたらしい。


　正直、京子からすると春虎や冬児の反応は、信じられないという思いがある。


　だって、そうだろう。あんな凄すさまじい呪術戦を見てほとんどの術者が抱いだくのは、「これは別格」という、ある種覚めた感かん慨がいのはずだ。翻ひるがえって己おのれを省かえりみるなどとんでもない。比べるなどおこがましいし、参考になどできるはずもない。逆に、そうでもしなければ自らとのあまりの格差に、努力しようとする心が折れかねない。


　──そうよ。あいつら確かに成長してるけど、まだ経験は浅いから……だから「わかってない」のよ……。


　何かの道を究きわめよう、精進しようとする者ならば、どこかで必ず「壁かべ」にぶつかるものだ。余程才能に恵めぐまれた者であろうと、ある段階に達した時点で、伸のび悩なやみ、知るはずなのである。


　自分が、どの程度まで行けそうか。どこまでなら頑がん張ばれそうか。本人が自覚するかどうかはさておき、心のどこかでなんとなく、自然と察するはずなのだ。


　そして、そのラインの遥はるか先にいる者は、自分とは比ひ較かくしない。基準にしない。「別」にする。でなければ、そこには醜みにくい嫉しつ妬とが生まれる。苛いら立だちや絶望、負の感情が膨ふくれあがっていく。


　もちろん、鈴鹿のように、一友人として付き合うこととは違ちがう話だ。それどころか、鈴鹿の才能が自分とは「別」だと割り切れているからこそ、裡うちに何の含ふくみも持たず、気持ち良く彼女と付き合うことができるのである。


　だから、春虎はきっと、まだわかっていないだけなのだろう。自分の伸び幅はばがわかっていないからこそ、きらびやかな高レベルの「才」に、純じゆん粋すいに憧あこがれることができるのだ。そう言う意味で、やはり春虎は、まだまだ「半分素人」ではあるのかもしれない。


　──でも。


　ついこの前までなら、京子は負けない自信があった。


　しかし、昨日の春虎に、京子はきっと勝てなかった。


　春虎と京子は同じ時間を過ごし、同じ激戦をその目にしながら、それだけの「差」がついたのだ。


「…………」


　何かむかつく。春虎のくせに生意気、などと思ってしまう。


　ただ、そのあと、ついこぼれるのは、なぜか「苦く笑しよう」だった。


　模擬戦の、懸けん命めいに戦おうとする春虎の姿が脳のう裏りに甦よみがえる。引き締まった口元に、真まっ直すぐな瞳ひとみ。なんというか……「男の子」だなと思うのだ。そして、苦笑がこぼれてしまうのである。鈴鹿が春虎に惹ひかれるのも、わかるような気がした。


　そうなのだ。春虎は、すごく「男の子」なのだ。


　そして……もう一人の土御門を思い、京子の顔に再び憂ゆう色しよくが過よぎった。


　──夏目君……。


　京子の好きな、男の子。小さなときからずっと好きで、再会して色々あったけど、やっぱり好きで……憧れて……。


　なのに、いま、京子の中で、何かが引っかかる。


　それこそ、先月の事件からだ。あのとき──自分たちが道満の式神たちに包囲されたとき、夏目は真しん剣けんに戦った。本気で、全力で、京子たち仲間を守ろうとした。思えば、京子が「夏目の本気」を目の当たりにしたのは、あれが初めてだったのだ。剝き出しの夏目を目にするのは。


　そして、あのとき夏目は、普ふ段だんの夏目と違っていた。必死だったとか、凄すごかったという意味ではなく……もっと別の面で、何か違ったのだ。違い和わ感かんがあったのだ。


　もちろん、あのときは京子の方もいつもの状態ではなかった。必死だった度合いで言えば、夏目にも劣おとらない。気のせいだと、そう思うこともできなくはなかった。


　しかし、昨日の模擬戦だ。あのときもまた、京子は同じ違和感を、夏目に覚える瞬間があった。そして、思い起こすのだ。これまでの、様々な場面を。気にすることなく見過ごして来た、いくつもの小さな違和感の欠片かけらを。


「……っ」


　我知らず、京子は目ま蓋ぶたを閉じていた。思考を閉め出し、リセットする。


　違和感の正体が何かはわからない。無意識に考えることを避さけてしまう。漠ばく然ぜんと恐こわくて、答えを知りたくなくて、考えるのを嫌いやがる自分がいる。


　おかげで最近は、夏目と微び妙みようにぎくしゃくしていた。幸い夏目の方は何も気づいていないようだが……よくない傾けい向こうだ。


　──あたし、どうすればいいんだろ。


　京子がこんな風に人付き合いで悩むのは、春虎が入にゆう塾じゆくしてきた直後以来のことだった。


　と、


「……京子さん？」


　いつしか黙だまり込んでいた京子に、塾長が呼びかけた。京子は我に返る。振ふり向くと、幼い頃より自分を見守ってきた瞳が、心の奥を見み透すかすような眼差しで、じっと自分を見つめていた。


　京子は動どう揺ようした。しかし、そんな孫まご娘むすめに、祖母は余計なことは何も言わない。


「着きましたよ。今日も一日、頑張りなさい」


　慌あわてて外を見ると、車は目黒支局の側そばで停車していた。京子は祖母と目を合わせられない。何も聞かない祖母に心の中で感謝しつつ、


「い、行ってきますっ」


　と小さく言い残し、ドアを開けて降車した。


　──もうっ。しっかりしなさい！


　走り去る車を見送り、京子は気を取り直す。胸を張り、背筋を伸ばして、支局に入った。


　入り口の掲けい示じ板ばんで、最初の講義の場所を確かく認にん。第二会議室だ。もういちいち見取り図を見なくても、各会議室の位置は憶おぼえてしまっていた。すれ違う局員と挨あい拶さつを交かわしつつ、確かな足取りで第二会議室に。


　部屋に入ると、クラスメイトの多くは、すでに揃そろっていた。春虎と夏目、冬児といった寮りよう生せいもだ。


　三人とも京子に気づき、春虎が「よっ。おはよ」と声をかける。京子は挨拶を返しつつ──つい夏目の様子を窺うかがってしまう。


　しかし、京子と夏目の間で会話が交わされるより先に、


「京子さ。お前、今日の放課後空いてる？」


　交わした挨拶に続き、春虎が京子に聞いてきた。「え？」と京子は注意を春虎に戻もどす。


「空いてるけど……なに？　まさか、また模も擬ぎ戦申し込んだの？」


「違う違う。今回は別件」


　春虎は首を横に振り、ニヤリと笑いかけた。


「見み舞まいに行こうと思ってさ。おれたちの担任講師の」





　　　　３




「……要するに、前に鈴鹿ちゃんが言ってた早乙女涼って夜光の研究者が、実は大友先生の同期だったんだ？」


「そうなんだよ。日曜を丸一日潰つぶした、唯ゆい一いつの収しゆう穫かくだった。なんか、ラーメン屋入ったら、カレーが出て来た気分だよ」


　京子の確認に、春虎は肩かたを竦すくめた。


　日が落ちる時刻も、日に日に遅おそくなっている。


　塾の講義が終わった放課後。まだ夕方と呼ぶには明るい陽ひ射ざしの中、春虎たちは電車で上うえ野のまで移動した。


　大友の見舞いには、実は以前にも一度訪おとずれている。大友の容態が安定したところで、襲撃事件の礼を言いに行ったのだ。ただ、そのあと入院先が変わっており、いまは上野の病院に移っているらしい。


　今回見舞いに訪れるメンバーは、春虎の他ほかに、夏目、冬児、京子、天馬、そして鈴鹿といういつもの六人だ。もっとも、見舞いというのは半ば口実で、本当の目的は早乙女涼に関する情報を聞き出すこと。もちろん、同期だからといって詳くわしいことを知っているとは限らないが、とりあえず話は聞けるだろう。


　また、多軌子から教わった陰陽塾の歴史についても、何か知らないか尋たずねるつもりだ。ただ、こちらもあまり期待はできない。大友は元呪じゆ捜そう官で、講師としての経験は浅いのである。陰陽塾と夜光塾の関係性については、やはり本命は倉橋塾長だろう。


「……ていうか、そういうことなら昨日の内にでも、メールなりなんなり、連れん絡らくくれれば良かったのに。今朝だって、お祖ば母あ様と一いつ緒しよだったのよ？」


「ゴメン、倉橋さん。どうせすぐに塾長に会うのは難しいと思ったし、ちょっと込こみ入った話だから、倉橋さんには会って直接話した方がいいと思ったんだ」


　夏目が申し訳なさそうに言うと、京子は慌てて「い、いいのよ、夏目君！」と焦あせるように両手を振った。


　昼休みの段階で、京子や天馬、鈴鹿にも、相馬多軌子と彼女の話の内容は伝えてある。ただ、春虎たちが予想した通り、京子もそんな話は初耳だったらしい。


「そう言えばお祖母様、なんだかんだで屋上の祭さい壇だんのことは、うやむやにしたまんまだもんね。土御門夜光と具体的にどんな関係だったのかも気になるし。一度きちんと問い詰つめてみなきゃ」


　京子の頼たのもしい言葉に、「助かるよ」と春虎が礼を言う。


　すると、天馬が、うーん、と考えながら口を開けた。


「でも、その相馬って子、気になるよね。ほんとに塾生なのかな？」


「そうなんだよ。陰陽塾がいつも通りなら、事務の人にでも聞いてみるんだけど……」


「アルファとオメガは？　春虎君たち、その子のこと知らないか聞いてみた？」


　天馬がもらした提案に、春虎は、あっ、と思わず声を上げた。


「そうか！　あいつらなら塾生の顔は、ひと通り知ってるはずだよな？　しまった。聞いてみりゃ良かったぜ」


「確かに、そいつは名案だな。だが、俺は知らない方に一票だ」


「え？　なんで？」


「勘かん」


「勘かよ」


「何せ、俺は会ってないんでな」


　と、両手をポケットに入れたまま、冬児は素っ気なく返事をする。


「ただ、その女のお前ら二人に対する態度を聞く限りじゃ、もしそいつが塾生で、毎日塾舎に通ってたとしたら、もっと早い段階で何らかのアプローチがあって然しかるべきだ。いくらでも機会はあったはずだからな。夜中に修復中の塾舎の屋上で塾生同士が初対面なんてのは、偶ぐう然ぜんにしても不自然過ぎる」


「今年入塾したばっかの新入生かもしれないじゃん」


「今年入塾したばっかの新入生の一人は、初日から全塾生の前で大々的にアプローチして、散々お前らを引っかき回したあげく、いまも一緒に歩いているぞ」


　冬児が淡たん々たんと指し摘てきすると、斜ななめ前を歩いていた鈴鹿が長いツインテールを揺ゆらして、むっ、と半眼で振り返った。


　案外、鈴鹿がスタートダッシュで春虎や夏目に接近したせいで、かえって出で鼻ばなを挫くじかれていたのかもしれない。いや、さすがに考えすぎだろうか。


　春虎はちょうどいいとばかりに、


「どうだよ、鈴鹿？　一年に、赤毛の新入生とかいない？」


「知らねーっつうの。あたしが他の塾生になんか、興味持つわけないでしょ」


「……だよな」


「てかさ？　いまから聴ききに行くの、早乙女の件でしょ。そっちのが百倍気になるし」


　この六人の中で、早乙女という人物について一番詳しいのは鈴鹿だ。というより、彼女以外は、彼女から聞いた範はん囲いでしか知らない。そして、その鈴鹿にしても、早乙女の残した研究成果を通してしか、その人物を知らないのである。


「陰陽塾の卒業生ってのはわかってたんだけど……迂う闊かつだったわ。てか、陰陽塾の卒業生が多すぎるのよね、この業界」


　以前鈴鹿から聞いた説明では、早乙女涼は、現在は閉へい鎖さされている宮く内ない庁御ご霊りよう部に在ざい籍せきしていたらしい。鈴鹿の父親であり、二年前に霊れい災さいテロを起こした首しゆ謀ぼう者しや、大だい連れん寺じ至し道どうの部下だったのだ。ただ、大連寺至道と同じく、双そう角かく会かいの構成員だったかどうかは不明。御霊部が呪捜部によって取り調べを受け、最終的に閉鎖、解体されるかなり以前から、すでに姿を消していた。むろん、その後の消息も知られていない。


「まあ、いくら同期だったところで、卒業後にも接点があったかわかんないし、ましてやいまどうしてるかなんて、知ってるとは思えないけどね。ただ、早乙女って研究者そのものに、同じ研究者として純じゆん粋すいに興味があるわけ。どんな人間だったのか……つっても、『知らんなあ』とか言われてお終しまいってことになりそうだけど」


　あまり期待はしていないのか、鈴鹿は両手を頭の後ろに回して、熱のない声でそう言った。


　実際、いま自分が中学校や小学校のときの同級生について誰だれかに尋ねられたとしても、ろくに答えられるものではない。親しかった数人を除けば、せいぜい名前を知っているかどうかだ。


　しかも、


「……大友先生、友達とか少なそうだしね……」


　ぼそりとつぶやく京子の台詞せりふに、春虎もつい同意してしまう。同じ同期でもこれが木暮なら、交友関係も広そうなのだが。


　春虎はこっそりと、隣となりの夏目の様子を窺った。


　早乙女涼の消息について、鈴鹿以上に知りたがっているのは夏目だろう。夜光の転生かもしれない夏目にすれば、鈴鹿以上に夜光個人に詳しいという早乙女は、ぜひとも会いたい人物の一人のはずだ。特に、早乙女は、『鴉からす羽ば』を使えば夜光の生まれ変わりかどうか判別できるという説を唱えている。その真しん偽ぎだけでも、なんとか確認したいだろう。


　陰陽塾に保管されていた本物の『鴉羽』は、蘆屋道満の襲しゆう撃げきの直前、夏目の父親の手によって持ち去られていたという。夏目の父親は優ゆう秀しゆうな星読みで、道満の襲撃──少なくとも、『鴉羽』が危険に晒さらされることを予知し、事前に場所を移したらしいのだ。


　実は夏目は、『鴉羽』の件に関して、父親に問い合わせていない。


　夏目としては、可能なら不仲な父親とは連絡を取りたくないらしかった。特に、『鴉羽』で真実がわかるという早乙女の説は、あまりに漠ばく然ぜんとしている上、確証がなさすぎる。


　しかし、早乙女の情報が──特に、現在の消息の手がかりがつかめれば。


　そうすれば、あるいは早乙女本人に直接会うことも、可能になるかもしれないのだ。


「…………」


　道を歩く夏目の横顔からは、彼女がいま何を思っているのかは読み取れない。春虎は諦あきらめて、なんとなく空を仰あおいだ。


　と、そのときだ。歩道を歩いていた春虎たちに向かって、突とつ然ぜんクラクションが鳴らされた。


　一同が足を止め、車道を振ふり返る。すると、反対車線を走っていた車が、わざわざＵターンして春虎たちのいる歩道に寄せてきた。


　すぐ側に、スッと横付けして停車。小型車だ。古いタイプのミニ・クーパー。隅すみから隅までブラックに塗と装そうされ、ウィンドウにもスモークフィルムを張った、黒いミニである。


　その助手席のウィンドウが下がり──


「──こんな所で何してるの？」


「あれっ？　先せん輩ぱい？」


　ひょこっ、と窓から春虎に向けられたのは、人形のように整っているが仮面の如ごとく無表情な顔だった。春虎に向かって話しかけつつも、春虎を見上げる眼まな差ざしからは、感動的なまでに対象への興味が感じられない。


　陰陽塾三年の、顔見知りの先輩だ。たまにしか会わないのだが、その度たびごとに忘れがたいインパクトを残していく少女である。


「珍めずらしいですね、車なんて。先輩こそ、上野に何か用ですか？」


「コンちゃんを誘さそってドライブ」


「……たまにでいいんで、真ま面じ目めに答えてくれませんか？」


「心配しなくても、夜には帰すから──」


「そういう問題じゃねえ」


「少しぐらいならお金もあ──」


「そういう問題じゃ、もっとねえ！」


　まったくもっていつも通りのやり取りなのだが、気がつくと周りは、ぽかんとしていた。そう言えば、この中で実際先輩と面識があるのは、冬児だけだった。


　春虎は慌あわてて振り返り、


「あ、紹しよう介かいするよ。夏目とかには前に話したことあったろ？　『例の』先輩。……ああ、そういや、すずって名前だったっけ」


　春虎に紹介された先輩は、窓から顔を出したまま、「はじめまして」と簡潔に告げた。もちろん、眠ねむたげな無表情のままだ。夏目を始め初対面の者たちは、なんともリアクションを取りづらそうな顔で、なんとなく会え釈しやくを返す。もっとも──というか案の定というか──後輩たちの微び妙みような反応など、先輩は微み塵じんも気にする風ではなかったが。


「一応こっちも紹介しましょうか？　冬児はこの前会ってますよね？　あとは──」


「知ってる。土御門夏目、倉橋京子、大連寺鈴鹿、眼鏡」


「あ、なんだ知ってるんだ。まあ、塾じゆくじゃみんな、有名っちゃ有名か」


「……あ、あの、春虎君？　僕は？」


　眼鏡呼ばわりされた天馬が、ひっそりと主張。春虎が慌てて天馬のことも紹介したが、先輩がちゃんと聞いていたかは怪あやしかった。


　どこを見ているのかわからない眼差しで全員をぼんやり眺ながめたあと、視線の焦しよう点てんが鈴鹿に合わさって、しばらく停止。


　なんだ、と不ふ審しんそうに顔をしかめる鈴鹿を、じっと眺めて、


「……惜おしい」


「……うわー、どういう意味の発言か手に取るようにわかってしまうとか、おれ実は相当、先輩に毒されてるのかも」


「失礼な。啓けい蒙もうされていると言いなさい」


「完全に堕だ落らくの方だろ」


　これぐらい遠えん慮りよも何もなく突つき放すように口が利きける相手は、考えてみると彼女ぐらいかもしれない。そんな相手がよりにもよって自分の先輩というのは、哀かなしい現実だ。


　すると、後輩の生意気な態度が癇かんに障さわったのか、先輩は──無表情ながら──ムッとしたようだった。


　微妙に拗すねた口振りで、


「つくづく発言が勝ち組ね。上から目線。気に入らないわ」


「は？　おれのどこが勝ち組になるんですか？」


「これだから、持てる者は……」


「ああ、なんだ。コンのことか。……って、それがわかってしまうのも……」


「ねたましい。うらめしい。勝ち組の無自覚。持てる者の傲ごう慢まん」


「なんだろう。気のせいか、今日はいつも以上にクズっぷりが激しいな」


「幼女がいなければ式神を愛めでればいいなんて、持たざる者に対する差別発言以外のなにものでも──」


「もういい加減にしませんか、先輩」


　窓まど枠わくを両手でつかみウジウジと言い募つのる先輩に、春虎が再度容よう赦しやなく言い放つ。


　それにしても今回の彼女は、いつになく発言が後ろ向きだった。何かあったのだろうか。たとえば、最近嫌いやなことがあったとか、当てが外れた、とか。


　ついには、


「デートぐらいさせなさいよ！」


「逆ギレかよ！　つか、なんでキレんだよ！　そして、させねえよ！」


　いつになく発言が後ろ向きでも、一向に話が進まないのは相変わらずだ。とはいえ、春虎にせよ、初めに「上野に何か用か」と聞きはしたものの、どうしても答えが聞きたいわけではないのだが。


　ただ、車というのは、やはり気になった。というのも、車で移動しているというからには、一人でないということだからだ。現に、先輩が座っているのは、ミニの助手席。運転してるのは、別の人間である。


　この先輩が誰か他ほかの人間と一いつ緒しよにいるところは見たことがない。好こう奇き心しんに駆かられ、春虎は助手席の窓の隙すき間まから、奥の運転席を覗のぞいてみた。


　運転していたのは、黒いスーツを着たサングラスの男だった。酷ひどく無個性な──というより、没ぼつ個性過ぎるのが逆に気になるような男だ。いまも、隣で下らない会話が続く中、前を向いたまま微び動どうだにしない。


　おかしい、と思った瞬しゆん間かん、ぴりりと左頰ほおのタトゥーが痺しびれた。そして気づく。


　男は人間ではない。これは──





「式じゃよ。単なる運転用じゃ」





　全身が総毛立った。


　声は後部座席からだった。もう一人同乗者がいたのだ。しかも、その声には聞き覚えがある。思考が停止する中、眼球だけが反射的に、後部座席に向けられる。


　が、


「──あ。あれ……？」


　強こわ張ばった全身が、声の主を見た途と端たん、弛し緩かんした。ミニの狭せまい後部座席。そこに座っていたのは、小さな男の子だったのだ。
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　おそらく小学生だろう。やたらとめかし込んでおり、古めかしいデザインの黒いスーツにベストに七分丈たけのスラックス。首もとには蝶ちようネクタイまでしている。そして、目にはサングラスをかけていた。


　血のように赤いサングラスだ。


　首から下は微動だにしないまま、不敵な笑えみの浮うかぶ顔だけを春虎に向け、


「息災で何よりじゃ。あれから少しは──っぷ!?」


　突然助手席から腕うでを伸のばした先輩が、少年の顔面に手のひらを突き入れる。


　そのまま顔面を鷲わしづかみにし、


「しゃらっぷ」


　と、ぐいぐいシートに押しつけた。


　少年がくぐもった声で抗こう議ぎするも、「オラオラ」と冷たい声で、一いつ切さい手加減せず顔面を加圧。無表情のままなので余計に恐こわい。春虎は呆あつ気けにとられた。


「……えっ？　ちょ、な、なにっ……!?」


「気にしないで」


「無理なんですけどっ！」


「こういう遊びなの。だから、ほら。この子も抵てい抗こうしないでしょ？」


　実際、口を塞ふさがれる少年は激しく何かを訴うつたえていたが、両手と両足はわずかに持ち上がる程度で、抵抗しようとはしなかった。動かさないというより、まるで上う手まく手足が動かせないかのようだが……遊びだと言われれば、遊んで、じゃれているように見えなくもない。何が楽しいのかはともかくとして。


「だ、誰だれ？　その子？」


「出で来き損そこないよ」


「いやいやいやっ！　その言い方、恐いんですけど！」


「期待外れと言ってもいい」


「だからっ、止やめろよ子供にそういうこと言うの！　てか、声がマジに冷たくない？　なんか実感籠こもってて、やなんだけどっ!?」


　そのうち、少年は叫さけび声を上げるのも諦めたらしい。口を閉じ、恭きよう順じゆんの意を表すかのように、コクコクと先輩に頷うなずきかける。先輩はなお、じとっ、と少年をにらんでいたが、やがて無言のまま、顔から手をどけ引っ込めた。


　少年は、ふう、と大きく息をつく。


「貴様……完全に戻もどったら、ただではおかんぞ」


「黙だまってろって言ったのに喋しやべる方が悪い」


「そもそも、そのような命令をすること自体──いや、待て。わかった。黙ればよいのじゃろう」


　ぐいっと先輩が身を乗り出した途端、少年が慌てて口を閉ざした。


　春虎は言葉をなくして立ち尽つくす。少年の声を耳にしたときの謎なぞの悪お寒かんや疑問など、どこかに吹ふき飛んでしまった。もちろん、後方で見守っている夏目たちなど、いったい何を話しているのか訳が分からないだろう。


「先輩！　ほんとに、誰なんだよ、その子っ？　ここでいったい何してたんだ？」


「コンちゃんを誘って──」


「それはもういい！」


　春虎が怒ど鳴なると、先輩は仕方ないという風に、「親しん戚せきの子よ」と素っ気なく告げた。


「ちょっと訳があって、預かってるの。今日は、この子がどうしても会いたいって人がいたから、わざわざこうして連れてきたのよ。でも、生あい憎にく『先客』がいたから、機会を改めようって帰りかけてたところ」


　説明して、後部座席に無言の要求。察した少年が、渋しぶ々しぶといった感じで先輩の説明を首しゆ肯こうした。


「……会いたい人？　その子が？　で、結局会えなかったって？」


　春虎はいまいち納なつ得とくのいかない顔で聞き直したが、先せん輩ぱいは素知らぬ態度で春虎の目を見つめ「うん」と頷いた。おそらく、堂々噓うそを吐ついていても同じ反応をすると思われるので、あまり信用はできない。


　ただ、


「……正直、良かった」


　小さく付け加えてつぶやいたとき、先輩は春虎ではなく、どこか遠い場所を見るような眼差しをしていた。初めて見る表情に、おや、と春虎が気を取られる。


　ただそれも長くは続かない。


「とにかく、私たちの用は済んで時間ができたからコンちゃ──」


「帰れ」


「慈じ悲ひの心はないの？　持たざる者への博愛と憐あわれみは──」


「ない」


　先輩が舌打ち。ひょっとすると話題を逸そらそうとしたのかもしれないが、残念ながらこの先輩の言動を合理的に解明するのは困難だ。


　春虎はもう一度、後部座席の少年を盗ぬすみ見る。


　少年は不本意そうに、口をへの字にしていた。サングラスなどかけているせいもあって生意気そうな顔立ちに見える。


　ただ、顔色は良くなかった。色白というよりは、生気のない、子供らしからぬ血色だ。声や台詞せりふには強い個性があったのに、そうやって黙って座っていると、まるで子供のマネキン──あるいは、言い方は悪いがホルマリン漬づけにされた標本か何かのようだ。さっきの手足の動きといい、どこか悪いのだろうか。


「……先輩。その子、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「頭？　身体からだ？　それとも両方？」


「いや、その」


「限定しなくていいわ。全部大丈夫じゃないから」


「お前は、子供とはいえ他ひ人と様さまをそこまで悪あし様ざまに言えるような分際か？」


「大丈夫。この子の場合、大丈夫じゃないのが、大丈夫ってことなの」


「何言ってるかわかんねえよ」


「ねえ？」


「なに？」


「あんなのでも、カツラ被かぶせてスカート穿はかせれば──」


「お前ほんとに親戚の子なんだろうなっ!?　未成年連れ回しとかじゃねえよなっ!?」


　前々からある種の危険は覚えていたが、今回ぐらい現実的にそれを実感したことはなかった。ある日突とつ然ぜんモザイクの入った先輩をニュースで見かけるなど、最悪過ぎる未来予想だろう。


　すると、会話に入れないので退たい屈くつしたのか、


「すずよ」


　と後ろの少年が、促うながすような声を出した。先輩は一瞬じろっと肩かた越ごしににらんだが、すぐに春虎に顔を向け直した。


「じゃあ行くわ」


「……相変わらず脈みやく絡らくないですね」


　それを合図に、運転席の簡易式がサイドブレーキを外した。そしていま気がついたが、この簡易式を操作しているのは誰なのだろう。少年とは思えないから先輩だろうか。しかし、先輩は免めん許きよを持っているのだろうか。急に心配になったが、正直聞くのが恐い。


　先輩がウィンドウを上げる。黒いミニが、ゆっくりと動き出す。


　しかし、ミニが発車する寸前、


「小僧によろしくの。──っぷ!?」


　再び禁を破った少年が、直後に振ふり返った先輩によって制裁を受ける。そして、その体勢のまま、ミニは車道を走り去っていった。春虎はこめかみの辺りを強張らせて、遠ざかるミニを見送った。


「……ほんと、大丈夫なのか。色々と……」


　それから、思い出したように後ろを振り向く。予想通り、夏目と冬児と京子と天馬と鈴鹿の視線が、音声がそのまま聞こえてきそうなほど明確な質問をにじませて、春虎に集中していた。


　全員を代表して、夏目が口にする。


「……なに、あれ？」


　果たして、病院に着くまでの道中で、説明することができるだろうか。春虎は苦く笑しようしながら、さてどこから話したものかと頭を悩なやませた。





　　　　４




　大友が入院している病院は、正確には病院ではなく有ゆう床しよう診しん療りよう所じよ扱あつかいになる。下町の街並みに紛まぎれた、一見民家のような診療所だ。


　病室は個室で、木き枠わくのガラス戸からは、庭木の赤松やかすみ草の群生が見える。カラカラと微かすかな音を立てて回る扇せん風ぷう機きに、いまだ現役で使われているブラウン管のテレビ。壁かべの飾かざり棚だなに並ぶ民芸品は、入院患かん者じやではなく院長の趣しゆ味みだ。時折猫ねこの鳴き声がしたかと思うと、暖かい初夏の陽ひ射ざしの中、しっぽの短い野の良ら猫がのんびりと庭を横切って行くのが見えた。


　平和で退屈な入院生活。


　ただ、その日は珍めずらしく病室に見み舞まい客きやくの姿があった。アルマーニの三みつ揃ぞろいを小こ粋いきに着こなした、矍かく鑠しやくたる老人だ。


　患者を前に開口一番、


「なんでえ。これじゃ入院ってより、どっかの民宿に長逗とう留りゆうって感じじゃねえか」


　返す挨あい拶さつが苦笑いになるのも無理からぬことだろう。大友にとっては、かつての上司に当たる。呪じゆ術じゆつ犯罪捜そう査さ部部長、天あま海み大だい善ぜんである。


「人聞きの悪いこと言わんといてもらえますか。一時は生死の境を彷徨さまようとった言うのに」


「白髪しらがは寝ねてたって治りやしねえぞ」


「白髪の話とちゃいます。深刻な霊れい障しようと、より深刻な精神的苦痛の話です」


　寝しん台だいの上に身を起こす大友が、仏ぶつ頂ちよう面づらで応こたえる。腰こし掛かけに座る天海は「ケッ」と楽しげに笑い、手にしていた扇おうぎをあおいだ。


　入院中の大友は、以前と変わらず飄ひよう々ひようとしていた。ただ、その頭とう髪はつはすべて白くなっている。蘆屋道満との呪術戦がいかに壮そう絶ぜつなものだったかを物語る証あかしだ。もっとも、それはあくまで外見に現れた、わかりやすい変化に過ぎない。


「……ふむ」


　と天海は両目を細め、寝台の大友を鋭するどく視みる。


「呪の方はだいぶ抜ぬけたか……とはいえ、案の定だいぶ大本からやられてるな。完治は当分……というより……」


「……まあ、完全に戻すんは無理でしょうね。右足と一いつ緒しよで、ちょん切れたもんは生えてきませんわ」


　大友はひょいっと肩かたを竦すくめた。


　霊障とは霊的障害のことで、多くは耐たい性せいのない一いつ般ぱん人が、霊れい災さいの瘴気に触ふれることなどで引き起こされる。身に帯びる霊気が乱れ、心身に障害が発生するのだ。


　ただ、単に霊気が乱れる程度なら、呪的処置を施ほどこせばすぐに快復するし、そうでなくとも時間が経たてば自然に安定を取り戻す。ところが、霊障が深刻化し、霊的身体──いわゆる霊体に損傷を受けると、自然治ち癒ゆはまず望めない。程度によっては、プロの陰おん陽みよう医いであっても完治が不可能なケースも生じる。


　もちろん、通常の場合それほど深刻な霊障を負うことは稀まれだ。ただし、霊災被ひ害がい、また対人呪術による攻こう撃げきを受けた場合は別だった。特に後者──呪じゆ詛そである。これはそもそも相手に霊障を負わせるための呪術であるから、ダメージは大きいのだ。


　大友は先月の戦いで、道満の放った呪術を幾いく度どとなくその身に受けている。むろん、相そう殺さいはしていたわけだが、相手の呪力はそれを上回っていた。おまけに、大友は自身の防ぼう御ぎよよりも、攻撃を優先していたのだ。このため、大友が代だい償しように負った霊障は、かなり深刻なものになった。


　いま大友は寝ね間ま着きの浴衣ゆかた姿だが、その下には何十枚もの治ち癒ゆ符ふが包帯で固定されている。しかも、それらはあくまで対処療りよう法ほうで、ほとんど枯こ渇かつ状態にあった霊力の快復を促すためのものが大半だ。完全に以前の状態に戻もどすのは無理だと、ここの院長である陰陽医からも宣告されていた。


　とはいえ、大友は気楽なものだ。


「右足んときは呪じゆ捜そう官を引退させてもらいましたが、今度は講師の職を辞すってわけにはいかんみたいでしてね。せめてたっぷりと、誰だれにも、なんにも遠えん慮りよすることなく、療養させてもらってるわけですわ。まあ、今後はめんどいことは生徒に任せて、僕は裏で、のんびり眺ながめてることにします」


　寝台の上で背中を丸め、眼鏡のレンズを光らせて、のほほんと主張する。天海は思わず苦く笑しようしそうになり、「バカ言え」と鼻を鳴らした。


「身体的、霊的欠損ってのは、呪術者にとっちゃ、むしろ『強み』だぜ。元呪捜官なら、常識だろうが」


「うわ。野や蛮ばんや。前時代的なろくでもない定見ですわ」


「ハッ。生あい憎にくだが、どう取り繕つくろったところで、呪術ってのは前時代的で、呪捜官ってのはろくでもない職業なんだよ。……テメエの胸に手を当てて考えな。右足を失ったあと、お前さん、弱くなったか？」


　たとえば、東北地方には古くから、巫み女こが死者の霊れい魂こんを呼び寄せて意思の疎そ通つうを図る「口寄せ」という儀ぎ式しきがある。この儀式自体は『汎はん式しき』では乙おつ種しゆ呪術に分類されているが、「口寄せ」を行う「いたこ」と呼ばれる巫女たちは、おしなべて強い霊力を持つことで知られていた。そして──少なくとも過去においては──「いたこ」の多くは、盲もう目もく、もしくは弱視といった視覚障害者なのである。


　こうした例を元に、目が見えないからこそ「視る」力が増す、見けん鬼きの才が磨みがかれるという説は、陰陽庁の中でも根強く説かれていた。つまり、霊力、呪力が、身体的ハンディキャップの補ほ完かん作用として強化されるという見方だ。
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　他ほかにも、隻せき眼がん、隻せき腕わん、そして隻せつ脚きやくなど、身体的、ひいては霊的欠損による逆説的な霊力の強化は、古いタイプの陰おん陽みよう師じたちの間では、まことしやかに語られていることだ。言うまでもなく、実際にその論を実じつ践せんすることは陰陽法で厳重に禁止されている。ただ、特に「現場」に関かかわる陰陽師たちなら、そうした意見を頭ごなしに否定する者は少ないだろう。


「選せん択たくと集中ってのは、ビジネスの世界だけの話じゃねえってこった。『痛み』が伴ともなうとこなんかもな」


　と、あおいでいた扇をパチンと閉じ、天海は質たちの悪い冗じよう談だんを口にした。


　とはいえ、あくまで一説である。仮に、傷を負った者ほど強いという統計結果があったとしても、それはつまり「より厳しい実戦をくぐり抜けてきた」からこそ傷を負い、成長したのだと考える方が、遥はるかに理に適かなっているのだ。


「まあ、要は後付けのこじつけですわ。僕は怪け我が人ですよって、無理はせんと、文句も受け付けんと、大人しうさせてもらいます」


　大友は白々しく言って、胸を張る。天海は今度こそ苦笑した。


「俺が言いたかったのは、故障抱かかえたまま前線に立ってるやつなんか、ごまんといるってこったよ。そもそも、隠いん居きよ気取るような柄がらかってんだ。どうせすぐに暇ひま持て余して、ひょこひょこ揉もめ事に首突つっ込むだろうよ」


　天海は扇を突きつけ、見み透すかすように宣言する。大友は嫌いやそうに顔をしかめた。


「……ったく、ほんまこのジジババどもは……」


「ババ？　ああ、美代ちゃんか。なるほど、美代ちゃんからも同じこと言われやがったな」


「おや？　『ババ』のひと言で、よくおわかりで。さすがは呪捜部部長ともなると洞どう察さつ力が違ちがいますな。これは今度塾じゆく長ちようにも、よろしくお伝えとしとかんと──」


「わあ、止よせ止せ！　洒落しやれになんねえだろうがっ」


　大友の独り言を、天海が慌あわてて止めにかかる。呪捜部部長と陰陽塾塾長はツーカーとして知られているが、その現実的力関係がうかがい知れようというものだった。


「……っていうか、美代ちゃん、この病室にも式神とか仕込んでねえだろうな」


「なっ!?　お、恐おそろしいこと言わんで下さいっ。それこそ洒落になりませんわ！」


「正直、俺の下で働いてる方が、幾いく分ぶんマシだと思うがなあ……」


「……どっちにせえ『幾分』ですか……嫌な業界もあったもんやで」


　げっそりして愚ぐ痴ちりつつも、大友の視線が病室を彷徨う。本当に心配なのだろう。そう言えばさっき庭に猫がおったなあ、と懐かい疑ぎに充みちた眼まな差ざしでぼやいた。


　一方、そんな大友を眺めていた天海は、いつの間にか口元に微び笑しようを浮うかべていた。


「……しっかし」


　と大友の白髪頭に視線を移し、しみじみとした口振りで言う。


「まさか、あの蘆屋道満を退けちまうたあな」


　そこには、ひねくれ者の天海が滅めつ多たに見せない、素す直なおな賛辞と飾らない敬意とが浮き出ている。憎にくまれ口なら幾いくらでも即そく答とうできる大友だったが、天海のそのひと言には、とっさに返事ができず、むず痒がゆそうな顔をした。


「……別に、呪術戦で勝ったわけやないですよ？　あれはあくまで『術比べ』とやらで、先方にしてみれば『ゴッコ遊び』みたいなもんやったんとちゃいますか？　おまけに、護法の一体も連れず、陰陽庁庁舎を攻せめながら、ですからね。第一、最後にケリつけたんは、木暮ですし……」


「カッカ。照れるな照れるな。おめえの実力あってこそだ」


「……なんや。新手の嫌がらせかいな……」


「おお、そうだ。せっかく買って来たのに忘れるところだった。ほらよ。見み舞まいの品だ。豪ごう華かフルーツ盛り合わせだぜ」


「うわ。また派手というか大げさな籠かごを──って、まさかこれ、いつぞや行った銀座のクラブで買こうて来たんやないでしょうね？」


「お、よくわかったな。たけえんだぞ。ありがたがって感謝しろよ」


「感謝するのは店の姉ちゃんでしょ？　ったく、悪あく趣しゆ味みな……食べますけども……」


　ひと抱えもあるフルーツの籠を受け取り、寝台の脇わきのテーブルに載のせる。


　それから大友は眼鏡を指で直し、


「──で？」


　と話を切り替かえた。


「豪ごう勢せいなもんまで頂いてしまいましたが、そろそろ本題に入ってもらえますか？　わざわざ部長が足運んで下さったんは、なんかネタがあってのことでしょ？」


「なんでえ。美代ちゃんから聞いてんのか？」


「少しは。……いよいよ、陰陽法改正案が通るそうですね？」


　大友は口調を改めて確かく認にんした。


　対する、天海は「──ん」と短く頷うなずく。短いが、内に様々な思し慮りよと感かん慨がいを感じさせる仕草だ。


　陰陽庁が陰陽法を定めたのは、陰陽庁設立初年度──いまから半世紀近く前になる。


　当時、霊災の対応に追われた陰陽師たちは、霊災修しゆう祓ふつをよりシステム化するべく、陰おん陽みよう寮りようの大規模な改革を決断する。そして、社会的繫つながりの薄うすい呪術界そのものを、日本の社会機構に取り込み、適合させるべく行動を起こした。その第一歩が、呪術と呪術者への法律の適用、法規制だったのである。これは、いまだ「戦前」を、あるいはさらに古い「闇やみ」を引きずる呪術界に、法の光を当て、万人の前につまびらかにすることを意味していた。


　そうして成立したのが、いまなお呪術界を規制し、統制している、陰陽法だ。


　ただ、現行法の基本理念は、「霊れい災さい修しゆう祓ふつの安定」のために特化していた。


　霊災修祓という至上目的のために、呪術という本来デリケートな分野を、極きわめて乱雑に定義し、縛しばり上げたものが、現行の陰陽法なのだ。これには、陰陽庁の前身である陰陽寮が、旧帝てい国こく陸軍の軍属だったことも大きい。ましてや、世間一般からすれば、陰陽師だの呪術者だのは、得体の知れない輩やからである。それが公的な立場を得ようというのだから、その職務は単純且かつ明確である必要が、どうしてもあった。


　このため、現在でも陰陽師の活かつ躍やくの場は、社会全体のごく一部に限られている。新たな社会的「陰陽師像」の確立には成功したが、相変わらず呪術界そのものは他業界から隔かく絶ぜつしているのだ。


　こうした閉へい鎖さ的状じよう況きようの打破は、陰陽庁の切願となっていた。そして、今国会で通過が見込まれる陰陽法改正案の主眼は、まさにこの、陰陽師の職域の拡大なのである。言ってしまえば、陰陽師の社会進出を目もく論ろんでいるのだ。


「……果てさてどうなることやらって感じですが……まあ、優ゆう雅がなセミリタイアを画策する僕には、あんまり関係のないことですわ」


「しけた面つらしてよく言うぜ。テメエなんざ、職がなくなりゃ、早晩、飢うえ死にだ」


　天海は冷れい淡たんに、現実を突きつけた。元上司の無ぶ粋すいな指し摘てきに、大友は口をへの字にする。


「まあ、なんだ。現実問題、祓ふつ魔ま官不足が深刻なこの状況で、職域の拡大もねえもんだがな。今回の改正案にしたって、ぶっちゃけ中身は祓魔局の──ひいては陰陽庁全体の権限強化と、予算枠わくの拡大ってとこさ」


「……いわゆる陰陽『省』構想ですか？」


「そこまで話をでかくすると、また当分先のことになる。だが、一昨年おととしに続き今年の春も、大規模な霊災テロで社会的混乱が起きた。そこに持って来て、今度は陰陽庁だの陰陽塾の襲しゆう撃げき事じ件けんだ。いまなら世論も、陰陽師に注目してる……というより、危機感の方がでかいわな。活躍を期待するってより、活躍してくれんと困るってなもんだ。となりゃ、政治家センセイも前向きに検討するし、法案の通りも良くなるって寸法だ」


　ただ、と天海はわずかに声を落とし、眼光を鋭するどくした。


「……庁の希望としちゃあ、さらに駄だ目め押おしが欲ほしいってことになった」


「駄目押し？」


「ああ。正確に言やあ、陰陽庁の権限強化はともかくとして、その主導を誰が取るかって部分だ。当然、陰陽庁としては自分たちで行いたいが、今度の法案は結構でかいもんで、他の省庁も横よこ槍やりを入れたがってる。そいつらを黙だまらせるために、当面は主導権を握にぎれるだけの『手て柄がら』が欲しいと考えたわけだ。……ま、他ひ人と事ごとみたいに言ってるが、会議にゃ俺もいたわけだけどな？　で、何しろ霊災の方はこっちの都合に合わせて修しゆう祓ふつってわけにもいかねえんで、他のターゲットに狙ねらいを定めた」


　天海は大友の目を見み据すえたまま、含ふくみのある言い方をした。大友は天海の言わんとすることを察し、真しん剣けんな面おも持もちで答えを口にした。


「……双そう角かく会かいですか？」


「そうだ。ありがてえことに、どっかの塾講師が向こうの『Ｄジヨーカー』を封ふうじてくれた。この機を逃のがす手はねえ。今度は徹てつ底てい的てきにやる。内側もだ。というより、そっちが本命だ。すでに、庁内局内の内ない偵ていも進んでいる。最後の一人まで、残らず炙あぶり出す」


　淡たん々たんとした天海の声には、しかし、並々ならぬ意気込みが感じられた。陰陽師の職域拡大が陰陽庁の切願とすれば、双角会の掃そう討とうは呪じゆ捜そう部の悲願だ。


「……おそらくは、これが俺の最後の仕事になる」


「部長っ？」


　思わぬ発言に大友も驚おどろきを隠かくせない。


　しかし、天海は泰たい然ぜんと、


「悪いが、優雅なセミリタイアは、年の順だ」


　と笑った。


「せっかくの隠居生活だ。新体制にお荷物残したまんまじゃ、いまいち枕まくらを高くして寝ねられねえ。──でまあ、今日ここに来た用件ってのも、要はその双角会狩がりに絡からんでだ。今度はこっちが攻める形だが、当然連中の抵てい抗こうが考えられる。その際、またお前んとこの生徒にとばっちりが行く可能性もゼロじゃねえ。が。今度もちゃんと、陰陽庁から護衛をつける。だからお前は大人しく寝てろ。そいつを言いに来たってわけさ」


「…………」


　先回りをして釘くぎを刺さされた大友が、忌いま々いましそうに言葉を詰つまらせる。天海はニヤリと笑うと、再び扇おうぎを広げてあおぎ始めた。


「……護衛って誰だれです？　また『信頼できる』呪捜官ですか？」


「嫌みを言うなって。人選はこれからだ。本音では、なんとか木暮辺りをつけたいところなんだが……今度の仕事は、祓魔局にも手を入れる。一時的に組織が麻ま痺ひしかねねえとなると、単身で霊災が修しゆう祓ふつできるあいつは、そうそう簡単には現場から外せねえ。……そもそもあの野や郎ろう、いまはまだ謹きん慎しんが明けたばかりだしな」


「謹慎？　あいつ、なんかやらかしよったんですか？」


「おうよ。陰陽庁庁舎が襲撃を受けてる最中に、職務放ほう棄きして戦線離り脱だつしでかしやがった。しかも、部下まで引き連れてな。蘆屋道満をぶった斬ってなきゃ、謹慎どころの話じゃなかったろうよ。いったい誰に誑たぶらかされたんだか」


　ククク、と天海が愉ゆ快かいそうに笑うのを、大友は慌てて口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かした。


　いずれにせよ、双角会が黙って狩かられるはずはない。いま残っている構成員だけで大だい胆たんな真ま似ねができるとは思えないが、追い詰められた彼らが、盲もう信しんの対象である土御門夜光──その生まれ変わりと噂うわさされる夏目に縋すがり付く可能性は、十分に考こう慮りよできた。


　対して、現在陰陽塾は万全の体制とはほど遠い。腕うでの立つ、信しん頼らいできる護衛をつけてもらわないことには、今度は大友の方が枕を高くできないというものだ。


　と、そのとき大友と天海が、同時に首を巡めぐらせた。


　二人とも、気配を鋭く察知したのだ。「……客か？」と天海がつぶやいてしばらくしたあと、廊ろう下かを軋きしませる複数の足音が、病室に近づいて来た。


　もれ聞こえてくる、にぎやかな声。


　来訪者が誰なのか気づいたらしい。「こいつは奇き遇ぐうだ」と天海が扇を閉じる。


　直後、


「あ、ここかな？　先生。お邪じや魔ましまーす」


　ゆっくりと引き戸が開き、六人の塾じゆく生せいが顔を見せた。
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　最初はそれが病院とはわからず、込こみ入った路地を何度も行き来する羽目になった。


「まさかこんな普ふ通つうの家みたいなとことは……」


「やっぱ塾長がケチったってオチか？」


「ちょっと、止やめてよ。お祖ば母あ様はそんなところで出し惜おしみしたりしないわ」


「悪いところじゃないよ。霊的にとても安定してるし」


「いいからさっさと行けっつーの」


「み、みんな。一応ここは病院なんだから、もう少し静かに……」


　賑にぎやかな面々を引き連れ、春虎が先頭に立って廊下を歩いた。


　入り口には受付もあったが、奥はいよいよ民家のような造りの診しん療りよう所じよだ。と言うより、民家を改装したのだろう。狭せまい廊下を、列になって奥に進む。


「あ、ここかな？　先生。お邪魔しまーす」


　中に声をかけつつ、ゆっくりと引き戸を開ける。


　寝しん台だいの上で身体からだを起こしていた大友が、春虎を見て「おう」と返事をした。浴衣ゆかた姿が珍めずらしい。また、白髪しらが頭あたまもまだまだ違い和わ感かんがある。


　しかし、驚いたのは先客がいたことだ。


　スーツ姿だからここの医者ではないだろう。鶴つるのように瘦やせた老人だが、腰こし掛かけに座っていても背筋は物差しを当てたようにぴしりと伸のびている。見知らぬ顔に「あ、ども」と恐きよう縮しゆくする春虎たちに、癖くせのある感じでニヤリと笑った。


「京子ちゃんと大連寺は、久しぶりだな。あとの面子メンツは、会うのは初めてか」


　老人の台詞せりふを聞いて、春虎が「え？」と京子と鈴鹿を振ふり返った。すると、あとから入ってきた京子が「あれ？」と目を丸くしていた。一方、鈴鹿は鈴鹿で、番犬を見つけた野の良ら猫ねこのように渋じゆう面めんを浮うかべている。


「天海のおじ様！　どうしたんですか、こんなところで？」


「京子、知り合いなのか？」


「ん。まあね。呪捜部の部長さん」


　京子の説明に、春虎と夏目、冬児と天馬が、慌あわてて老人──天海に向き直る。天海は、気さくというより鷹おう揚ような態度で、「まあ硬かたくなんなよ」と微笑ほほえんだ。


「君らのことは聞いとるよ。呪捜部の天海だ。よろしくな」


「こ、こちらこそ……で、でもっ、なんで呪捜部の部長がここに？」


　呪捜部部長と言えば、陰陽庁の幹部だ。狼狽うろたえる春虎だったが、「……バ～カ」と鈴鹿が横から口を挟はさんだ。


「別に、驚くほどのことじゃないでしょ。あんたらの担任は元呪捜官で、おまけに爺じいさんは塾長ともつるんでるんだし」


「クック。相変わらずこまっちゃくれてるな、大連寺。けどまあ、元気そうで何よりだ。塾じゃ健けな気げにアイドル装よそおってるって話じゃねえか？　一回授業参観させてくれよ」


「……冗じよう談だん。あちこちほっつき歩いてないで、仕事しなさいよ、仕事」


　ニヤニヤとからかう天海に対し、鈴鹿は苦々しく応こたえる。さすがの鈴鹿も呪捜部部長が相手だと遠えん慮りよがあるのか、言い返す声にはいつもの勢いがなかった。いや、この場合は、呪捜部部長相手にこれだけぞんざいな口の利きき方をしていることに呆あきれるべきなのかもしれないが。


　京子が感心したように、


「元部下だから、わざわざお見み舞まいに来て下さったんですか？　お忙いそがしいでしょうに、ご苦労様です」


「コラコラ、京子クン。それは、君やのうて僕が言うべき台詞やぞ。言わんけど」


「なあに、ちょいと外に出る用があってな。庁舎からも近いし。ついでだ、ついで」


　伝でん法ぽうで闊かつ達たつな物言いは、陰陽庁のお偉えらいさんとも思えない。ただ、畏かしこまった感じがしないのは、春虎としては気安かった。大友とのやり取りなど、互たがいにタイプは違ちがうくせに、この元上司にしてこの元部下かと、思わず納なつ得とくしてしまえる。


　ところが、


「ハッ。噓うそばっか。ただの『元部下』のとこに、あんたがいちいち顔出すわけないじゃん。……つーか、これで確信が持てたわ」


　そう得意げに言ったのは鈴鹿だ。なんだ、と注目する春虎たちの視線を余よ所そに、鈴鹿は天海を見、次いで大友を冷ややかににらむ。


「こいつらはともかくとして、あたしはバカじゃないんでね。あのあと調べさせてもらったの。あたしにかかった封ふう印いんをあっさりハックし、『帝てい式しき』ですらない古代の呪じゆ術じゆつを操あやつり、蘆屋道満と対等に渡わたり合ったあげく、独立祓魔官を使って勝負を決められるような『塾講師』が、一体何者なのかって」


「……お、おい、鈴鹿っ」


　後こう輩はいの無礼な口調に、春虎が横から慌てて鈴鹿を諫いさめる。しかし、鈴鹿の発言自体は、聞き逃すことができなかった。大友の正体。つい先日も話題に上っていたことだ。


　春虎たちの視線を浴びながら、鈴鹿は双そう眸ぼうを鋭くする。


「呪捜部部長『神しん扇せん』天海の懐ふところ刀がたな。職務上名を伏ふせて活動する、呪捜官の『十二神将』。……そういや、あたしも噂は聞いたことあったのよね。ついた二つ名が、確か、『黒子シヤドウ』──だったっけ？　何年か前から聞かなくなってたけど、まさか塾講師なんかになってたとはね」


　ふふん、と口元にせせら笑いをひけらかし、鈴鹿はおもむろに断定した。


　絶句する春虎たち。


　対して、大友はきょとんとして、


「は？　なんやその──」


「いやあ、こいつは一本取られた」


「──って、部長!?」


　顔色ひとつ変えず誤魔化そうとした大友の隣となりで、天海はあっけらかんと応え、畳たたんだ扇で膝ひざを打った。芝しば居いを台無しにされて泡あわを食う大友に向かい、構うものかと言わんばかりに鼻で笑う。


「この子たちは、お前が蘆屋道満とやり合ったのを見てたんだろ？　だったら、いまさら誤魔化したって、誤魔化しきれるもんじゃねえよ。あ、ちなみに、『シャドウ』なんて気取った呼び名じゃなくていいぞ。『くろこ』だ、『くろこ』」


「……『神扇』なんて方が、よっぽど気取ってて恥はずかしいと思いまっせ？　……ほんま、勘かん弁べんしてほしいわ、もう……」


　大友はげんなりと、右手で顔を覆おおった。生徒たちは言葉も出ない。


「ああ、ただし、いいかお前ら。このことは外で公言するなよ？　守秘義務はまだ有効なんだ。もらしたら呪じゆ捜そう部でしょっ引くからな」


　どこまで冗談かわからない口振りで、天海は快活に言った。春虎たちはコクコクと頷うなずいたが、まだ表情は啞あ然ぜんとしている。


「……大友先生が……元『十二神将』!?」


　春虎は目を見開いたまま、のろのろと繰くり返した。


　衝しよう撃げき的な事実だ。が、それもいまなら納得できる。というより、そうでもなければ、納得できない。何しろ、大友はかの蘆屋道満と互ご角かくの勝負を繰り広げたのだ。単なる塾講師などであるはずはないし、単なる元呪捜官であるはずもない。国家一級陰おん陽みよう師じ。そう言われて、ようやく腑ふに落ちるぐらいだ。


「ま、国家一級陰陽師いうても、ピンからキリまでおるっちゅうことや。嫌いやみで無神経な若作りのジジイもおれば、天あまの邪じや鬼くで口だけ達者な思春期少女もおることやしな」


「なんだと、テメエ？　若作りだあ？」


「ハあッ!?　誰が思春期少女よ！」


　やけくそ気味の大友の台詞に、天海と鈴鹿が過か剰じように反応する。ということは、天海も『十二神将』の一人なのだ。春虎は思わず三人を見比べたが、確かにこの三人が全員『十二神将』だなどと、事情を知らぬ者にはわかるはずがない。


　すると、それまで黙だまっていた夏目が、ぷるぷると首を横に振り身を乗り出した。


「大友先生が国家一級陰陽師……。で、でも、それなら先月のことも理解できますっ。あのハイレベルな呪術戦も！　ただ、だったらどうして先生は、塾の講師なんかしてるんですか？　呪捜部を辞やめたのだって変です。あの技量なら全然問題ないでしょう？」


　夏目が問い質ただすと、大友ではなく天海の方が、「まったくだ」と頷いた。


「他ほかに能のあるでもなし。せめてこっちで世間様のお役に立てって話だぜ」


「ほっといてもらえますか。職業選せん択たくの自由は、憲法で保障されとるんです」


　寝台の大友と腰掛けの天海は、互いに横目で相手をねめつけ、憎にくまれ口を叩たたき合う。隙すきあらば相手を小こ馬ば鹿かにしたいらしいが、はっきり言って大人げなかった。


「……辞めた理由はともかく、陰陽塾に来た理由は、多分お前だぜ、夏目」


　そう言ったのは冬児だ。驚おどろく夏目、そして春虎に向かって、冬児は続ける。


「大友先生が陰陽塾に赴ふ任にんしたのは昨年度から。つまり、夏目が入塾してからだ。塾長は星読みだしな。お前の上京後に起こるトラブルを見み越こし、お前の入塾に合わせて、天海部長経由で大友先生に声をかけた。そう考えるのが妥だ当とうだ。実際、塾長の打った布石は、今回見事に的中してる」


　冬児の推測に、夏目はハッとして大友の顔を見つめた。


　例によって大友は、涼すずしい顔のまま何も語らない。そして、すっとぼける部下に代わって、天海が愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。


「……いいじゃねえか。大事なことは他人に聞くんじゃなくて、まず自分で考える。結構なことだ」


「つまり、図星ってことですか？」


「そいつも自分で考えな、坊ぼう主ず。だが、ひとつだけ教えといてやる。『この世界』にいる大人どもは、どいつもこいつも曲くせ者もの揃ぞろいだ。いちいち真に受けてる間は、一人前にゃあ、なれねえぜ」


　天海はそう言ってニヤリとする。それから、「さて」と扇おうぎを鳴らし、腰こしを上げた。


　洒落しやれた腕うで時計で時間を確かく認にん。


「長居しちまった。──大友。さっきの件、お前から教えてやんな。当分は連れん絡らくがつかねえと思うが、そのつもりでな」


「……お気をつけて」


「ハッ。止よせやい。テメエの激げき励れいなんざ、ケツが痒かゆくならあ」


　一いつ瞬しゆん真顔で言った大友に、天海は太ふて々ぶてしい笑みを返す。そして、春虎たちにも笑いかけたあと、「美代ちゃんによろしくな」と京子に告げ、病室をあとにした。


　廊ろう下かを去りゆく天海の背中を、春虎たちは無言で見送った。


　偉ぶったところはないのに「大人」という風な余よ裕ゆうを感じさせる老人だった。なるほど、陰陽庁の幹部だと、納得させられてしまう貫かん禄ろくの持ち主だった。


　そして、天海の背中が見えなくなったあと、春虎たちの視線は、寝しん台だいの大友に戻もどった。


　今日春虎たちは、大友の見舞いに来た。ただ、元『十二神将』と聞かされたせいか、病室に入ったときの親しげな気安さは、どこかに去ってしまっている。同じ『十二神将』の鈴鹿や物もの怖おじするということを知らない冬児はともかく、他の四人は大友を前にして、妙みようにもじもじとしてしまった。


　そんな生徒たちの反応に、担任講師はため息混じりの苦く笑しようを過よぎらせる。


「とりあえず、その辺に座り。ちょうど、君らに伝えときたいこともあるしな」


「……それって、いま天海部長が仰おつしやってたことですか？」


　尋たずねる夏目に、「そや」と大友。


　そして大友は、春虎たち六人を適当に座らせながら、いまさっき天海から聞かされた双そう角かく会かい掃そう討とう計画を、かいつまんで説明した。


　夜光信者による秘密結社双角会は、これまでにも幾いく度どか夏目に魔ま手しゆを伸のばしている。話を聞いてすぐに夏目と春虎は表情を改め、他の四人も真ま面じ目めな面おも持もちで大友の説明に耳を傾かたむけた。春虎たちにしてみれば、我が身の安全に関かかわることだ。真しん剣けんにならざるを得ない。


「……つまり、これでいよいよ双角会は、壊かい滅めつするってことですか？」


「少なくとも、天海部長はそのつもりみたいやな。とはいえ、全体像が見えてこん内は、なんとも言えんと、僕は思う」


　春虎の質問に、大友は淡たん々たんと応える。実際、呪捜部は長らく双角会を追っているが、何人もの構成員を捕とらえつつ、彼らの活動を完全に停止させるまでは至っていない。しかも、彼らは陰陽庁内部にも、少なからず潜せん伏ぷくしていると目されているのだ。


「ま、なんにせえ、警けい戒かいは必要や。陰陽庁から護衛がつくそうやけど、自分らでも周りには気をつけるんやで」


　現状では大友としても、アドバイスらしいアドバイスはできない。それでも、担任講師の忠告を、春虎たちは肝きもに銘めいじた。


「そう言えば、双角会と蘆屋道満は、裏で手を組んでたんですよね？」


　と、今度は天馬が大友に尋ねた。


「先生、先月の事件のあと、『蘆屋道満は死んだが、滅ほろんだかどうかは、まだわからない』って言いましたよね？　あれ、どういう意味なんですか？」


「そうだっ。『当分は大だい丈じよう夫ぶ』って……あいつ、最後は車ごと爆ばく発はつしてたじゃないですか？　まさか、あんな目に遭あっても、まだ生きてるって言うんですか？」


　不安を隠かくしきれない表情の天馬に続き、春虎も声を大きくする。


　大友は首を竦すくめ、


「この前見み舞まいに来たときにも説明したやろ？　あの道どう摩ま法師は、荒あら御み霊たまやったって」


「この前のときは時間なかったから、ろくに説明してもらってないでしょっ？　先生だってまだ調子悪そうだったし……当分大丈夫ならって、詳くわしく聞かなかっただけです！」


　しかし、再び双角会が動くのだとすれば、話は別だ。双角会と繫つながりがある道満の動向は見み逃のがせない……のだが、動向も何も、死んだ人間を警戒しても仕方がないだろう。「当分は大丈夫だろうが、気を抜ぬくな」という大友の伝言は、春虎にとっては意味が不明の、まさに「悪い冗じよう談だん」のままなのだ。


　もちろん、春虎も気にはなったので、「荒御霊」については夏目に解説してもらっている。


　ごく端たん的てきに表現すれば、荒御霊とは「荒あらぶる神」という意味だ。「祟たたり神」とも言うらしい。荒々しい怒いかれる神であり、様々な災さい厄やくを為なすとされる。が、逆に手厚く祀まつれば強力な加護を得られるとも考えられているそうだ。代表的なものでは、祇ぎ園おん信しん仰こうの対象となる、牛ご頭ず天てん王のうなどが挙げられる。また、非業の死を遂とげた者の魂たましいが、荒御霊として祀られるケースも多い。いわゆる、御ご霊りよう信仰である。


　ただし、こうした説明は、あくまで「神道」での話だ。


　現代呪じゆ術じゆつのスタンダードとなる『汎はん式しき陰陽術』は、呪術と信仰心を切り離はなすことによって成立している。そのため、荒御霊も、通常とは霊れい層そうの異なる特とく殊しゆな霊災であると定義していた。たとえば御霊などは、強力な霊力を有する人間が死亡したとき、一定の条件が整うことにより、その残留霊体が核かくになって発生する霊れい災さいだと考えられているのだ。


　とはいえ、『汎式』において「人の魂たましい」は、研究そのものが禁忌タブーとされていた。すべては仮説に過ぎないのである。よって、春虎が解説を求めた夏目にしても、概がい念ねん的なこと以上は、説明のしようがないのだった。


「荒御霊とか御霊とか、正直わけわかんないんですよ。つまり、どういうことなんですか？　あの蘆屋道満は、霊災だったってことなんですか？　鵺ぬえと同じような？　たまたま人の形をしたフェーズ３だったとか、そんな馬ば鹿かなこと──」


「そうや」


「──え？」


「なんや。ようわかっとるやないか、春虎クン。君の言うとおりやで？　『汎式』の呪術体系に則のつとって言うとしたら、あの道摩法師は、君らがこの春退治した『タイプ・キマイラ』と同じカテゴリーに分類されるんや」


　平然と肯こう定ていする大友を、春虎は信じられない顔で見つめた。


「……噓うそでしょ？」


「噓やない。正確に言うたら、『タイプ・キマイラ』やのうて『タイプ・オーガ』やけどな」


　大友はわざとらしくもったいぶった調子で言った。


『タイプ・オーガ』という単語に、離れて話を聞いていた冬児が、ピクリと肩かたを揺ゆらす。『タイプ・オーガ』とは、いわゆる「鬼おに」だ。冬児が生なま成なりとなったのは、身の裡うちに、この『タイプ・オーガ』を宿しているからだった。


「そもそも、春虎クン。霊災いうんは、どういう理り屈くつで発生するもんや？　説明してみ？」


「へ？　れ、霊災ですか？　えっと……ば、『万物に充みちる霊気は、絶えずたゆたいながら全体として安定しているが、時折偏へん向こうを来きたして……』と、とにかく、時々霊気が極きよく端たんに揺らいで、木もく火か土ど金ごん水すいの五気のバランスが、すごく偏かたよっちゃうことがあるんでしょ？　で、普ふ通つうはほっといてもそのうち直るけど、中には偏りが偏りを呼んで、どんどん酷ひどい方向に行っちゃって……そうすると霊気が瘴しよう気きになって、これが霊災になるんだ……と……」


　途と中ちゆうで教科書の暗唱を諦あきらめ、春虎はつっかえつっかえ自分の理解している霊災発生の構造を説明する。大友は、赤点ギリギリの答案を見るような渋しぶい眼まな差ざしで、自らの受け持つ生徒を眺ながめた。


「そうやな。その段階で、フェーズ１や。このフェーズ１──霊的災害となった時点で、霊災が自然収束することはほとんどない。放置すれば悪化する一方や。……なら、悪化するとどうなるんやったかな？」


「ま、周りに実際に──物理的な被ひ害がいが出始めたらフェーズ２でしょ？　そのあと、実体化したらフェーズ３。フェーズ４は……い、いっぱい出てきたら……」


「霊災の振ふりまく瘴気がたちどころに実体化していく連れん鎖さ反応が起きた状じよう況きようそのもの、またはその大本となる霊災を指して、フェーズ４と呼こ称しようするんや。……でまあ、ちょっと話を戻すとやな。フェーズ２からフェーズ３に移行する場合──つまり、霊的存在が『実体化』する場合、より実体化しやすくなるために、核となる物質を取り込むことがあるんや。『物』に『宿る』ってパターンやな」


「あ。か、形かた代しろってことですか？」


「そや。構造的には、形代を核にして実体化する式神と一いつ緒しよや。この場合、霊災の進行度合いは遅うなる代わりに、安定度は増してしまう。そして、安定度が増した状態が長引けば、核となる形代を失っても、そのまま安定し続けるんや」


　と、そこで大友は、ちらりと冬児に視線を投げる。


「たとえば、冬児クンの場合なんかは霊災の欠片かけらで済んどるが、実際の霊災である『タイプ・オーガ』は、人間を核として実体化した動的霊災や。つまり、『人間を核として安定した霊災』になる。このタイプは、無機物を核にした霊災とは、多少毛色がちゃうねん。というのも、人間を核とした場合、その人間の霊気──まあ霊体としとこか。これが、霊災の瘴気と融合するからや。で、そうしてできた霊災は、核となった人間の意識を、かなり長いこと保つねん。それどころか、人間としての身体からだが生命活動を停止し、腐ふ敗はいし、ついには完全に消え失うせても、人としての意識は残る。いや、『そうではないか』と考えられとる。もちろん、その意識が元の人間とどこまで同一性を保ってるのかなんて、誰だれにもわからんし、検証もされとらんけどな」


「……ひ、人としての、意識を……」


「そう。これが、『鬼』や」


　大友はさらりと言った。


　春虎たちは幾いく分ぶん青ざめた顔で、生なま唾つばを飲み込んだ。


　冬児を除くと、春虎たちはまだ「本物の鬼」を見たことがない。去年夜光信者の呪じゆ捜そう官が操あやつった「角かく行ぎよう鬼き」は、結局は簡易式の紛まがい物だった。霊災にせよ、春に目もく撃げきした『タイプ・キマイラ』は、見るからに怪かい物ぶつ──生き物といっても、せいぜい巨きよ大だいな獣けものといった感覚で、「人間らしさ」はなかった。


「ってことは──」


　と冬児が愉ゆ快かいそうに身を乗り出す。


「俺がこのまま鬼になっても、俺の意識はそのまま残るってことですか？　道満みたいに？」


「バ、バカ！　縁えん起ぎでもないこと言うなよ！」


「そこは知っときたいじゃねえか」


　慌あわてて怒ど鳴なる春虎に、悪友は懲こりずに皮肉っぽい笑みを返す。大友は「検証されとらんて言うたやろ」と呆あきれた声で応こたえた。


「……待って下さい。先生は蘆屋道満のことを、鬼じゃなくて荒あら御み霊たまって言ったじゃないですか。それとも、鬼と荒御霊は、同じものなんですか？」


　そう聞いたのは京子だ。いよいよ彼女ですら、理解できているか怪あやしい段階になってきたらしい。また、説明する側としてもすぐには説明しづらいのか、大友は「うーん」と困ったように頭を搔かいた。


「そこら辺は正直、何をもって判断するかによるねん。鬼の中にやって、荒御霊扱いされる鬼はおる。逆に、荒御霊や御ご霊りようとして信仰される対象の中にも、『汎式』でいうと『タイプ・オーガ』と判別されるものもあるやろ。言ってしまえば、個々人の考え方次し第だいや」


　と大友は明言を避さけた。


　さっき天海の前で冬児が指し摘てきした通り、大友は講師としては、まだ教きよう鞭べんを執とって一年半に満たない新米なのだ。教科書に沿って解説するならともかく、現在議論されている結論のない事象に関して、生徒が理解できるまで嚙かみ砕くだいて教えることは難しいのだろう。


「……ただ、個々人の考え方次第と言うんを前提とした上で、僕なりの考え方を話させてもろたらな？　荒御霊だの御霊だの言うんは、もっと進行した霊災の一種やと思うんや」


　腕うで組ぐみをして軽く唸うなりながら、大友は、そう前置きをした。


　再び静せい聴ちようする生徒たちに向かって、


「こんな説があるねん。フェーズ３、フェーズ４と進行した霊災が、さらにその進行を深めた場合……霊災の連鎖が極限に達したそのあとは、霊災の根本である霊気の偏向が、もはや『偏向』ではなくなる──局地的、局部的に、そのバランスこそが『正しい姿』となり、ついには世界に受け入れられるようになる、とな。その存在が、万物に充ちる霊気の、ひとつの型として、遍在化するらしいんや」


「……す、すみません、先生。さすがに意味が……」


　京子に続いて夏目までギブアップしたのか、額に汗あせを浮うかべて待ったをかけた。確かに、ここまで来ると、もはや呪術云うん々ぬんの世界ではない。


　しかし、生徒たちの反応を認にん識しきしているのかいないのか、大友は構わず「うん」と頷うなずいて先を続ける。


「要は、霊災が極きわまると、神さんになる──という説や」


「……か？」


「神様？」


　春虎と天馬が、ぽかんとしてつぶやいた。二人とも、他ほかにどうすればいいかわからなかったと言う風な、間の抜ぬけた半笑いを浮かべている。夏目や京子も似たようなもので、冬児はすでに理解を放ほう棄きし、へえ、と興味だけで聞いていた。


「そう。逆に言うたら、古来、神とされてきた霊的存在は、霊災の一種であるっちゅう考え方やな。乱暴に分類すると、人間を核とした、もしくは、していた『タイプ・オーガ』なんかは人格神やし、そうでないのは八百やお万よろずの自然神……みたいな感じやろか。おおざっぱやし強引ではあるが、一応の筋は通る気がする理屈やで」


　大友はそう言って、今度は鈴鹿に顔を向けると、


「鈴鹿クン。君なら知っとるやろ？　研究者の間で時々口にのぼる、フェーズ５……通称、ファイナル・フェーズ言うやつや」


　大友が声をかけるのに合わせて、春虎たちも反射的に鈴鹿に注目を向けた。


　夏目や京子ですらお手上げ気味だった大友の話だが、なんと言っても、鈴鹿は呪術の研究者。専門家だ。大友の言っていることも、しっかりと理解していた。


　それどころか、


「……そりゃ知ってるわよ。なんたって、それ提唱したの、あたしの父親だもん」


　春虎たちが思わずどよめき、大友ですら「なに？」と驚おどろいた。


　かつて神仏とされた対象の多くを、『汎はん式しき』では霊れい的てき災さい害がいとしてひとくくりに解かい釈しやくする。その一方、御ご霊りようなど人の魂たましいに関かかわる部分は、研究そのものを禁忌タブーとして、ブラックボックスに閉じ込めていた。現在の呪術界は、現実社会での有効性を重視するが故ゆえに、信しん仰こうの対象たる神々や、倫りん理り的見地から検証の困難な魂といったものは、手を付けず、放置しているのだ。


　ただ、現代において、唯ゆい一いつこの分野に踏ふみ込んでいた、例外的部署があった。


　それが、かつて双そう角かく会かいの巣そう窟くつとなっていた、宮く内ない庁御霊部だ。双角会首しゆ謀ぼう者しやの一人にして、鈴鹿の実の父親であった大連寺至道は、その御霊部の責任者だった。


「……そうか。あの説、『導師プロフエツサー』言われとった、大連寺至道の説やったんか」


「そーよ。つっても、あたしだって詳くわしいわけじゃないけどね。あたしの専門は、『帝てい式しき』までで、その先は未み開かい拓たく。個人的にも、興味があるわけじゃないし」


　実際に興味のない口調で、鈴鹿は素っ気なく言った。大友は少しばつが悪そうに、「……ん」ともう一度頭を搔いた。


「まあ、なんや。フェーズ４の次の段階、フェーズ５は、いわば『理論上こうなるはず』っていうだけで、過去、実例は観測されてへんからな。それを承知で話を戻もどすと……鬼と荒あら御み霊たまは同じ『タイプ・オーガ』やけど、前者はフェーズ３、もしくは４。対して、後者はフェーズ５、ということになるかな」


　そう、大友は一度話をまとめた。春虎は、ぬうう、といまにも頭を破は裂れつさせそうな顔で、担任を凝ぎよう視ししている。


「僕も一時それなりに勉強したけど、いやあ、なかなか難解言うか観念的言うか。……ちなみに、鬼おに、つまりフェーズ３の段階では、核かくとなった人の意識が色いろ濃こく残っとる場合が多いんや。これは実例があるから間ま違ちがいない。ただ、フェーズ４になるとかなり自我が崩ほう壊かいし拡散して……フェーズ５では普ふ遍へん的集合的意識なるもんになるんやとか……で、これはユングの言う元型アーキタイプの一種ではないかとかなんとか……正直この辺は僕もお手上げや」


「……先生」


「ん？　なんや、春虎クン」


「済みません。ほんと申し訳ないんスけど、おれ、マジ頭悪いんで、結局のところ、いまいち、まだ、よく、結論的なものが……」


　恐きよう縮しゆくしきった春虎が、平身低頭しつつ、すこぶる率直に訴うつたえた。


「とりあえず、ひとつだけ教えて下さい。先生あの事件のあと、『蘆屋道満は死んだが、滅ほろんだかどうかは、まだわからない』って言いましたよね？　あれ、具体的にどういう意味なんですか？」


　根本的な理論や大だい胆たんな仮説を聞くのも、それはそれで大切だろう。しかし、まずは肝かん心じんなことを聞かないことには落ち着けない。


　春虎の懇こん願がんに、大友は「そやな」と寝しん台だいの上で居ずまいを正した。


　指先で眼鏡の位置を直しながら、


「確かに、道摩法師に関して言うと、荒御霊とはいえ、相当特別な部類やと思う」


「特別？」


「うん。基本的には人としての意識を残した状態の霊災やけど、荒御霊と呼んでしまうには、少々人としての意識、パーソナリティが強すぎた。たとえば、あのとき僕が核にしとった身体をぶっ壊こわしたあとも、道摩法師の霊力は衰おとろえも拡散もせえへんかったやろ？　つまり、安定化のために必要がなくなっとるのに、あえて人間の身体を形代にしとったわけや。おそらく、人の身体を核とせんことには、『霊災』としてではなく、『蘆屋道満』として安定できへんのやろ。形代に縛しばり付けることで、意図的にフェーズ３から、せいぜい４の状態に留とどまっとるんや。そうすることで、現うつし世よに残ったんやろう。たぶん……呪への執しゆう着ちやく、でな」


　業やなあ、と大友は深々とつぶやいた。


「執着……」


　そう言えば、先月の戦い、道満は最初から最後まで『術比べ』に拘こだわった。大友などは、むしろその執着を突つくことで、格上の道満を接戦に持ち込んだのだ。大友は、道満との「ゲーム」につき合うことで、春虎たちを守るという己おのれの職務を果たしたのである。


　大友はしみじみと言う。


「あの道摩法師──『Ｄ』という霊災が、ほんまに、かの蘆屋道満から発生したものやとすると……あの荒御霊は冗じよう談だん抜ぬきで、平安時代からずっと人の身体からだを形かた代しろとして存在し続けてきたんかもしれへんな」


「平安時代!?　そ、それってだいたい何年前から……？」


「ざっと千年や」


　くらっ、と春虎が身体をよろめかせる。


　春虎だけではない。夏目たちも目め眩まいを覚えたかのように、言葉をなくしていた。なんというか──想像を絶する話だ。


「もちろん、人間の肉体がそないな長い時間、形を留められるわけがあらへん。とすると、次々と身体を取っ替かえて来たと考える方が妥だ当とうや。これは僕の憶おく測そくやけど、的は外しとらんと思う。僕が君らに『蘆屋道満は死んだが、滅んだかどうかは、まだわからない』って言うたんは、形代は間違いなく『死んだ』が、霊災として『滅んだ』かどうかは不明やと言いたかったんや。そして、たとえ霊災として健在やとしても、形代がなくなった以上、次の形代に宿るまで『当分は大だい丈じよう夫ぶ』と判断したわけや。……どや？　だいぶ長ぁなったけど、今度はちゃんと理解できたか？」


　大友が意地悪く尋たずねると、春虎は強こわ張ばった顔で、なんとか頷いた。


　本当にとんでもない世界だ。とても現実の──自分が生活している世界と同じ世界のことだとは思えない。


　呪じゆ術じゆつの世界は、広い。そして、広いだけでなく、遥はるかな時間の積み重ねに支えられている。ただ、実はそれは、呪術界に限った話ではないのだろう。春虎が知らないだけで、「世の中」とは途と方ほうもなく広く、その広さすべてに気が遠くなるような時間の積み重ね──「過去」が付ふ随ずいしているのである。


　春虎の、「自分の世界」の、なんとちっぽけなことだろう。


　一方、大友が要点を話し終えると、夏目が表情を引ひき締しめ直した。


「先生。蘆屋道満が次の形代を見つけて復活するとして、どれぐらいの時間がかかると思いますか？」


「それはさすがに見当がつかんな。そもそも、わざわざ見つけて来る必要があるかも、わからへんで」


「え？　どういうことです？」


　夏目は瞬まばたきして聞き返した。大友は、一いつ瞬しゆん話すべきか迷ったが、結局は話を続ける。


「あらかじめ『次の形代』を用意しとくことぐらいは、しててもおかしないってことや。たとえば、この前僕が戦った『老人』。あの形代なんかは、最初から半分以上死んどったと、僕はにらんどる。はっきり言やあ、死体やったと思う。生きた人間ならともかく、死体を呪的に確保しとくだけなら、そう面めん倒どうなことでもないやろ」


「し、死体……ですか？　でも、わざわざ人間を形代にするのに、どうして死体を……」


「いや、かえってその方が都合がいいはずやで？　さっきも言うたやろ。人間を核とした霊災は、その人間の霊気が融ゆう合ごうするって。道摩法師が『蘆屋道満』であることに拘るなら、形代にする人間の意識なんてない方がええ。余計な意も識んが混ざらんからな。『人』としての体裁だけが必要なんやったら、意識のない死人の方が、条件に適合することになる。道摩法師自ら『外げ法ほう』言うとったし、たぶん間違いないやろ」


「……ということは」


「蘆屋道満の復活は、意外に早い──ってことですか？」


　夏目に続き、冬児が確かく認にんした。話が一気に具体化して、聞き流していた冬児も、再び関心を寄せたらしい。大友は両りよう腕うでを広げて、「せやから見当はつかん」と繰くり返した。


「形代さえ替えたらすぐに復活か、あるいは準備に何年、何十年とかかるんか……たとえ新しい形代に宿ったとしても、『慣らす』期間やってあるかもしれん。『外法』の術式がわからんことには、想像のしようもないわ。……ただ」


「ただ？」


「僕の勘かんでは、早い気がする」


　冬児がニヤッと太ふて々ぶてしく笑い、鈴鹿が視線だけで天てん井じようを仰あおぐ。春虎と夏目、京子と天馬は、堪こらえきれずに呻うめき声をもらした。


　前回は大友のおかげで九死に一生を得た。しかし、大友が入院中のいま、再び道満と戦うことなど、想像したくもない。


「……せめて、今度の双角会掃そう討とう作戦ってのが無事に終わるまでは、大人しくしてて欲しいよな。マジで」


　春虎がぼやいたが、他の者たちも全員同じ気持ちだっただろう。


「まあ、道摩法師がどこまで双角会と手を結んどったんかわからへんけどな。最後の車の爆ばく発はつやって、原因は判明しとらん。いまいち腑ふに落ちんわ」


　大友は呪じゆ捜そう官だったころ、双角会の捜査を担当していた。最初に双角会と蘆屋道満──『Ｄ』との接点を見み出いだしたのも、彼だ。


　しかし、大友が呪捜部を辞したのは、大連寺至道が霊災テロを起こすより、さらに前である。現在の双角会がどのような体質の組織なのか、道満との関係がどうなっているのかは、あまり見えていなかった。


「なんにせよ、結論は一いつ緒しよや。『当分は大丈夫』。ただし『気を抜くな』。ほんま、意識失って病院担かつぎ込まれた直後やのに、僕の言うことは的確で無む駄だがないなあ」


　担任講師は満まん悦えつ顔で自画自賛したが、残念ながら生徒たちからの敬意や賛同は得られなかった。


　春虎は口元に乾かわいた笑いを張り付け、


「……なあ、夏目？　蘆屋道満がほんとに荒御霊なら、いっそお祈いのりして祀まつり上げようぜ。そしたら、災さい厄やくの代わりにご加護がもらえるかも」


「バカ虎……と言いたいところだけど、ほんとそんな気分だよ」


　春虎の冗談に、夏目は笑いもせず応こたえた。案外本音かもしれない。実際、大友が道満と戦ったときもそうだ。呪術戦が熾し烈れつを極きわめようと、大友は一いつ貫かんして、道満に『礼』を尽つくしていた。人知を越こえた禍わざわいに対し、武器を手にして抵てい抗こうするのではなく、礼をもって和を求める。そんな「戦い方」も、あってもいいのかもしれない。


　もちろん、いざ道満を前にして、礼れい儀ぎ正しくなどできるとは思えないが。


　ともあれ、それで道満の話題も一段落し、病室には話し込んだあとの、軽い疲ひ労ろう感かんが漂ただよった。内容が内容だっただけに、皆口数が少なくなっている。各自、考えること、考えさせられることがあったのだろう。


　しかし、


「──ねえ」


　と、沈ちん黙もくを破り、鈴鹿がつぶやいた。


「なんか、どいつも忘れちゃってるみたいだけどさ。今日ここに来たのって、蘆屋道満のこと聞くためじゃなかったよね？」


　やや刺とげ々とげしい口くち振ぶりは、いい加減待ちくたびれていたらしい。「あ」と、すっかり忘れていた春虎も、ようやく思い出した。


「いけね。忘れるとこだった。先生。実はちょっと聞きたいことがあるんですよ」


「なんや。改まって」


「いや、改まるようなことかわかんないですけど。先生、夜や光こう塾じゆく、って聞いたことありますか？」


「夜光塾？」


　春虎の質問に、大友は片方の眉まゆを吊つり上げた。


「なんや、けったいな名前やな。夜光の私塾のことか？」


「知ってるんですかっ!?」


「いや、そんな詳くわしくは知らへんで？　ただ、戦時中は夜光の門下生みたいなんが、大勢おったそうやからな。当時の陰おん陽みよう寮りようにも、軍の方にも。当然、そいつらは横の繫つながりもあったやろし、それが夜光の私塾と言えば、私塾みたいなもんやったかもしれん。それがどないかしたんか？」


「はあ。実は、その夜光塾が、いまの陰陽塾の前身だ、って最近聞いて……」


　今度は大友は、両方の眉を持ち上げた。


　しばらく黙だまって春虎を見つめていたが、


「……初耳やな。塾長がそう言うてたんか？」


「いえ。別の──ああ、そうだ。先生、相馬多軌子って塾生わかります？　赤毛の女子生徒なんですけど」


「なんやねん、次から次へと……。相馬多軌子？　聞いたことないな。てか、陰陽塾うちに赤毛の生徒なんかおったか？」


「本人は塾生って言ってたんですけど」


「本人はって……どこで会おうたねん」


「塾舎の屋上です。ついこの前。一応、制服は着てましたよ？」


　春虎は多軌子と出会った経けい緯いを、ごく搔かい摘つまんで報告する。大友はずっと顔をしかめていたが、話を聞き終わってからも、


「……ん～……」


　と唸うなり声をもらした。


「……相馬……相馬ねえ……。そんな名前の塾生もおったかもしれんけど、さすがに赤毛ていうのはなあ。そのときだけ髪かみ染めてたとか、逆に普ふ段だん黒くしとるとかでもない限り、おらんかったと思うで？」


　大友の返答に、「そうですか」と春虎は残念そうにつぶやいた。


　まあ、夜光塾や多軌子については、半ば予想していた通りだ。大友は講師歴が浅く、陰陽塾そのものに特別詳しいわけではないのである。


　ただ──


　もし、春虎がこの質問をしたのが、天海が退座する前だとしたら。


「相馬」という姓せいを聞いて、あるいは天海は、思い出していたかもしれない。


　いや、たとえとっさに聞き流したとしても、この場にいる鈴鹿を見れば、連想して思い出していただろう。その可能性は高かったはずだ。


　しかし──


　すでに天海は退出しており、鈴鹿本人は、その名字──氏うじを知らない。


　質問した春虎は、少し落らく胆たんしつつ、さして気にすることもなかった。


「そっか。じゃあ、もうひとついいですか？　全然違ちがうことなんですけど」


「おいおい。まだあるんかいな」


「これが最後ですよ。それに、この人は知ってるんじゃないかな？　──早さ乙おと女め涼りよう」


「──っ」


　今度も、大友の反応は、ごくわずかだった。


　だが、そのわずかな反応は、夜光塾や多軌子の名前をぶつけたときとは、明らかに異なっていた。


　ついさっき『黒子シヤドウ』の件を突つきつけられたときも、天海が暴ばく露ろするまで、微み塵じんたりとも慌あわてることのなかった大友だ。その大友が、いくら不意を突かれたとはいえとっさに内面の動どう揺ようを見せたのだから、ある意味春虎の快挙だっただろう。


　大友には極めて珍めずらしい、「隙すき」だった。


「……あー」


　大友は、自らの一瞬の動揺が、春虎や他ほかの五人に伝わったことを、素す早ばやく見て取った。ぺちっ、と思わず自らの額を手のひらで打つ。


「……こらあかん。やっぱり、療りよう養ようが必要やで……」


　と、独り言のようにぼやいて、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。


　そんな担任の反応を見て、


「大友先生──！」


　と夏目が身を乗り出す。


「ご存じなんですね？　早乙女涼のことを？」


「……僕の同期やからな。てか、誰だれに聞いたねん？」


「聞いたんじゃなく、偶ぐう然ぜん見つけたんです。塾舎の資料室にあった卒業生の名めい簿ぼで」


「名簿？　そんなんよう見つけたな」


　こんな弱った風な大友は初めて見た。それほど痛いところを突かれたということだろうか。大友のそんな反応を目にし、夏目に続いて鈴鹿も椅い子すから立ち上がる。


「──へえ。なら、わざわざ足運んだ甲か斐いがあったわ。その様子だと、早乙女涼が夜光研究の開拓者パイオニアってことも知ってそうよね。話してくれる？　知ってること、全部？」


　寝しん台だいの大友を見下ろしながら、鈴鹿は冷ややかに、断固として言った。


　大友は口をへの字にする。


　眼鏡の奥の瞳ひとみが、透とう明めいな視線で夏目の様子を窺うかがい、


「……『鴉からす羽ば織おり』の件やな？」


　夏目が身体からだを強こわ張ばらせた。春虎もだ。早乙女の名前を聞いてすぐに『鴉からす羽ば』が出てくるということは、大友は早乙女の研究に関しても、相当詳しく知っている証しよう拠こである。


　じっ、と強い視線を向ける、春虎たち六人。


　大友は観念した様子で、肩かたの力を抜いた。


　そして、


「君ら、いっこ間違えとる」


「はあっ!?　いまさら誤ご魔ま化かすつもりなワケっ!?」


　思わず声を引っ繰くり返す鈴鹿を、大友は「そうやない」と柔やわらかく受け止めた。


　そして、


「すず、や」


「え？」


「早さ乙おと女め涼りようと書いて、早さ乙おと女め涼すず。あいつも自分で名前書くときは、わざわざ『早乙女すず』って平ひら仮が名なにしとったっけな」


　ぽかんとする春虎に、大友はシーツの上に指で文字をなぞった。


　春虎は、なぜか痺しびれたような口振りで、


「早乙女……すず？」


　大友はニヤッと含ふくみのある笑みを浮うかべてみせる。


「僕が言うんもなんやけど……気いつけや。この女、ひと筋縄ではいかへんで」





　　　　５




　翌日最初の講義は、第一会議室が割り当てられていた。


　相変わらず初夏の陽気が続いている。第一会議室は目黒支局では一番広い会議室で、窓からは広い中庭の景観が一望できた。普段より早めに支局に入った春虎たちは、窓まど際ぎわに集まって適当に席に着き、講義の開始を待っている。話題はもっぱら昨日の見み舞まいのことだ。


「結局、早乙女すずは消息不明か。どうもこう、もどかしいな」


「……仕方ないよ。いくら同期と言ったって、二人とも陰陽庁を辞やめて、だいぶ経たってるんだし……」


　冬児のぼやきに夏目が応えたが、かく言う夏目の方が落胆は激しい。大友の元を訪たずねる前は期待半分なところがあったが、大友と早乙女に予想以上に接点があったと判明したにもかかわらず、最終的に有用な情報が得られなかったのだ。しかも、これで手がかりまで失われて打つ手がなくなったのだから、気落ちするのも無理はないだろう。


　あのあと聞いた話では、大友と早乙女は陰陽塾の同期だっただけでなく、卒業後も同じタイミングで陰陽庁に入っていたらしい。ただ、大友が呪じゆ捜そう部に配属されたのに対し、早乙女は開発研究部に配属された。さらに、その後早乙女本人の希望により、宮く内ない庁の御ご霊りよう部ぶに異動したのだそうだ。


　ところが、早乙女は御霊部に在ざい籍せきしてわずか一年後、突とつ如じよ「失しつ踪そう」した。


　この件は、早乙女が宮内庁の人間になっていたため、陰陽庁側ではあまり知られていない。それでも、当時の呪捜部では彼女の行方ゆくえを追ったらしいが、結局消息がつかめないまま終わっていた。部内では、一時は死亡説が流れていたという。


　ただ、春虎たちにその話を聞かせたとき、


「死んではおらん。それは、ない」


　と、大友は妙みように不敵な口振りで断言していた。


　大友は早乙女に関し、呪捜部時代に知った事実を、淡たん々たんと話してくれた。


　ただ、大友が、知っている「すべての事実」を話してくれたかは、正直わからない。確かなのは、夏目や鈴鹿が散々追つい及きゆうしても、それ以上の情報は出てこなかったということだ。本当にそれだけしか知らないのか、あるいはなんと言われても話す気がないのか、所しよ詮せん春虎たちの眼力では図り知ることができなかった。


　この世界の大人は曲くせ者もの揃ぞろい、いちいち真に受けていては一人前にはなれない。


　呪捜部部長の台詞せりふが、いやに耳に残る気がした。


「……そういや、京子。塾長の方はどうだ？」


「ごめん。まだ聞けてないの。お祖ば母あ様、昨日は家に帰ってきたのが日付変わってからで──しかも、朝は朝でもう出ちゃってて、あたしも一人で送ってもらったの。やっぱり、いまは相当忙いそがしいみたいね」


　思い出して尋たずねた冬児に、京子は申し訳なさそうに応える。


「電話だと長くなりそうだし……一応、『聞きたいことがある』ってメールはしてるんだけどね。あ、ついでに早乙女さんのことも聞いてみる。お祖母様、卒業生のこと結構気にする方だしさ。何か知ってるかも……で、でも、期待はしないでね？」


　夏目の視線に気づき、京子は慌てて予防線を張った。実際、陰おん陽みよう塾じゆくの卒業生など、大変な数にのぼるはずだ。その一人一人の消息を把は握あくできているはずはないのである。


　早乙女の調査は空から振ぶりに終わり、多軌子の語った夜光塾についても謎なぞのまま。春虎たちのテンションが低いのも、致いたし方ないところだ。


　ただ、


「どうしたの、春虎君？　なんかさっきからずっと、ぼうっとしてるけど」


　ふと天馬が春虎に話しかけた。


　机に頰ほお杖づえをついていた春虎が、


「え？　……あ、ああ。ちょっとな」


　と慌てて誤魔化し笑いを浮かべた。


　夏目が不ふ審しんそうな眼まな差ざしで、


「そう言えば、春虎、寮りようで朝ご飯を食べてたときから、ずっと考え事してたよね？　大友先生の話で、何か気になることでもあったの」


「そりゃまあ、あんだけ長く話を聞きゃあ、気になることだって色々あるけどさ。いま考えてたのは、んな大したことじゃねえよ」


「なんだよ。気になるじゃないか。言いなよ」


　夏目は半眼になり、不服そうに頭を寄せてきた。早乙女の情報が途と切ぎれて落胆する一方、鬱うつ憤ぷんも溜たまっているらしい。いつになく態度がつんけんしている。


　春虎は肩を竦すくめて、


「だから大したことじゃねえよ。ただ……そういや先せん輩ぱいも、『すず』だったなあって」


「先輩？　先輩って？」


「ほら。昨日見舞いに行く途と中ちゆうで会っただろ？」


　春虎が説明すると、夏目も彼女のことを思い出したらしい。眉まゆをひそめて、何言ってるんだこいつ、と言わんばかりの表情になった。


　実際に口に出したのは冬児だ。


「何言ってんだ、春虎。早乙女すずは、大友先生の同期だぞ？　第三六期生が、いまだに陰陽塾三年で留年し続けてるってのか？」


「いや、だから──」


「……バカ虎。昨日はろくに挨あい拶さつもできなかったけど、あの人、三年にしても幼く見えたぞ？　早乙女すずは大友先生と同じか、多少年の差があったとしても、せいぜい二十代半ばのはずじゃないか」


「だからっ、んなことはわかってるって！　ただ、変わった名前だから、偶然だなあって思っただけだよ！　……それに、あの子供も気になったし……」


「子供？」


「ああ。いや……まあ、なんでもねえよ」


　そう言えばミニに乗っていた少年を目もく撃げきしたのは、春虎だけだ。実際目にしていなければ、あの異様さを伝えるのは難しい。ましてや、いま春虎が抱かかえている「懸け念ねん」など、話せば笑い飛ばされるのがオチだ。


　あの少年の、装よそおい、雰ふん囲い気き。


　少しだけ耳にした、声、喋しやべり方。


　──いや、まさか。


　先輩の名前と同じ、単なる偶然だろう。でなければ、先輩と一いつ緒しよにドライブしていたなど、意味がわからない。


「そうそう。考えすぎだ、考えすぎ……」


「ほんと、さっきから何を言ってるんだ、春虎は」


「まあ、お前の場合は、休むに似たりだしな」


　二人とも散々な言い様だ。春虎はむくれて口を曲げ、それを見た京子がクスリと笑う。


　折良く天馬が声をかける。


「みんな。先生来たよ」


　ドアが開いて会議室に講師が顔を出し、春虎たちは慌あわてて席に座った。


　最初の講義は座学だ。二年になってからは座学の内容もより踏ふみ込んだものになっているが、塾生たちにすると、やはり実技ほどの緊きん張ちよう感かんはない。朝一番ということもあり、会議室の雰囲気は、まだ少々浮うわついていた。


　しかし、講師に続いて一人の男が入室すると、一いつ瞬しゆんで凍こおり付いた。


「──なっ!?」


　春虎が目を剝むき、隣となりにいた夏目も息をのむ。冬児や京子、天馬もだ。それどころか、教室中の塾生が、一いつ斉せいにどよめき、動きを止めた。それはちょうど、雛ひなたちの集められた巣箱に、突とつ然ぜん鷹たかが舞まい降りたかのようだった。


　続いて、さらにもう一人の男が会議室に入ってきたが、塾生たちの視線の大半は、最初の男に釘くぎ付づけのままだ。講師が苦い顔で塾生の反応を見回し、わざとらしく空から咳せきを打った。


　──なんで……!?


　いや、なぜ、というほどのことではないのだろう。何しろここは目黒支局。祓ふつ魔ま局の支局である。彼にすれば、職場だ。むしろ、いままで姿を見かけなかった方が、不自然なぐらいかもしれない。


　しかし、だからといって講師と共に、これから講義が始まる予定の会議室に、当然の如ごとく入室してきた理由は説明できない。


　春虎は男を凝ぎよう視しする。


　そして、男の方も、春虎たちに気づいていた。


　面識は一度だけだが、それで十分だった。ミラーコーティングされたサングラスに耳を飾かざる複数のピアス。首にかかるアクセ。短く刈かり込まれた銀ぎん髪ぱつの下には、額に×印の──刀傷と見み紛まがうようなタトゥーが刻まれている。


　Ｔシャツの上にレザーベストを羽織り、ジーンズを穿はいた装いは、この場にそぐわないこと甚はなはだしい。が、外見や服装以前に、男が放つ禍まが々まがしい気配が、周囲と調和することを端はなから拒きよ絶ぜつしていた。


　男は春虎、そして夏目に向かい、


「話は聞いてるはずだぜ？」


　と、ニヤニヤ笑いながら、投げつけるように告げる。


「喜べ。スーパーＶＩＰ待たい遇ぐうだ。なんせ、オレがお前らの護衛につくんだからな」


　愕がく然ぜんとする春虎の前で、『十二神将』鏡かがみ伶れい路じは、傲ごう然ぜんと言い放った。





　同時刻、呪捜部による双そう角かく会かい掃そう討とう作戦が始動する。












　三章　双角会
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　実のところ、天あま海みの目もく論ろ見みは水面下において、一年近くの時間をかけ、準備が進められていた。


　きっかけは呪じゆ捜そう部内から双そう角かく会かい構成員を出した、去年夏の事件だ。以来、天海はまず呪捜部内部の徹てつ底てい的てきな洗い出しを行い、部の浄じよう化かを段階的に進めてきた。その後は、庁内各部署への内ない偵てい。これは本来公安課の業務だったが、天海は特別シフトを敷しくことで、表向き組織を改編することなく、実態として公安課の力を増強させていたのである。


　むろん、この間も野に下った双角会構成員の摘てき発はつは継けい続ぞくする。霊れい災さいテロの再発──『上じよう巳しの再さい祓はらえ』では、その動きを事前に察知しつつ、阻そ止しすることができずに終わった。だが一方で、この事件の終結により、首しゆ謀ぼう者しやの六む人と部べ千ち尋ひろを初めとする元宮内庁御ご霊りよう部所属の双角会主要メンバーは、ほぼ舞ぶ台たいから退場した。これ以降、天海は、不確定要素である『Ｄ』を引き続き警けい戒かいしつつ、その主眼を完全に「身内」に──陰おん陽みよう庁ちよう内に潜ひそむ双角会構成員へと置き換かえたのである。


　そして、すべての準備が整ったと天海が判断したのが、いまから二日前。天海が大おお友ともの病室を訪おとずれたとき、すでに準備は完かん了りようし、矢の番つがえられた弓は、ギリギリと弦つるを引き絞しぼられていた状態だったのだ。





　陰陽庁呪術犯罪捜査部の双角会掃討作戦は、電でん撃げき的に行われた。





　呪捜部公安課を中心に、陰陽庁の各部署へ、容よう赦しやなく捜査のメスを入れた。庁の通常業務は半日以上にわたって麻ま痺ひ状態に陥おちいり、強権的な抜ぬき打ち捜査に、対象となった部局は悲鳴を上げ、怒いかりを露あらわにした。


　ただ、これは半ばデモンストレーションに過ぎない。


　何か月にも及およぶ入念な内偵により、呪捜部はあらかじめ双角会構成員の目星をつけていた。呪捜部の──天海の真の狙ねらいは、掃討作戦開始を受けて、彼らがどう動くか。その動きが、どこと繫つながるのかを見み極きわめることにあった。


　そして、天海の狙いは、もうひとつ。


「鏡かがみ？　『鬼喰いオーガ・イーター』を土つち御み門かど夏なつ目めの護衛につけたんですか？」


　天海の根城、呪捜部にあるデスクの前で、途中報告に戻もどっていた呪捜官が、驚おどろいたような声を上げた。


　今回の作戦で最前線の指揮を任された、公安課のエース、比ひ良ら多た篤あつ祢ねだ。


「どういうことです？」


　話を聞いた比良多は、彼には珍めずらしく怒ど気きのにじむ声で、デスク越ごしに上司に詰つめ寄よった。


　今回の作戦で重要なポジションを任される俊しゆん英えいながら、年はまだ若く、二十代半ばに見える。穏おだやかな面おも持もちの持ち主だが、双そう眸ぼうは鋭するどく、長めの黒くろ髪かみがひと房ふさだけ赤く染まっていた。


「彼は以前、陰陽塾じゆくの塾生と──まさに今回の護衛対象である土御門夏目やその友人たちと、トラブルを起こしていたはずです。駆かけつけた木こ暮ぐれ独立官が仲裁に入らなければ、大問題に発展していたかもしれない。あの件は、部長もご存じのはずですよね？」


「……知ってる。あとで、向こうの塾長や担任から、散々ドヤされたもんだぜ」


「だったら、なぜ？　鏡独立官は、実力は確かだろうと、その業務態度が常つね日ひ頃ごろから問題視されている人物です。護衛任務、特に未成年者の護衛など、一番あり得ない人選ではありませんか。そもそも──」


　と比良多は声のトーンを落とし、代わりに力を込こめて、嚙かみ締しめるように続ける。


「──今回の作戦は、双角会を支局に追い詰める手て筈はずだ。そんな場所に土御門夏目が置かれている状じよう況きよう自体、極きわめて危あやういことなんですよっ？」


　呪捜部の調査によって双角会の疑いが強いと見なされた者は、陰陽庁全体に散らばっている。中でも、特に多いのが祓ふつ魔ま局の新しん宿じゆく支局だった。陰陽庁内の夜や光こう信者たちを裏で指導している──現段階において呪捜部がつかんでいる双角会指揮系統の一番上にいるのが、祓魔官、牧まき原はら義よし隆たかなる人物だ。彼が現在所属しているのが、新宿支局なのである。


　現在呪捜部は、陰陽庁庁舎と祓魔局本部にターゲットを絞っていた。これは、支局の存在を無視しているのではなく、双角会の動きを誘ゆう導どうするためなのだ。


　本番は、誘導終しゆう了りよう後ご。ここでの捜査は呪術戦も想定されていた。


　今回の作戦は、いわば奇き襲しゆうだ。そのため、呪捜部としては、陰陽塾塾生の不自然な避ひ難なんは、可能な限り避さけたかった。特に、土御門夏目は双角会から常に注目される存在である。彼を隔かく離りすることは、呪捜部の目論見を敵に看破されるきっかけとなりかねなかったのだ。


　また、戦場になると目されているのはあくまで新宿支局であり、目め黒ぐろ支局で双角会の激しい抵てい抗こうがあるとは考えられていない。とすると、「祓魔官たちの常在する支局内部」というのは、夏目を保護する場所として、決して悪い選せん択たくではないのだった。


　しかし、この呪捜部の決定を「危うい」とする比良多の意見も、誤りとは言い切れない。現に、先月の『Ｄ』襲しゆう撃げき事件では、多くの未成年者を危険に晒さらしていた。


　そこで、せめてもの予防線として、土御門夏目に対し、作戦行動中、護衛をつける案が採用されたのである。


「なのに、その護衛が、鏡独立官ですか？　納なつ得とくいきません」


　嚙み付かんばかりに迫せまる部下を、天海はじっと見つめ返していた。


　それから苦々しく、「……仕方ねえだろ」とぼやく。


「鏡の野や郎ろう、テメエから立候補しやがったんだからよ」


「自分から？」


「ああ。なんの思惑おもわくがあってのことだか知らねえがな。木暮なんかは反対したんだが……最後は長官の鶴つるのひと声で決定だ」


「…………」


　比良多が異議をのみ込むように、ぐっと唇くちびるを嚙み締める。天海は天海で仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、畳たたんだ扇おうぎの先で、神経質に机を突つついた。


「言っとくが、俺だって頭が痛いんだぜ？　作戦の本番中にトラブルの種が増えたわけだし……この人選が野郎の耳にでも入った日にゃあ、病びよう床しようからでも呪のろい殺されかねねえ」


　お手上げと言いたげに、両手を広げて天海がぼやく。その表情からも、天海の陰いん鬱うつな胸中が伝わって来るかのようだ。


　現実問題、今回の作戦では、相当数の陰おん陽みよう師じが──程度の差はあれ──容疑対象とされている。むろん、それでも全体の割合で言えばごくわずかではあるわけだが、部署としての機能が一時的に大きく阻そ害がいされることは間ま違ちがいない。本来の業務ですらままならない状態で、護衛などという特とく殊しゆな任務に、人を割さく余よ裕ゆうがないのである。これは、呪捜部にしても同じだった。


　しかし、その点、鏡は遊ゆう撃げき手しゆだ。形の上では独立祓魔官という要職に就ついているが、基本的に単独行動が多く、上層部もそれを半ば黙もく認にんしている。たとえば、同じ独立祓魔官でも木暮が現場を抜ければ、祓魔局は組織として支障を来きたしかねない。だが、皮肉なことに、鏡ならその心配はないのだ。


　また、鏡が双角会構成員である可能性は、限りなくゼロに近い。これは、彼の人となりを知る者なら、全員同意するだろう。


　そして何より、腕うでは折り紙付きである。


「とにかく、決定事じ項こうだ。すでに鏡は任務に赴おもむいている。野郎が妙みような真ま似ねしねえか心配なら、さっさとこっちの方のケリをつけるしかねえだろ。お前の報告通り、すでに庁内では『動き』がある。あと数時間が天てん王のう山ざんだぞ。いまは目の前の任務に集中しろ」


　作戦はまさに遂すい行こうされている最中だ。また、この作戦の骨子は、短期間で一いつ斉せいに敵を根絶やしにする点にある。作戦終了まで、気を抜く時間など一分たりともないのだ。


　比良多は複雑な表情で、しばし立ち尽つくした。


　しかし、その後感情を殺し、姿勢を正すと、


「……失礼します」


　と一礼して身を翻ひるがえした。


　遅ち滞たいのない動作で、部屋を退出する。天海は椅い子すに座ったまま、わずかに細められた双眸で、部下の背中を見つめ続けた。
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　双角会の反はん抗こうに備え陰陽庁から派は遣けんされた護衛が、よりにもよって、「あの」鏡伶れい路じ。そうと知ったときの春はる虎とらたちの驚きよう愕がくは、相当なものだった。最初は信じられない。何かの間違い、悪い冗じよう談だんだと考えた。しかし、それが事実だとわかると、今度は怒りが込こみ上げてきた。


　何しろ、春虎たちと鏡は、春の霊災テロの際、一いつ触しよく即そく発はつの緊きん迫ぱくした状況を経験している。あのときは木暮が事を収めてくれたが、彼の到とう着ちやくがわずかでも遅おくれていれば、両者の衝しよう突とつは避けられなかっただろう。そんな因いん縁ねんの相手が護衛役として派遣されて来たのである。講義中でなければ、「なんでテメエなんだ！」と怒ど鳴なり散らしていたはずだ。


　せめてもの慰なぐさめは、鏡が夏目に張り付くような真似をせず、すぐに姿を消したことだった。局内には残っているのだろうが、陰陽塾の講義を傍ぼう聴ちようするといった退たい屈くつな真似はする気がないらしい。代わりに、会議室に連れ立って入ってきた、春虎たちの知らない男を一人残していった。


　その男もまた変わっている。


　ひょろりとした細身の青年で、猫ねこ背ぜのためにわかりづらいが、かなりの長身、おそらく二メートル近い身長の持ち主だ。癖くせのある長ちよう髪はつを首筋で緩ゆるく束ねており、一見すると女性に見える、線の細い優やさ男おとこだった。


　服装は大人しくシャツとスラックス。ただ、細長い袋ふくろを所持していて、まるで幼い子供がぬいぐるみを持つかのように、片時も離はなさず両手で胸に抱だきかかえていた。


　名は、シェイバというらしい。


　春虎などは、初め鏡の部下だろうかと思ったのだが、


「──違う」


　と夏目はすぐに看破した。


　鏡の式神なのだ。


「しかも、おそらく使し役えき式だ。ぼくの北ほく斗とと同じタイプだよ」


　使役式とは、自然発生して実体化した霊れい的てき存在を使役するタイプの式神だ。細かい相そう違い点はあるのだが、要は、動的霊れい災さいを式神にしているのである。従って、基本的に人造式より強力なものが多い。ましてや、あの『鬼喰いオーガ・イーター』の使役式だ。並なみ大たい抵ていの式神ではないのだろう。


　とはいえ、率直な印象からすれば、シェイバは恐おそろしい式神には、とても見えなかった。


　妙に陰いん気きで鬱うつ々うつとしているのである。積極的に話しかけて来ることもなく、講義の最中も部屋の隅すみにひっそりと蹲うずくまって、暗い眼まな差ざしを夏目に向け続けるだけ。それはそれで不気味ではあるが、正直、あの鏡の使役する式神としては「らしくない」気がした。見るからに凶きよう悪あくな鬼おにや怪かい物ぶつならしっくり来るが、根暗な優男ではミスマッチだ。


「なんか、拗すねたガキみたいなやつだな」


　とは冬とう児じの評だが、なかなかに的を射ている気がする。夏目の護衛にせよ、本意ではないという雰ふん囲い気きがひしひしと伝わってくる。それでも、嫌いや々いやながら命令に従っている態度が、うじうじとした子供のように思えるのだ。
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　ただ、鈴すず鹿かにも事の経けい緯いをメールで投げたのだが、即そく座ざに戻った返信は、無視できないものだった。


『バカ！　阿あ呆ほう！　節穴！　シェイバは、陰陽庁が鏡に使用を禁止していた、ヤバイ式神って聞いてるよ！　見かけがどうでも、絶対気を抜ぬくな！』


　メールを受け取った春虎は、思わず唾つばを飲んで、部屋の隅のシェイバを盗ぬすみ見した。式神は長細い袋を両手で抱かかえて床ゆかに蹲ったまま、置物のように身動きひとつしていない。額にかかる前まえ髪がみの間から、じっとこちらに視線を向けている。それが、妙に非人間的な眼差しに感じたのは、果たして鈴鹿のメールを見たからか否いなか。ともかく、春虎はすぐにメールを全員に回し、意識を引き締め直した。


　また、その日は目黒支局内の空気も、普ふ段だんとは違っていた。


　例の双角会掃そう討とう作戦が、陰陽庁庁舎で実行されたのだ。呪じゆ捜そう部の捜査は祓魔局本部にも及および、その間、局の通常業務は著いちじるしく遅滞したという。目黒支局には呪捜官が現れていないのだが、局員は気もそぞろで、塾生たちの目から見ても明らかに浮うき足立っていた。


　局内の空気がささくれ立つ中、陰陽塾の講義だけは普段通り行われる。


　そして、迎むかえた昼休み。相変わらず食堂は混雑していたが、普段のようなにぎわいはなかった。代わりに、各テーブルごとにささやき声の会話が交かわされ、広い食堂全体が、低いざわめきで充じゆう満まんしている。春虎たちは黙だまったまま視線を交わし合うと、食事用のトレイを手に、大人しく中庭に出た。


　中庭の、いつもの場所に陣じん取どり、ようやくひと息つく。


「今日は一日、息苦しい感じだな……」


「……うん。大友先生が言ってた通り、今度の捜査はいままでにないぐらい大がかりみたいだね。局の人たちだって、他ひ人と事ごとじゃないはずだし」


　仕方ないよ、と夏目は春虎に応こたえたが、その顔色はあまり良くない。食しよく欲よくも少ないのか、箸はしの進みが遅おそかった。


　何しろ、鏡に護衛されるのは、夏目なのだ。それだけでも不安は大きいだろうに、夏目は正体を隠かくして男装している。落ち着かないのも無理はなかった。


　すると京きよう子こが、


「実はね。今度の国会で、陰陽法改正案ってのが提出されるらしいの。いまその準備でお父様もドタバタしてるみたいなんだけど、この双角会狩がりって、それに関係してるみたいなのよ」


「え？　陰陽法って改正されるのか？　でも、なんでそこに双角会が出てくるんだよ？　全然関係ないじゃん」


「今度の改正案って、陰陽庁の組織拡大を見み越こしたものらしいの。それで、その前に、まず組織内の膿うみを出すっていうか……」


「……つまり、禊みそぎみたいなもんか」


　京子が言いにくそうに説明すると、冬児が、ぼそっと簡潔に喩たとえた。


　禊ぎとは、重大な神事の前に、身の「穢けがれ」を落とすことだ。必要な事なのかもしれないが、春虎はつい身み震ぶるいしてしまう。膿を出すだの、禊ぎだの、なんかおっかない──と思ってしまうのは、自分が組織というものを知らない、気楽な学生だからだろうか。


「なんか大変そうだな。……そういや、鏡の式神、まだいるのか？」


「いるよ。春虎君、あそこ」


　天馬がそっと箸先を局舎に向ける。中庭に面した一階の回かい廊ろう。陽ひ射ざしの作る濃こい影かげの下に、袋を抱えた長身の青年が、背中を丸めて立っていた。


　瞬まばたき一つしない瞳ひとみが、影の中で微かすかに光っている。


　考えてみると、彼が動いているのを見たのは、鏡と一いつ緒しよに現れたときだけだ。なのに、講義の部屋を移ったときも、いつの間にか移動してこちらを見守っていた。護衛されているというよりは、監かん視しされている気分だ。


「……シェイバ、ねえ。京子も聞いたことないんだよな？」


「知らないわ。けど、鈴鹿ちゃんが注意しろって言うぐらいだから、やっぱり凄すごい式神なんじゃないかしら。……ちょっと薄うす気き味み悪いけど」


「ま、主あるじの方にぴったり張り付かれるよりは、幾いく分ぶんマシだがな」


　冬児はそう言ったが、局内の空気が悪い上にあんな式神に監視されていては、満足に食事を楽しむこともできない。春虎たちの間にも、自然と会話は少なくなった。


　運がいいのか悪いのか、今日は鈴鹿も一日外。目黒支局での講義はないらしい。一応放課後は顔を出すそうだが、それまで何事もなければいいが。


「…………」


　春虎は横目にシェイバをにらみながら、うどんの麵めんをずるずるとすする。少し「視み」てみようとしたのだが、シェイバは身の回りに軽い隠おん形ぎようをかけているらしい。姿は見えるのに、霊気はよく視えなかった。


　が、余よ所そ見みしていたのがよくなかった。つゆを飲もうと丼どんぶりを傾かたむけたとき、春虎はうっかり手を滑すべらせた。「おわっ!?」と辛かろうじて丼はキャッチしたが、代わりに箸を地面に落としてしまう。


「は、春虎？　大だい丈じよう夫ぶ？」


「もう。何やってんのよ、あんた」


　夏目が慌あわてて声をかけ、京子は呆あきれて白い目を向ける。春虎は笑って誤ご魔ま化かしながら、丼とトレイを地面に置いた。


「ワリイ、ワリイ。ちょっと新しい箸取ってくる」


　そう告げて四人から離れ、春虎は急ぎ足で食堂に戻もどった。


　しかし、春虎が戻ったとき、食堂内の空気が微び妙みように変わっているのがわかった。なんだ、と思ったが、その原因はすぐに判明する。


　混み合う食堂の奥に、一いつ箇か所しよだけ人のいないスペースがあるのだ。広いテーブルがあるのに、誰だれも近寄ろうとしない。


　そして、そのテーブルを一人で占せん拠きよする人物を目にしたとき、春虎の表情が、反射的に険しくなった。


　鏡だ。椅子を傾け、テーブルの上に両足を投げ出している。


　向こうも春虎の姿に気がついたらしい。ニヤッと笑うと、


「よお」


　と声をかけてきた。


「…………」


　春虎は無視してテーブルの側そばから離れようとする。しかし、鏡は許さなかった。


「春虎！」


　突とつ然ぜん名を呼ばれ、思わず足を止める。


「何シカトしてんだテメエ。話があんだ。ちょっと来い」


　サングラス越ごしに春虎をねめつけ、ぞんざいに命令した。こうまで言われては、無視するのも難しい。春虎は奥歯を嚙かみ締しめつつ、ゆっくりと踵きびすを返した。


　険けん阻そな顔のまま、鏡のいるテーブルに向かう。黙って突つっ立っていると、鏡が「座れよ」とあごをしゃくった。


　仏頂面で席に着きながら、


「……なんの用だよ」


「ア？　それが護衛について下さった、年長者に対する態度か？」


「こっちが頼たのんだわけじゃない」


「ほう。生意気な口を利きくじゃねえか。まあ、安心しろ。オレは面めん倒どうなことが嫌きらいでな。野良犬の行ぎよう儀ぎがなってねえからって、いちいち蹴け飛とばしたりはしないのさ」


　薄うすい唇くちびるを歪ゆがめて、鏡がせせら笑いを浮かべた。つくづく嫌いやなやつだ。


「……面倒なことが嫌いだってんなら、いますぐ護衛なんかやめてくれて構わないぜ。てか、その方がお互たがい、いいんじゃないか？　おれはあんたと関かかわりたくないし、あんただっておれたちに興味なんかないはずだ。どうせ護衛だって、まともにする気ないんだろ？」


「クク。だとしても、決めるのはオレであって、お前らじゃねえ」


　鏡は傲ごう然ぜんと言ったが、つまりは「まともに護衛する気はない」と言外に告げているようなものだ。


　沸ふつ々ふつと怒いかりが込こみ上げてくる。初めて会ったときも思ったが、こんな男が国家一級陰おん陽みよう師じというのが信じられない。


　──けど、こいつは確かに、すげえやつではあるんだ。


　春虎たちが恐きよう怖ふに立ち竦すくんだ『タイプ・キマイラ』を、鏡はいとも容易たやすくあしらった。しかも、あれは鏡の実力の、ほんの一いつ端たんに過ぎないのだ。鏡は『十二神将』であるだけでなく、木暮と同じ独立祓ふつ魔ま官でもある。それはつまり、鈴鹿のような研究員とは違う、「実戦」で力を振ふるう陰陽師ということなのである。


「ああ、それとだな。ひとつ言っておくが、オレは別に、お前らに興味がないってわけじゃない。むしろ、興味なら、大変ある」


「え？」


　意外なひと言だった。驚おどろく春虎に、鏡は鼻を鳴らした。


「自覚が足りねえな。どうしてわざわざ陰陽庁が、お前らに護衛を用意してる？　お前のオトモダチは、土御門夜光の生まれ変わりと見られてるんだぜ。陰陽術を扱あつかう人間なら、興味を持って当然だ」


「それは──」


「しかも、もう一人のオトモダチは、曰いわく付きの生なま成なり。おまけに、お前ら最近じゃ、大だい連れん寺じのゴスロリ娘むすめとまでつるんでるそうじゃねえか」


「ど、どうして!?」


　なぜ鏡がそんなことまで知っているのか。しかし、驚く春虎を余所に、鏡は平然としていた。


「おいおい、興味があるって言っただろ？　つうか、マジに自覚が足りてねえな。たかが学生の護衛に『十二神将』がつくってのが、どれぐらい異様な事態か考えてねえのか？　お前らを狙ねらう双そう角かく会かいにしろ、オレを護衛に寄よ越こした陰陽庁にしろだ。仮にも『プロ』の『組織』が、半人前のガキを巡めぐって、あれこれ手を打ってんだぜ？　それが当たり前のことだとでも思ってんのか？　自分たちは『特別』だから、『特別扱あつかい』は当然だって、気にも留めてねえのかよ？」


　悪意の籠こもる鏡の揶や揄ゆに、春虎は身体からだを強こわ張ばらせる。鏡が自分たちの身の回りの情報をつかんでいることが、先手を取られていたようで悔くやしい。それに、自分たちが置かれている状じよう況きようを改めて突きつけられ、動どう揺ようを隠せなかった。


　さらに、


「『Ｄ』だってそうだ」


　と鏡は続ける。春虎はギクリと肩かたを震ふるわせた。


「やつの狙いは『鴉からす羽ば』だったが、だったらなぜ、お前らにまでちょっかいを出した？　事のついでにってか？　ハッ。そんなわけねえだろ。現に、他ほかのガキどもは無視してるじゃねえか」


「……そんなことまで知ってるのか」


「知られてねえとでも思ってたのか？　その辺の経けい緯いは陰陽庁だってつかんでるし、双角会の中にだって、知ってるやつはいるだろうぜ。──お前らは揃いすぎてんだよ」


　最後のひと言を口にするとき、鏡の口調がわずかに鋭するどさを増した気がした。相手を小こ馬ば鹿かにする鏡特有の喋しやべり方とは、少しだけニュアンスの違ちがうトーンが混じっていたのだ。


「……どういう意味だよ？」


「アア？　それが他人にものを聞く態度か？」


「…………」


　苛いらつく春虎に、鏡はクククと低く笑う。


　ガタ、と椅い子すを鳴らしながら、


「そういじけた顔すんなよ、春虎。考えてもみな？　夜光の生まれ変わりって噂うわさがあるだけで、土御門夏目が注目を集めるのは当然のことだ。なのに、なんだ、いまのお前らの状況は？　たとえば、大連寺鈴鹿だ。あのガキは陰陽法を破った犯罪者だぞ？　それがなんだって、陰おん陽みよう塾じゆくなんかにいるよ？」


「それは……だから、その事件のペナルティーで──」


　とっさに言い返そうとした春虎だが、鏡は、


「バカが」


　と一いつ蹴しゆうした。


「おめでたい野や郎ろうだな。未成年だから？　情操教育？　なもん、建前に決まってんだろ。大連寺鈴鹿は、大連寺至し道どうの娘だぞ？　狂きよう信しん的な夜光信者の──元双角会首謀者の、娘だ。しかも、あのガキがやろうとしたのは、夜光の禁呪、『泰たい山ざん府ふ君くん祭さい』だと聞いてる。夜光の禁呪を実行しようとした夜光信者の娘を、罰ばつとして、夜光の生まれ変わりかもしれねえガキのいる場所に放ほうり込むだと？　あり得るかよ、そんな話が」


　吐はき捨てるように、嘲あざ笑わらうように、鏡は次々と述べる。そのひと言ひと言が、春虎の胸に突き刺ささった。反射的な怒りが疼うずき、反はん抗こう心しんが燃え上がった。


　──でも……。


　鏡の言うことは、否定できない。


　腹が立つ。気分が悪い。苛いら々いらするし、心からむかつく。


　だが、彼の台詞せりふには説得力があった。これまで考えたことがなかったが、彼の指し摘てきする「不自然さ」は、確かに認めざるを得ない。


「それだけじゃねえ。あの阿あ刀と冬児ってガキもだ」


「冬児が？　あいつは別に──！」


「別に、なんだ？　『ただの』生なま成なりだってか？　バカを言え。普ふ通つうなら生成りってだけで、施し設せつに放り込まれて監視がつくのがオチだ」


「冬児の鬼おには、おれの親おや父じが封ふう印いんしてる！　あいつは、安全だっ」


「どうだかな？　あのガキは『ただの』生成りじゃねえ。あのガキに憑ついてる鬼ってのは、大連寺至道が降ろした鬼だ。それを、ろくな調査もしねえまま、土御門夏目の側そばに放置するなんざ、普通じゃ考えられねえぜ？」


「お、鬼を……降ろした？」


「当たり前だ。二年前の『大おお祓はらえ』はテロだぞ？　人為的に起こされた霊れい災さいだ。そして、大連寺至道は国家一級陰陽師──『導師プロフエツサー』と呼ばれた一流の陰陽師だった。鵺ぬえのときのように、ただ発生させただけの爆ばく弾だん代わりみたいな霊災に、『うっかり』巻き込まれるわけがねえ。ありゃあ要するに、『神降ろし』だ。宮く内ない庁にあった御ご霊りよう部って場所は、本来そっち方面の研究をする部署だったんだからな」


「……か……」


　──神降ろし？


　初めて聞く言葉。が、耳にした瞬しゆん間かん、背筋にぞわりと嫌な感かん触しよくが走った。


　そんな春虎の反応を気にもせず、「とにかくだ」と鏡はさらに話を続ける。


「いまお前の周りってのは、『異常』なんだよ。少しでも見る目のあるやつなら、お前らに向けてアンテナ張ってることだろうさ。それこそ、『Ｄ』のようにな。……つーか、現に局長だって、娘を張り付かせてるわけだろ」


「娘って……きょ、京子のことか？　あいつはそんなんじゃ──!?」


「単なる仲の良いオトモダチです、ってか？　ハッ。ガキの戯たわ言ごとはどうだっていいんだよ。オレが話してんのは、『状況』の話だ」


　冷れい徹てつで容よう赦しやのない物言いが、硬こう質しつな手て触ざわりで春虎の皮ひ膚ふをなぶる。春虎は歯ぎしりしながら、鏡をにらみつけた。


　──こいつは、京子が『スパイ』だって言いたいわけか……。


　自分でも制せい御ぎよするのが難しい憤ふん怒ぬが、腹の底で渦うずを巻くのがわかった。春虎は膝ひざの上で、痛いほど拳こぶしを握にぎりしめた。


　──……くそっ。落ち着け。


　こんなやつと親友のことを議論したって意味がない。鏡の言っている『状況』は間ま違ちがいではないかもしれないが、その視点は明らかに歪んでいるし、それは彼自身の性格に基づくものだ。この男がいかに歪いびつか。その証明に過ぎないのだ。


　頭に来る。


　が、それだけのことだ。冷静さを欠いてはならない。


「……なあ」


「あん？」


「……用ってなんだよ。そんな話がしたくて、呼び止めたわけじゃないんだろ」


　冷静に。そう自らに言い聞かせながら、春虎は話を変える。すると、鏡は浮うかべていた嘲ちよう笑しようを消した。


　雰ふん囲い気きが変わった気がした。


　サングラス越ごしの視線が、こちらを突つき刺すようだ。無言なのに、喋っていたときより迫はく力りよくを感じる。こいつは下らない野郎だ、と春虎は自分に言い聞かせたが、下らないだけの野郎でないことは──嫌いや々いやながら──認めるしかなかった。


　どれほど歪んだ下らないやつであっても、この男が凡ぼん百ぴやくを寄せ付けぬ「強者」であることは確かなのだ。


「……大友の件だ」


　鏡は低い声で告げた。春虎は意表を突かれた。「大友先生の？」とつい聞き返したが、鏡はなんの反応も返さなかった。


　感情を殺した口振りで、


「……先月の襲しゆう撃げき。陰陽庁内部でも、『Ｄ』を撃げき退たいしたのは、木暮だってことになってる。事実、最後に止とどめを刺したのはやつだろう。だが……木暮はギリギリ『間に合ってない』はずだ。時間的にな。つまり、木暮の到とう着ちやくまで、『Ｄ』を足止めしたやつがいるってことになる。となると、単純に考えて、大友以外はあり得ねえ」


　鏡の大友に対する評価を聞き、春虎は小さく唾つばを飲んだ。


　──そうか。こいつも、知ってるんだ。


　大友が元『十二神将』だということを、同じく『十二神将』の鏡は知っているのだ。だからこそ、蘆あし屋や道どう満まんを相手取った人物として、大友の名前が挙がるのだろう。


「……やつが陰陽塾にいることを知ってる人間は少ないのさ。まあ、現役のときから名前を伏ふせてやがったからな。まず確かく認にんしたい。やつは生きてるのか？」


「…………」


「答えろ」


　たったひと言。だが、ズシンとのしかかるような重量感のあるひと言だ。


　春虎は必死に強がり、口元に笑みを浮かべる。太ふて々ぶてしい微び笑しようのつもり──だが、実際どう見えているかは自信がない。


「生きてるに決まってるだろ。ぴんぴんしてるさ」


　春虎が言うと、鏡はニヤリと笑った。


「担任のセンセーに酷ひどいことを言うじゃねえか。あれがぴんぴんしてるだと？　命の恩人だってのに、冷てえな、春虎」


　カッ、と春虎の顔が熱くなる。


「知ってるなら、いちいち聞くな！　人をバカにすんのも大たい概がいにしろよっ」


「…………」


　──え？


　と春虎は戸と惑まどった。春虎が怒ど鳴なりつけた瞬間、鏡がまたも笑みを消したからだ。


「……そうか。やはり、ダメージはでかかったわけだな」


　ぽつっともらした独り言のようなささやきに、春虎はきょとんとする。


　それから、気づき、唇くちびるを嚙かみ締しめた。


　──こいつっ……!?


　カマをかけられた。鏡は、大友の現状など知らなかったのだ。こんな小手先の話術にひっかかる自分が不ふ甲が斐いない。いいように弄もてあそばれるのが、悔しくてならない。


　ただ、一方で鏡の反応には、少々意外なものを感じた。


　鏡のもらしたひと言は、彼の飾かざらない感想に聞こえたのだ。単なる確認ではない。また、ただ大友を案じる口振りとも違う。大友に対する私的な何か──同じ『十二神将』の一人というだけではなく、より複雑な感情、両者の間の因いん縁ねんめいた何かを感じさせる口調だったように思えた。


　──どういうことだ？


　同じ『十二神将』とはいえ、大友はすでに陰陽庁を辞職し、一線から退いている。また、片や秘密裏に活動していた元呪じゆ捜そう官、片や祓ふつ魔ま局に属する独立祓魔官と、その職質も異なっていたはずだ。にもかかわらず、この反応。ひょっとすると、かつて二人の間には、接点があったのだろうか。


　ミラーコーティングされたレンズに遮さえぎられ、鏡の表情は読めない。春虎と鏡の間に、少しの間沈ちん黙もくが横たわった。


　やがて、


「……聞かせてくんねえか」


「え？」


「大友と『Ｄ』の呪術戦。その内容をよ。洗いざらい」


「……な、なんでだ？」


「…………」


　鏡は春虎の問いには答えず、じっと春虎を見み据すえ続けた。


　二人の間の空気が、ゆっくりと張り詰つめていく。


　それでも、春虎が躊ちゆう躇ちよしていると、


「無理矢理口を割らせたっていいんだぜ」


　平へい坦たんな、だが凄すごみのある声で、鏡が脅おどした。口先だけではない。その瞬間、春虎の左目のタトゥーが、ビリッと激しい痛みを持った。


　が、そのときだ。テーブルの上、両者を結ぶ直線上に、小さな少女が現れた。


　コンだ。主あるじの立場を思って慎しん重ちように控ひかえていたのだろうが、もはや事態が一線を越こえたと判断したらしい。主に背を向け、鏡と対たい峙じする形で、背中に差した『搗かち割わり』の柄つかを逆手に握っている。「止よせっ！」と春虎が間かん髪ぱつ入れずに声を荒あららげた。


「止せ、コン！　命令だ！」


　春虎の指示に、コンは応こたえない。


　ただし、それ以上の動きも見せなかった。


　春虎に背中を向けているため、コンの表情は確認できない。ただ、その小さな背中からでも、主に害を為なす者を絶対に許さないという、決死の覚かく悟ご──というより、「当然の捨て身」が伝わってくる。


「──クッ」


　と鏡が噴ふき出した。


　まだ両足をテーブルに投げ出したまま、正面のコンを見つめ、愉ゆ快かいそうに肩かたを揺ゆする。


「そういや護法を連れてたな。クク。出来た式神じゃねえか、春虎。ラッキーだぜ、お前。オレが結界を張ってなきゃ、いまごろシェイバが嬉き々きとして駆かけつけてるとこだ」


　言われてようやく春虎は、さっきから食堂にいる局員たちの反応が鈍にぶいことに気がついた。二人がこのテーブルにいることはわかっているはずだが、緊きん迫ぱくした空気が伝わっていない。鏡がなんらかの結界を張って、二人のやり取りを外部と遮しや断だんしていたのだ。


「別に深読みするこたねえんだよ。オレは、『Ｄ』の──蘆屋道満の御ご霊りようって化け物と、あの大友がどう戦ったか。それが、単純に知りたいだけだ。実際に居合わせたお前なら、オレの気持ちもわかるだろ？　そのちっちぇえ式神に免めんじて、無理矢理ってのは取り消してやる。だから、話せよ。もったいぶってねえで。心配しなくても、それでお前らをどうこうしねえさ」


　クククと笑いながら、鏡は言った。


　不思議なもので、これほど信用ならないやつなのに、その台詞せりふが噓うそではないことは、理り屈くつでなく感じ取れる。春虎は苦い顔で、なおしばらく考えた。だが、下手に逆らってもろくなことがないのは、残念ながら明らかだ。


「……コン」


　と、とりあえずコンの構えを解かせる。


　式神は主の指示に従い、ゆっくりと後退して、匕首あいくちの柄から手を放した。


　無言のまま、春虎の隣となりの席に着く。ちらっと見た横顔は、剣けん呑のんな面おも持もちで鏡をにらみつけていた。実体化を解かないのも、護法として譲ゆずれないラインなのかもしれない。春虎も無理は言わず、注意を鏡に引き戻もどした。


「……あくまで、おれのわかる範はん囲いになるぜ」


「いいから話せ」


　春虎は一度息をつき──それから、大友と道満の呪術戦を、鏡に向かって話して聞かせた。


　それは、思ったよりもずっと、長い話になった。


　我ながら度し難いと思ったのは、あのときの光景を思い起こしながら語り出すと、知らず知らず真しん剣けんになってしまったことだ。初めは鏡が相手ということで渋しぶ々しぶ話していたはずなのに、いつしか声は熱を帯び、自分の感じた驚おどろきと感動を、素す直なおに口に出してしまっていた。それだけ、自分にとってあの呪術戦は、価値のあるひとときだったのだ。


　そして──


　思わぬ事に、春虎が節々にもらすそうした情感に、鏡は悉ことごとく食いついた。


　これも、春虎同様、初めは斜しやに構えていたのに、いつしかテーブルからも足を降ろし、身を乗り出すようにして真剣に耳を傾かたむけている。春虎の話をひと言たりとも聞き逃のがすまいと、本気で集中しているのがわかった。


　現に、


「──それで？」


　と、話を促うながしたかと思えば、


「バカがっ。んなもん、牽けん制せいに決まってんだろ」


　と、春虎には理解できなかった呪術戦の細やかな機き微びを、春虎に代わって解説する。


　実は春虎は、あとであのときの呪文を幾いくつか自分なりに調べていたのだ。もちろん、それでもわからないことだらけだったのだが、鏡は──話の流れとはいえ──その補足までしてくれた。


　あげくに、


「待て。なんだと？　竹たか葉ば？　『此この竹葉』って詠えい唱しようしたんだな？　取り出したのも笹ささの葉でくるんだ何かだった？　間ま違ちがいないな？　なら……わかったぞ。振ふりかけたのは塩だ。八やつ目めの籠かご……そう、『八目の荒あら籠こ鎮しずめの呪詛とこい』だ！」


「知ってるのっ？」


「クソがっ。名前だけだよ、畜ちく生しよう。確か記紀の……そう、古事記にある、神道系の呪詛だ。つっても、聞く限りほんとど野や郎ろうのオリジナルだな。──それでっ？　蘆屋道満は、それをどう返した？」


「いや、それが道満も返し方を知らないって。楽しそうに笑いながらさ。だから──」


　話に熱中しながら、春虎は自分でも驚いていた。ついさっきまで嫌きらいで嫌いで仕方がなかったはずなのに──いや、いまも嫌けん悪お感かんは確かにあるはずなのに、それでも話が盛り上がる。部分的、局所的にでも、互たがいの気心が通じてしまう。これではまるで、二人の少年が、憧あこがれ、あるいは気にしつつも素直になれないでいるヒーローの話題で、夢中になっているかのようだ。


　ただ……。


「チッ。……どうもテメエの話は、肝かん心じんなところで要領を得ねえな。見てるポイントは悪くねえのに、そこの説明がクソ過ぎる。お前、絶望的に頭ワリイな」


　真正面から『十二神将』にしかめっ面つらで言われては、たとえ相手が鏡であっても、傷つかないと言うと噓になる。


「し、仕方ないだろ。おれはだって、もともと見けん鬼きじゃないんだ。『視み』ようとしたって、限界があるって言うか……」


「なに？　見鬼じゃねえだと？」


　ひどく珍めずらしいことながら、鏡は驚いて素すっ頓とん狂きような声を上げた。春虎を見る目が、サングラスの奥で丸くなったのがわかる。また、そんな表情をすると途と端たんに印象が若くなった。春虎はふと、鏡がまだ二十そこそこなのを思い出した。


「……妙みような話だ。が、合点がいく話でもあるな」


「ど、どういう意味さ？」


「テメエの呪じゆ力りよくだよ」


　鏡は投げやりに言うと、乗り出していた身体からだを戻し、再び椅い子すの背に寄りかかった。


「お前が霊れい的てきにタフなのは、視ただけでわかる。一方で、霊力の扱あつかいが、あまりに杜ず撰さんだ。アンバランス過ぎる。無理矢理枷かせでも塡はめてるみてえにな。歯車が嚙み合ってない。馬力とギアがちぐはぐだ」


　遠えん慮りよのない評価が、ざくざくと春虎を斬きる。だが、明け透すけな物言いには、鏡の発言に必ずついて回る悪意が、不思議と感じられなかった。


　鏡は最後に、


「単に未熟というより、体質の特とく殊しゆさを感じる。土御門の血が、悪い方に出たのかもな。古い血筋にはよくあることだ」


　本当に身も蓋ふたもなかった。ここまで言われると、いっそ清すが々すがしい。隣ではコンがいまにも暴発しそうに両耳の毛を逆立てていたが、春虎はそっと頭を撫なでて式神の気を落ち着かせてやった。


「どうせおれは、落ちこぼれの劣れつ等とう生だよ。けど、絶対プロの陰おん陽みよう師じになってみせる」


　別に鏡に宣言したいわけではない。ただ、口にせずにはいられなくて、春虎はきっぱりと告げた。


　すると、鏡は再び冷笑を浮うかべた。


「へえ、そうかい。……で？」


「え？」


「プロになって、それからどーすんだ？」


「ど、どうって……」


　春虎が泡あわを食って言い淀よどむ。そんなことは考えていなかった。鏡はここぞとばかりに、無自覚な塾じゆく生せいを鼻で笑った。


「ガキっつーか、お子様だな、春虎。その様子だと、さしずめ陰陽庁で公務員か？　あるいは、大友の真ま似ねでもして、ガキ相手の講師業か？」


「そ、それのどこが悪いんだよ。ちゃんとした仕事だろ？」


「ほう。なら、どこがどうちゃんとした仕事なのか、説明してくれよ。公務員だか講師になって、お前は具体的に、何をどうしたいんだ？」


　にやける鏡に聞き返されると、春虎はたちまち言葉を詰つまらせた。だが、これは春虎が甘すぎたのだろう。


　プロの陰陽師になると決意し、そのための努力は怠おこたってこなかった。しかし、プロの陰陽師になってそれからどうするのかなど、これまでに一度も考えたことがなかった。迂う闊かつと言われても仕方がない。


　唯ゆい一いつ胸にある目標といえば、夏目を支えてやりたいという思いだ。


　しかし、


「言っとくが、塾を出ちまえば、テメエら全員バラバラだぜ？　陰陽師の世界は実力主義だ。才能のあるやつは上に行くし、ないやつはずっと底辺を這はう。ましてや、自覚のある落ちこぼれなんざ、真っ先にその他大勢だ。それも立派な仕事だとテメエが納なつ得とくしようがしまいが、才能のあるダチどもとは別ルートさ」


「くっ……」


　痛いところを突つかれた。否いな、あえて春虎のウィークポイントを、的確に突いているのだ。鏡からすれば、春虎の「触ふれられたくないところ」など丸わかりに違いない。


「ああ、それともあれか。いまのうちに友情友情と媚こび売っといて、将来そいつらに吊つり上げてもらおうって算段か。なるほど。こりゃお見それしたぜ、春虎。落ちこぼれならではの、合理的な処世術だ」


　クックック、と鏡がせせら笑う。つくづく他人の神経を逆なでするのが上う手まい男だ。


　春虎が言い返したところで、さらなる揶や揄ゆが返ってくるだけだろう。春虎は鏡をにらみながら、グッと我が慢まんする。


　が、どうしても我慢しきれず、ひと言だけ言い返した。


「……あんた、ほんとにヤなやつだな」


　まさに、子供のような悪口だ。冬児がいれば、情けなさに頭を抱かかえたかもしれない。


　ところが、それを耳にした鏡は、再び目を丸くした。そして、仰のけ反ぞってゲラゲラ笑い出した。


「おいおい、春虎。テメエ、マジに頭悪いな。自分が誰だれに向かって口利きいてるかわかってんのか？　オレがその気になれば、テメエの息の根ぐらい、あっさり止められるんだぞ」


　コンが真剣な顔で、ガタッと椅子を揺ゆらした。春虎が慌あわてて腕うでを伸のばして制止する。そんな主従の動きなどどこ吹ふく風と、鏡は派手に笑い続けた。


「クックック……。このオレに、面と向かってそんな舐なめた口利いたのは、お前が初めてだぜ。けどまあ、安心しろ。最初にも言ったが、野良犬の行ぎよう儀ぎがなってねえからって、オレはいちいち蹴け飛とばさねえ。切りがねえからな」


　そう言うと、まだ笑いの残ざん滓しを引きずりながら、鏡が椅子から立ち上がった。大友の件は聞き出せる限り聞き出している。すでに彼の用件は済んでいるのだ。


　鏡は礼も挨あい拶さつもなく、テーブルを去る素そ振ぶりを見せる。


　しかし、離はなれかけたところで急に立ち止まり、肩かた越ごしに春虎へ振り向いた。


「なあ、春虎。お前、どうせなら祓ふつ魔ま官を目指せよ」


　なっ、と意味がわからず声を詰まらせる春虎に、


「お前がいっぱしの『猟りよう犬けん』になったら、そのときは思うさま蹴飛ばしてやる。這い蹲つくばってキャンキャン鳴くまでな。……でなきゃ、やり甲が斐いがねえってもんだ」


　愉ゆ快かいそうな侮ぶ蔑べつと暴力衝しよう動どうの入り混じった声、そして視線だった。ぞわり、と春虎の背筋が冷たくなる。鏡はククと低く笑いながら、テーブルを去っていった。


　コンがサッと立ち上がって、テーブルに置かれた塩の小こ瓶びんに手を伸ばす。鏡の去った方向に、「怨おん敵てき退たい散さん！」と目をつり上げてバサバサ塩を撒まき散らした。


　顔を真っ赤にした式神を横目に見つつ、春虎は全身の空気を吐はき出すような、長い長いため息をついた。
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　食堂をあとにしても、まだ鏡ののどの奥には、低い笑いがこびりついていた。


　まったく楽しい連中だ。『Ｄ』の消えた双そう角かく会かいなど、ちまちま狩かったところでつまらない。土御門夏目の護衛役の話に、真っ先に手を挙げた甲斐があるというものだ。


　どうやら、彼ら自身は気づいていないらしいが、土御門夏目の周囲には、間違いなく何者かの思惑おもわくが入り込んでいる。それも、ひとつではなく複数の思惑が、複雑に入り乱れている。それが解けたとき、何が起きるのか。注目しないわけにはいかなかった。


　もちろん、双角会の方も、『Ｄ』が──蘆屋道満が御ご霊りようと判明したいま、彼との再戦の可能性はゼロではない。だが、陰陽塾を襲しゆう撃げきしたときの道満の動きを見れば、張り付くべきは双角会ではない。次の接せつ触しよくがあるとすれば、第一候補は大友。そして、第二候補はあの連中で間違いない。


　──シェイバ。そっちはどうだ？


　式神との共感を高め、見張らせている夏目たちの様子を確かく認にんする。


　が、肝心のシェイバからはなんの反応もなかった。


　拗すねているのだ。襲撃事件の際、鏡は陰陽庁庁舎の防衛戦に加わり、道満の放った式神の大群を迎むかえ撃うった。だが、あれは陽動に過ぎなかった。大群の中で狙ねらいをつけた大物も、結局逃のがしている。あれ以来、シェイバの言動には、ずいぶんと反はん抗こう的な気配が濃こくなっていた。


　鏡に使用許可が下り、主あるじの元に戻もどってきたとき、シェイバは大変浮かれていた。なのに、鏡がろくに「活かつ躍やく」の場を与あたえないので、鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのだ。強力ではあるのだが、扱いにくい式神なのである。


　道満の件がうやむやに終わり、シェイバの使用許可もなし崩くずし的に延長されている。大っぴらにシェイバを使える状じよう況きよう自体はありがたいのだが、あまりに反感を蓄ちく積せきさせるのも危険だ。式神の基本は「絶対服従」だが、鏡はあえてシェイバを力のみで抑おさえている。自分とシェイバに関して言えば、この形がもっとも良いと総合的に判断しているからだ。とはいえ、当然リスクは高い。適当に「敵」をあてがってやる必要があった。


　面めん倒どうなのは、シェイバの鬱憤を晴らすに足る敵は、そうそう定期的に見み繕つくろえないということだろう。そう言う意味では生なま成なりの阿刀冬児など、手て応ごたえ云うん々ぬんではなく「タイプ的に」悪くない獲え物ものではある。ただ、あれは何しろ複雑に入り組んだピースのひとつだ。シェイバのご機き嫌げん取りで台無しにするには惜おしい。


　──まあいいさ。


　待てば機会は必ずある。退たい屈くつになれば、また連中をからかって気を紛まぎらわすとしよう。自分のようなジョーカーが彼らに接近すれば、裏で何事か目もく論ろんでいる輩やからも、なんらかのリアクションを起こすかもしれないのだ。護衛など柄がらでもないが……なかなかどうして、刺し激げき的なポジションだ。


　──しかし……天海のジジイは意外だったな。


　と鏡は昨夜の会議を思い出した。


　自分が夏目の護衛役に名乗り出たとき、真っ先に反対したのは木暮だった。木暮は、鏡と夏目たちの因いん縁ねんを知っているばかりか、両者の衝しよう突とつを止めた張本人だ。鏡が護衛することに反対するのも、まあ当然と言えば当然だろう。


　ところが、天海は逆に鏡を推挙した。最終的に倉くら橋はし長官が許可を出したのも、参さん謀ぼうであり片かた腕うででもある、天海の推挙があってこそだったはずだ。


　──さて、特にジジイの心証を良くすることがあったとも思えねえが。


　他ほかの官公庁の例にもれず、陰陽庁も上層部は魔ま窟くつ、様々な利権と権けん謀ぼう術じゆつ数すうの渦うず巻まく伏ふく魔ま殿でんである。天海は、そこで長年にらみを利かせ続ける長老格だ。その思惑を読み切ることは、さすがに鏡にも荷が重い。


　いずれにせよ、今回の双角会狩りはともかく、その後に控ひかえた陰陽法改正案では、またひと波乱あるに決まっているのだ。


　──大友。テメエが復帰したときには、ずいぶん様相が変わってるかもしれねえぜ？


　いまは探さぐりを入れるときだ。鏡は、不敵で危険な微び笑しようを張り付けたまま、水面下を進む人食い鮫ざめのように、支局内の廊ろう下かを進んだ。





　もっとも、彼の想定した波乱は、予想より遥はるかに早く訪おとずれることになる。
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　天海の執しゆう念ねんと言うべきか、呪じゆ捜そう部のにらんだ「双角会容疑者」たちは、実に九割近くが的中していた。


　彼らの反応は三つに分かれた。多くは、その場で諦あきらめ観念する。稀まれに、抵てい抗こうし、呪術が飛び交かう例もあったが、周囲に被ひ害がいが及およぶより早く、呪捜官によって取り押さえられた。


　そして、呪捜部がもっとも重視しているのは、残りのひとつ。呪捜部の動きを直ちに察知し、行動を開始した者たちだ。


　彼らは、散発的に抵抗するような真似はせず、双角会のネットワークで情報を交こう換かん。素早く、しかし慎しん重ちように行動した。むろん、まったく予期せぬ一いつ斉せい摘てき発はつに、浮き足だってはいただろう。だが、このような非常時に備えた指揮系統は、か細いながらも事前に用意されていた。そして、それは実際に機能したのだ。


　彼らはまず、人知れず職場を離れた。中には、恐おそれをなし、そのまま逃とう亡ぼうした者も存在したが、結局は呪捜部の張った網あみにかかっている。対して、ネットワークからの情報を得た者たちは、呪捜部が展開する包ほう囲い網もうのわずかな穴を抜ぬけ、祓魔局新宿支局へ──指揮系統のトップ、祓魔官牧原義隆の元へと集つどって行った。彼の元に集結し、呪捜部の摘発に対する、対抗策を講じるために。


　だが、実のところ、彼らが抜けた「穴」は、呪捜部が故意に開けたものだった。彼らのネットワークは、あえて放置され、監かん視しされていたのだ。


　そして、陰陽庁内に潜せん伏ぷくしていた双角会が、一いつ箇か所しよに誘おびき出されたとき。


　呪捜部による掃そう討とう作戦の第二幕が切って落とされた。
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　新宿支局に呪捜部が大挙して現れた瞬しゆん間かん、祓魔官牧原義隆は、自らの敗北を悟さとった。


　完全にしてやられた。自分たちは呪捜部の手のひらの上で転がされていたのだ。


　そのとき彼らは新宿支局の別べつ棟むねに潜ひそんでいた。このまま占せん拠きよして立て籠こもるべし。そう、声こわ高だかに主張する同志たちに、牧原は真っ向から反対する。こんな場所に、これだけの勢力で立て籠もってどうするというのか。あっさり制圧されるのがオチだ。第一、先の展望がない。籠ろう城じようとは、味方の増ぞう援えんや後方の戦せん況きよう変化を前提として取るべき戦術である。圧あつ倒とう的てき多数を前に少数派が立て籠もるなど、単なる玉ぎよく砕さいではないか。


　すると、同志の一人は興奮した真っ赤な顔で、声を嗄からして叫さけんだ。


「我らの義挙を知れば、北ほく辰しん王は必ずや目覚めてくれる！　我らを救いに駆かけつけてくれる！　いまこそ我々は、王を蔑ないがしろにしてきた陰陽庁に、反旗を翻ひるがえすべきだ！」


　賛同の声は半数を超こえていた。牧原は絶句──いや、絶望した。


　双角会は夜光信者たちによる秘密結社だ。北辰王とは、彼らが夜光を呼ぶ際に使用する呼こ称しようで、夜光、すなわち「夜の光」を、陰おん陽みよう道どうにおける北辰──北極星に喩たとえた尊称である。夜光を讃たたえるその尊称は、双角会の人間にとって、指標であり、拠より所でもあった。北辰王の名を口にするとき、彼らは自分たちが夜光の元に集っているという、強い連帯感を得ているのだ。


　ただ、それでは双角会構成員同士の現実的繫つながりが密接かというと、実はそうでもない。特に、本ほん拠きよとも言うべき御ご霊りよう部が閉へい鎖さされて以来、彼らは互たがいに呪捜部の目を避さけ、限られた手段で連れん絡らくを取り合っていた。集団としての意思統一、「空気感」の熟成というものは行われてこなかったのだ。


　牧原は夜光の熱ねつ烈れつな崇すう拝はい者だ。同じ陰陽師の端はしくれとして、その功績に敬意を払はらい、その才に魅み了りようされている。土御門夜光こそは、安あ倍べの晴せい明めいに並び称されるべき、呪術史上の偉い人じんであると信じている。だからこそ、夜光を霊れい災さい発生の張本人として悪し様に扱あつかう世間や、それを黙もく認にんするばかりか彼一人に全責任を押しつけようとする陰陽庁のやり方に、義ぎ憤ふんを感じていた。双角会に身を置いたのも、そうした思いがあったからだ。


　また、呪術界全体に対する強い不満もある。現代の陰陽師は、祓魔官の霊災修しゆう祓ふつを除けば、世間から顧かえりみられることのない職業だ。その祓魔官にせよ、人員不足は年々深刻化し、現場の労働状況は悪化の一いつ途とを辿たどっている。呪術界全体が、閉へい塞そくし、疲ひ弊へいしようとしているのである。


　しかし、本来陰陽術は──夜光の残した成果を元に発展した「現代陰陽術」は、より奥深く、多様性に富むものなのだ。幅はば広ひろい分野での転用が可能だし、霊災の修祓にせよ、現状より遥かに効率的な運用ができるはずなのである。陰陽術の未来は、こんなところで停てい滞たいし、衰すい退たいしていいものではない。いまこそ呪術界は、夜光の為なした功績を振ふり返り、その才に学ぶべきなのだ。


　双角会の理念は、決して間ま違ちがってはいないのである。


　しかし……。


　いま、目の前で牧原に「聖戦」を訴うつたえる同志たち。彼らと自分との間に感じる「隔かく絶ぜつ」は、いったいなんなのだろうか。


　牧原はいまさらながらに、彼らの顔をつくづくと眺ながめた。


　夜光信者など懐かい古こ主義の老人ばかりだと、部外者は想像しているかもしれない。だが、実態は違う。構成員の多くは、若者だ。牧原自身も三十半ばに過ぎないが、他の者たちのほとんどは、まだ二十代の陰陽師たちなのである。


　陰陽師の多くがそうであるが、特にいまの若い陰陽師たちは、物心が付いたころ──見けん鬼きの才が見み出いだされたときから、呪術の世界にどっぷりと浸つかっている。優ゆう秀しゆうな者ほどそうだ。他の世界を知らず、「世間」を知らない。知らないからひとくくりにし、全体で決めつける。


　そう言えば、以前にも一度、いまと似た違い和わ感かんを持ったことがあった。牧原が、どうしても止やむを得ない世間への警けい鐘しようとして、苦く渋じゆうの想いで決定を傍ぼう観かんした、二度の霊災テロ。あの霊災テロを、若い同志たちは双角会の快挙として、喝かつ采さいと共に迎えたのだ。表向きは驚おどろきと怒いかりを演じ、牧原の前でも粛しゆく然ぜんとした態度を取りながら、若い仲間内では楽しげに笑う姿を、幾いく度ども目もく撃げきしていた。


　陰陽師は世間から顧みられることの少ない職業だ。霊災の修しゆう祓ふつにせよ、その活躍に感謝される瞬間もあれば、それ以上に、発生した損害の責任を問う批判も浴びる。ときには、理り不ふ尽じんな批難を受けることもあった。それは、どの職でも同じ、ある意味当たり前のことなのだが……若い陰陽師の中には、それがわからない者もいるのである。


　いま目の前で声高に叫ぶ若者たち。


　彼らが夜光を盲もう信しんするのは、「認めさせたい」からなのかもしれない。


　土御門夜光という巨きよ大だいな存在を。その存在の作り出した陰おん陽みよう術という力を。そして、その力を操あやつる、自分たち、陰陽師を。


　自分たちを無視する無能な「世間」を、見返してやるために。


　と──


　そこで牧原は、我知らず苦く笑しようをこぼした。


　どうやら、切せつ羽ぱ詰つまってどうかしているのは、自分も同じらしい。彼らには彼らなりに一人一人の事情があり、思想があるはずだ。知らないものをひとくくりにして全体で決めつけているのは、いまの自分の方ではないか。第一、いまはより切実な問題に集中しなくてはならない。たとえ隔絶を感じようと、自分は、この若者たちをこんな場所にまで連れて来てしまった一人なのだ。


「……わかった。どうやら、投降する意志のある者はいないようだな。だが、やはり選せん択たくすべきは籠城ではなく脱だつ出しゆつだ。残念ながら、組織だった抵抗は、もはや無意味だ。各自バラバラにこの場を脱だつし、潜伏しながら機会を待て」


「馬ば鹿かな！　戦力を分散する気ですか！」


「ただ逃にげるなんて!?　北辰王に顔向けできません！」


　たちまち湧わき上がる反感を、牧原は我が慢まん強く受け止める。


「北辰王への面目を思うなら、我が身かわいさに王の助けを当てにする、その傲ごう慢まんこそを慎つつしむがいい。王は実力の片へん鱗りんを示されながらも、いまだその使命には目覚めておられん。いまここで無む為いに倒たおれてなんとする。真に王の臣たらんと欲ほつすなら、一時の逃亡がどれほどの恥はじか。いまはただ、王の目覚めを伏ふして待て」


　時代がかった物言いに、我ながら苦々しさを感じる。そういえば、いつから自分は同志に向かって、こんなもったいぶった物言いをするようになったのだろう。自分たちはいつの間に、こんな集団と化していたのだろうか。


　思えばこの春、主要幹部だった六人部千尋が倒れた際に、双そう角かく会かいの命運は尽つきていたのかもしれない。いや、そもそも御ご霊りよう部が暴走したとき、双角会は道を誤っていたのだ。


　後こう悔かいしている場合ではない。それは重々承知の上で、牧原はいま、はっきりと悟った。


　自分は、『導師プロフエツサー』に背そむいてでも、テロを止めるべきだったのだ。


「……牧原祓ふつ魔ま官！　脱出すると言うが、すでに周りは包囲されているはずだ。バラバラに動いて逃げ切れるものではない！」


　同志の一人が訴えた。牧原は意見を認めて、頷うなずき返す。


「ただ逃げたのではな。……心配はいらん。これから我々は、新宿支局内に複数の霊災を放つ。その混乱に乗じて脱出するのだ」


　牧原の台詞せりふに、同志たちがどよめいた。


「『再さい祓はらえ』のときのように霊脈を操作するのですかっ？　しかし、あれには大がかりな準備が──」


「問題ない。実は、あの術式を簡易化した呪具が存在する。あの六人部氏が、自分亡なきあとのためにと残した物だ。……道どう摩ま法ほう師しの手による呪具らしい」


　牧原が道摩法師──蘆屋道満の名を口した途と端たん、同志たちの顔に希望が差した。この中で直接道満と面識がある者はいない。が、彼が度たび々たび双角会に力を貸していたことは、幾度となく仲間内でささやかれていたのだ。


「生あい憎にく、呪具を託たくされた人物は私ではないし、いまここには居ない」


「なっ！　ど、どうして？」


「彼は双角会メンバーではないからだ」


　そのひと言に、同志たちは目を剝むいた。牧原はもう一度頷き、淡たん々たんと続ける。


「だからこそ、彼は呪じゆ捜そう部にマークされることなく、その呪具を預かることができたのだ。しかし、彼の志は我々と同じだ。私はこれから、彼に呪具の起動を要よう請せいする。霊災発生までには、いましばらく時間がかかるだろう。それまでは、諸君が発案した通り、籠城を装よそおい、抵てい抗こうする。だが、これはあくまで偽ぎ装そうだ。我々は呪捜部を出し抜き、しかるのちに再起を図るんだ。いいな？」


　牧原はそう方針を決定すると、ただちに同志たちに指示を出した。が、その時点で、すでに呪捜部は、別棟に侵しん入にゆうを開始していた。


　間を置かず、呪術戦が開始される。階下で呪力が炸さく裂れつし、別棟が細かに振しん動どうした。牧原は後方から指揮を執とりつつ、携けい帯たい電でん話わである人物に連絡を取った。


　先方は、すでにこの事態を予期していた。


『準備はできている。と言っても、俺には理解できない術式だ。上う手まく行く保証はないぞ。たとえ上手く行ったとしても、お前らが霊災に巻き込まれない保証もない』


「承知の上だ。それに……」


『……？』


「支局の敷しき地ち内なら、少なくとも民間の被ひ害がいは出ない。何しろ……ここには優秀な祓魔官が、大勢詰つめているんだからな」


『…………』


　牧原の台詞を皮肉と取ったのか、それとも何か別のことを感じたのか。携帯越ごしの声はしばらく沈ちん黙もくを保ったあと、唐とう突とつに切れた。


　相変わらず無愛想で手厳しい対応だ。だが、いまにして思うと、ああいう男だからこそ、六人部も呪具を彼に託したのかもしれない。あまり知られていないが、三人は、陰陽庁の同期だった。入庁当初の、熱く未来を語り合った時代が、こんなときだというのに、妙みように懐なつかしい。


　しかし、牧原の依い頼らいは、空振りに終わる可能性が高そうだった。依頼を終えた直後、牧原の指示で張った防衛ライン──バリケードが、呪捜官たちに突とつ破ぱされたのである。


「……ダメかっ!?」


　やはり、実力が違いすぎる。向こうは対人呪術のプロ集団。しかも、万全の準備を整え、こちらの倍以上の人数を揃そろえている。勝てる要素がないことはわかっていたが、抵抗して時間を稼かせぐこと自体、無む謀ぼうな試みだったらしい。


　牧原は声を嗄らし、同志たちに逃げるよう命じた。


　持ち込んだ発はつ煙えん筒とうに残らず火をつけ、スモークに紛まぎれて散開する。当然、棟とうの出入り口は抑おさえられているはずだ。逃げ道のない別棟の中を、当てもなく個別に走り回る。まるで鬼ごっこだ。


　無様な足あ搔がき。だが、霊災が発生して混乱が生じれば、そこから一人でも脱出できる可能性は残っている。どれだけ追い詰められても、足搔ける限りは足搔きたかった。


　別棟内に悲鳴や怒ど号ごう、そして幾いくつもの呪文の詠えい唱しようが木霊こだましていた。銃じゆう声せいも混じっている。まさに戦場だ。牧原が経験したことのない、人と人の戦場。何度も何度も隠おん形ぎようをかけ直し、牧原は廊ろう下かを走る。


　が、そのとき突とつ然ぜん、ポケットの携帯が振動した。着信だ。とっさに、彼からの連れん絡らくかと思ったが、番号は非通知。ハッと思い当たり、携帯に出る。





『──繫ぎ屋です』





　電子的に加工された声が聞こえた。その声を聞いた瞬しゆん間かん、牧原の声が堪こらえきれず荒あら々あらしくなった。


「いままでどうしていた！　今回の件、事前になんの兆候もなかったのかっ!?」


　電話の相手は、「繫ぎ屋」と呼ばれる双角会の連絡要員だ。


　二年前の霊れい災さいテロ以降、双角会は大きく二つのグループに分かれていた。ひとつは、牧原たち、陰陽庁内部の夜光支持者。そしてもうひとつが、六人部を初めとする、呪捜部の手を逃のがれた元御ご霊りよう部の部員たちだ。前者は周囲の目を欺あざむきながら表面上立場を隠かくし、後者は民間の夜光信者たちとも合流して呪術界の裏に潜せん伏ぷくしていた。そして、この両グループ間の連絡を取り持っていたのが、『繫ぎ屋』と呼ばれる人物なのだ。


　また、『繫ぎ屋』は単なる連絡役というに留とどまらず、独自の情報ルートで双角会をサポートしてきた。六人部からは「元御霊部の関係者」と説明されているが、牧原自身は直接会ったことがない。


「このままでは我々は全ぜん滅めつするっ。いまからでも呪捜部の動きを教えてくれ！」


『繫ぎ屋』の正体はわからない。しかし、これまでリークされてきた情報の質、精度から考えて、陰陽庁の上層部に詳くわしく、また呪捜部とも近いポジションにいる人物であることは確かだった。これから決死の脱出を断行せねばならないのだ。情報はいくらあっても足りない。


　しかし、牧原の必死な口調と対照的に、『繫ぎ屋』の声は冷たく覚めている。


『まずはそちらの状じよう況きようを』


「言っただろ!?　全滅寸前だ！　これから脱出を試こころみるが、正直どうなるかわからんっ」


『脱出する気ですか？　呪捜部の包囲を突破して？』


「そうだ！　例の仕し掛かけを使う。六人部の残した、道摩法師の呪具をな！」


　その瞬間、携帯の声が鋭するどくなり、『道摩法師？』と聞き返した。


『なんのことです。六人部さんが、残した？』


「聞いてないのか？　人工的に霊災を発生させるものだ。あれで、支局内に霊災を起こし、その混乱に乗じる！　もう、すぐにも始まるはずだ！」


『……つまり、いまから阻そ止しすることは不可能ですね』


「ああ！　呪捜部も呪具の存在までは知らないはずだからな。これで、せめて一人か二人でも──」





「良かった」





　その声は、電子的に処理されたものではなかった。それどころか、携帯を通した声でもなかった。


　走りかかった廊下の角。その向こうに人ひと影かげ。隠形が解ける──と同時に、殷いん々いんと響ひびく爆ばく音おんが走り、激しい衝しよう撃げきが胸を貫つらぬいた。


　気がついたときには、床ゆかに転てん倒とうしていた。衝撃で全身が痺しびれて動けない──かと思うと、身体からだが勝手に痙けい攣れんし、激しい痛みと共に咳せき込んだ。


　血の味。赤い泡あわが口元からこぼれる。胸からビュッと鮮せん血けつが噴ふくのが見えた。横たわる身体の下に、血溜だまりが広がっていく。


　人影が近づいてきた。左手には、まだ通話の繫がったままの携帯。右手に構えた拳けん銃じゆうは、まだこちらに黒々とした銃口を向けている。


「……六人部さんがそんな策を残していたとは知りませんでした。いま霊災に襲おそわれれば、確かに呪捜部の指揮は崩くずれる。あなたの腕うで前まえなら、包囲を突破できてしまったかもしれません。直接手を下しに来たのは、正解でした」


「…………」


　もう首を動かすこともできない。震ふるえる眼球で、近づく人影を見上げる。


　若い青年だ。こちらを見下ろす顔には、悪意はおろか敵意すら浮うかんでいない。それどころか、その優やさしげな眼まな差ざしは、まるで死者を弔とむらう牧師や神父のようだ。


「ごめんなさい、牧原さん」


　青年は、心の底から詫わびるかのように、牧原に話しかける。


「あなたの夜光への思いは、他ほかの者どもと違ちがい、本当に真しん摯しな、共感できるものでした。ですが、『真実』を知らないままあなたに逃にげ延のびられては、何かと不都合が多いのです。もちろん、呪捜部の手に落ちては、もっと困る。心苦しいですが、『いまある』双角会は、すでにその役目を果たしました。あとはどうか──我々にお任せ下さい」


　そして、青年はおもむろに呪文を唱えた。


　牧原の身体から、痛みが引いていく。代わりに、すべての感覚が空白に置き換かわる。


　牧原は何も理解できないまま、静かに目を閉じた。


　ただ、気のせいか、その死に顔からは安らぎめいたものが感じられた。


　青年がしばし黙もく禱とうを捧ささげる。そして、拳銃をしまい、素す早ばやく携帯をかけ直した。


「──私です。こちらは終わりました。ただ、ひとつ問題が。間もなく支局内に霊災が……ええ。どうも蘆屋道満が用意した仕掛けが残っていたらしく……。はい。現場の混乱は免まぬかれないかと。ただ、外部にまで被害が及およぶことはないでしょう」


　青年はごく淡々と、簡潔に事のあらましを報告する。


　最後に、


「とにかく、これで庁内の双角会は壊かい滅めつです。ですので、鏡も……ええ。彼の側そばにあの男がいるのは、なかなかに我が慢まんならない」


　そう、苦々しげに訴うつたえたときだった。


「……その電話。次は俺に代わってもらえるか、比良多？」


　青年──比良多は反射的に通話を切り、銃を抜ぬき直しながら、声のした方を振ふり向いた。


　立っていたのは、天海。


　表情を読めない面おも持もちで、じっと比良多を見み据すえていた。


　廊下に倒たおれた牧原の死体を挟はさみ、上司と部下は静かに対たい峙じする。


　ふっ、と比良多が困った顔で苦く笑しようした。


「さすがに気づかれていましたか。いつからです？」


　パチン、と天海の手元で、閉じた扇おうぎが音を鳴らした。


「悪いな、比良多」


　天海は、半眼になって部下を見つめ、ゆっくりと宣言する。


「いまから質問できるのは、一方的に、俺だけだ」





　　　　３




　目黒支局に呪じゆ捜そう官が現れたのは、午後の講義が始まってしばらく経たったあとだった。


　しかし、目黒支局における捜査は、ごく短時間で終わった。予想していたような激しい取り締しまりといったものも、行われた様子はない。どうも、元々目黒支局内には、双角会構成員は潜伏していないと見られてたようだ。


「だ、だよね？　でなきゃ、幾らなんでも陰おん陽みよう塾じゆくの講義が、いつも通り行われるはずがないもん」


　呪捜官たちが支局を立ち去ったあと、天てん馬まは胸を撫なで下ろしながら、そんなことを言っていた。


　わずかにもれ聞こえてくる噂うわさによれば、呪捜部の真の狙ねらいは新宿支局ということらしい。とはいえ、実際のところは、塾生たちにはわからない。講師たちからも何も説明はなかったが、今回に関して言えば、彼らもまったく情報がないのだろう。


　確かなのは、呪捜官たちが目黒支局を退去したあとも、シェイバの護衛に変化はなかったことだ。相変わらず身動きもせず、ずっと夏目を監かん視ししている。


　──鏡もまだ、支こ局こにいるんだよな。


　さっきの昼休み、鏡と話したあと夏目たちの元に戻もどった春虎は、のび切ったうどんを大急ぎで食べる羽目になった。とはいえ、おかげで夏目たちには「鏡に呼び止められて話していた」という以上の説明をせずに済んでいた。


　鏡との会話の内容を、夏目たちに聞かせたくない──というわけではない。そうではなく、話して聞かせられるほど、まだ自分の中で嚙かみ砕くだくことができずにいるのだ。鈴鹿や冬児、そして京子に関することなど、胸の奥がもやもやして、埒らちの明かない想像ばかりしてしまう。まるで、乙おつ種しゆ呪術で見えない毒を吹ふき込まれたようだった。どうも春虎たちにとって、鏡という男は鬼き門もんらしい。


　とはいえ、春虎の胸中や支局内の不安を余よ所そに、陰陽塾の午後の講義は、何事もなく終しゆう了りようした。


　放課後になると、


「なげえ一日だったな」


　と冬児が幾いく分ぶん疲つかれた声でもらした。


　春虎は心から同意したのだが、


「残念だけど、ぼくはまだ終わってない」


　夏目が皮肉っぽくぼやいて、ちらっと部屋の隅すみに視線を送った。そこでは、床に蹲うずくまったシェイバが、虚うつろな瞳ひとみを夏目に向けている。


「……まさか、寮りようにまではついて来ない……と思いたいところだけど」


「冗じよう談だんじゃねえ。もう講義は終わったんだし、鏡に言って、引き取らせようぜ」


「待てよ、春虎。講義は終わったが、双角会狩がりが終わったかどうかわからないだろ。というか、今日一日で終わるもんなのか？」


　そう言えば、夏目の護衛期間については、具体的なことは何も聞いていない。「おいおい勘かん弁べんしてくれよ」と春虎は渋じゆう面めんで唸うなる。


「結局、鏡独立官に確かく認にんするしかないかな……」


「……だな。正直、これ以上、絡からみたくねえけど」


　とはいえ、鏡にシェイバを引き取らせるとしても、彼が局内のどこにいるのか、春虎たちは知らない。誰だれかに居場所を聞いて──と思ったとき、春虎は名案を思いついた。


「そうだ！　鏡のとこに確認に行くときは、藤ふじ原わら先生にも一いつ緒しよについて来てもらおうぜ。その方が心強いじゃん」


「そんな……。先生に悪いよ」


「そりゃ、おれだってそう思うけどさ。どうせ鏡のいる場所は誰かに聞かなきゃなんねえんだし、藤原先生に聞いて、そのついでにお願いしてみようぜ」


　藤原は元祓ふつ魔ま官だし、何より大人だ。実技試験のときのことを思い返すと、藤原も鏡には苦手意識があるのだろう。しかし春虎たちとしては、藤原が同席してくれるだけで、随ずい分ぶんと気が楽になる。申し訳ないが、ここは講師として、塾生のために貧びん乏ぼうくじを引いてもらうことにした。


「そうと決まったら、早さつ速そく藤原先生捜さがしに行こうぜ」


　春虎の提案に従い、夏目と冬児、京子、天馬の五人は、手分けして藤原を捜し始めた。


　次々と帰宅していく塾生たちを余所に、春虎は支局内を小走りに駆かけていく。途と中ちゆうで見かけた講師に藤原の所在を尋たずねつつ、あちこちのぞいて回った。


　しかし、


　──慌あわてて捜してるときって、ほんと見つからねえよな……。


　基本、運が悪い春虎は、こんなときにあっさり目的を達成できることがほとんどない。支局の一階をぐるりと一周し、気がつけば中庭に出ていた。


　中庭に差し込む陽ひ射ざしも、やや赤みがかって来ている。もう少しで日にち没ぼつだ。今日一日緊きん張ちようと不安に包まれていた支局内の空気も、陽射しが柔やわらかさを帯びるにつれて、少し緩ゆるやかになった気がした。


　と、見上げていた空から視線を下ろした春虎は、偶ぐう然ぜん京子の姿を見つけた。


「お、京子！　藤原先生いたか？」


　京子がいたのは、中庭に面する一階の回かい廊ろう。何か考え事でもしながら歩いているようだった。春虎が声をかけて近寄って行くと、気がついて振り返り、「ああ、春虎」と微笑ほほえみを浮かべた。


　しっとりとした陽光の中、振り返る京子の姿が、不思議と視界に焼き付く。


　ただ、


「ごめん。まだ」


　と応こたえる顔に浮かんだ微び苦く笑しようは、本来の彼女らしい、潑はつ剌らつさに欠ける気がした。


「そうか。他ほかの三人からも連れん絡らくが来ないし。まさかもう帰ってるのかな」


「ん。どうだろ」


　春虎の台詞せりふに応えつつ、京子の声はどこか空くう疎そだ。


　春虎が少し気き遣づかうような表情になる。ふと、先日の昼休みに出た話題が甦よみがえった。


「……なあ、京子」


　と話を変え、


「お前さ？　やっぱ、最近疲つかれてねえか？」


「え？　ど、どうして？」


「だってさ。ちょっと前にも話したけど──なんか元気ない気がするぜ？」


「そ、そう？　そんなつもりは、ないんだけどな」


　京子はそう言って笑ってみせたが、やはりその笑顔にも翳かげりが見える。頑がん張ばって無理矢理笑顔を作っているようだ。そんな京子を、春虎はあらためて、それとなく観察した。


「でも、そんな気がするな。鈴鹿なんか、なんだかんだ言って、お前が元気ないとつまらなそうだしよ。……あ、それとも、悩なやみ事とかか？　おれで良かったら相談乗るぜ？　まあ、役に立つかはわかんねえけどさ」


　鈴鹿が春虎たちに加わって以来、京子はムードメーカーとして春虎たちの「輪」を繫つなげてくれている。改まって口にすることはないが、春虎も感謝しているのだ。


　春虎に尋ねられた京子は、最初落ち着かない様子だった。やがて諦あきらめたように、「……はあ」と息をついた。


　春虎の追つい及きゆうから逃のがれるように少しだけ身体からだの向きを変え、ハーフアップにした栗くり色いろの髪かみを、しなやかな指先でかき混ぜる。


　ちらっ、と少しはにかんだ眼まな差ざしを向けると、


「……あたし、そんなにいつもと違ちがってる？」


「まあな。正直、ここんとこずっと」


「そっか……んー、まあ、そうだよね。ちょっとパッとしてないよね。きっと」


「パッとしてないっていうか……そうだな。少なくとも、合宿のときにぐいぐいたたみ掛かけてきたお前とは、別人みたいだな」


　春虎がおどけて言うと、京子は思わず頰ほおを染めた。


「あ、あれは、あんたがあんまりだらしないから」


「かもな。けど、実際助かったよ。結局、鈴鹿と打ち解けるようになったの、あれがきっかけだった気がする。お前のおかげだ」


「あたしは、別に……そんな大したことしてないわよ」


　身体を捻ひねってうつむく京子に、「そんなことねえよ」と春虎は笑いかける。


「つうかさ？　おれ、お前や天馬には、ほんとに感謝してんだぜ？　夏目や冬児の事情を知ってからでも、全然態度変えずにつき合ってくれてるし」


「そ、それはだって。クラスメイトだし……と、友達じゃない」


「だからさ。それだけの理由で、おれたちにちゃんと向き合ってくれるじゃん？　この前も一緒に戦ってくれて……ほんとありがたいんだ。クラスにさ、お前と天馬がいてくれて良かった。普ふ段だんは忘れちまってるけど、これっておれにしてみりゃ、すげえラッキーだったんだよな」


　春虎が素す直なおに告げると、京子はいよいよ顔を赤らめる。


「も、もうっ。そういうこと本人を前に、けろっとした顔で言わないでよ！」


「おいおい。怒おこることないだろ。褒ほめて、お礼言ってるんじゃん」


「だから、そういうのがむず痒がゆいって言ってるの！　ほんと、バカ虎とらだわ、あんた」


　顔を赤くしたまま、京子はキッと春虎をにらんだ。


　ただ、すぐに口元が綻ほころび、もう一度笑顔がこぼれる。その笑顔は、さっきまでより少しだけ、いつもの京子に戻っていた気がした。


　──『現に局長だって、娘むすめを張り付かせてるわけだろ』


　鏡の台詞が脳のう裏りを過よぎるが、いまの春虎はその指し摘てきを鼻であしらうことができた。


　おそらく鏡なら、いまの京子を見せても、せいぜい友情ごっことせせら笑うだけだろう。彼には、わからないのだ。彼が貶けなす「友情ごっこ」の、楽しさや素晴らしさ、掛け替がえのなさというものが。


　しかし、自分は違う。いま目の前で笑う京子を信じられないぐらいなら、鏡や双そう角かく会かいにこてんぱんにでもされてしまえばいい。


「考えてみりゃ、お前と二人で話すのって、あのとき以来かもな」


「そうね。合宿で話し合ってからは、なるべくみんな一緒に行動するようにしてるし」


「まあ、おかげで効果はあったじゃん。みんな一緒にいたからこそ、先月の襲しゆう撃げき事件でも、一団になって戦えたんだからな。なんだかんだで連れん携けいだって取れてたし。大したもんじゃね？　おれたちさ」


「うん……」


　春虎の台詞を聞いたとき、ふっ、と京子の注意が逸それた。最近よく見かける反応だ。会話している最中でも、他のことに気を取られているような……。


「……なあ、京子。お前が元気ないのって、あの襲撃のときからだよな」


　春虎が確認すると、京子は顔を逸らしたまま、わずかに首筋を硬かたくした。


　やはり、と思いながら、


「おれもさ。あれ以来、気がつくとあのときのこと思い出してるんだ。この前みんなとも話したけど、大友先生、すごかったからな。ただ……」


　あまり詮せん索さくするようなことはしたくない。春虎は何気ない口調を装よそおって尋ねる。


「京子の場合、おれが気になってることとは、違うことが気になってるみたいだな。あのとき、何か他に、気になることでもあったのか？」


「…………」


　話しかける春虎に、京子は顔を向けない。きゅっ、と唇くちびるを結んだまま、中庭に咲さくクチナシの花を見るでもなく眺ながめている。刻々と傾かたむく陽射しの中、その整った横顔は怒っているようにも、泣きそうな顔にも見えた。


　と、


「──ねえ、春虎」


　突とつ然ぜんそれまでと声の様子を一変させて、京子が振ふり向むいた。


　ウェーブした髪を、弾はずむようになびかせて、


「あたしすっかり忘れてたんだけど、あの約束、憶おぼえてる？」


　明るい態度だが、何かが違う。「約束？」と春虎は聞き返す。


「あんたと冬児が陰おん陽みよう塾じゆくに転入して来てすぐのころ、夜光信者の呪じゆ捜そう官をやっつけたことがあったじゃない？　あのあと、あたし、あんたに約束させたでしょ？　助けてあげたお礼に、あたしが夏目君と付き合えるように協力しろ──って」


「あ」


　まさに、あ、という顔で、春虎が口を開けた。その見事な、絵に描かいたような迂う闊かつな表情に、京子がクスリと肩かたを揺ゆすった。


「やっぱり忘れてる」


「いやっ、だって、あれは……お前の方が、一方的に!?」


「何よ。ちゃんと約束したでしょ。いまさら誤ご魔ま化かすつもり？」


「ご、誤魔化すっていうか……」


　まさか、このタイミングでそんな古い話──しかも大変都合の悪い話──を出されるとは思わなかった。春虎は大いに焦あせり、たわいなくしどろもどろになる。


　──そういやこいつ、夏目のことが好きなんだったっけ。


　いつもみんなで仲良くしているし、最近では積極的にアタックすることもなくなっていたので、すっかり失念してしまっていた。


　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす春虎を、京子がじっと上うわ目め遣づかいにのぞき込む。綺き麗れいにカールした睫まつ毛げの下から、透すき通った二つの瞳ひとみが、春虎を映していた。春虎は強こわ張ばった顔で、何も返せないまま、気を付けの姿勢をとった。


　京子は悪戯いたずらっぽく笑って、


「バカ虎」


　と意地悪くささやいた。


「……春虎ってさ。なんでも安やす請うけ合いするくせに、結構色んなこと忘れちゃうよね」


　その、どこまで冗じよう談だんでどこまで本気なのかわからない口振りは、女性らしい柔らかなトーンで、春虎を絡からめ取った。


　いったいどのような入り組んだ感情が、その不思議な声こわ音ねを作るのだろうか。春虎は妙みようにドキッとしつつ、ん、だの、ああ、だの生返事で口を濁にごす。


「じゃ、じゃあ、気になってるのは、夏目のことなのか？　でも、なんで急に……」


　そう、春虎が尋たずねたときだった。


「あ、春虎！　倉橋さんも、ここだったの」


　絶ぜつ妙みようのタイミングで、夏目が局舎の中から顔を出した。春虎と京子を見つけ、回かい廊ろうに出て小走りに近寄ってくる。


「藤原先生、最後の講義が他の場所であったみたいだ。もう帰っちゃってるって」


　残念そうに首を竦すくめながら、二人に報告する。そして、二人の微び妙みような雰ふん囲い気きに気づき、きょとんと首を傾かしげた。
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「あれ？　どうしたの二人とも。何かあった？」


「お、おお。別に？　何もねえぜ？」


　ややぎこちない態度になったが、春虎はとりあえずそう誤魔化した。


　とはいえ、内心はほっとしていた。話が妙な方向に行きそうだったので、ちょうど良い切りになったと思ったのだ。


　ところが、京子は違ったらしい。夏目が現れた瞬しゆん間かん口をつぐむ気配を見せたのだが、途と中ちゆうで、逆に吹ふっ切るような顔つきになった。


　スッ、と夏目の前に進み出て、正面から視線を合わせる。


「夏目君」


「え？　なに？」


　真しん剣けんな京子に、夏目も微かすかに戸と惑まどいを見せる。あ、と春虎が引きつった。


　──ヤバイ。


　何かしら覚かく悟ごを決めたような京子の横顔を見て、春虎はとっさに嫌いやな予感を過ぎらせる。だが、慌あわてて中に入ろうにも、すでにその雰囲気ではなくなっていた。


　緊きん張ちようの面おも持もちの京子と、よくわからないまま無心に見つめ返す夏目。春虎は焦りつつ、どうすればいいか頭が働かない。ただ見守ることしかできない。


　しかし、





「──何をしている？」





　思わぬ横よこ槍やりが入った。三人がぎょっとして振り向くと、そこには見覚えのある顔があった。先週模も擬ぎ戦を申し込んだ、第十三小隊の小隊長だ。


「ああ。えっと……江え藤とうさん」


　これからまた訓練なのか、江藤は防ぼう瘴しよう戎じゆう衣いを着込み、使い込まれたリュックを片方の肩にかけていた。


　苦手と言えば苦手な相手だ。しかし、この際、彼ぐらい打ち解けていない者が間に入ってくれた方がありがたい。現に、夏目は素早く表情を固くしたし、京子は出で鼻ばなを挫くじかれた様子で口を閉ざした。とりあえず、春虎が予感した「よくない展開」は避さけられたようだ。


　それに、鏡の居場所も、彼なら知っているだろう。


「ちょうど良かった。実はいま、鏡独立官を捜さがしてるんです。支局にいると思うんですけど、どこにいるのか教えて──」


「ここで、何をしている？」


　春虎の質問を遮さえぎって、江藤が繰くり返した。


　機械のような眼まな差ざしは、春虎ではなく夏目に注がれている。相変わらずの無愛想な表情。しかし、それでいて模擬戦のときとは、何か──微妙に──雰囲気が違ちがう。全体的に疲つかれているような、枯かれた気配がある気がするのだ。


　いや、そもそもそれ以前に、態度がおかしい。


　江藤は夏目を見つめたまま、ゆっくりと続ける。


「いま、お前を慕したう者たちが、死力を尽つくしているんだろ？　なのに、お前はここで、何をしているんだ？」


　語りかける声は抑よく揚ように欠け、感情を感じさせない。ただ、ほんの少し諦てい観かんめいたものが──あるいは自じ暴ぼう自じ棄きに似た自じ嘲ちようが混じっていた。夏目も訳がわからない様子で、困こん惑わく顔になっている。


「……な、なんの話ですか？」


　問い返す夏目の声には、警けい戒かい心がにじんでいた。春虎や、おそらく京子も、同じ思いだっただろう。


　──なんだ……？


　やはり模擬戦のときとは違っている。あれほど重厚な──巌いわおのようだった男が、いまは妙に不安定だ。岸に繫つなぎ止めていた細くて古い縄なわが解かれ、寄る辺べもないまま水面に漂ただよっている小こ舟ぶねのような……。


「聞いてるのさ。助けに行っては、やらないのか、と」


　そう尋ねる江藤の口調は、ある意味優やさしげですらあった。


「それとも、お前にとっては馬ば鹿かな信者なんか、取るに足らない存在なのか？　いちいち顧かえりみるには値しない、矮わい小しような、下らない……。教えてくれ。どうなんだ──北辰王？」





　　　　４




「いまから質問できるのは、一方的に、俺だけだ。……だから、先にひとつだけ教えといてやらあ。目黒の土御門夏目に、鏡をつかせたのはな。ありゃあ、俺の判断だ」


　呪じゆ術じゆつ戦のただ中の、新宿支局別べつ棟むね。呪文の詠えい唱しようや人々の叫さけび声が方々から木霊こだまする中、その通路の一角だけは、人ひと払ばらいの結界でも張られたように騒そう乱らんから切り離はなされていた。


　比良多はあくまで静かな表情のまま、その双そう眸ぼうのみ冷れい徹てつに光らせ、銃じゆう口こうを天海に照準していた。


　対する天海は、愛用の扇おうぎを手に、些いささかも構えるところなく、無造作に突つっ立っている。


「どう言いくるめるもんかとあれこれ考えてたんだがな。あいつの方から手を挙げたときは、こりゃしめたもんだと腹ん中で笑ったもんさ」


　大おお仰ぎように両手を広げて、天海は、パチ、と扇を鳴らす。


　比良多は、おどけるような天海の態度には反応を示さない。


　少しの間を置いて、


「……それは、なぜです？」


「決まってんだろ。今回の作戦じゃ、双そう角かく会かいの夜光信者には、あくまで新宿に向かって欲しかった。だが、呪捜部の情報を全部握にぎってるお前がいたんじゃ、土ど壇たん場ばで目黒って線もあるじゃねえか？　余計な真ま似ねはさせねえようになるべく周りに人をつけといたが、二十四時間お前を監かん視しするのも難しい話だったからな。でまあ、直前になって鏡を目黒に配置して、そっちのルートを潰したってだけのことさ。あの野や郎ろう、方々に蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれてやがるが、人を動かす立場から言やあ、それはそれで役に立つ。『双角会除よけ』にゃあ、もってこいよ」


　ふっ、と小さく笑う天海。


　それから、扇でトントンと肩を叩たたきつつ、親しい部下に対する物もの腰ごしで、打ち明けるように話を続ける。


「実を言うとな？　お前がどの段階で動くか、個人的にはかなり興味があった。お手並み拝見って気分さ。ところがお前さんは、いつまで経たっても平然としてやがる。ついには、作戦が始まったってのに、積極的に仕事しやがる始末だ。こいつぁ、俺の勘かんも鈍にぶったか……なんて、実はほんの少し前までは、お前にどう詫わびたもんだか頭悩なやませてたんだぜ？　まさか──」


　と天海の視線が床ゆかに落ちた。


　憐あわれみの籠こもる眼差しが、血溜だまりに倒たおれる牧原に注がれる。


「──こうもあっさり切り捨てるたぁな」


　淡たん々たんとした物言いには、しかし深い情感が籠もっていた。ただ、その正体が怒いかりなのか悲しみなのか、それ以外の何かなのかはわからない。比良多は何も返事をせず、黙だまって銃口を向け続ける。


「まあ、お前にすりゃあ、『まさか』でもなんでもねえわな。なんたって、お前はこれまでも、段階的に使い捨てて来たわけだろ？　双角会って組織をよ？　俺も、ここまで来てようやく合点がいったぜ。なるほど、そりゃあ双角会担当として、目覚ましい手て柄がらを立てて来られたはずだ。用の済んだ順から仲間を検挙してきゃいいだけなんだから、こんな楽な話もねえだろうさ」


　両手を腰こしに当てて感心したあと、天海は不意に顔を上げ、比良多を見つめた。


　リラックスした、いつもと変わらぬ態度。


　しかし、その眼光はぞくりとするほど冷たい。


「……仕事柄がら、これでも夜光信者に関しちゃ、そこそこ理解してたつもりだったんだがな。テメエみてえなタイプの屑くずもいるたあ、俺もまだまだ甘あめえってことか。しかも、お前も使いっ走りってことは、どっこい根っこも深そうだ。こいつが最後のお勤めってなつもりだったが……ケッ。セミリタイアも先延ばしだな。こりゃあ」


　比良多を見つめる双眸の奥に、凶きよう暴ぼうな年経へた牙きばがある。老いたりといえど油断ならない……それどころか、くぐった修しゆ羅ら場ばの数、生き抜ぬいた歳さい月げつを、そのまま己おのれの糧かてとしてきた巨きよ大だいな獣けものが、のそりと身を起こしたかのようだった。


　比良多は表情を変えなかったが、身体からだは堪こらえきれず反応した。ピクリと肩かたが震ふるえ、腕うでが拳けん銃じゆうを誇こ示じするように前に伸のびる。


　しかし、天海の視線は微み塵じんも揺ゆるがない。


「野暮なもんは引っ込めろよ、比良多」


　と、世間話でもしているような、落ち着いた物腰で言った。


「…………」


　比良多は無言で天海を見つめ返す。
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　無防備な天海に銃を向けているとはいえ、このタイミングでこの場に現れた時点で、アドバンテージは天海にある。比良多はイニシアチブを握られている形だ。いまさら誤ご魔ま化かしは効かず、かといって下手に殺せず、逃にげたとしても立場を失う。天海が現れた段階で、すでに比良多は──大局的には──敗北しているのである。


　ところが、


「……あなたの扱あつかいは、大変難しい判断になります。とりあえず身柄を拘こう束そくさせてもらいましょう」


　大おお真ま面じ目めな比良多の台詞せりふに、天海は思わず脱だつ力りよくした。


「おいおい、本気で言ってやがんのか？　普ふ通つうに考えて、ここは逃げの一手だろ？　いまの自分のポジションが惜おしいってんなら、おれを殺して──まあかなり苦しいが、牧原と相打ちって辺りに持って行くとかよ？」


「それが、『かなり苦しい』どころか『明らかに無理がある』筋書きなのは、あなたが一番わかっておいででしょう」


「だからって身柄を拘束だ？　俺を捕つかまえて夜光信者にでも洗脳しようってのかい？」


「夜光信者になれとは言いませんよ。しかし……」


　と比良多は、一度言葉を切り、声に熱を込こめて続けた。


「あなたを同志に迎むかえることができるなら、万難を排はいす価値がある」


　真剣な口くち振ぶりだった。


　天海はしばし口を結び、パチン、と手元で扇を鳴らした。比良多の真意を──というより、「人物」を量るような視線で、無言のままじろじろと見つめた。


「……光栄なこった」


　と、どうでもよさそうに、軽く応じる。


「まあ、どっちにしろ絵に描かいた餅もちってもんだな。身柄を拘束するのは俺の方だし、頭ん中のぞかれるのは、お前の方よ」


　天海は当然のように告げた。同時に、パチッ、と鋭するどく扇を鳴らす。


　比良多が素早く拳銃を突きつけた。


「動かないでください」


　すでに人差し指は引き金にかかっている。天海の笑えみが、抉えぐるように深くなった。


「──間ま抜ぬけ」


　と、つぶやく声が、剃刀かみそりの鋭さを帯びている。


「もう一回言うぞ？　比良多。……野暮なもんは、引っ込めろ」


　その瞬しゆん間かん、比良多が右手を開き、拳銃を床に落とした。


　比良多の両目が大きく見開かれる。とっさに鋭く後あと退ずさった──が、その後退する動きも、途と中ちゆうで停止。


「なっ!?」


　足の動きが鈍にぶい。身体の切れが悪い。見えない無数の糸に全身を絡からみ取られたかのように、自由が利きかない。


「[image: ]急如律令オーダー！」


　比良多は必死に身じろぎし、半ば麻ま痺ひした手で護ご符ふをばらまいた。なんらかの呪術と見て、とにかく呪力の遮しや断だんを試こころみようとしたのだ。


　しかし、


「よせよせ」


　天海が笑いながら言った直後、天海ではなく、比良多の方の呪力がのたくり、自身の符術を崩ほう壊かいさせた。術式が半はん端ぱに起動した護法が、一瞬光を放ったのち、燃もえ尽きたかのように床に舞まい落ちた。


　天海は平然と、


「なんのためにつまんねえ長広舌を、ご丁てい寧ねいにぶってたと思ってやがる。……つうか、先手取ってんだぜ？　こっちはよ」


「クッ!?　甲こう種しゆ言こと霊だまですねっ？　しかし──!?」


　甲種言霊とは、その名の通り、甲種呪じゆ術じゆつに分類される言霊だ。『帝てい式しき』にある呪術で、相手の精神に呪を注入する、強制力のある言葉を指す。


　しかし、通常甲種言霊には、強力な呪力が練り込まれているはずだ。それも、「侵しん入にゆう」の意志を帯びた呪力が練り込まれている。そして、そうした呪力が練り込まれた音声というものは、それを聞かされた側も、耳にした瞬間本能的に「防ぼう御ぎよ」しようとする。意識せずとも霊れい気きが防ぼう壁へきとなって、異物の侵入を阻そ止しするのだ。


　こうした反応は、日常的に呪力を扱う陰おん陽みよう師じには特に顕けん著ちよで、甲種言霊を成功させるためには、この本能的防壁を突とつ破ぱする必要があった。甲種言霊を扱える者は滅めつ多たにいないが、逆にこれを防御することは、陰陽師ならさして難しくはない。つまり、甲種言霊を実戦的に使用するには、相手の防御をねじ伏ふせるレベルの強力な呪力を瞬間的に発揮し、且かつ、なるべく相手の意表を突く──隙すきを突く形でぶつける必要があるのだった。


　だが、いま天海がしてのけたことは、二つの条件のどちらにも当てはまらない。


「……甲種言霊といえば、確か鏡独立官の十お八は番こでしたが……これは!?」


　鏡の甲種言霊なら、比良多は幾いく度どか目にしたことがある。甲種言霊の手本とも言うべき強力且つ即そつ効こう性のある術で、あれをくらったならば、いまごろ手足の自由は完全に奪うばわれているはずである。


　しかし、天海の仕し掛かけてきた甲種言霊は、タイプが違ちがっていた。威い力りよくは弱く──まるで泥どろの中に沈しずめられたようではあるが──まだ、多少の自由は利きいている。


　ただ、術の発動の瞬間が、まったく察知できなかった。拳銃を落とさせたときも、その声に込められた呪力は、到とう底てい甲種たり得ない微び弱じやくなものだったのだ。


　歯を食いしばる比良多に向かって、


「鏡の言霊だと？　ハ。よせやい」


　と天海は素っ気なく微び笑しようした。


「本当の『言霊』ってのはな。もっと優ゆう雅がで繊せん細さいで──粋いきなもんだぜ」


　そう言うと、バッと広げた扇おうぎで、口元を隠かくす。その瞬間、比良多もハッと気がついた。


　天海がずっと手にしていた扇。広げた瞬間、わずかに霊気が漂ただよった。呪具なのだ。おそらく、扇に張った和紙の内側に、呪文が綴つづられている。あの扇を使って甲種言霊を展開したのだ。


　だが、それだけなら呪術の指向性を定めるのは困難なはず。天海はさっき、なんのために広長舌を、と口にしていた。つまり、あの最初の独白には、知らず知らず呪力が込められていたのである。すでに警けい戒かい態勢にあるプロの呪じゆ捜そう官にすら気づかせない、ごくわずかな呪力が。まるで、ほんの数滴てきずつ垂らされた、無色透とう明めいの毒のように。


「さて」


　天海はスーツの内ポケットから、二枚の式符を取り出した。ひょいっ、と投じると、式符は全身が青い大おお柄がらな猫ねこのシルエットに変化した。


　ウィッチクラフト社製捕ほ縛ばく式『モデルＷＡ２・キャットバンデージ』。捕縛式の定番『スワローウィップ』が室外向けなのに対し、こちらは室内向けに開発された捕縛式だ。


　二匹ひきの青い猫は軽快に床ゆかを蹴けると、片方が比良多の前に飛び出し、もう片方が背後に回り込んだ。満足に動けない比良多は、為なす術すべもなく式神に挟はさまれる。


「まあ、なんだ。ここの始末もある。さっさと詰つませてもらうぜ」


　覚めた表情と覚めた声で、天海は事務的に告げた。


　直後、二体の式神が完全に同じタイミングで、前後から比良多に襲おそいかかる。


　比良多は、ぐっと奥歯を嚙かんだ。観念するかのように、目ま蓋ぶたを閉じた。


　そして、


「──すみません。お願いします」


　ザッ、と比良多の周りの空間にノイズが走った。


　ラグ。そして、比良多目がけて跳ちよう躍やくした猫たちの前に、全身にラグをまとった、ふたつの人ひと影かげが現れた。


　式神だ。それぞれ比良多の前後を守る形で仁に王おう立ちし、右の掌しよう底ていを、ズン、と突つき出す。


　ゴオッ、と霊気が渦うずを巻き、二体の猫が吹ふき飛ばされた。それどころか、壁かべと床に叩たたきつけられた二体は、激しいラグを走らせ式符に戻もどった。たった一いち撃げきで、帯びていた呪力を根こそぎ消し飛ばされたのだ。


「護法だと？」


　天海が舌打ちし、即そく応おうして距きよ離りを開ける。ただし、視線は式神に張り付いたままだ。


　天海の『キャットバンデージ』を弾はじき返した二体の式神は、重々しい足取りで、互たがいに一歩、進み出た。たったそれだけの動きで、周囲の霊気がザワリと揺らめく。天海は、ぞわっと鳥とり肌はだを立てた。


　風変わりな式神である。どちらも成人男性のようだが、ノイズが酷ひどくはっきりとはわからない。その姿は、ひと言で言えば、落ち武者に見えた。一方はたてがみの如ごとき蓬ほう髪はつで、もう一方は禿とく頭とう。どちらも堂々とした体格で、共にボロボロの鎧よろいをまとい、腰こしに古びた太た刀ちを佩はいていた。


　しかし、何よりも特とく徴ちよう的なのは、全身を襲うラグが一向に消えないことだ。霊的に安定していない。いまにも消失しそうな実体化である。


　にもかかわらず、その身に帯びる霊気たるや、並の式神の比ではなかった。


「──使し役えき式？　待て。まさか、こいつは……!?」


　鋭く式神を「視み」据すえていた天海が、ある可能性に思い至り、驚きよう愕がくして呻うめき声を上げた。


「八瀬童子かっ!?　馬ば鹿かな！　比良多、テメエ、いったい……!?」


「…………」


　比良多の顔には余よ裕ゆうがない。この式神──二体の八や瀬せ童どう子じを召しよう喚かんすることは、決して本意ではなかったのだ。


「……お二人に来てもらった以上、長引かせるわけにはいきません。天海部長。申し訳ありませんが、少々乱暴にいかせてもらいます」


　さっ、と比良多が腕うでを横に振る。同時に八瀬童子たちが、ガシャッ、と鎧を鳴らし、天海に向かって踏ふみ出した。


　天海が表情を引き締しめ、眼光を険しくする。


「洒落しやらくせえっ！」


　吐はき捨て、懐ふところから呪符を放った。


　水すい行ぎよう符ふだ。


「オン・ビロバキシャ・ナギャ・ジハタ・エイ・ソワカ！」


　天海は水行符を放つと同時に真言マントラを唱え結印。結んだ手印は、広こう目もく天てん印。


　西方を守護するとされる四天王のひとり広目天は、諸しよ竜りゆう王おう──すなわち水神の首領とされる。放たれた水行符は荒あれ狂くるう水流と化し、通路を水すい没ぼつさせる勢いで二体の式神に襲いかかった。


　激流を受けた八瀬童子の武者姿が、激しいノイズに覆おおわれる。もはや輪りん郭かくを維い持じすることさえ難しそうな有様だ。


　だが、それでも式神たちは怯ひるまない。


　禿頭の一体は比良多の前に出て盾たてとなり、その身を以もつて水流を受け止めた。蓬髪のもう一体は動きをラグに乱されながら、押し寄せる激流を押し分け──抜ばつ刀とう。


　太刀を振り抜いた瞬間、凄すさまじい霊力が迸ほとばしる。斬ざん撃げきは天海の水流を二分したあと、呪術そのものを吹き飛ばした。「なにっ!?」とさすがの天海も、そのあまりの威力、強引な力ちから業わざに目を瞠みはった。


　抜刀した八瀬童子は、さらに一歩、天海に迫せまる。


「チッ。──金きん士じ、銀ぎん次じ！」


　召喚に応こたえて、ぬっ、と現れたのは、それぞれ黄金と白銀に装そう飾しよくされた派手派手しい二体の『仁王』だった。オリジナルに比べ優にひと回り大きいその外観は、主あるじである天海独自のカスタマイズによるものだ。


『仁王』二体に相手をさせつつ、天海はサッと素す早ばやく懐から呪符を投げ後退。そして、本人も呪文の詠えい唱しように入る。


　用意する術は呪じゆ詛そ。向こうの式神を強敵と見て、術者を先に叩く戦法だ。しかも、同時に三つ。呪文に加え次の呪符を抜き、符術をスタンバイ。さらにしゃがみ込み、床に指先を走らせる。呪文とは別に練られた呪力が、指先から尾おを曳ひき、床に呪じゆ紋もんを浮うかび上がらせた。


　その間に、強化された二体の『仁王』にも攻こう撃げきを命じる。天海の護法たちは、敵を押おし潰つぶさんばかりの勢いで、左右から体当たりを仕掛けた。


　しかし、目の前の光景を見た天海は、思わず絶句して呪文を途と切ぎれさせるところだった。


　重量級護法式二体の突とつ進しん。それを八瀬童子は──あろうことか──足踏みで止めたのだ。


　南な無む八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ──


　八瀬童子がそう短く唱え、ダンッ、と床を踏み鳴らした瞬しゆん間かん、地じ震しんのような振しん動どうと共に霊力が爆ばく発はつ。その爆風をもって『仁王』の動きを押し止とどめたのである。


　自らも呪術を駆く使しする使役式は存在する。


　が、それにしても威力が破格すぎた。


　そして、動きが制止した隙を突き、八瀬童子が反撃に転じる。金色の式神──金士の懐に潜もぐり込んだかと思うと、太刀を持たない左手一本で、『仁王』の巨きよ体たいを魔ま法ほうのように投げ飛ばした。その足運び。重心を落とした姿勢は、練達の武道家のそれだ。


　金士の巨体が壁にめり込む。負けじと、残る銀次が襲いかかったが、ガッ、と突き出された太刀の切っ先が、『仁王』の装そう甲こうをあっさり貫つらぬいた。攻撃を受けたのは踏み出した右足。電撃のようなラグが銀次の全身に走り、その動きが強制的に止められた。


「……やれやれ。金ぴかの形なりは、伊だ達てじゃねえんだが……」


　軽々と捻ひねられた自じ慢まんの護法に、天海の口から思わず愚ぐ痴ちがもれる。


　しかし、そのときには天海の呪術は完成していた。式神の対応は後回し。とにかくまず主を仕留める。


　三つの呪詛を同時に展開し、


「ひっ、ふっ、みっ──[image: ]急如律令オーダー！」


　呪符、手印、そして足下に描えがいた呪紋が、それぞれ別々の動きで呪力の矢となり敵を襲った。天海がアレンジした呪詛は、正面の八瀬童子を迂う回かい。もう一体の八瀬童子と、彼に守られる比良多に向かって急きゆう迫はくした。


　だが、


「……無む駄だですよ」


　比良多が宣言すると同時に、主を守っていた禿頭の八瀬童子が動いた。


　低い声で呪文を口にし、


　パンッ、


　と大きく柏かしわ手でを打つ。


　再び霊力の爆発が生じ、天海の三つの呪詛がまとめて消し飛ばされた。さっきの足踏みと同じだ。呪力による呪術というより、その一歩手前。霊れい気きからなる霊力、霊圧が、その威い力りよくのみで呪詛を祓はらったのだ。


　しかし、


「──よつ！」


　天海が刀印を切った。同時に、比良多の真後ろから、四つ目の呪詛が襲いかかった。


　三つの呪詛を用意する前。『仁王』を召喚し、自らは後退したとき、先に放っておいた符術だ。呪符自体を簡易式に仕立て上げ、隠おん形ぎようをかけて敵の後方に誘ゆう導どう。三つの呪詛の発動を陽動に用い、完全に八瀬童子の隙すきを突いた。


　気づいた比良多が振り返ったとき、その鼻先で呪符が起動。防ぼう御ぎよも回かい避ひも到とう底てい不可能な、完かん璧ぺきな奇き襲しゆうだ。


　だったはずだ。


　だが──


「……おいおい」


　現れた三体目の八瀬童子は、前の二体と違ちがい女性のようだった。やはりラグにまみれていて細部は識別できないが、古い巫女みこ装しよう束ぞくの式神だ。


　そっと壁に触さわるように差し伸のべた手のひらが、まさに起動し、展開しかけた呪符を、その術式ごと凍とう結けつさせる。そして、天海の呪詛がすべて相そう殺さいされた次の瞬間、金士と銀次を突とつ破ぱした蓬髪の八瀬童子が、天海の頭上に、太刀を真まっ直すぐ振り下ろし──


「──そこまでです！」


　比良多が声をかけ、ぴた、と太刀の動きが止まった。しかし、振りかざされた太刀の霊れい圧だけで、天海は床に押し潰された。


　片かた腕うでを床につき、膝ひざを屈くつする。その頭上では八瀬童子の抜き身の刃やいばが禍まが々まがしく輝かがやき、静止してなお発する霊圧で、天海の動きを封ふうじていた。


「……くっ!?」


　天海は歯を食いしばり、顔を上げて比良多を見み据すえた。


　ぎらぎらした眼光は、拘こう束そくされてなお力を感じさせる。むしろ、対たい峙じする比良多の方が、顔色をなくしているかに見えた。


「……参ったぜ。『十二神将』も形無したぁな……」


「……あなたは生きつ粋すいの呪じゆ捜そう官だ。対人呪術なら敵かなう者はいないでしょう。しかし……相手が悪かった」


　部下の台詞せりふに、「ケッ」と天海は悪態をついた。


「歯は痒がゆいが認めざるを得ねえな。なんだ、この化け物どもは？　まさか、本物の八瀬童子なのか？」


「……そうですね。いわゆる八瀬童子とは、少々来歴が異なりますが」


　そう告げると、比良多はようやく肩かたの力を抜き、自分を守る男女の八瀬童子に頷うなずきかけた。


　二体の身体からだに、ひと際きわ大きいラグが走る。次いで、巫女装束の式神と禿頭の式神が姿を消した。比良多は、天海を押さえ付ける一体だけを残し、ゆっくりと彼に近づいた。


　天海は忌いま々いましげに唸うなり声を上げた。


「来歴、ね。……どうもお前らにとっちゃ、双そう角かく会かいなんざ単なる隠かくれ蓑みのだったと見えるな。あるいは、都合のいい手て駒ごまってとこか？　……比良多よ。テメエ、いったい何者だ？　ただの夜光信者じゃあるまい」


「……いいえ。夜光信者ですよ。夜光の遺志を継ぐ者です」


　きっぱりと、比良多は明言した。


　そこには、はっきりと彼の誇ほこり、自負が見える。その意味深長な言い回しに、天海は小さく顔をしかめた。


「……わからねえな。双角会の連中とは違うって言いたいのか？」


　天海が尋たずねると、比良多は「当たり前でしょう」と嫌けん悪おも露あらわに吐き捨てた。


「彼らは、徒いたずらに夜光を神格化し、一方的に拝み、崇あがめる。ただそれだけで、自分たちこそ夜光の理解者だと言わんばかりだ。彼らは、転生した夜光が甦よみがえれば、それだけで自分たちは報むくわれる──彼の元で栄光をつかめると本気で信じているんですよ？　あげく、自分たちの信心が叶かなわないことに苛いら立だち、夜光を責める有様だ。あの……恥はじ知しらずどもっ」


「……元来、双角会ってのは、そういう組織だったと思うがね」


「違う！」


　天海の投げた皮肉に、比良多は過か剰じように反応した。


「本来双角会とは、夜光の教えを受けた者たちが、師の高名に縋すがるのではなく、師の遺志を継つがんがために組織した結社でした！　だからこそ、『夜光会』ではなく、『双角会』と名乗ったんです。無む知ち蒙もう昧まいな夜光の狂きよう信しん者など、双角会にはもっともそぐわない人種だ！　なのに、いつしか双角会は志を失い、自らその在あり方を貶おとしめてしまった」


「……それで、かつての同志を切り捨てた、か？」


　髪かみを振ふり回し、真しん剣けんな表情で、比良多は熱弁を振るう。天海がぼそりとささやいた台詞に、キッと鋭するどい眼光を返した。


　そして、激げつ昂こうすることもなく、


「そう。その通りです」


　と天海の指し摘てきを肯こう定ていした。


「彼らも双角会の一員ならば、その本来の意義に殉じゆんじる覚かく悟ごは、あって当然でしょう。ましてや、夜光を神格化して考えるなら、その遺志の実現に向けた礎いしずえとなるのは本望なはず。違いますか？」


　そう断言するとき、比良多の瞳ひとみには確たる信念が宿っていた。しかしその瞳の色は、狂信者のそれではない。むしろ、鋼はがねの意志と情熱を合わせ持つ、求道者を思わせる瞳だ。自らの言動を完全に理解し、理解した上で是ぜとしている。


　天海は気け圧おされたように口をつぐみ、食い入るように比良多を見上げた。


　すると、比良多の表情が、わずかに和やわらいだ。


「……もちろん、我々も、完璧ではない。今回の牧原さんのような犠ぎ牲せいは、不本意でした。この罪は今後とも背負っていくつもりです。しかし──天海部長。あなたはまだ間に合う。あなたを同志に迎むかえたいと言った、私の言葉に噓うそはありません。元より、要職にあるあなたには、いずれなんらかの形でアプローチを図るつもりでした。こちらの予定とは違う形になってしまいましたが──この程度の齟そ齬ごは、十分修正できるはずだ。我々と、あなたの、努力次し第だいで」


　滔とう々とうと説く比良多の様子は、とても敵を籠ろう絡らくしようとしている風には感じられなかった。むしろ、馬ば鹿か正直に胸の内を明かしているように見える。それは、単に天海を味方につけたいという計算に留とどまらない、比良多の本心から来る態度なのだろう。


　比良多は冗じよう談だんでもなんでもなく、天海を「同志」として迎えたいと願っているのだ。


「……跪ひざまずかせといて、同志になれもないもんだ」


　天海はそう苦く笑しようした。


　だが、その苦笑は半ば以上自じ嘲ちように近い。いつもは感じられる声の張りは失うせ、いつしか瞳からも力が損そこなわれていた。


「双角会、か……」


　と弱々しくつぶやく。


「……比良多よ。双角会とは、そもそもなんだ？　それほど古い……夜光の教えを受けたようなやつらに作られた結社なのか？」


　天海が尋ねる。比良多は頷いた。


「そもそも夜光の遺志を継ぐ者は、のちに二派に分かれました。おわかりですか？」


「……いや」


「ひとつは双角会。もうひとつは、陰陽塾」


　天海が目を丸くした。比良多は真剣な口振りで続ける。


「部長ならご存じでしょう？　陰おん陽みよう塾じゆくは、夜光の私塾が元となった組織です。ですが、夜光塾から生まれたのは陰陽塾だけではない。夜光の『新たな陰おん陽みよう師じを育成する』という遺志を継いで陰陽塾が生まれたように、彼の『もうひとつの遺志』を継いで生まれたのが双角会だ。いわば、我々は共に、夜光の塾生なのです」


「…………」


　比良多の説明を、天海は嚙かみ締しめるようにして聞いていた。しばらくの間黙もつ考こうした末、


「なるほどな」と短い感想をもらす。


　まるで、教えを請こうかのように比良多を見上げ、


「しかし……わからねえ。なら、もうひとつの夜光の遺志ってのは、いったいなんだ？　お前たちは何が目的なんだ？」


　縋るような質問に、比良多は思わず柔やわらかに微笑ほほえんだ。そうすると、神父や牧師を連想させる、彼の包容力が浮うき彫ぼりになる。


　比良多は天海の前で、そっと片膝をつき、目線の高さを合わせた。


「天海部長。よろしいですか──」


　と、真しん摯しな熱意で、おもむろに語ろうとした。


　が──


　違和感。


　気づく。なぜ自分は、いま、この状況で、天海に語りかけようとしているのか。双角会掃そう討とう作戦の、戦場の真まっ直ただ中で。秘密にしてきた正体を暴あばかれ、ついさっきまで呪術戦を繰くり広げていた、その敵手を相手に。


　そもそも、呪捜部部長たる天海の扱あつかいは、非常に難しい政治的判断が要求される。だからこそ「とりあえず身み柄がらを拘束する」と、自ら宣言したのではなかったか。なのに、自分はいったい、何を……。


「……比良多？」


　不ふ審しんそうに尋ねる天海を、比良多は我に返ってマジマジと凝ぎよう視しした。


　身体が強こわ張ばる。呼吸が止まる。逆に鼓こ動どうだけは急激に早くなる。


　天海はそんな比良多を見つめ返し、


「どうした？　頼たのむ。教えてくれよ……」


　そう、無心に訴うつたえた。


　それが決め手になった。


　陰陽庁呪術犯罪捜査部の部長が、無心に問いかける。


　そんなことは、絶対にあり得ない。呪捜部の部長とは、たとえどんなシチュエーションに置かれようと、無心でいることなど許されない。そんな甘さが許されるような立場ではないのだ。


　そして、一度正気に戻もどると、自分がべらべらと何を喋しやべっていたか思い起こし、比良多は愕がく然ぜんと凍こおり付いた。「なあ」とさらに天海の声が聞こえる。「どうしたんだ」と、「話してくれよ」と、頭の中で反はん響きようする。


「──しまった」


　ガバッ、と立ち上がりながら天海から後あと退ずさった比良多は、「拘束を！」と、太た刀ちを振りかざしたままの八瀬童子に命令した。


　しかし、式神は動かない。反応すらしない。


　なぜ、と比良多が目を剝むいたときだ。





「……やれやれ、ここまでか」





　よっ、と膝ひざに手を置き、天海が大たい儀ぎそうに立ち上がった。


「舌先三寸にゃ自信があんだが……芝しば居いとなるとどうも不得手でな。……ああ、この式神に呼びかけたって無む駄だだぜ？　いまお前さんは、こいつが『見』えてるようで、『視み』えてねえ。まあ、なんだかんだ言ったって、セオリーってのは変わんねえのさ。厄やつ介かいな式神相手にするときは、術者の方をハメちまうに限る」


「い、いつ!?　いや、私をいったい、どう──!?」


「まあまあ、細かいことはいいじゃねえか。それより、比良多。ちょっとそこの扇、取ってくれよ」


　天海が、ニッ、と──貫かん禄ろくの──笑みを浮かべる。言われてようやく比良多も気づいた。言こと霊だまに使われた、天海の扇。いつの間にか彼の手から消えている。


　天海が指さすままに背後を振り返る。


　床に、開いたままの扇が、直立していた。


　開いていた扇は、独りでに動き──比良多の視線が吸い寄せられて──ぱちんっ、と閉じたときには、なぜか二本に増えていた。そしてまた独りで動き、バッと開いて──四本に増える。


「……な」


　思わずよろけた足あし下もとで乾かわいた音がする。見れば、革かわ靴ぐつの底が開いた扇を踏ふんでいる。慌あわてて足を退どけると、視界の隅すみで扇が舞まう。視線が追い──また逆方向に扇がかすめていくのが見える。ハッ、ハッ、と呼吸が速まる。


　気がついたときには、視界が乱らん舞ぶする扇で埋うまっていた。


　幾いく重えにも重なる、色とりどりの扇、扇、扇──


　比良多は歯がみする。対人呪じゆ術じゆつの達人、『神扇』天海大だい善ぜん。その秘技が老練の幻術だという話は、以前聞いていたはずなのに。


「……不覚っ」


　と痛つう恨こんの思いで呻うめいた瞬しゆん間かん、


「気にするな。いい線行ってたぜ」


　コツ、と比良多の額を、天海が扇で叩たたいた。


　比良多の意識が飛び、そのまま足下に崩くずれ落ちる。むろん、彼が『視』ていた──彼だけが視ていた何本もの扇は、跡あと形かたもなく消えている。


　昏こん倒とうした部下を見下ろし、天海は、ふん、と小さく鼻を鳴らした。


「だから最初に言っただろうよ。質問できるのは、俺だけだ、ってな」


　遅おくれて、じっと待機していた最後の八瀬童子も、実体化を解いた。どうやら、使し役えき式といいつつも、自我はほとんどない──というより、おそらくは自我が摩ま耗もうし、ほとんど消失したタイプだったらしい。また、そうでなければ危なかった。あの三体の八瀬童子が、各自戦せん況きようを理解して自動的に動くタイプの式神なら、いまごろ立場は逆転していたはずである。「肝きもが冷えたぜ」と天海は一人、首を竦すくめた。


「にしても、八瀬童子とはな。……ったく。こりゃあ、頭の痛い話になって来やがったぞ」


　渋じゆう面めんで誰だれにともなくつぶやいた。余計な問題を増やしてくれた部下を、恨うらみがましくねめつける。


　ところが、


「……な、なに？」


　足下に昏倒する、意識のない比良多。


　その身体からだが、細かなラグに包まれ始めた。


　ラグはさざ波の如ごとく比良多の全身を覆おおい、霧きりが曙しよ光こうに晴れゆくように、ゆっくりと薄うすれ、消えていく。そして、天海は啞あ然ぜんとし──彼としては極きわめて希け有うなことに──我が目を疑った。


　倒れ伏ふす、比良多。


　その姿が消えたあとに、一人の少女が横たわっていた。


　白い制服に身を包んだ、未成年の──十代半ばとしか見えない少女。しかも、その制服には見覚えがある。陰陽塾の制服だ。そして、ひと目見れば忘れないだろう、鮮せん烈れつな赤い髪。いや、それはより正確には、比良多の前まえ髪がみにあった印象的なひと房ふさと同じ、朱しゆ色いろの髪だった。


　天海は、心の底から仰ぎよう天てんして、足下に横たわる少女を見つめた。まさかこの自分が、狐きつねにつままれるような目に遭あうことがあるとは、いまのいままで予想だにしていなかった。


「……勘かん弁べんしろよ。いったい、何がどうなってやがんだ？」


　それは、『神しん扇せん』天海大善が珍めずらしくもらした、噓うそ偽いつわりのない本音だった。
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「どうなんだ──北ほく辰しん王？」


　その、最後の呼びかけを耳にした瞬間、春虎たちは凍り付いた。


　北辰王。それが、夜光信者たちによる、夜光の尊そん称しようであることは知っている。しかし、それがいまこの場で口にされる意味が理解できない。


　一方、江藤に動どう揺ようはない。どこか軸じくをぶらしたまま、しかし落ち着いている。


「あなたは……」


　夏目が震ふるえながらつぶやいた。その瞬間、春虎が我に返る。とっさに夏目の両りよう肩かたをつかみ、強引に自分の後ろに庇かばった。


「あんたっ、まさか!?」


　双そう角かく会かいか。そう、激しく動転する春虎に、


「……いや」


　と江藤は素っ気なく首を横に振ふった。


「この前の模も擬ぎ戦だって、別に手心は加えてなかっただろう？　真性の夜光信者なら、不敬ってやつになるんじゃないか？　俺は別に、双角会でもなければ、夜光信者でもない。……少なくとも、いまはもう、な」


　啞然と見つめる春虎たちの前で、江藤は「ただ──」と独白めいた話を続ける。


「やつらの気持ちは、わからんでもない気がする。お前に──土御門夜光に縋すがらざるを得ない、『弱い』者たちの気持ちは」


「…………」


　じりっ、と春虎は背後に庇った夏目を押して、江藤から後退した。


　そんな塾じゆく生せいたちの態度にも、江藤は気を配ろうとしない。やはり、諦てい観かんめいたものを感じたのは、間ま違ちがいではなかった。江藤の態度からは、その節々に、何もかもどうでもいいと言わんばかりの投げやりさが垣かい間ま見みえている。それも、昨日今日破は滅めつした者の投げやりさではなく、長い年月をかけて、少しずつ失望を味わい、ついにはそれを受け入れた者の自じ暴ぼう自じ棄きだ。


「たとえば、六人部千尋って名前は知ってるか？　この春の霊れい災さいテロを起こした首しゆ謀ぼう者しやだ。それに、いま新宿支局で呪じゆ捜そう部と戦ってる、牧原義隆。この二人と俺は、陰陽庁の同期でな。どういうわけだか馬があって、よくつるんでた」


　と、本当の独り言であるかのように、江藤は懐なつかしそうに語る。


「まだ御ご霊りよう部が創設されてないころの話だ。双角会の名も知られてなくて、夜光を肯こう定ていすることの意味も、いまとはだいぶ違ちがってた。よく三人で、夜光についてひと晩中語ったりしたもんさ。もっとも、少し俺が夜光を批判しただけで、二人がかりでよってたかって論破されてたがな。みんな、夜光以上に、『陰おん陽みよう師じ』って自分たちの職に誇ほこりを持もって……『帝てい式しき』も『汎はん式しき』も関係なく、陰陽術を、愛してた」


「……江藤、さん？」


　春虎がじわっと額に汗あせを浮うかべる後ろで、夏目が小さくつぶやいた。


　幼おさな馴な染じみの声には、驚きよう愕がくや動揺の他ほかに、再び湧わいた困こん惑わくが混じっていた。江藤の告白に対する困惑。そして、江藤の態度そのものに対する困惑だ。


　江藤からは、夏目への害意は感じられない。敵意はなく、逆に崇すう拝はいや尊敬もない。夜光信者ではないと告げる江藤の言葉は、おそらく本当なのだ。


　江藤はもう一度夏目と目を合わせ、苦み走った笑みを浮かべる。


「お前にとっては迷めい惑わくな話だよな。それも十分わかっている。だが……迷惑を承知で、頼たのむ。それでもあんたに夢を見る者がいたことを、知ってほしい。そいつらの見ていた馬ば鹿か馬ば鹿かしい夢があったことを、ほんの少しでいいから」


　そして、江藤は肩にかけていたリュックをおもむろに降ろした。


　中から細長い棒のような物を取り出す。


　弊へいだ。しかし、幣へい串ぐしの先が杭くいのように削けずられて尖とがっており、紙し垂でには見たことのない呪じゆ紋もんが描えがかれた赤黒い符ふが使われている。大量の呪符は紐ひもで束ねられていたが、まるで縛しばられた蛇へびの死体のように見えた。


　明らかに、なんらかの呪具。それも、禍まが々まがしい気配のする呪物だ。


　再び春虎たちが緊きん張ちようして身体を強こわ張ばらせる。一方、江藤も自らが取り出した呪具に、一いち抹まつの嫌けん悪おを見せていた。


「ろくでもない話だよな」


　と、誰にともなく吐はき捨てる。


「だが……結局そんなものまで利用するってことは、俺たち自身がろくでもないって証しよう拠こなんだろう。……なあ、北辰王。筋すじ違ちがいなのは重々承知しているが……もしよければ、少しでいい、ほんの形だけでいいから、こいつにあんたの呪力を注いでやってくれないか」


「な、何言ってんだよ、あんた！　そもそも、なんなんだよ、それはっ!?」


　春虎が怒ど鳴なる。


　江藤は肩を竦め、


「これが最後だ」


　と告げた。「え？」と夏目が小さく聞き返した。


「どうせあいつらは助からない。もちろん、俺もな。だから、手切れの証あかしでもいい。あるいは、せめてもの手た向むけでもいい。どうか、お願いできないか？」


　江藤は透とう徹てつした面おも持もちで言った。強制するようなところは、ひとつもなかった。それどころか、頼むと言いつつ、断られるのを待っているような口調だ。


　江藤は、自分のために求めているのではないのだろう。自分以外の者のために──義理を果たすために、夏目に依い頼らいしているのだ。誰かのために依頼すること自体が、江藤の目的だったのだろう。


　その証拠に、どう反応していいかわからず立ち尽つくす春虎たちを見ると、すぐに苦く笑しようし、頭を振った。むしろ、呪じゆ縛ばくから吹ふっ切れたようにすら見える。


　そして、


「──済まない。邪じや魔まをしたな」


　恨みがましい様子は微み塵じんも見せず、江藤は夏目に微笑ほほえみかけた。


　そして、呪具を手に、踵きびすを返す。その背中が驚おどろくほど無防備なのも、すでに彼の中では話が──いや、もっと様々なものが「終しゆう了りようした」からなのかもしれない。


「……江藤さん」


　いまだに状じよう況きようが理解できないまま、春虎が呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　その次の瞬間だった。


　突とつ然ぜん、全身の毛を逆立てたコンが、春虎の前に現れた。


　同時に──


　飛びかかったシェイバの一刀が、江藤を袈裟斬りにしていた。


　ざっ、と低い姿勢で床ゆかに着地するシェイバ。一いつ拍ぱく遅おくれ、爆ばく発はつしたように飛び散る鮮せん血けつ。春虎と夏目、京子は、悲鳴を上げることもできずに、限界まで両目を瞠みはる。


　着地したシェイバの顔には、いかなる感かん慨がいもない。どさっ、と「物」のように倒たおれる江藤を、試ためし斬りした樹木が倒れるのを眺ながめるかのように、しゃがんだままじっと眺める。その右手が無造作に提さげているのは、ひと振りの日本刀。そして、左手には、ずっと彼が抱だきかかえていた袋ふくろ──いまは鞘さやのみが収められた刀袋があった。


　ぽたり、と日本刀の切っ先から、鮮血が床に落下。


　倒れ伏した江藤は動かない。当然だ。身体がほとんど両断されているのである。完全に事切れていた。時間が凍こおり付いたようだった。


「……っ」


　春虎の背後で、夏目と京子の声にならない喘あえぎ声がした。


　シェイバがのそりと立ち上がる。その動きは、長い手足と相まって、まるで昆こん虫ちゆうのようだ。全身を返り血にまみれさせた、人の姿をした人以外の何か。コンが逆手に抜ぬき構える匕首あいくちを、緊張の面持ちで構え直す。が、シェイバはコンには毛ほども注意を払はらわない。


　と、けたたましい悲鳴が上がった。


　回かい廊ろうを通りかかった女性の局員だ。血まみれの床と倒れる江藤を見て、手にしていた書類の束を取り落としていた。その悲鳴に叩たたかれたように、春虎たち三人も、ビクリと身を竦すくめる。止まっていた呼吸が戻もどり、一気に鼓こ動どうが早くなる。


　一方、そんな周りの反応も、シェイバは気にしなかった。ちらっ、と夏目を見たあと、興味のない素そ振ぶりで刀を振って血を払はらう。そして、背中を丸めたいつもの姿勢に戻り、立ち竦む春虎たちを残して、その場から去ろうとする。


　しかし。


　不意に立ち止まり、振り向いた。視線の先にあるのは、床に倒れる江藤。その手にある、さっきの呪具だ。


「…………」


　前髪の間から見える双そう眸ぼうに、興味が宿るのがわかった。シェイバはもう一度向き直って、ひょこひょこと江藤に近づく。同じ距きよ離りだけ、春虎たちは後退。女性の悲鳴に呼ばれるように、次々と局員たちが回廊に顔を出している。騒さわぎが加速度的に拡散する中、シェイバは自ら斬きり捨てた江藤の傍かたわらに立った。


「……なに、これ？」


　それは、初めて聞く式神の声だった。細々とした小さな声。子供のような声だ。そして、自分が殺した死体が握にぎっている呪具を、子供が面おも白しろそうな玩具おもちやを見つけたような眼まな差ざしで見下ろしている。
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　春虎たちが見守る前で、シェイバはまだ血ち糊のりに汚よごれたままの日本刀を掲かかげた。


「──えいっ」


　と、切っ先を無造作に突つき立てる。


　幣へいに似た呪具が、真っ二つに叩き斬られた。


　そして──


　破は裂れつしたガス管のように、凄すさまじい瘴しよう気きが噴ふん出しゆつした。












　四章　髭切
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　シェイバは大いに不満だった。


　長いこと陰おん陽みよう庁ちようの倉庫に封ふう印いんされてきた。時折外に出るときは、開発研究部でいじられるときだけ。封印されている間は自我もほぼ冬とう眠みん状態にあるが、それでも退たい屈くつは耐たえ難がたかった。だからこそ、主あるじに召しよう喚かんされたとき、シェイバは大いに期待したのだ。


　血が吸える。


　敵が喰くえる、と。


　その点、シェイバは自らの主──鏡かがみ伶れい路じという男に信しん頼らいを寄せていた。彼は「強ごう欲よく」だ。敵を打ち負かすということに対して、強い情熱を持っている。戦いと、それによる自らの成長に飢うえている。そうした主の性質はシェイバにとって望むところだった。主のために力を振るう時間を、シェイバは心から楽しんでいた。


　なのに。


　今回、主の元に戻ってからもうずいぶんと経たつというのに、鏡はシェイバに、ろくな獲え物ものを与あたえてくれていない。活かつ躍やくの場に連れて行ってもらっていない。たまに霊れい災さいを祓はらわせるぐらいで、それだって全然つまらない、弱っちい霊災ばかりだ。


　本当は、あの蘆あし屋や道どう満まんと戦えるはずだったのだ。なのに、いつまで経っても、なしのつぶて。ようやく陰陽庁が襲しゆう撃げきを受けたときなど、すごく旨うまそうな鬼おにを追つい跡せきしていたのに、途と中ちゆうで引き返す始末。あげく、蘆屋道満本人も、他ほかの人間に取られたという。主はその相手が生き残っていることに満足しているだけで、代わりにそいつを喰いに行こうともしない。なんだそれ。そんなのってないではないか。


　シェイバは大いに不満だった。


　そして、少なからず荒あれていた。


　最初は色々ぐずって文句をつけていたのだが、最近はそれすらなくなった。諦あきらめたのではない。やさぐれているのだ。主に対してアピールする気すら失うせ、ただ陰いん々いん滅めつ々めつと気持ちをささくれ立たせていった。


　下らない。下らない。


　つまらない。つまらない。


　今日受けた命令もそうだ。子供を守れなど、およそ主らしくもない下らなくてつまらない指示。ひょっとすると今度こそ蘆屋道満が現れるかもしれないと調子のいいことを口にしていたが、もうシェイバも騙だまされない。だいたい蘆屋道満は、他のやつに倒されたはずではないか。来るかどうかもわからない双そう角かく会かいとかいう連中に、どれほど期待ができるというのだ。


　それでも、シェイバは鏡の式神だ。主の指示には従わねばならない。


　だから心を殺し、感情を麻ま痺ひさせて、ごく事務的にシェイバは任に就ついた。


　ただ、意外だったのは、守れと言われた子供。そして、その周りにいる連中だ。


　土つち御み門かど夏なつ目めという人間からは、極きわめて珍めずらしい気配を感じた。なんだろうとずっと思っていたが、しばらくしてようやく思いついた。


　多分、竜りゆうだ。それも、人工的に作られたものではなく、おそらく本物の竜。シェイバはずいぶん年経へた存在だが、本物の竜を見たことは、ずっと昔に一度か二度ぐらいしかない。戦ったことは皆かい無むだ。単純な好こう奇き心しんが疼うずく。竜とはいったい、どんなものなのか。戦うとどんな「味」がするのか。


　そして、もう一人。土御門夏目と一いつ緒しよにいる、阿あ刀と冬とう児じという人間。


　こちらは逆に間ま違ちがえようがなかった。シェイバのもっとも好む気配。鬼だ。内側に封印しているようだが、この感じは、いわゆる生なま成なりというやつだろう。


　ただ、たかが生成りだというのに、その気配はなかなかに刺し激げき的なものだった。しかも、微かに覚えがあるような気がする。中にいる鬼が何者なのか、気になって仕方がない。ただでさえシェイバは「飢えて」いるのだ。


　しかし、鏡はそんなシェイバの反応を、事前に想像していたのだろう。護衛対象に接せつ触しよくすることを、あらかじめ厳しく禁じていた。おかげでシェイバはいよいよ不ふ機き嫌げんになり、完全にヘソを曲げて、嫌いや々いやながら──どころか、暴発寸前の己おのれを抑おさえ込みつつ、護衛の任務を続けていたのである。


　どうせ空振り。そう思っていた。


　ところが、そろそろ日も暮れようという段になって、ようやく動きがあった。


　護衛対象の土御門夏目に、一人の男が接触したのだ。自分は双角会ではないと言っていたが、そんなわけはない。双角会に決まっている。


　ただ、そこでシェイバに悪戯いたずら心が芽生えた。すぐに男をやっつけるのではなく、少し様子を見ようと思ったのだ。


　ひょっとすると土御門夏目が、竜を召喚するかもしれない。駆かけつけた阿刀冬児が、生成りの本ほん性しようを見せるかもしれない。どうせなら、少し場が荒れてからの方が面おも白しろい。最終的に守りさえすれば、鏡も文句は言わないはずだ。


　離はなれた場所で隠おん形ぎようし、シェイバはじっと事態を見守る。男が何か取り出したときは、いよいよかと期待した。


　しかし、結局はその期待も、あっさり裏切られた。


　男が踵きびすを返し、夏目たちに背中を向ける。このまま立ち去るつもりだ。シェイバは心からがっかりする。


　ちぇ。もういいや。


　飛び出して、斬った。


　斬り捨ててから、あ、殺さない方が良かったかも、と思った。あとで鏡に怒おこられるかもしれない。けど、あまり気にしなかった。ずっとむしゃくしゃしていたのだし、斬ってしまったものは仕方がない。どうやら自分はかなり我が慢まんして、限界に近かったらしい。伶路が悪いんだ、とシェイバは開き直る。


　ただ、敵を片付けたあとで、男が取り出した物に注意が移った。


　呪具だ。それも見たことがない呪具で、持ち主が死んだあとも、禍まが々まがしい気配を放っている。持ち主の血に染まりながら、次の持ち主を待つかのように。


　興味を惹ひかれた。


「……なに、これ？」


　近づいてよく見る。中に何か入っているのがわかった。


　なんだろう。


　シェイバは好奇心の赴おもむくままに、呪具を刀で叩き割った。





　　　　２




「春はる虎とら様！」


　コンがとっさに大声を上げ、春虎にぶつかった。春虎とその後ろにいた夏目を押おし倒たおし、側そばにいた京きよう子こもひったくるように腕うでをつかんで、強引にしゃがませる。


　そうする間にも、シェイバに破は壊かいされた呪具からは、凄まじい濃のう度どの瘴気が猛もう烈れつな勢いで噴出していた。


　放射状に噴ふき出していなくて幸いだ。この瘴気を至し近きん距きよ離りで浴びた日には、即そく死しまで考えられる。そうでなくとも、一いつ瞬しゆんで吐はき気を催もよおし、意識が奪うばわれそうになった。鵺ぬえと戦ったときの比ではない。体温が一気に数度下がった気さえする。


　いったい何が起きているのかわからない。が、床ゆかに伏ふせた夏目が、「[image: ]急如律令オーダー！」と悲鳴を上げるように護ご符ふで防ぼう壁へきを張った。春虎も歯を食いしばり、とにかく夏目と京子を引っ張って少しでも後退しようとする。


　すでに辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんだ。瘴気に当てられ昏こん倒とうする者。悲鳴を上げて逃にげ惑まどう者。夏目が護符に続いて、春虎と京子とコン、そして自分自身に呪じゆ術じゆつをかける。瘴気に対する抵てい抗こう力を上げる術らしい。それで少しだけ楽になった。春虎は礼を述べる余よ裕ゆうもないまま、瘴気の発生源を「視み」やる。


　空中に向かって噴出する、恐おそろしく高濃度の瘴気。そこには、瘴気だけでなく、人工的な何か──呪力が混じっている。呪具に仕し掛かけられていた呪術が、破壊され、暴走しているのだ。


　そして、呪具を破壊した張本人であるシェイバは、噴き出す瘴気を全身に浴びていた。その姿は瘴気に埋うもれて、それらしき輪りん郭かくしか判別できない。まるで、間かん歇けつ泉せんの真上に立っているかのようだ。


「くそっ、ちくしょう！　夏目、京子！　大だい丈じよう夫ぶか？」


「危なかった！　コン、ありがとう！」


「どうなってるのっ？　これって、いったいなに!?」


　人が一人目の前で斬きり殺された直後に、この瘴気の嵐あらしである。混乱するなという方が無理だが、パニックに陥おちいっては命に関かかわる。いまはとにかく避ひ難なんだ。安全な場所まで移動しなければならない。


　しかし、


「は、春虎様！　この瘴しよう気きは、地下にも潜もぐっている様子ですっ。お気をつけ下さい！　このままでは霊脈が──」


　コンがそう訴うつたえた直後だ。ゴオオオ、と地鳴りが響ひびき、足下が振しん動どうした。地じ震しんのようだが、地震ではない。これと似た感かん触しよくを、春虎たちは以前にも体験している。


　そして、地鳴りに続き、大地が破は裂れつするようにして霊気が噴ふん出しゆつした。目の前の中庭の、石いし畳だたみの下から。白しら州すの砂利じやりの下から。クチナシの群生から。内池から。中庭だけではない。まさに逃げ込もうとしていた局舎の床からも。辺り一帯──少なくとも支局の敷しき地ち全域で、次々に霊気が地上目がけ噴き上がる。


　方向は逆だが、まるで集中爆ばく撃げきを浴びているかのようだ。目の前の光景にリアリティがない。ハリウッド映画の一シーンを見ている気がした。


　そして。


　噴ふき上げる霊気は呪具の撒まき散らした瘴気に混ざり合い、固まり、それ自体が新たな瘴気を発生し始めた。


　霊災。


　しかも、急激に成長し、膨ふくれあがっていく。フェーズ１から、フェーズ２へ。そして、瞬またたく間まに、フェーズ３へ。あまりに高濃度の塩水の中で、塩が結けつ晶しよう化するように。状じよう況きようが加速度的に進展していく。


　瘴気が実体化し、動き始めた。「魔ま」の誕生。動的霊災だ。しかも、ひとつだけではない。蛇へびと芋いも虫むしを混ぜ合わせたような怪かい物ぶつに、ねじくれた角を生やした巨きよ大だいな蜘く蛛も。そして、ぎょろりとしたひとつの目玉を持つ、動く土つち塊くれ。『タイプ・ワーム』に、『タイプ・スパイダー』。最後の一体は、『タイプ・サイクロプス』だ。どの動的霊災も、体長は五メートルを越こえている。合計三つの、しかもタイプが異なる霊災が、一度に、同じ場所に顕けん現げんしていた。


　通常ではあり得ない光景。自然発生した霊災に比べれば個々の規模は小さいが、そんな事実などなんの慰なぐさめにもならない。目の前にあるのは、ただただ絶望だけだ。


　──マジかよ……。


　春虎は絶句し、眼前の光景に息を呑のんだ。


　頭の芯が痺しびれて、上う手まく物事が考えられない。何か、どうにかしなければと思うのだが、何をどうすればいいか見当が付かない。そして、それは春虎だけでなく、夏目や京子も同じだろう。それどころか、支局にいるすべての人間が、いまこの瞬間、似たような思いに捕とらわれているのかもしれなかった。


　しかし、


「出でよ、北斗！」


　夏目が叫さけんだ。


　恐きよう怖ふに怯おびえつつ、それでも勇気を振ふり絞しぼって敢かん然ぜんと立ち向かわんとする声。そして、その凜り々りしい声に応こたえ、まるで希望の火を点ともすかのように、黄金に目ま映ばゆく輝かがやく一条の光線が、瑞みず々みずしく躍やく動どうしながら天空に舞まい上がった。


　斜しや陽ようを全身に浴びた金色の鱗うろこが、宝石のように、炎ほのおの如ごとくに、きらきらと燃え上がる。猛たけ々だけしい雄お叫たけびが、瘴気に淀よどむ中庭の中を、びいんと大だい喝かつするように響き渡わたった。


　竜。


　土御門家の神しん獣じゆうにして、夏目の使し役えき式、北ほく斗とだ。


　呑のん気きで気ままで奔ほん放ぽうな、およそ式神らしからぬ北斗である。しかし、このときばかりは召しよう喚かんされるや否いなや、闘とう志しを漲みなぎらせて牙きばを剝むいた。まずは、真下にいた歪いびつな人形の土塊──『タイプ・サイクロプス』に襲おそいかかる。


　そして、式神を霊れい災さいにぶつけつつ、


「いまのうちに、ひとまず避難しよう！」


　と夏目が叫んだ。


「ここは祓魔局だ。いまは混乱してるけど、すぐに祓魔官たちが霊災修しゆう祓ふつにかかってくれる。ぼくたちはまず、自分の身の安全を確保すべきだ！　急いで冬児と天てん馬まに合流。あとは、まだ残ってる塾じゆく生せいがいたら、その誘ゆう導どうも行う。春虎、倉くら橋はしさん、いいねっ？」


　夏目の声は微かに震ふるえている。瞳ひとみにも焦あせりと恐きよう慌こうの兆きざしがある。


　それでも、夏目は自らの怯えを意志で封ふうじ込め、行動しようとしていた。


　──そうか。


　先月の、塾舎で襲しゆう撃げきを受けたときのことが脳のう裏りに甦よみがえる。蘆屋道満の式神に包囲されたとき、春虎たちの指揮を執とったのは夏目だ。あのときも春虎たちは、夏目の下もとで一丸となって戦った。


「……よしっ」


　と春虎は自らに気合いを入れる。


　夏目の言うとおり、霊災の修祓はプロに任せた方がいい。下手に自分たちが手出ししては、足手まといになりかねない。


「コン。悪いが、急いで冬児と天馬を見つけてきてくれ。特に冬児は、この瘴気でまた鬼おにが暴れ出してるかもしれない」


「そうだ、その心配もあったね。ぼくらも急ごう。倉橋さん、護法式を」


「わ、わかったわ！」


　春虎がコンに指示を出し、京子も夏目に従って、二体の護法式を召喚。


　しかし、


「春虎様！」


　コンの叫びにギクリと振り向く。すると、中庭の内池から発生した霊災が、春虎たちの方に迫せまってきていた。


　濡ぬれた黒毛に包まれた小山のような胴どう体たいから、節くれ立ったかぎ爪づめのような足が、何本も飛び出している。その足がわさわさと動き、地面を走る。全体としては太った蜘蛛に近い形だが、一部盛り上がった突とつ起き──顔らしき部位があり、そこからねじくれた二本の角が伸のびていた。


『タイプ・スパイダー』。俗ぞくに、牛ぎゆう鬼きと呼こ称しようされるタイプの動的霊災だ。


「は、白はく桜おう！　黒こく楓ふう！」


　京子が金切り声で、護法に防ぼう御ぎよを命じる。京子の護法式は『モデルＧ２・夜や叉しや』。『仁に王おう』に比べてスリムな体たい軀くは、春虎たちの側そばにいれば頼たのもしい騎き士しのようだが、巨大な動的霊災を前にすると霞かすんで見える。まるで、戦車に挑いどむ歩兵だ。黒楓が薙刀なぎなたで胴体を刺さし、白桜が足を一本薙なぎ払はらったが、牛鬼の突とつ進しんは止まらない。


「くそっ。逃げろ！」


　慌あわてて回かい廊ろうを走る三人の背後で、霊災の巨きよ体たいが局舎の壁かべに激げき突とつ。粉ふん塵じんを舞い散らせ──しかもそのまま回廊を破壊しながら、春虎たちを追つい撃げきする。春虎が苦し紛まぎれに護符を投げたが、牛鬼は呪壁を苦もなく突とつ破ぱ。壁を削けずり、轟ごう音おんを立てながら、春虎たちを追って来た。


「いけないっ。北斗！　一度こちらに──！」


　夏目が空中を見上げて叫んだが、北斗はまだ『タイプ・サイクロプス』と格かく闘とう中だ。主あるじの指示なく戦っているため、かなり苦戦している。やむなく春虎と京子が符術で応戦したが、牛鬼はろくにダメージを受ける様子もない。


「ダ、ダメだ！　避よけろ！」


　春虎たちは方向を変え、牛鬼の突進を中庭に逃のがれて躱かわす。すれ違ちがい様、霊災の発する瘴気を浴びて、再び悪お寒かんに襲われた。が、目を逸そらさず敵を「視み」る。霊災を形作る瘴気を凝ぎよう視しする。


　またしてもビリビリと左目が痛んだ。しかし、わかった。陰おん陽みようのバランスを大きく欠いてはいるが、牛鬼の主体となっているのは水すい気きだ。外見で判断してはいけない。この霊災の正体は、濁にごり、荒あらくれる、水気の渦うずである。


「──堰せき止めろ！　[image: ]急如律令オーダー！」


　火か行ぎよう符ふを投じ、さらに土ど行ぎよう符ふを投じる。燃え上がる炎を吸収させてから、土行符を起動。炸さく裂れつさせる。先日の模も擬ぎ戦でも使った、五ご行ぎよう相そう生しよう。そして、土気をもって水気を制す、五行相そう剋こく。


　効いた。


　牛鬼の体表を覆おおうのは、濡れた毛のように見えて実はクラゲの触しよく手しゆのような、動く汚お水すいだったらしい。それが、呪符の土気に乱されザザザッとラグり、次いで乾いた。表面が干ひ涸からびてこぼれ落ちる。すると、その内側から濁った汚水が、ドバドバとこぼれてきた。牛鬼が巨体を震わせ、蜘蛛のような足をわななかせた。


　しかし、そこまでだ。


　流血のようだった汚水はすぐに止まり、瘡かさ蓋ぶたのように固まった。滴したたる水が黒毛に変じ、あっと言う間に傷口を埋めていく。「くそっ！」と春虎は歯は嚙がみする。


　しかも、中庭に逃げ出た春虎たちに、もう一体の霊災まで迫ってきた。


　庭木を押おし倒たおしながら地面を這はいずり寄ってきたのは、巨大な「口」に長細い袋ふくろをつけたような、蛇とも芋虫とも言えない化け物だ。その口は、立ったままの春虎を、あっさり丸飲みできそうなほど大きい。腐くさった苔こけや蔓つる、雑草に覆われた全身は、瘴気だけでなく異い臭しゆうを放っていた。


『タイプ・ワーム』。通つう称しよう、野の槌づち。


「な、夏目君!?」


　京子が悲鳴を上げながら白桜と黒楓を呼び戻もどす。だが、やはり二体の護法式だけでは、動的霊災の動きを止められない。質量が違い過ぎる。


「二人とも下がって！　──[image: ]急如律令オーダー！」


　夏目が全身に霊気を漲らせ、大地に叩たたきつけるように四枚の呪符を投げた。金ごん行ぎよう符ふ。長い矢や尻じり状の金属片が次々地面に刺さって、野槌を食い止める柵さくを作る。「視」れば、野槌は木もく気きの霊災だった。ならば、金ごん剋こく木もくとなる金行符は有効なはず。実際、野槌は柵に触ふれるのを嫌いやがる素そ振ぶりを見せた。


　しかし、あくまで一時しのぎだ。野槌はすぐにその身をくねらせ、迂う回かいして春虎たちに迫ろうとする。春虎はその鼻先に護符をぶつけて追い払おうとしたが、野槌はゆっくりと、しかし確実に距きよ離りを詰つめてきた。


　しかも、背後ではやり過ごした牛鬼まで、春虎たちに狙ねらいを定めて再び方向転てん換かんしている。


「ええい、くそ！　なんでおれらばっか狙ってくるんだ!?」


　まさか、呪じゆ捜そう部に狩かられた双そう角かく会かいの恨うらみだろうか。だとすれば逆さか恨うらみもいいところだ。とにかく、前後から挟はさみ撃うちされるのは拙まずい。春虎たちは泣きそうになりながら、息を切らせて走る。しかし、こんな風に逃にげ惑まどっていては、支局内からの脱だつ出しゆつは困難だ。


「ったく！　鵺ぬえのときといい、なんで塾生の身で、フェーズ３の相手なんかしなきゃなんねえんだ!?」


　鵺と戦ったときは主戦力が北斗だったし、木こ暮ぐれの式神である烏からす天てん狗ぐたちのサポートもあった。勝負を決めたのも夏目の符術であり、春虎は基本的に、ただただ呪符をぶつけていただけなのだ。


　──つーか、霊災相手の術なんか、そもそも知らねえよ！


　走りながら北斗の様子を見るが、北斗もまだ独眼の霊災と戦っている最中だ。優勢ではいるようだが、まだこちらの援えん護ごには回れそうにない。


　と、


「きゃっ！」


　京子が足を取られて蹴け躓つまずいた。「京子っ！」と春虎がとっさに抱だきかかえる。見れば、庭木が生き物のように蠢うごめいている。瘴しよう気きを浴び、霊災化しているのだ。しかも、段階的にはすでにフェーズ２である。


　すぐにコンが庭木に狐きつね火びを浴びせたが、燃え上がるのはわずかな枝だけだった。放置すればいずれは、動的霊災になるだろう。第一、霊災化しつつあるのはその庭木だけではない。このままでは、すぐに次の霊災が発生する。霊災が連れん鎖さするこの状じよう況きようは、もはや百ひやつ鬼き夜や行こう、フェーズ４に近かった。


　二人の足が止まったのを見て、夏目も素早く足を止めた。髪かみをなびかせて背後を振り返り、引き締しまった表情で呪符を手に構える。


　追ってくる牛鬼と野槌に、もう一度符術で牽けん制せいするつもりなのだ。せめてもの時間稼かせぎ。しかし、こんなことを繰くり返していては、すぐに霊力が尽つきてしまう。


　──くそっ。霊災……霊災相手の……。


　ハッ、と春虎は閃ひらめいた。


　ある。霊災相手の術。呪文は聞いたし、そのあとこっそり調べて暗記した。術式も、この目で視ている。むろん、実際に試ためしたことはないが──できるかどうかなど、やってみなければわからない。


「夏目！　五行符で五芒星セーマンを！」


　抱きかかえていた京子を放し、春虎は夏目に向かって怒ど鳴なる。夏目はびくっと背中を竦すくませたが、


「──バン・ウン・タラク・キリク・アク！　五行連れん環かん、[image: ]急如律令オーダー！」


　春虎の要よう請せいに応じ、夏目が符術を変へん更こう。木もく火か土ど金ごん水すいすべての五行符を放ち、呪文を唱える。呪符はただちに光を放ち、互たがいに光で結び合って、空中に輝かがやく五芒星セーマンを描えがき出した。


　この呪じゆ紋もん自体が、すでに強固な呪的防ぼう壁へきだ。


　しかし、春虎の意図はその先にある。


　──やれるか……!?


　違う。やるしかない。あの日視た術式を、頭の中で必死になぞる。





「──と、東海の神、名は阿あ明めい！　西海の神、名は祝しゆく良りよう！　南海の神、名は巨きよ乗じよう！　北海の神、名は禺ぐ強きよう！　四海の大神、百鬼を避しりぞけ、凶きよう災さいを蕩はらう！　[image: ]急如律令オーダー！」





　夏目がぎょっとして肩かた越ごしに振り返った。京子が啞あ然ぜんとして口を開けた。


　それは、柄がらにもなく独り資料を漁あさり、祓ふつ魔ま官向けの専門書の中で、やっと見つけた『帝てい式しき』の呪文だ。小さな男の子が真しん剣けんになって必殺技わざの名前を覚えるように、照れながらも、とにかく暗記した、あのとき聞いた呪文のひとつ。


　大おお友ともが道満に使った、百鬼夜行を避ける呪文。


　左目に、そして頭の芯しんに、釘くぎを打たれたような激しい痛みが襲おそった。しかし、春虎は堪こらえる。展開する呪術に意識を傾かたむける。


　集中。


　しかし、


　──……ダメかっ!?


　振り絞しぼる呪力は足りているはず。やろうとしていることにも間違いはない。


　しかし、精度が至らない。


　術式の、呪術の、細部デイテイールがぼやける。霞んでいく。


　春虎が初めて放った『帝てい国こく式しき陰陽術』は、辛かろうじて起動した。接近していた牛鬼と野槌が、まだ距離があったにもかかわらず、わずかに動きを鈍にぶらせた。


　だが、そこまでだ。術は早々にバランスを崩くずし、自じ壊かいするように霧む散さんした。夏目の用意してくれた五行符も、つぎつぎ地面に落下した。


「……くっ」


　ぶっつけ本番で実行するには、あまりにハードルが高かった。何しろこれは『汎はん式しき』ではなく『帝式』なのだ。


　ただ、


　──違うっ。おれがダメなんだ！


　またしても募つのるのは、春虎を苛さいなむもどかしさだ。呪術がしっかりと「視」えていない。その本質の部分を感じ切れていない感覚。「よく視えない」ことが、こんなにも苛いら立だたしいとは。


　無む駄だに呪力を消費した影えい響きようで、ガクッと身体からだの力が抜ぬける。「春虎様！」とコンが慌てて主を支える。


　一方、二体の霊れい災さいはすぐに動き始めた。逃げるしかない。逃げて、逃げて……しかしいつまで逃げられるか。


　が、そのときだった。


　突とつ然ぜんビクリと野槌が動きを止めた。まるで、何かを恐おそれ、足あし踏ぶみしたかのように。


　そして、もう一方の牛ぎゆう鬼きが、ガクンと大きく痙けい攣れんし──


　どばっ、と破裂。さっき見た汚水を、盛せい大だいに噴ふき出した。


　春虎の攻こう撃げきを受けたときの比ではない。身体がほとんど二つに割れ、そこから己おのれを構成する水気のほとんどを放出する。濁り、荒くれていた水気の渦が、ごっそりと断ち切られていた。


　崩れ落ち、ラグで明めい滅めつする牛鬼の異い形ぎよう。


　その巨きよ体たいに、ひらり、と軽かろやかに飛び乗る人ひと影かげ。


　人影は、腰こしを屈かがめた低い姿勢で着地した。癖くせのある長い髪は、束ねていた紐ひもが切れたのか、バラバラに解ほどけて揺ゆらめいている。ひょろりとした細身の体たい軀くは全身が血と埃ほこりにまみれ、だらんと伸のばす長い腕うでの先には、無造作につかんだ、ぎらつく日本刀がある。


　額にかかる前髪の下で、女のように赤い唇くちびるが、ニタリと愉ゆ悦えつを結んでいる。


　シェイバだ。


　だが、さっきまでとはまるで様子が違ちがう。式神は肩かたを揺らし、全身を震ふるえさせていた。しかも、酒で酩めい酊ていしているのかと思うように、ふらふらとふらついている。


「……お、お前……」


　春虎が震えながらつぶやいたとき、


　ガバッ、


　と顔を上げ、春虎たちを見下ろした。


　春虎たちを戦せん慄りつが貫つらぬいた。


　シェイバは笑っていた。それも、楽しくて楽しくて堪たまらないように、双そう眸ぼうを蕩とろめかせ、唇を震わせながら、異様な気配で笑っている。唾だ液えきを滴したたらせる餓が狼ろうの笑えみ。血に酔よった、獣けものの笑みだ。


　その迫はく力りよくと漲みなぎる暴力に、春虎たちは慄りつ然ぜんと目を瞠みはる。


　シェイバは春虎たちを見み据すえると、


「ダメだよ！」


　と甲かん高だかい声で言った。


「なんでこんなのと遊んでるのさ？　こんなつまらない、弱っちいのと！　ダメだよ！　ずっと待ってたんだから！　遊ぶなら、僕が先でしょ！」


　シェイバは、興奮した狒ひ々ひのように、その場で飛び跳はね着地する。直後、その衝しよう撃げきで足あし下もとの牛鬼が、ひしゃげるように消失した。斬ざん撃げきのダメージは、もちろんあっただろう。だが、最後はシェイバの霊圧に押おし潰つぶされたのだ。シェイバは長身とはいえ、所しよ詮せん牛鬼とはサイズが違いすぎる。だが、その裡うちから放たれる霊気たるや、圧あつ倒とう的てきだった。


　しかもいま、その霊気は激しく偏向している。まるで、コップの水がこぼれ落ちる寸前まで揺れているように視えた。シェイバの狂きよう気きをそのまま現すような、破は滅めつ寸前の、ぞっとする不安定感。


　使し役えき式が、霊災に転じようとしているのだ。


「こいつ!?」


　そういえば、この霊災連れん鎖さの発ほつ端たんとなった呪具。あの呪具から噴ふん出しゆつした高こう濃のう度どの瘴気を、シェイバは一番間近で全身に浴びているのだ。もともと使役式は、大きくは霊災と同じ霊的存在である。そこに呪力を帯びた瘴気の直撃を食らったのでは、変調を来きたしてもおかしくない。


　──ヤバイ！


　春虎がそう思った瞬しゆん間かん、シェイバが地を蹴けり、飛び出した。


　強きよう烈れつな戦意と破は壊かい衝しよう動どうが、突とつ風ぷうと化して春虎たちを打ち据すえ、吹ふき抜ける。死んだと思った。肉にく薄はくするシェイバの笑み。肌はだをなぶるシェイバの霊気。日本刀が放つ斬撃の軌き道どうが、視界の隅すみで微かすかに閃いた。


　しかし、


　ゴオッ、


　と真横から異なる疾しつ風ぷうが駆かけ抜けた。


　風を巻いて飛び込んで来たのは、黄金の光──北ほく斗と。竜りゆうに体当たりを受けたシェイバは、そのまま諸もろ共ともに春虎たちの前を横切っていく。見れば、北斗が相手をしていた独眼の霊災は、まだ修しゆう祓ふつされていないものの、半はん壊かい状態で蹲うずくまっている。北斗は、敵に止とどめを刺さす前に戦せん闘とうを中断し、主あるじの危機に急行したのだ。


　式神の援えん護ごは、間かん一いつ髪ぱつ間に合った。


　が、シェイバもまた、真横からの奇き襲しゆうに即そく応おうしていた。


「わお！　こりゃ凄すごいや！」


　シェイバは北斗の牙きばを、とっさに日本刀の刀身で受け止めていた。体当たりの勢いに押されていたが、左ひだり腕うでを刃やいばの背に当て、両足で地面を踏ふみしめ、力で真っ向から抵てい抗こうする。ザアアアッと足あし跡あとが地面に長い線を引き、ついには両者の動きが止まった。


　人の形をしたシェイバが、長大な竜の突とつ進しんを正面から止める。普ふ通つうならあり得ない、異常な光景。押していた北斗まで、ぎょっと目を剝むいたかに見えた。


　そして、動きが停止した直後、


「おらっ！」


　とシェイバが北斗のあごを下から蹴り上げた。


　ガゴンッと激しい激げき突とつ音と共に、北斗の頭が跳ね上がる。そして、衝撃にラグが走る北斗の首下を、シェイバの一刀が横よこ薙なぎに走り抜ける。


「北斗!?」と、夏目が悲鳴を上げた。


　幸い、北斗はギリギリ身体を捻ねじり、致ち命めい傷しようを避さけていた。さらに激しいラグを起こしつつも、シェイバの間合いから逃のがれる。その動きの必死さは、北斗らしからぬ切せつ羽ぱ詰つまったものだ。このチビつええっ、と仰ぎよう天てんしている。


　シェイバも、走り抜けて体を入れ替かえた直後で、さらなる追撃はできずに終わった。ただ、致命傷にこそ至らなかったものの、シェイバの剣けんの切っ先は、北斗の鱗うろこを易やす々やすと斬きり裂さいていた。つまり、いまの攻撃をまともに食らっていれば、北斗といえど危なかったということだ。


「あ、あの野や郎ろう……っ！　鏡はいったい何をしてるんだ!?」


　シェイバは完全に暴走している。なのに、式神の主である鏡は、この非常時に何をしているのか。第一、仮にも独立祓魔官なら、跳ちよう梁りようする霊災を前に、傍ぼう観かんするなど許されないはずなのに。


　しかも、


「な、夏目君！　後ろ！」


　京子が悲鳴を上げた。


　シェイバの登場に萎い縮しゆくしていた野の槌づちが、再び春虎たちに近づき始めたのだ。また、一度北斗が倒たおした『タイプ・サイクロプス』まで、再び身み動じろぎし始めている。


　中庭には瘴しよう気きと霊気が充じゆう満まんしたままだ。シェイバが屠ほふった牛鬼のように、完全に修しゆう祓ふつしない限り、すぐに復活してしまう状態なのである。


　いや、事態はさらに悪かった。


　支局の屋上。突然つむじ風が舞まったかと思うと大だい蛇じやのようにのたうち、暴れ、瘴気を撒まき散らす竜たつ巻まきへと成長した。そして、その竜巻の中に浮うかぶ、竜巻の核かくとなる獣。『タイプ・トルネード』だ。とうとう四体目の動的霊災が発生した。


「ち、ちくしょうっ。どうすりゃいいんだ……!?」


　春虎が喚わめき、夏目も青ざめて唇を嚙かみ締しめる。京子も全身を震わせ、立ち尽つくしていた。


　しかし、事態はただ悪化するだけではなかった。


「は、春虎様！　あれを！」


　コンが局舎を指さした。


　そして、


「そこの塾じゆく生せい、すぐに離はなれろ！」


　かけ声の直後、春虎たちと野槌の間に、複数の式神が出現した。


　計八体の『仁に王おう』からなる「護法式の壁かべ」。横一列に並ぶ重量級の式神たちが、野槌の接近を物理的に食い止める。


　さらに、野槌目がけて無数の呪符が飛来。鳥の群れのように乱らん舞ぶし、上空に輪を作ると、一いつ斉せいに起動して霊災に攻撃を仕し掛かけた。一糸乱れぬ連れん携けいが、個々の呪じゆ術じゆつの何倍もの効果を生む。人が霊災に立ち向かうときの、もっとも効率的な戦術だ。野槌が慌あわてて待たい避ひした。


　局舎から列を作って駆けだしてくる、黒衣の陰陽師たちレイヴンズ。


　霊災修しゆう祓ふつ部ぶ隊たいだ。


「十一、十二小隊は、まず『タイプ・サイクロプス』の修しゆう祓ふつにかかる！　次いで『タイプ・スパイダー』。『タイプ・ワーム』。それから一帯の浄じよう化かだ！　十三小隊は、一いつ般ぱん局員、並びに一般人の避ひ難なんを誘ゆう導どう！　屋上の『タイプ・トルネード』には、十四、十五小隊が向かっている。我々は中庭の霊災に集中するぞ！」


　激しい指令と共に、祓ふつ魔ま官たちは部隊を中庭に展開していく。ようやく指揮系統が回復──少なくとも、現場レベルで動ける程度には立て直したのだ。よく見れば、祓魔官たちの装備は不十分で、隊の人員も欠けている。それでも、突然出現したフェーズ４という危機的状じよう況きように、祓魔官たちは敢かん然ぜんと立ち向かおうとしていた。


　春虎たちの前で、野槌がのたうち悲鳴を上げる。激しいラグに覆おおわれ、慌てて退避し始める。逃にげ出す霊れい災さいを、呆ぼう然ぜんと見つめる春虎。不意に、拳こぶしを握にぎり、奥歯を強く嚙み締めた。


　──そうだ。


　自分たちは孤こ立りつしているわけではない。いま自分たちがいるのは、霊災修祓の本ほん拠きよ、祓魔局の支局である。何人ものプロたちが、この同じ危地に立っているのだ。


　諦あきらめてはならない。


「夏目っ。いまのうちに──」


「うん！　倉橋さん、行くよ！」


　祓魔官たちが食い止めてくれているうちに、春虎たちは局舎に向かって走る。


　しかし、いまや厄やつ介かいなのは霊災だけではなかった。


「どこ行くのさ！　遊ぼうよ！」


　シェイバ。


　日本刀を手にした狂気の式神が、春虎たちの行く手に立ち塞ふさがった。そのすぐ背後から北斗が迫せまったが、シェイバは慌てず「よっ」と身体からだを捻り回かい避ひ。そのまま回転するように竜の胴どう体たいを斬りつけ、北斗をラグらせた。


　竜の巨体が仇あだになっている。小回りの利きくシェイバが、北斗を翻ほん弄ろうしているのだ。


「この竜、動きがこなれてないよ！　主の躾しつけができてないからさ。僕が教えてあげるから──ほらっ。もっと遊ぼう！」


　歯を剝き双眸を漲らせて、シェイバは壮そう絶ぜつに笑う。「野郎っ」と春虎は呪符を引き抜ぬく。


「夏目！　あのイカレた式神の動きを止めるぞ！」


「わかった！　倉橋さん。不動金かな縛しばりを！」


「は、はいっ」


　春虎はまずコンを先行させた。剣の間合いの外から、狐きつね火びで牽けん制せいし、シェイバの視界を塞ぐ。続いて春虎の水行符、火行符、木行符。もはや五ご行ぎよう相そう生しようなど狙ねらわず、立て続けに連打する。「ハハッ！」とシェイバが楽しげに刃を振ふるった。乱れ打ちした春虎の符術を、目にも止まらぬ剣けん捌さばきで、片かたっ端ぱしから切り捨てていく。


　が、その間に、夏目と京子は詠えい唱しように入った。転てん法ぽう輪りん印を結印し、次いで呪じゆ縛ばく印に。


「緤すべて緤べよ、ひっしと緤べよ、不動明王の正しよう末まつの本ほん誓せい願がんをもってし、この邪じや霊れい悪あく霊りようを搦からめとれとの大誓願なり！　オン・ビシビシ・カラカラ・シバリ・ソワカ！」


　二人の唱和が呪力と一体となって響ひびき合う。不動金縛りの術。夏目の術は、シェイバが振るう日本刀の霊圧に斬り落とされた。が、同時に打った京子の呪縛が、シェイバの身体を拘こう束そくする。


　やった、と思った瞬間、


「はっ？　なにこれ？　バカにしてんのっ!?」


　呪術に縛しばられたシェイバが、その見えない綱つなを力任せに引き千切った。


　術が返され、京子が悲鳴を上げる。「クソッ」と春虎が歯がみする。


　しかし、二人の金縛りは無む駄だにはならなかった。ラグから回復した北斗が一瞬の隙すきを逃さず、喰くらえっ、とばかりに強きよう靭じんな尾おを横よこ殴なぐりに叩たたきつける。竜の全力の一いち撃げきを浴び、さすがのシェイバもマネキンのように吹っ飛んだ。回かい廊ろうの支柱に激突。柱が叩き折られ、シェイバを下した敷じきに回廊の一部が倒とう壊かいする。


「いまだ！」


　と春虎はふらつく京子の手を引き、夏目とコンと共に局舎の中に逃げ込んだ。


　さすがに、局舎の中に人は見当たらなかった。すでに支局の外に避難しているのだ。春虎たちも、出口を目指す。目の前に二階に上がる階段。その下を回り込んで進めば、局舎の反対側に抜けられる。


　しかし、


「あははははっ！　やったな！」


　中庭に面する壁を豪ごう快かいに斬り飛ばし、哄こう笑しようするシェイバが廊ろう下かに躍おどり込んできた。


　もはや長ちよう髪はつは乱れ、シャツは破れて、落人おちゆうどの如ごとき凄すさまじい様相になっている。が、当人はいよいよ霊気を漲みなぎらせ、その内圧で弾はじけ飛ばんばかりだ。側そばにいるだけで──いや、まだかなり離れているはずなのに、重低音の爆ばく音おんを聞くように、身体が、内臓が、震ふるえて止まらない。まるで悪夢の中にいるようだ。


　あらためて思う。人ではないのだ。


　あれは、単に人の形をしているだけの、強大な何かなのだ。


　シェイバは剣を持った腕うでで、乱暴に口元を拭ぬぐう。哄笑の名残なごりでひっくひっく引きつりながら、スキップでもしそうな足取りで春虎たちに近づいてくる。


　──しまった!?


　とにかく支局の外に脱だつ出しゆつすることで頭がいっぱいだったが、局舎の中では北ほく斗とを呼んでもろくに動きが取れない。反射的に呪符をつかんだが、頭の中は半分真っ白だ。


　しかし、





「──オッ、[image: ]急如律令オーダー！」





　か細くも勇気を振り絞しぼった声。背後から迫る木もく行ぎよう符ふに、シェイバが反射的に反応する。符術による蔓つる草くさは、刃やいばが触ふれるより早く剣の霊圧に吹ふき飛ばされた。しかし、符術は式神の意識を逸そらす陽動だった。身体を捻り、剣を振るった姿勢のシェイバに、二階に続く階段から、人ひと影かげが襲おそいかかる。


　シェイバの反応は、ほんのわずかに遅おくれた。禍まが々まがしい霊気──鬼気を纏まとった錫しやく杖じようの先せん端たんが式神を打った。牙きばと化した遊ゆ環かんが敵に食らい付いた。


　やった、とシェイバを挟はさんで廊下の反対側、木行符を放った天馬が叫さけぶ。


　そして、春虎の錫杖をシェイバに叩きつけたのは、明めい滅めつする大おお鎧よろいをまとった武者姿の生なま成なり、冬児だ。


「と、冬児っ！　天馬!?」


　春虎の叫びを余よ所そに、冬児は錫杖をシェイバに突つき入れたまま、全力で呪力を注ぎ込む。


「っらあああっ！」


　自らの鬼気を牙に変え、遊環がシェイバを食い破る。シェイバの身体に初めてラグが走り、その外観がノイズで歪ゆがんだ。


　が、


「来たな！　こいつめっ！」


　シェイバの美び貌ぼうに愉ゆ悦えつが弾けた。


　遊環に身体を抉えぐられながら、悠ゆう々ゆうと左手で錫杖をつかむ。そして、片かた腕うでで、ぐっ、と冬児を押し返した。


　生成り状態の冬児の膂りよ力りよくは、普ふ段だんの何倍、何十倍にも跳はね上がっている。だが、シェイバの力は、その上を行くのだ。


「それじゃまだつまんないよ！　さっさと『堕おち』ろ！」


　日本刀を持った右腕を、シェイバが笑いながら振りかぶる。「冬児！」と春虎が絶ぜつ叫きようし、夏目と京子が息を呑のむ。


　しかし、冬児は冷静だった。


　春虎の錫杖は、呪力を自在に操あやつる呪具だ。遊環を穂ほ先さきとする槍やりのイメージから、杖つえの半ばまでを刃とする剣けんのイメージへ。シェイバがつかむ位置に呪力を集中させ、その指を振り払はらって、一気に後方へジャンプした。後退する冬児を、「逃がすか！」と笑いながらシェイバが追撃するが、





「押おし潰つぶせっ！」





　階段の脇わき。外へと抜ける廊下から、白い奔流が押し寄せた。冬児の周囲を駆かけ抜けて、正面からシェイバに激げき突とつ。あっという間に覆い尽つくす。


　奔流──白い式神の群れだ。様々な猛もう獣じゆうを模した、精せい巧こうな、折り紙の式神。


「式神風ふ情ぜいが、舐なめんじゃないわよっ！」


「鈴すず鹿か！」


　今日一日、支局の外で講義を受けていた鈴鹿だった。放課後顔を出すと言っていた言葉通り、この土ど壇たん場ばで到とう着ちやくしてくれたらしい。そして、さっきの天馬や冬児との連携を見る限り、先に二人と合流を果たしていたのだろう。


　これで六人が揃そろった。


「助かったぜ！　ありがとう、みんな！」


　春虎が堪こらえきれずに喝かつ采さいを上げた。しかし、合流した三人に浮うかれた様子は微み塵じんもなかった。


「何、はしゃいでんのよ、バカ！」


「気を抜くな。こいつは──」


　ビュビュッ、と鋼はがねの刃が剣光を閃ひらめかせる。たちまち、シェイバを覆おおい尽くしていた式神たちが、バラバラと切り裂さかれ崩くずれ落ちた。さらに刀身が走る。右に。左に。縦じゆう横おう無む尽じんに周りの式神を撫なで斬ぎりにする。式神たちの残ざん骸がいをまつわりつかせ、長髪を振り乱して、絶ぜつ笑しようしながらシェイバが踊おどる。


「くうぅぅぅっ……」


　ひゅうん、と日本刀の切っ先が弧こを描えがいて跳ね上がった。わき上がる本能のままに足あし踏ぶみし、身み悶もだえし、ついには蜻蛉とんぼを切って、シェイバは感情を爆ばく発はつさせる。たがが外れたかのような、圧あつ倒とう的てきな霊気の波動が押し寄せてきた。


「やったね！　最高だよ。もうダメだからな！　お前らみんな──みんな、僕のだ！」


　それは、欲ほしがっていた玩具おもちやすべてを、一度に手にした少年の歓かん声せいだったに違ちがいない。


　シェイバが床ゆかを踏ふみ割って、跳ねた。


　弾だん丸がんのように壁かべにぶつかり、跳ちよう弾だんのように跳ね返って──


　冬児へ。


「ッグ！」


　瞬しゆん間かん的に錫杖に力を注ぎ展開した呪力の盾たてを、シェイバの一刀が半ば以上切り裂いた。不ま味ずいと見た冬児は、自ら背後に跳ちよう躍やくし、辛かろうじて間合いを外す。しかし、跳躍した冬児が着地するときには、シェイバの二刀目が襲いかかる。


　すかさず鈴鹿が残っていた式神でシェイバを襲い、春虎と夏目も符術でサポートした。が、後方からの援えん護ご射しや撃げきなど、シェイバはものともしない。目の色を変えて、まず冬児に食らい付く。


「クソッ！」


　と冬児が舌打ちし、一転攻せめにかかった。錫杖のリーチを活いかし、突き入れ、払い、叩きつける。


　しかし、通じない。冬児の懸けん命めいな反撃を、シェイバは鼻歌交まじりに払いのける。膂力も身のこなしも段違いだ。それどころか、攻こう撃げきをシェイバが刀で払うたびに、錫杖が削けずられ傷ついていく。


「ムリだから！　そいつに接近戦はムリ。遠巻きに囲んで呪じゆ術じゆつで叩くの！」


　鈴鹿が怒ど鳴なりながら「[image: ]急如律令オーダー！」と呪符を投げた。


　オリジナルの火か行ぎよう符ふ。膨ふくれあがった火球が急速に収しゆう斂れんし、青白く輝かがやく光の矢となって吸い込まれるようにシェイバに急きゆう迫はく。シェイバは即そく座ざに反応。弾着する前に呪術の矢を切り落としたが、その瞬間光の矢は何本にも枝分かれし、鋭えい角かく的に軌き道どうを曲げながら全方位から式神に突き刺ささった。


　シェイバがラグ。その隙に冬児は鈴鹿の隣となりへとさらに後退。しかし、ラグりつつもシェイバは大してダメージを受けた風ではない。冬児と鈴鹿を笑いながら見つめている。


「へへ。いまのはちょっと面おも白しろいね。他ほかには？　ねえ、もっと他にもちょうだいよ！」


　ラグで途と切ぎれさせながら、それでもなお、クククッとシェイバが笑う。


　──この化け物……！


　ラグ状態ですら目め眩まいがしそうな霊圧を感じる。生成りの冬児でなければ、そもそもあの距きよ離りまで接近すること自体が困難だろう。しかも、シェイバは明らかに、まだ本気を出していない。春虎は戦せん慄りつせざるを得なかった。


「──さて！」


　ラグが解け、元に戻もどったシェイバはぐるりと肩かたを回し、意い気き揚よう々ようと歩き出す。冬児と鈴鹿が険しい面持ちで身構えた。春虎はせめてもの援えん護ごをすべく、呪符を取り出し、戦術を組み立てようとした。


　と、


「……行きます」


　夏目が小さくささやいた。え、と春虎が振ふり向いたとき、シェイバが斬きり飛ばした外がい壁へきの穴から、黄金の突とつ風ぷうが吹き込んできた。


　北斗。夏目はあえて屋内という狭せまい空間に、竜りゆうを突とつ入にゆうさせたのだ。


　春虎や京子、天馬を風圧でよろめかせ、北斗は一気にシェイバに襲いかかる。冬児たちに対たい峙じしていたシェイバにすれば、春虎たちのいる左右からではなく、油断していた背後からの襲しゆう撃げきだ。ハッと振り向いたときには、すでに北斗の顎あぎとが牙を剝むいていた。


　リスクを取って敢かん行こうした、夏目の渾こん身しんの奇き襲しゆう。いまから斬りつける猶ゆう予よはない。シェイバは目を見開き──それから壮そう絶ぜつな笑みを閃かせて、自らの左腕を盾にした。


　ガッ、と北斗がシェイバの左腕に食らい付く。そのままあごを閉じ、首を捻ひねって、左腕を食い千切る。体勢を崩すシェイバの全身に、外観が見えなくなるほどの激しいラグが襲った。


　そして、


「ッハ！」


　シェイバの全身が燃え上がったかに見えた。


　足を踏ん張り、崩れた体勢から強引に、前へ。自らの左腕をくわえる北斗の頭を、その勢いのままやり過ごし、竜の真横に回り込む。


　右の脇を締しめ、腕全体で日本刀を固定。切っ先を突き出し──北斗が気づいて慌あわてて身をくねらせたが、間に合わない。シェイバは北斗の首筋に──頭と前ぜん腕わんの間へ、肩からぶつかる。


　ズブリ、と切っ先が黄金の鱗うろこを貫つらぬいた。


　シェイバはさらに全身で刀を押す。刀身が竜の胴どうに、深く、深く、埋うめ込まれる。北斗が暴れるが、むろん容よう赦しやはしない。そのまま、床を蹴けり、竜を押し、波打つ巨きよ体たいが壁に激突。貫かん通つうした切っ先が、竜を壁に縫ぬい止めた。


　春虎たちは言葉を失った。


「……くっ。……ハハッ。竜だ。ハ……これが、竜かぁ……」


　まだ激しいラグに襲われながら、シェイバはうっとりとつぶやいた。そして、いまや全身を襲うラグは、北斗の方がさらに激しい。


「……フフ……この刀は、『髭ひげ切きり』って言うんだ。……どうだい？　すごいだろ？」


　さすがのシェイバも、左腕を食いちぎられてはノーダメージでは済まないはずだ。その美貌にも、苦痛が色濃こい。


　にもかかわらず、シェイバは楽しそうだった。


　乱れに乱れた髪かみが、美貌の上にバラバラとかかっている。シェイバは、竜を釘くぎ付づけにする日本刀──『髭切』の柄つかにもたれかかり、さらに念入りに力を込こめ、抉る。


　北斗は食いちぎった左腕を取り落とし、あごを嚙かみ締めてシェイバをにらんでいた。首を捻って嚙み付こうにも、己おのれを貫く刀身が邪じや魔まで動けない。せめてもの抵てい抗こうでシェイバの肩に尾おを叩たたきつけたが、力を込められない体勢なのか、シェイバは微び動どうだにしなかった。


　怒いかりを込めて、吠ほえる。


　シェイバが嬉うれしそうに笑う。


　と──


　唐とう突とつに北斗の姿が消えた。夏目が北斗の実体化を解いたのだ。シェイバがつんのめり、壁に当たって、ずるっと座り込んだ。その表情は、ぽかんとしているかのようだ。


　一方、


「な、夏目……！」


　夏目はがくっと片かた膝ひざをついた。


　顔からは完全に血の気が引いていた。式神と主あるじの間には、ある種の共感めいた繫つながりがあるのだ。夏目と北斗のそれはごく弱いレベルの繫がりなのだが、それでもフィードバックがゼロというわけではない。しかも、北斗が受けたダメージは、いまだかつてなかったものだ。蘆屋道満は北斗を封ふうじ込めたが、シェイバは「撃げき退たい」したのである。


　春虎が肩を抱だき「大だい丈じよう夫ぶかっ」と問いかけても、夏目はすぐには返事ができない。その額にはびっしりと汗あせが浮かんでいた。


　そこに、


「……ちょっと」


　のろのろとシェイバが立ち上がった。


「……何してんのさ？　なんで竜、消しちゃうのさ」


　ゆらり、とシェイバが夏目に向き直る。


　ずっと張り付いたままだった笑みが、顔から消えていた。春虎の腕うでの中で、夏目の身体からだが為なす術すべもなく震ふるえる。春虎も冷水に浸つかるような気持ちで、強引に夏目を立たせる。


「出してよ」


　シェイバは仮面のような表情で言った。


「出してよ。──竜！　竜、出せよぉ！」


　シェイバが怒鳴りながら夏目に向かって一歩踏み出す。


　が、その踏み出した足が床につく直前に、背後から冬児が錫しやく杖じようで殴なぐりつけた。左腕を失って、身体のバランスも崩れているのだろう。出で鼻ばなを挫くじかれた式神は、冬児の一撃で踏鞴たたらを踏んだ。


「ヤバイぞ！　逃にげろ！」


　そう叫さけび終わると同時に、冬児はシェイバの回し蹴りで吹ふき飛ばされた。しかし、シェイバの視線は夏目に据すえられたままだ。完全に狙ねらいを夏目に絞しぼっている。ただでさえ不安定だった式神が、逆上して我を失っていた。


「クッ!?　──[image: ]急如律令オーダー！」


　つかんだ護ご符ふをばらまき、春虎は夏目の手を取りダッシュ。すぐにコンが後に続いたが、


「京子!?　何してんだ！」


　京子はほとんど自失した様子で、足を竦すくませていた。


　無理もない。あまりにも衝しよう撃げき的な展開が続き過ぎている。春虎にせよ、気を抜ぬけばあっと言う間に精神が麻ま痺ひしてしまうかもしれないのだ。


　そうする間にも、シェイバを少しでも足止めしようと、鈴鹿が呪文を詠えい唱しようするのが聞こえる。鈴鹿だけでなく、天馬も。冬児だってそうだろう。


「京子！」


　春虎が怒鳴りつけると、ようやく京子はビクッと正気に戻った。しかし、シェイバが夏目を集中して狙うとすれば、むしろ自分たちの側そばにいるのは危険だ。


　というより、


　──そうか！


「お前も逃げろ！　おれたちが囮になる。あいつが離はなれたら冬児たちに合流しろっ。いいな？」


　シェイバの狂きよう気きにはいよいよ拍はく車しやがかかっている。だが、これは好機でもあるはずだ。敵が冷静さを失っているならば、その分隙すきもできるはず。現に、一度も当たらなかった冬児の攻撃が、さっきは当たっていた。


　攻撃が苛か烈れつさを増すとしても、それを凌しのぎ続ければチャンスが来るかもしれない。また、そうでも思わなければ、春虎自身、恐きよう怖ふに支配される。


「は、春虎……あ、あたし……」


　頼たよりない、か弱い、京子の声。春虎の胸が痛む。しかし春虎は心を鬼おににする。


「行けっ！」


　もう一度怒鳴りつけ、自身は夏目を引っ張って廊ろう下かを走り出した。


　間を置かず、必死に足止めせんとする鈴鹿たちの奮ふん闘とうを余よ所そに、シェイバが動き始めた。振り返らなくてもわかる。背中をジリジリ焙あぶる強力な霊れい気き。あるいは、それはもう瘴しよう気きと呼んだ方が正しいだろうか。


　ゆっくりと近づいていたシェイバの気配が──飛んだ。


「コン！」


　式神に命じ、自らも振り向き様に護符を撒まき散らす。急激な呪力の消費に、身体の力が抜け落ちていく。だが、廊下を塞ふさいだ呪じゆ壁へきと狐きつね火びを、シェイバは易やす々やすと突とつ破ぱした。


　しかし、


「……[image: ]急如律令オーダーっ！」


　夏目。北斗のショックから立ち直ったのか、まだ真っ青な表情のまま、春虎に続いて呪符を打った。「夏目っ」と叫んで確かく認にんする春虎に、しっかりと頷うなずき返し、再び走る。シェイバはさらに追うが、今度はその足あし下もとをすくうように背後から鈴鹿の式神たちが殺さつ到とうした。続いて冬児。さらに、また鈴鹿。


　とっさに思いついた囮になる作戦は、予想以上に図に当たった。シェイバはもはや、背後など気にも留めない。鈴鹿と冬児の攻こう撃げきを、すべてその背に受けている。


　ただし、二人のすべての攻撃を受けながら、傷つく気配はまるでなかった。全身に残るラグは、あくまで北斗による左腕のダメージだろう。化け物め、と春虎は再び奥歯を嚙む。それでも、砂時計の砂をひと粒つぶずつ稼かせぐように、わずかな瞬しゆん間かんをかき集めては、シェイバから距離を開けた。ひたすらに廊下を走る。


　すると、


「はは、春虎様！　このままでは行き止まりになります！」


　コンの警告に、春虎は瞬間泡あわを食ったが、


「い、いやっ。その手前にトレーニングルームがあった。あそこは反対側にも出入り口があったはずだ！」


　それに、甲こう種しゆ呪術用のトレーニングルームには、部屋全体に結界が張られている。あそこに逃げ込み結界を強化すれば、さらにもう少しでも時間を稼げるかもしれない。


　そんな幼おさな馴な染じみの意図を読んだのか、夏目が振り返り、五枚の五行符を放った。


「──バン・ウン・タラク・キリク・アク！」


　廊下に光の五芒星セーマンを張る。そして、シェイバが呪壁を突破する間に、春虎と夏目、コンは、トレーニングルームに駆かけ込んだ。


　部屋に入ってすぐに春虎は音を立ててドアを閉め、横に添そえられていた注し連め縄なわを渡わたして結界を作動。肩かた越ごしに夏目を振り返って、


「夏目！　この結界、もっと強化して──」


　声が途と切ぎれた。


　夏目が目を丸くして室内を見つめている。春虎も、その視線を追って絶句した。


　塾じゆく生せいたちだ。


　トレーニングルームの隅すみに集まり、肩かたを寄せ合って震えている。しかも、飛び込んできた春虎たちを見ると、


「は、春虎か!?」


「土御門君！」


　うち何人かの塾生が驚おどろいて声を上げた。クラスメイトだ。霊れい災さいが発生したとき、まだ局舎に残っていたらしい。


　そう言えば、先月の襲しゆう撃げき事件の際、塾生たちは地下の呪練場に避ひ難なんして事なきを得た。だから今回も、脱だつ出しゆつする余よ裕ゆうのなかった者たちは、結界のあるトレーニングルームに逃げ込んで隠かくれていたのだろう。


「なあ、これいったいどうなってんだよ！　外はいまどうなってんだ!?」


「まだ霊災は修しゆう祓ふつされてないのっ？　祓ふつ魔ま官は何してるの!?」


　口々に質問を投げかけるクラスメイトたち。他ほかの塾生たちも、春虎と夏目に縋すがるような眼まな差ざしを向ける。緊きん張ちようが限界に達し、パニック寸前だ。春虎たちは目を見開いて、立ち尽つくす。


「……なんてこった」


　と呻うめいた直後、結界越ごしにすらわかる霊気が、閉めたドアの向こうで肉にく薄はくした。


「っ！　離れろ！」


　コンに命じ、夏目を押しやって、ドアから離れる。間を置かず、閉じたドアから切っ先が飛び出した。


　ドアから生えた切っ先は、渡した注連縄を切断。バチバチと結界の火花が飛び荒あれる中、ドアを貫かん通つうした刀に、ぐっ、と力が込こめられる。そして、引き抜かれることなく、そのまま一気に真横に振り抜かれた。


　凄すさまじい斬ざん撃げき。ドアどころか、一面の壁を、さらには中庭に面する外がい壁へきまで、一刀のもとに斬きり崩くずされた。


　舞まい上がる粉ふん塵じんに、どっと流れ込む霊気と瘴気。逃げ遅おくれた塾生たちが、けたたましい悲鳴を上げる。


　跡あと形かたもなくなったドアと壁の向こうに、シェイバが立っていた。


　笑え顔がおの消えた美び貌ぼうには、失った腕の苦痛の他に、怒りと苛いら立だちが浮うかんでいる。眼光は狂気に燃え、乱れ髪がみがおどろおどろしい幽ゆう鬼きのようだ。


「……竜りゆうは？」


　シェイバは端たん的てきに繰くり返した。春虎はとっさに夏目を後ろに庇かばった。


　ここで抵てい抗こうすれば、クラスメイトや塾生たちを巻き込むことになるかもしれない。かといって、ろくな抵抗もなしでは、逃げる隙など与あたえてもらえない。いや、それ以前に、抵抗できるかどうかすら怪あやしいのだ。


　──どうする!?


　と春虎が固まったときだ。


「おいっ！　大だい丈じよう夫ぶかっ!?」


　外壁が崩れた箇か所しよからは、中庭が見通せた。向こうからもトレーニングルームの惨さん状じようが見えたのだろう。離れた場所にいた祓魔官の一団が、こちらの様子に気づいた。


　第十三小隊の祓魔官たちだ。


　彼らは事態の深刻さを一瞬で見て取った。すぐさま駆けつけようとするが──


　びゅっ、とシェイバがそちらを振り向きもしないまま、背後に『髭ひげ切きり』を走らせた。


　再び大地を抉えぐるような巨きよ大だいな斬撃が駆け抜けた。祓魔官たちとの間に土砂が舞まい上がり、霊気が吹き荒れる。ただのひと振ふりが砲ほう弾だんのようだ。さっきまでのシェイバが、本当に「遊んでいた」のがよくわかる。


　シェイバの攻撃を受けた十三小隊は、慌あわてて散開しつつも反撃に出ようとした。しかし、塾生たちの姿に気づいて呪文の詠唱を停止する。彼らのいる中庭から攻撃すれば、塾生にまで害が及およぶからだ。


「……ダメかっ！」


　と春虎が舌打ちしたとき、しかし、今度は横合いから、仲間の援えん護ごが追いついた。


「[image: ]急如律令オーダー！」


　鈴鹿の叫さけび声と共に、廊下の奥からさっきの火行符──光の矢が飛来する。それも、一気に三本。途と中ちゆうで枝分かれし、幾いく本ほんもの矢となって残らずシェイバに突つき刺ささる。バリバリとラグが走る。


　しかし、シェイバはもう、振り向こうともしない。祓魔官たちに邪じや魔まされる前に、やりたい放題暴れたいのだろう。おもむろに踏ふみ出し、トレーニングルームに足を踏み入れた。


「……あの竜、君の式神でしょ？」


　と、夏目に向かって、ぶつぶつ譫うわ言ごとのように問いかける。


　いや──


「……君の式神なんだから、君が死にかけたら、出てくるよね？」


　問いかけではない。確認ですらない。自分で自分に言い聞かせる、一方的な決めつけだ。


　ぞわりと鳥とり肌はだが立つ。


「春虎様！」


　コンが警告した。しかし、春虎は夏目を庇ったまま動かない。すると、夏目が春虎の背後で、決死の覚かく悟ごの呪術を用意し始めるのがわかった。手印を結び、呪文の詠えい唱しようを開始。なら、その術が完成するまで、身を挺ていして守らねばならない。


　シェイバが動いた。春虎は手を走らせた。呪符の早はや撃うち。叩たたきつけるように展開した呪符はしかし、シェイバの霊気にあえなく搔かき消される。諦あきらめず、もう一枚。さらにもう二枚。三枚。いまにも息が切れそうだ。


　──視みろっ。視ろ！


　シェイバの霊気の動きから、その挙動を事前に読み取る。そして、その動きを悉ことごとく阻そ止しすべく、細かい攻撃を当てていく。敵を凝ぎよう視しする左目が痛い。頭の芯しんもガンガン痛む。それでも春虎は、符術を駆く使しし続ける。


　シェイバが面めん倒どうそうに顔をしかめた。凶きよう悪あくな形相。ぐんっ、と一気に迫せまってきた。蠅はえでも追いやるような適当な動作で、目め障ざわりな人間目がけ、『髭切』を大きく振りかぶる。


「春虎！」


　冬児が廊下の奥から駆け込んできた。


　崩れた壁から、手にしていた錫しやく杖じようを投げる。シェイバにではなく春虎に。春虎はとっさに錫杖を受け取り、渾こん身しんの呪力を注ぎ込む。


　頭の芯が焼き切れそうだった。それでも集中し、呪力を操あやつる。諦めてしまうわけにはいかない。自分の後ろには、夏目がいる。


　シェイバが『髭切』を振り下ろした。


　春虎は錫杖を真横に構え──集中。刃やいばに籠こもる力を、そして太た刀ち筋すじを「視」切り、斬撃を受け止める。


　しかし、


　──あ。


　シェイバの一刀は、春虎の呪力ごと、錫杖を叩き斬った。


　そのまま振り下ろされる切っ先が、春虎の顔面に降ってくる。


　コンが物も言わず、横から春虎に体当たりした。加減する余裕のない、全力の体当たり。『髭切』の切っ先が、春虎を掠かすめ、コンのしっぽの毛を散らして、直前まで春虎の立っていた床ゆかを割る。春虎はコンと揉もみくちゃになりながらトレーニングルームの床を転がり、ベンチにぶつかった。「グッ!?」と呻き声をもらしつつ、急いで顔を上げる。


「夏目!?」


　振り下ろされた斬撃は剣けん風ぷうを起こし、図らずも回かい避ひした春虎の代わりに、その後ろにいた夏目を直撃していた。夏目の制服が音を立ててなびき、黒い長ちよう髪はつが旗のように翻ひるがえった。


　一瞬肝きもを冷やす。


　しかし、シェイバの一刀は、壁かべを崩したときのものとは違ちがっていた。


　シェイバが、ふん、と鼻を鳴らし、


「……いまので出ないってことは、呼ばないと無理かな？」


　忌いま々いましげにつぶやいた。


　──野や郎ろうっ!?


　春虎が身体からだを起こす。残っている呪符に手を伸のばす。


　しかしそのときには、夏目の呪術が完成していた。


「朱す雀ざく！　玄げん武ぶ！　白びやつ虎こ！　勾こう陣じん！　南なん斗と！　北ほく斗と！　三さん台だい！　玉ぎよく女じよ！　青せい龍りゆう！」


　九く字じ切り。


　もっとも基本的な『汎はん式しき』のひとつ。だが、五芒星セーマン同様、基本であり神しん髄ずいでもある、正道の呪術だ。夏目のそれは、修験道系ではなく陰おん陽みよう道どう系の作法に則のつとった九字の呪法だった。横に五本、縦に四本の格子紋ドーマンが浮かび上がり、その光こう跡せきが、白く目ま映ばゆい光を放つ。


　光はシェイバの目を焼き、


「──っち！」


　と式神を怯ひるませた。


　むろんこれで倒たおせるはずがない。しかし、いまのうちにこの場を逃にげることはできる。


　できると思った。


　甘かった。


「ああぁぁあ！　うっとうしい！」


　シェイバが大声で喚わめき、でたらめに刀を振るった。まるで子供の癇かん癪しやくだ。だが、『髭切』のひと振りごとに、鋭えい利りな呪力が辺りを飛び交かう。天てん井じように、床に、壁に、ピシッと鋭するどい太刀傷が走った。辺り構わず飛散する呪力に、トレーニングルームが軋きしみを上げた。


　そして、その中のひと太刀が、部屋の隅に固まっていた塾じゆく生せいたちを襲おそった。


　春虎が息をのむが、どう足あ搔がいても間に合わない。代わりに夏目が動いた。とっさに護符を投じ、呪壁を展開。盾たてにするというより直接ぶつけて斬撃の軌き道どうを逸そらす。


　呪力の斬撃は唸うなりを上げ、悲鳴と共に身を竦すくめる一団の、真横の壁に激げき突とつ。またしても壁を崩ほう壊かいさせた。


　緊張の一瞬を経へて、夏目の顔に安あん堵どが過よぎる。だがそれは、貴重な逃とう亡ぼうのための時間と引き替かえだった。


「見つけた！」


　気がつけばシェイバは眩くらんでいたはずの双そう眸ぼうで、しっかと夏目を見み据すえていた。夏目が痛つう恨こんの面おも持もちで後あと退ずさる。幸い、間合いの外。しかし、シェイバは構わず『髭切』を一いつ閃せんさせる。


　刀は空を切った。


　しかし、その一刀は力を孕はらんで、渦うずを巻いた。


　鋭利な呪力の渦。躱かわせない。夏目の身体が渦にのみ込まれる。


　あまりにも、あっさりと。


　春虎の絶ぜつ叫きようが木霊こだました。





　　　　３




　京子はすでに限界を超こえていた。


　人が一人、目の前で死んだのだ。もちろん、双そう角かく会かいに関しては、これまでも何人もの死者が出ていることは知っている。「情報として」知っていた。二年前の霊れい災さいテロでは首しゆ謀ぼう者しやとなった鈴鹿の父親が死んでいるし、他ほかにも多数の死傷者が出た。この春のテロでも、首謀者と見られていた人物は、最後に自じ刃じんしたと聞いている。ひょっとすると、今回の双角会狩がりでも、死者が出ているかもしれない。


　しかし。


　ついこの前話した相手が。顔も名前も知っている人間が、目の前で斬きり殺されたのだ。


　平静でいられるわけがない。


　しかも、直後に巻き込まれた霊災は、春の霊災テロに匹ひつ敵てきするものだった。もちろん、都内全域を恐きよう怖ふに陥おとしいれた『タイプ・キマイラ』の跳ちよう梁りように比べれば、被ひ害がい地域は比べものにならないほど限定されているかもしれない。しかし、その事実が当事者にとって、なんになるというのだろうか。実技試験のときだって、その後の神じん宮ぐう外がい苑えんのときだって、京子は死ぬほど恐おそろしかったのだ。それを必死に耐たえて、頑がん張ばっていたのだ。


　霊災を前にして、平気でなんかいられるわけがないではないか。


　しかも今回は周りに大人は一人もいない。春虎や夏目は頼たよりになるが、そういう問題ではないのだ。「自分たちでどうにかしなければならない」というプレッシャーは、まるで種類が違うのである。


　それでも、蘆屋道満の襲しゆう撃げきのときのように、京子は必死に自分を保った。春虎や夏目と共に戦って、霊災から逃げ続けた。負けたくない。負けて堪たまるかと強がって、自分を励はげまし、奮い立たせた。


　しかし──


　シェイバは無理だった。


　鏡の式神が、自分の左ひだり腕うでを犠ぎ牲せいにして北斗を貫つらぬいたとき。笑いながら、楽しそうに、止とどめを刺したとき。


　京子の心もまた、止めを刺されていた。


　もう嫌いやだ。


　もういや、と。


「京子！」





　春虎に怒ど鳴なられ、ようやく正気に戻もどる。しかし、戦意など尽つきていたし、自分を支える力すら砕くだけていた。そんな有様を見て、春虎が自分に同情するのがわかった。恥はずかしくて泣きたくなったが、それでも勇気は湧わいてこなかった。自分でもどうしようもない。自分はもう、負けてしまったのだ。


　そして、春虎と夏目は自らを囮おとりにして、暴走するシェイバを誘ゆう導どうし始めた。


　恐ろしい式神が、二人を追って行く。自分から離はなれていく。


　ほっとした。


　それは、自分でも驚おどろくほどの安堵だった。笑え顔がおすらこぼれそうになった。


　そんな自分に、愕がく然ぜんとした。


「くそったれ！」


　罵ば声せいを上げ、角と牙きばを生やした冬児が、全力でシェイバのあとを追っていく。鈴鹿もそのあとに続きながら、必死の形相で次々に呪術を繰くり出す。春虎の指示が甦よみがえった。冬児たちに合流して──合流して、どうしろと？　まだ戦わなくてはならないのか？


「倉橋さん！」


　声をかけられ竦み上がった。振り返ると、厳しい表情の天馬が、座り込む京子をのぞき込んでいる。


「大だい丈じよう夫ぶっ？　怪け我がは？」


　真しん剣けんに確かく認にんする声に、のろのろと首を横に振る。天馬はほっと息をついた。そして、力強く京子の腕うでを取って、言った。


「行こう！」


　噓うそだと思った。


　しかし、天馬は本気だった。


　はっきり言って、天馬は自分より遥はるかに弱い。喧けん嘩かならともかく、呪術戦ではまず自分には勝てないはずだ。実際、シェイバとの戦いでも、最初の陽動を除けば役になど立っていないのだ。もしもシェイバの反撃を喰くらえば、他の者のように、わずかでも防ぼう御ぎよすることさえできないに違いない。巻き込まれるだけで、大おお怪け我がをするはずだ。


　なのに……。


　それでも天馬は、「行こう」と言う。そしてその言葉には、一片の迷いもない。仲間を助けるために、本気で駆かけつけようとしていた。


　なんて自分と違うのだろうか。


　すでに判断力は失われていた。自分がどうしたいかすらわからなかった。京子は、天馬に手を取られるまま立ち上がる。そして、精神を痺しびれさせたまま、


「……行きましょう」


　と応こたえていた。


　天馬が頷うなずき、冬児と鈴鹿のあとを追いかける。京子もさらにそのあとを追う。走る。


　一度へたり込んだためだろう。いざ動きだすと全身が痛かった。へとへとで、いまにも倒れ込みそうだ。それでもとにかく、走る。こんな状態で何ができるとか、追いついたあと何が待っているかなど、頭の片かた隅すみにも浮うかばない。ただ先で待つ巨きよ大だいな霊気を目指し、一いつ生しよう懸けん命めい、走る、走る。


　トレーニングルームだ。


　手前の廊ろう下かに、鈴鹿と冬児、天馬がいた。また、壁が崩くずれて中の様子がうかがえた。


　シェイバがいる。夏目がいる。春虎とコンがいる。しかも、奥には他の塾生たち──中にはクラスメイトまでいた。ここに避ひ難なんしていたらしい。


　そして──


　京子が室内の様子を確認した直後、シェイバの剣けんが作る呪力の渦に、夏目の身体が飲み込まれた。


　春虎の絶叫が木霊した。


「夏目!?」


　冬児と京子が凍こおり付き、天馬が愕然と目を瞠みはる。うそ、と京子の心は、目にした光景をとっさに否定した。


　悪い冗じよう談だんだ。こんなにもあっさり、夏目が倒れるわけがない。土御門家の次代当主なのだ。陰おん陽みよう塾じゆくの誇ほこる天才なのだ。子供のときからずっと憧あこがれていた、再会してからも幾いく度どとなく救われた、京子の大切なヒーローなのだ。


　しかし、脳のう裏りに甦るのは、血溜だまりに倒れ伏ふす江え藤とうの姿。


　さあああ、と為なす術すべもなく、全身の血の気が引いていく。


　そして──


　夏目は、生きていた。


　ただし無事では済まなかった。鎌かま鼬いたちさながらの呪力の渦は、夏目の着ていた制服を、ズタズタに切り裂さいていた。


　そして、


「きゃあ！」


　渦から吐はき出された夏目が、床ゆかの上に転てん倒とうする。


　切り裂かれた制服に、鮮せん血けつの色はない。代わりに、制服の下から真っ白な──男子用の烏からす羽ば色をした布地と対照的な、滑なめらかな肌はだがのぞいていた。


　京子の思考が空転した。


「……え？」


　その一いつ瞬しゆん、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化していたトレーニングルームが、静せい寂じやくに包まれた錯さつ覚かくがした。


　塾生たち、特にクラスメイトたちが、言葉を失っているのがわかった。


　床に倒れた夏目が、「くっ!?」と顔を赤らめ、制服の切れ端はしを胸むな元もとにたぐり寄せる。しかし、それはある意味無む駄だな足搔きだった。狩かり衣ぎぬを模した制服の、和装のシルエット。その下に隠かくされていたたおやかな肢し体たいの曲線が、いまははっきりと見て取れる。


　髪かみを束ねていたリボンが解け、長い黒くろ髪かみが剝むき出しの肩かたから胸元に流れ落ちる。夏目の表情が羞しゆう恥ちに染まる。しかし、そんな表情まで、可か憐れんで色めかしい。


　その姿はもう、どう言い繕つくろうこともできなかった。男子のものでは、あり得なかった。


　やっぱり。


　ここ何日も、心のあちこちに、浮かんでは消えていた、幾いくつもの疑ぎ惑わく。


　それが、一いつ斉せいに明めい滅めつし、京子を埋うめ尽くした。


　京子の表情が崩れる。泣いているような、笑っているような、それは混こん沌とんとした歪いびつな──剝き出しの表情だ。


　そうなんだ、と京子は理解した。


　土御門夏目は──


　京子のヒーローは──





　女の子なのだ。
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「夏目!?」


　自らの絶ぜつ叫きようがのどを焼くようだった。


　必死に駆けだしながら夏目を飲み込んだ渦うずを「視み」る。目が痛いとか頭が割れそうだとか、死ぬほどどうでもよかった。痛みはついに心臓に達するかと思ったが、それでも構わなかった。


　──夏目！


　全ぜん霊れいで、夏目を視る。


　夏目は、生きていた。


　呪じゆ力りよくの刃やいばは、なぜか夏目の身体からだを傷つけることなく、その衣服だけ切り裂いた。


　そして、夏目が渦から吐き出される。「きゃあ！」と床に放ほうり出される。そのあられもない姿を目の当たりにし、塾生たちが息をのむのがわかった。


　──しまった!?


　気づかれた。


　夏目の正体がバレてしまった。よりにもよって、クラスメイトたちがいる前で。


　しかも、いまさら気づいたが、夏目が男装していたときの呪術が消えている。夏目は男装の際、女性が帯びる陰いんの気を、男性の陽の気に偽ぎ装そうしているのだ。北ほく斗との──竜りゆうが発する陰の気を自身の陰の気に掛かけ合わせることで、陽の気を帯びるようにしているのだった。


　しかしいま、北斗のダメージが大きすぎたのか、式神からの陰の気が弱り、夏目の霊気が本来の陰の気に戻っている。これでは誤ご魔ま化かしようもない。


「くっ!?」


　夏目が赤くなりながら、切り裂かれた制服を胸元にたぐり寄せる。剝き出しになった細い腕は、小さく震ふるえていた。泣き出しそうな幼おさな馴な染じみの顔に、春虎のはらわたが煮にえくり返る。


　一方シェイバは、夏目を見下ろし、苛いら々いらと口を歪ゆがめた。


「なんだよっ。形かた代しろも持ってないの？　頭にくんなあ……」


　それを聞いて、シェイバの意図がわかった。夏目をひと息に殺さなかったのは、主あるじが死んで、式神が出てこなくなる可能性を危き惧ぐしたからだ。そして、北斗の形代を見つけるために、夏目の制服を八つ裂ざきにしたのだろう。


「仕方ない。じゃあ、腕とか足とか斬きり飛ばすか。頼たのむから死ぬ前に──」


「ざけんな！」


　真っ二つに両断された錫しやく杖じようを両手に握にぎりしめ、憤ふん激げきに駆られるまま、春虎がシェイバを殴なぐりつける。


　当たった。


　が、それはつまり、シェイバが春虎など、まったく相手にしていない証しよう拠こでもあった。


「邪じや魔まだよ」


　と砂でもかけるように繰り出した蹴けりは、まともに食らっていれば即そく死ししていただろう。春虎を救ったのは、ギリギリで間に滑すべり込んだ冬児。交差させた両りよう腕うでに蹴りを受け、逆にシェイバの体勢を突つき崩す。「おっと」とシェイバがよろめいた隙すきに、春虎を抱かかえ、夏目をつかんで、思い切り後ろに飛び退すさった。


「バカ虎が！　頭を冷やせっ！」


　冬児がそう怒ど鳴なりつけたが、


「うるせえ！」


　春虎も、怒鳴り返した。


　その間にも、コンが狐きつね火びで視界を覆おおい、鈴鹿が符術で攻こう撃げきするが、シェイバは一いつ切さい省かえりみない。床を蹴り、日本刀を振ふりかざし、春虎たちに飛びかかる。


　冬児は春虎と夏目を一いつ緒しよに放り投げ、その勢いで自らも身を投げ出しながら、式神の斬ざん撃げきを回かい避ひした。背後の壁かべが、吹ふき飛び、トレーニングルームに新たな穴が空く。すでにトレーニングルームは崩ほう壊かい寸前だ。天てん井じようから埃ほこりが舞まい落ちる中、シェイバは、ぐいっ、と頭を巡めぐらせ、投げ出された春虎と夏目を視線で追った。


　目が合う。


　シェイバの顔には、獲え物ものをなぶる嘲ちよう笑しようがあった。


　春虎は、耐たえ難がたい怒いかりに全身を奮わせた。


　──このっ!?


　投げ出された際夏目を庇かばうため、手にしていた錫杖は放り出していた。春虎は膝ひざ立ちになりながら、ありったけの呪符を力の限り握りしめた。己おのれをすべて燃やし尽つくす勢いで、霊気を呪力へと練り上げた。


　稲いな妻ずまの如ごとき激痛が、脳天を貫つらぬき、つま先まで駆けていく。


　腹が立った。


　悔くやしかった。


　この呪符をすべて叩たたきつけたところで、目の前の式神は、歯牙にもかけやしないのだ。自分が命を賭かけて攻撃しても、シェイバは傷ひとつ負いはしないのだ。


　大切なものを守れないのだ。


　ぎゅっ、と腕うでの中の夏目が、春虎に縋すがり付いた。


　渇かつ望ぼうが、爆ばく発はつする。


　足りない。足りない。足りない。


　霊力が。呪力が。見けん鬼きの才が。力が。何もかもが。


　不意に、模も擬ぎ戦のときの感覚が春虎の中に再現された。江藤の不動金かな縛しばりをくらい、束そく縛ばくされた自分。あのときと同じだ。自分は縛しばられている。「殻から」の中に閉じ込められている。自分を閉じ込める「殻」を突き破ろうと藻も搔がきながら、苛いら立だち、「もどかしさ」を募つのらせている。


　この「殻」さえなければ。


　もっと直接、視ることが──触ふれることができれば。


　──待て。


　いま自分は「殻」の中から、外の世界を「視」ている。夏目の施ほどこした呪術を介かいして。左目の下に描えがかれた五芒星セーマン。天空の星を象かたどった、土御門家の家か紋もん。陰おん陽みよう道どうの呪じゆ紋もん。


　殻の中と外を繫つなぐ、ささやかなゲート。それは同時に、ひび割れでもあった。自分を封ふうじる強固な殻に、わずかに刻まれた孵ふ化かへの手て掛がかり。そう感じた瞬間、春虎はひび割れに力を収しゆう斂れんさせた。


　集中。


　全霊で、集中する。


　そして、





　──バキンッ──





　と、何かが破は壊かいされる音が、春虎の内側で、大音おん響きようで轟とどろいた。


　おそろしく不気味な音。身の毛がよだつ不ふ吉きつな響ひびき。不可逆的な──二度と取り返しがつかないとわかる、決定的な破壊音だった。


　破壊されたのは土御門春虎という存在そのものだったかもしれない。それでも構わないと思った。それで夏目が守れるのなら、あとはどうなろうが構わない、と。





　そして闇鴉レイヴンは翼つばさを広げた。












　五章　厳かに闇が浮上する
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　世界が霊れい気きに充みちているのが視みえた。


　春はる虎とらは、驚きよう愕がくする自我を残し、心が遥はるか彼方かなたに飛ひ翔しようして、拡散するのを感じた。ちっぽけな自分を、天空から見下ろすような不思議な感覚を覚えた。


　色んなものが視える。土つち御み門かど春虎の霊気。それに寄り添そう、土御門夏なつ目めの霊気。春虎と繫がるコンの霊気。わずかに離はなれた阿あ刀と冬とう児じの鬼き気き。クラスメイトたちの帯びる、各おの々おのの霊気。さらには、室内で渦うず巻まく霊気と瘴しよう気き。呪術の残ざん滓したる呪力の流れ。


　そして目の前で猛たける、式神、シェイバ。


　シェイバの霊気は恐おそろしく強大だった。周りの霊気に比べ、圧あつ倒とう的てきな存在感を放っている。自分たちが何に挑いどもうとしていたのか、春虎はようやく理解した。


　春虎の視界はさらに広がる。


　廊ろう下かから支し援えんしようとしている鈴すず鹿か。その隣となりの天てん馬まと京きよう子こ。中庭には、急いでこちらに接近しようとしている、第十三小隊の祓ふつ魔ま官たちがいる。その向こうには、他ほかの小隊。そして祓魔官たちに包囲された、複数の動的霊れい災さい。春虎はいつしか、支局の敷しき地ち全体を俯ふ瞰かんしていた。シェイバや霊災を中心に、人々の霊気が曼まん荼だ羅らにも似た模様を描く。その光景に、春虎は見とれる。心を奪うばわれる。


　そして不意に、「ある気配」に気がついた。


　上だ。春虎は頭上に意識を向ける。遥はるかな天空。どこまでも広大な空間。世界そのものに、意識を広げる。


　そして、春虎は視た。広大な世界に隠かくれる、いくつもの巨きよ大だいな「存在」を。いや、それはもう、「巨大」という概がい念ねんでは表現できない。なぜならそれは、遥か彼方にも、すぐ側そばにも、至る所に遍在しているからだ。「空間」を超ちよう越えつして「存在」しているからだ。個であり、また無数でもある。それは、春虎の──人間の認にん識しきでは、捉とらえることの不可能な在あり様だった。


　しかし、「ある」ことだけはわかる。「いる」ことだけは感じられる。


　春虎は、自分がわけのわからない感動を覚えるのを、他ひ人と事ごとのように感じていた。それは、単なる錯さつ覚かくだったかもしれない。もしくは、臨死体験と呼ばれるものだったかもしれない。もちろん、それら以外の何かだったかもしれないが……所しよ詮せん春虎にはわからない。


　ただ──


　一いつ瞬しゆんですらない、刹せつ那なの時。春虎の翼は、確かに天に達していた。
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　そして、顔面を焙あぶる攻撃的な霊気に、春虎は我に返った。


　──いま。


　何があった？


　わからない。それを思い起こす前に、遥かに切せつ迫ぱくした危機が眼前に迫せまっている。


　シェイバの顔には、獲物をなぶる嘲笑があった。


　身体からだを沈しずめ、刀を構えて、こちらに跳ちよう躍やくしようとした。


　その圧倒的な霊力は、いまの春虎にはどう足あ搔がいても太た刀ち打ちできるものではない。少なくとも正面からは。しかし……。


　──ここだ。


　握にぎりしめていた呪じゆ符ふの術式を確認。目で見る必要はない。そもそも、見けん鬼きの才とは──「視る」とは、視覚に頼たよることではない。己おのれの霊気で感じて、必要な術式を選せん択たく。その術式にだけ呪力を流す。それも、これまでのように、ただ流すのではない。滾こん々こんとわき出す霊気を、瞬時に「相応ふさわしい形」に練り上げ、ぐっと圧縮して呪符に挿そう入にゆう。


「──[image: ]急如律令オーダー」


　手の中の水すい行ぎよう符ふが、一条の光線のように飛び出した。鉄てつ砲ぽう水みず──というより、超ちよう高圧をかけて発射する水の弾だん丸がんだ。狙ねらいは、嘲笑を浮うかべるシェイバの右目。ピンポイントの攻撃に、シェイバが思わず驚おどろきの表情を見せる。反射的に、身を捻ひねって回避するが、


「[image: ]急如律令オーダー」


　再び、今度は木もく行ぎよう符ふが春虎の手中から飛び出し、身を捻るシェイバの足あし下もとに滑り込んだ。細く短い、ただしワイヤーのように強きよう靭じんな蔓つる草くさが、床ゆかについていたシェイバの軸じく足あしの、足首に絡からみつく。シェイバのバランスが大きく崩くずれ、


「[image: ]急如律令オーダー」


　三度呪符が飛ぶ。火か行ぎよう符ふ。ただし、三枚目は呪符の術式をリライトした。眼前で膨ふくれあがった火球が、収斂し、青白く輝かがやく光の矢に。鈴鹿が使ったオリジナルの火行符の術式を、見よう見まねで再現する。


　しかもそのとき、ひとつ目の符術の水の弾丸が、躱かわされたあとに軌き道どうを曲げて、シェイバの足下に着弾した。


　絡みついていた蔓草が弾丸の水気を吸収し、足首を離れて空中に枝を伸のばす。


　光の矢は、まずその枝に突つき刺ささった。


　枝が一気に燃え上がりながら、光の矢に吸収される。水気を吸収して力を増した木気が、さらに火気に吸収されて、矢が目ま映ばゆい光こう輝きを放つ。すべては瞬まばたきする間もない一瞬の出来事だ。


「──ちっ！」


　シェイバの刀が跳はね上がり、突き立つ寸前の矢を斬り払はらった。その瞬間、矢は無数の光線に枝分かれして、レーザーの如くシェイバを襲おそった。


「は、春虎君!?」


　腕の中の夏目が驚いて春虎を見上げる。しかし春虎は返事をせず、ラグるシェイバを見み据すえたまま、夏目を抱だいて素す早ばやく立ち上がった。


　余った五ご行ぎよう符ふを一度呪符ケースに戻もどし、制服の上着を脱ぬいで、夏目の肩かたにかけてやる。夏目の手が、春虎の手を握りしめた。


　こんな小手先の技わざでどうこうできる相手ではない。現に、シェイバの霊気は、些いささかも減じていない。


　しかし、


　──やれる。


　いま、春虎には、すべてがはっきりと「視」えていた。


　直前までのもどかしさが噓うそのように、霊気が、呪力が、その有り様が手に取るようにわかる。己の中の力も、自在に操あやつれる気がする。おそらく、自分は本当に壊こわれてしまったのだろう。肌はだの下の神経が剝むき出しになったように鋭えい敏びんになり、動脈が切れて止めどなく流血するように力が湧わいてくる。


　それが何を意味するか春虎にはわからない。


　が、少なくとも、これで戦える。


　あのクソ野や郎ろうをぶちのめしてやれる。


「やりやがったな！」


　シェイバが怒ど鳴なり、斬きりかかった。春虎はまとめて護ご符ふを投げる。


　シェイバの振ふるう一刀の前に、春虎の呪じゆ壁へきなど紙くず同然。だから絞しぼる。威い力りよくを束ねる。壁ではなく、盾たてに。さらに絞り込み、拳こぶし大に。それを、『髭ひげ切きり』の太刀筋すじに沿って、幾いく重えにも重ねる。シェイバはその防ぼう御ぎよを悉ことごとく切り裂さいたが、勢いは大きく殺された。春虎は夏目を抱かかえたまま、敵の斬ざん撃げきを回かい避ひする。


　斬撃を躱されたシェイバが、顔を歪ゆがませて二の太刀。春虎は再び護符を利用して、これを躱す。夏目を抱え、踊おどるように回避しながら、シェイバの動きを把は握あくし続ける。


　──そうだ。


　北ほく斗とと同じく、シェイバは式神なのだ。主あるじの指示なく動くとき、その動きはよく言えば噓がなく、悪く言えば稚ち拙せつになる。


　──もっとだ。もっとよく「視」ろっ。


　シェイバの動きを。シェイバの呼吸を。シェイバの本質を、春虎は探さぐる。外観に惑まどわされてはいけない。こいつは人間ではなく式神だ。あらゆるものを、貫つらぬき、切り裂く、霊的存在。その本質は──


　──……刀！


　春虎が目を見開いた。シェイバの手にある日本刀。『髭切』。そう言えば、幾いく度どもラグに襲われながら、あの『髭切』だけはラグが起きていない。シェイバそのものは霊的存在だが、『髭切』は物質的に存在するのだ。


　つまり、


　──こいつの形かた代しろか！


　シェイバは『髭切』を核かくに実体化している霊的存在なのだ。


　では、日本刀の式神を相手に、どう戦術を組み立てるのか。


「コン！」


　春虎は己の護法に命じた。


　コンとの繫つながりも、いまだかつてないほど緊きん密みつに感じる。春虎は護法に向けて、大出力で呪力を注ぎ込んだ。怒ど濤とうのように流れ来る主の呪力に、コンが青い双そう眸ぼうを瞠みはる。忠実な春虎の式神は、耳としっぽを逆立て、全身をびりびり震ふるえさせて、与あたえられた呪力を一ひと滴しずく残らず吸収した。


「放て！」


「はっ！」


　コンの狐きつね火び。


　熱波が部屋を走り抜ぬけた。


　美しくも荒あら々あらしい青い炎ほのおが、軛くびきを解かれた奔ほん馬ばのようにシェイバを襲う。式神は一瞬で燃え上がり、その口から怒いかりの悲鳴が上がった。


　シェイバは刀。その霊気は金ごん気き。五行相そう剋こくの火か剋こく金ごんだ。しかし、シェイバは『髭切』を振るって、まとわりつく狐火を斬り払う。


　相あい性しようが悪くとも、とにかく力の総量が違ちがいすぎるのだ。シェイバの霊気を相剋するには、もっと強大な力がいる。


　──火気……火気！　五行符で五気を相そう生しようさせて……いや、ダメだっ。おれの符術じゃ、どうやっても威力が足りない。相生させるにしても、もっと……もっと強い霊気を……！


「もういいっ！　お前ら二人とも、もう殺してやる！」


　シェイバが逆上して襲いかかった。すでに護符は尽つきている。躱せない。が、春虎はこちらに向かって走り寄る、頼たのもしい鬼気を捉えていた。


「──さすがに隙すきだらけだろっ」


　生なま成なりの渾こん身しんの拳が、横からシェイバを吹ふき飛ばした。追い打ちで、鈴鹿の符術が式神を打つ。注意が逸それた隙に、もう一度冬児がしかける。


　本来なら敵かなわない相手だ。しかし、意識が春虎と夏目に向かっているため、シェイバは冬児と鈴鹿の連れん携けいを振り払うことができない。


　さらに、


「塾じゆく生せいはすぐに待たい避ひしろ！」


　中庭に向かって崩れた外がい壁へきから、祓魔官たちが飛び込んできた。十三小隊だ。


「各自、式神で対象を取り囲め！　塾生の待避が終しゆう了りよう次し第だい、修しゆう祓ふつに取りかかる！」


　シェイバの周囲に次々と祓魔官たちの式神が顕けん現げんした。多くは『仁に王おう』だが、『夜や叉しや』もいる。物量を駆く使しし、シェイバの暴走を抑おさえにかかった。


　しかし、シェイバは止まらない。荒あれ狂くるう斬撃は、祓魔官の護法式を片かたっ端ぱしから斬り捨てていく。やはり、一度大きく力を削そがないことには、祓魔官たちでもシェイバは抑えられそうにない。


　春虎は夏目の手を取り、シェイバから離はなれる。離れつつ考える。


　どうすればシェイバを倒たおせるか。


　──強い火気っ。シェイバに匹ひつ敵てきするような、強力な……。


　ぴたり、と春虎が動きを止めた。


　両目が見開かれ、こめかみに汗あせが滴したたった。


　そんなことができるのか？　不可能──ではないはずだ。条件は揃そろっている。必要なカードは、この場にある。あとはそれを、春虎が組み立て、コントロールすれば……。


「──夏目」


　春虎は夏目の両りよう肩かたをつかみ、正面からのぞき込んだ。春虎の顔に浮かぶ覚かく悟ごを見て、夏目がきゅっと唇くちびるを嚙かむ。


「あいつを中庭に誘おびき出す。あのなまくら、へし折るぞ」


　シェイバの狙いは夏目。そしていまは春虎にも敵意──殺意が向いている。二人が囮おとりになる作戦はまだ有効なはずだ。シェイバを中庭に誘ゆう導どうし、そのあとは……一か八かだった。


　夏目はじっと春虎の瞳ひとみを見つめ返した。


　そして、


「──はい」


　と頷うなずいた。


　直後に、


「ああぁあ！　どいつもこいつも、邪じや魔まなんだよ！」


　シェイバの怒ど号ごうと共に、最後の『仁王』が斬り倒された。春虎は「行くぞ」と夏目の手を取り走り出す。


「鈴鹿、道を空けてくれ！　冬児、錫しやく杖じようをおれに！」


　護法式と共にシェイバを囲んでいた冬児が、「何っ？」と振り向いた。一方、廊ろう下かにいた鈴鹿も何事なのかという顔をしたが、それでも春虎の指示に従った。側そばにいた京子や天馬と共に、廊下の奥に引っ込む。春虎と夏目はトレーニングルームを飛び出し、崩れた外壁を抜けて中庭に出た。コンも二人のあとに続く。


　中庭は斜しや陽ように染まっていた。


　まだ霊れい災さい修しゆう祓ふつ部ぶ隊たいによる霊災修しゆう祓ふつが続いている。すでに独眼の土つち塊くれ、『タイプ・サイクロプス』は修しゆう祓ふつされていた。シェイバに斬られた牛ぎゆう鬼きの姿もなく、屋上に発生した『タイプ・トルネード』も修しゆう祓ふつ寸前だ。ただ、辺りに漂ただよう瘴しよう気きはいまだ薄うすれる様子がなく、フェーズ３には至らぬまでも、フェーズ２の霊災は現在もなお発生し続けている。まさに霊的戦場だ。


　そこに、


「逃にがすか！」


　とシェイバが局舎を飛び出し、春虎たちの後を追ってきた。


「コンっ！」


「はい！」


　再びコンに呪じゆ力りよくを与え、狐火でシェイバの行く手を塞ふさぐ。だが二度目は通用しなかった。シェイバの一刀が大地を抉えぐりながら、凄すさまじい剣けん圧あつで炎を両断する。くそっ、と春虎が舌打ちしたとき、


「オン・ビシビシ・カラカラ・シバリ・ソワカ！」


　シェイバが、両断した炎をくぐり抜けた瞬しゆん間かんを狙ねらい、夏目が不動金かな縛しばりの術を放った。手印すらない未完成な術だったが、シェイバは──ほんのわずかであっても──勢いを削がれ速度を落とした。


　さらに後方から、鈴鹿の、そして祓魔官たちの援えん護ごが届く。祓魔官たちも、シェイバが屋外に出てしまえば、呪術を躊躇ためらう必要はなくなるのだ。幾いくつもの呪符が矢や衾ぶすまとなり、呪術の豪ごう雨うをシェイバに叩たたきつける。シェイバは頭上に『髭ひげ切きり』を振るって払はらい落とそうとするが、それでも半分近くの攻こう撃げきが斬撃をかいくぐり、式神に叩きつけられた。


「春虎！」


　鈴鹿に続き、冬児が局舎を飛び出して来た。手には、春虎が頼んだ錫杖──シェイバに真っ二つにされた錫杖の、先せん端たん部を握にぎりしめている。


「いくぞっ」


　と振りかぶり、投とう擲てきした。


　今日二度目のパス。春虎は腕うでを伸のばし──キャッチする。


　──これで、あとひとつ……！


　春虎は改めて中庭全体の霊気状態を把握。いた。すぐ側。いける、と思った。


　しかし、その瞬間、春虎はシェイバから気を逸らしていた。


「春虎様！」


　コンの叫さけび声に振り向いたとき、シェイバの霊気が激しく昂たかぶるのに気がついた。


「があああっ！」


　呪術の雨に打たれながら、シェイバががむしゃらに『髭切』を振ふるう。斬撃が地を裂さいて迫せまる。春虎はとっさに夏目を突つき放し、自らも反対側に身を投げた。間かん一いつ髪ぱつ、両者の間を斬撃が切きり抜ける。


　春虎はそのまま地面を転がり、勢いをつけて跳はね起きた。が、春虎に突き飛ばされた夏目は、ようやく身体からだを起こしたところだった。ヤバイ、と思ったときには、シェイバがすでに跳ちよう躍やくしている。


　狙いは──夏目。


　──させるか！


　思考する猶ゆう予よなどなかった。春虎の手が呪符ケースに伸び、最後の五ご行ぎよう符ふを残らず早はや撃うちする。投げてから呪符の術式を確かく認にん。火行符が二枚に、金ごん行ぎよう符ふと木行符。火行符の一枚を強引に土ど行ぎよう符ふに見立て、足りない水行符は自らの呪力で無理矢理補いながら、一気に呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。
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　一度は失敗した、『帝てい式しき』。本来は、百鬼夜行を避さける呪文。霊災の接近を防ぐ呪術だが、その構造は霊れい的てき存在に対する「積極的な」防ぼう壁へき、結界だ。同じく霊的存在のシェイバに通用しない道理はない。


　五行符が五芒星セーマンを空中に展開。術は起動したが、その術式は泥どろ縄なわもいいところだ。呪術が完成するより先に、呪力が暴走して霧む散さんしかける。


　しかし──江え藤とう小隊長が教えてくれた。結界は、結ぶだけが能ではない。春虎はさらに渾こん身しんの呪力を五芒星セーマンに注ぐ。そして、呪術の術式が排はい他た的てき防壁を為なした時点で、あえて呪術の制せい御ぎよを放ほう棄き。そのままシェイバ目がけて暴走させた。


　光の五芒星セーマンは盾たてではなく矛ほことなり、空中のシェイバに襲おそいかかる。式神に激げき突とつし、その身体を弾はじき飛ばす。シェイバは怒ど声せいを発しながら、夏目の頭上を飛び越こして、その先に着地した。その隙に、夏目は立ち上がった。


　しかし、立ち上がった夏目は、背後に着地したシェイバではなく、春虎を見つめていた。いや、それどころかシェイバまで、怒りを忘れてこちらを見ている。


　夏目が顔を真っ青にして、


「春虎君！　うしろ！」


　その直後、春虎の元に異い臭しゆうが吹き付けてきた。


　腐くさった苔こけや蔦つた、雑草に覆おおわれた、巨きよ大だいな芋いも虫むし状の怪かい物ぶつ。『タイプ・ワーム』だ。シェイバが現れる前に春虎たちを追い回した霊災のひとつ、野の槌づちである。祓魔官たちの修しゆう祓ふつを逃のがれ、まだ残っていたのだ。


　野槌は春虎のすぐ後ろに迫っていた。その巨大な口を開き、まさに春虎を呑のみ込もうと覆い被かぶさったところだった。夏目が絹を裂くような悲鳴を上げた。シェイバがハッと馬ば鹿かにするように笑った。


　しかし、春虎は野槌の接近を、ずっと前に把は握あくしていた。


　最後のカード。


「──コン、来いっ！」


　自分を呑み込もうとするフェーズ３を、春虎は不敵に見上げ、腕を広げる。召しよう喚かんされたコンが、放たれた矢のように主あるじの胸むな元もとに飛び込む。


　次の瞬間、春虎の身体が霊災に呑み込まれた。


　そしてさらにその次の瞬間、春虎を呑み込んだ野槌が、青い炎に包まれた。


　炎は瞬またたく間まに霊災を炎えん上じようさせた。猛もう火かは加速度的に勢いを増し、巨大な炎の柱となる。熱された空気が渦うずを巻き、中庭全体を駆かけ抜ぬける。漂う瘴気が吹ふき飛ばされ、代わりに炎が──火柱が放つ霊気が充じゆう満まんした。


　火気。


「うおおおおっ！」


　火柱の中から、春虎の叫びが響ひびき渡わたった。


　巨大な炎のただ中に、右手で錫杖を掲かかげる春虎の姿が浮うき上がる。春虎の左ひだり腕うでには、主にしがみつくコン。腕に抱だきかかえられたまま、双そう眸ぼうを見開いて狐きつね火びを放ち続けている。


　錫杖に刻まれた大おお友ともの術式は、両断されてなお健在だった。春虎は錫杖の力を借りて呪力の防壁を張り、猛火に耐たえる。同時に式神に呪力を注ぎ、狐火で野槌を内側から炎上させたのだ。


　野槌は木気からなる霊災である。


　その木気を相そう生しようさせ、火気に転じた。フェーズ３の五行相生。そして生まれた青い火柱は、想像を絶する強大な呪力となって巨大な唸うなりを上げていた。


　ギラリ、と春虎の眼光がシェイバを射い貫ぬく。シェイバは、呆ほうけたような表情で、炎の中の春虎を見つめ返す。その表情がゆっくりと崩くずれ、喜色を浮かべた。予想だにしなかった「力」の顕けん現げんに、魅み入いられたように瞳を輝かがやかせた。


　一か八か。


　が、誤算なのはあまりにも火気が強すぎたことだ。錫杖の力で炎をコントロールするつもりだったが、春虎の独力では敵かないそうにない。かといって、春虎は火気を制御するような呪術を、火行符を用いる符術以外では知らない。このままでは、創つくり上げた巨大な火気を、ただ霧散させてしまう。それどころか、暴走させかねない。


　──どうするっ!?


　自身を包む結界を維い持じしつつ、コンを介かいして炎を煽あおり、春虎は必死に模も索さくする。


　──火気の制御……火の呪術……!?


　記き憶おくを掘ほり返し、手当たり次し第だいに出し入れしていく。これまでに目にした呪術を。耳にした呪文を。大声で喚わめきたくなるほど、必死に、懸けん命めいに、思い起こす。


　あった。


　なんという皮肉だろうか。いや、それとも当然の帰結だろうか。


　火の呪術。


　まさに、あの式神の主たる、あの男が得意にしていたではないか。
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　金こん剛ごう手しゆ最さい勝しよう根こん本ぽん大だい陀だ羅ら尼に。


　不動明王の火か界かい咒しゆだ。


　呪術の力を得て、春虎の感覚が炎に繫つながる。火気と一体化し、自らも火と化したような感覚。火柱が一気に収しゆう斂れんする。


　──待たせたな。


「火剋金！　[image: ]急如律令オーダー！」


　収斂した火気を集中させ、呪符の代わりに錫しやく杖じようを放つ。フェーズ３を糧かてに相生した火界咒は、核かくとなる錫杖をも燃やしながら怒ど濤とうの如ごとくシェイバに直進した。シェイバが破顔し、『髭切』を振りかぶる。雄お叫たけびを上げ、錫杖を斬きりつける。


　霊気と呪力が爆ばく発はつした。


　衝しよう撃げきが一瞬で、夏目を、春虎を、そしてコンを吹き飛ばした。


　衝撃の波動は中庭全体を掃はき清きよめ、外がい壁へきに当たって局舎を揺ゆるがした。


　壮そう絶ぜつな、数秒間。


　大気が渦を巻き、もうもうと土つち埃ぼこりが立ち籠こめる。「……くっ」と春虎は痛みを堪こらえて身体を起こし、立ち上がる。


　完全に「すっからかん」だった。ここまで霊力を枯こ渇かつさせたのは初めてだろう。息をするのが精せい一いつ杯ぱいという体で、春虎は辺りを見回す。


　うつぶせに倒たおれていた夏目が、呻うめきながら身み動じろぎした。コンも目を回したようだが、しっぽはぱたぱたと動いている。二人とも無事だ。


　そして、シェイバは……姿を消していた。


　いや。


　大地にひと振りの日本刀が突き立っている。『髭切』。その刀身には、まだ霊気が残っている。しかしシェイバ自身の姿はない。北ほく斗とと同じように、激しいダメージを受けて、実体化を維持することができなくなったのだ。


　ざっ、と春虎はくずおれて両りよう膝ひざをついた。目を閉じ、天を仰あおいだ。


　もちろんわかっている。すべてが視みえるいまの春虎には、よくわかっている。


　野槌は修しゆう祓ふつこそされていなかったが、すでに霊れい災さい修しゆう祓ふつ部ぶ隊たいによって、かなり力を削そがれていた。シェイバは北斗の牙きばで大きな傷を受けていたし、我を失って以降、鈴鹿や冬児、何より十三小隊の呪術の集中砲ほう火かを浴びて、ダメージを蓄ちく積せきさせていた。夏目とコンも、全力を尽つくして春虎を支えてくれた。自分だけの力ではない。周囲の協力と、積み重なった幸運の結果に過ぎない。


　それでも──


「……やった……！」


　大地に膝を突き、両目を閉じて空を仰いだまま、春虎は力強く笑った。


　それは、春虎が手にした、確かな勝利の瞬しゆん間かんだった。





　そして──





　　　　２




　同じとき、支局の敷しき地ちにほど近い路地裏で、『鬼喰いオーガ・イーター』鏡かがみは脂あぶら汗あせを浮かべていた。


「……向こうは終わったみたいだぜ」


　と対たい峙じする相手に話しかける。


「ああ」


　と男は応こたえ、


「そのようだ」


　太ふて々ぶてしく微笑ほほえんだ。


　言うまでもなく、鏡はシェイバの暴走を察知していた。その大まかな経けい緯いも把握している。まさか十三小隊の隊長が、あのような飛び道具──呪具を秘ひ匿とくしていたとは、思っていなかった。そして、シェイバの行き過ぎた行動も想定外だ。しかし、何より痛かったのは、鏡が事態に気づいた時点で、すでにシェイバは暴走し、霊災も発生していたということだ。すべてが手て遅おくれだとわかったとき、鏡は舌打ちしたものだった。


　シェイバが呪具を破は壊かいした結果、霊災連れん鎖さの引き金となったことは、不ふ可か抗こう力りよく的な部分もなくはない。しかし、式神が主の制御下を離はなれて暴走した事実に変わりはない。この時点で、鏡に処しよ罰ばつが下るのは決定だろう。ましてや、その後のシェイバの行動──現場の霊災修しゆう祓ふつを著しく阻そ害がいしたことを思えば、厳罰が下されるのは間ま違ちがいない。当然シェイバは再び鏡から取り上げられ、禁呪呪具指定の上再封ふう印いんされる。いまこの情勢下において、まさに痛つう恨こんだった。


　そこで、もう手遅れだと知ったとき、鏡は開き直ることにした。この際、シェイバに好きなように暴れさせることにしたのだ。どうせシェイバは回収されるし、自分は当面行動を制限される。ならば、いまのうちに「試ためして」みることにしたのである。


　土御門夏目と、その周囲の者たちについて。


　鏡が予想した通り、暴走したシェイバは、勝手に彼らに絡からんでいった。本来なら自分が直接確かめたいところだが、シェイバをぶつけて反応を見るのも無む駄だではない。生あい憎にく、今回の事件は完全に「不測の事態」だ。彼らになんらかの思惑おもわくを抱いだく者たちからのリアクションは期待できない。それでも、彼ら自体がどの程度のものか、量ることぐらいはできるはずだった。


　そして、鏡は跳ちよう梁りようする霊災など無視し、自身は隠おん形ぎようして春虎たちの戦いを見守っていたのである。


　結果は期待以上でも以下でもなかった。竜りゆうが『髭ひげ切きり』に串くし刺ざしにされながらなお抵てい抗こうしたときは、なるほど土御門家の守しゆ護ご獣じゆうだと感心もしたが、結局は実体化を解いて終わり。それ以外の場面も──『神童』はともかくとして──塾じゆく生せいという立場を思えば瞠どう目もくすべき実力ではあるだろうが、だからどうしたというレベルである。まあせいぜい、「思ったよりはマシ」というところだろう。


　とにかく、このままでは意味がない。


　阿刀冬児はとっとと堕おとして霊災化させ、中の鬼が何か、確かく認にんすべきだった。また、土御門夏目は本当に夜や光こうの転生なのか、また転生だとして夜光信者の言う「覚かく醒せい」はあり得るのか、半死半生まで追い込んでみるべきだった。己の式神がそれを「試す」のを、鏡はじっと待っていた。


　ところが、竜が実体化を解いた辺りから、シェイバの暴走が激しくなってきた。


　どうやら相当濃のう密みつで特とく殊しゆな瘴しよう気きに当てられたらしい。半分ラリっている。鏡は再び舌打ちし、見守るという方針を転てん換かんすることにした。


　密ひそかに式神の制せい御ぎよを取り戻もどし、暴走と見せかけたまま裏から自分が操あやつろうとしたのだ。もし鏡がそのプランを実行に移していれば、いまごろ春虎たちの戦いは、まったく異なる結末を迎むかえていただろう。


　だが、鏡はその企たくらみを実行することができなかった。


　春虎たちの戦いを陰かげから見守っていたのは、鏡だけではなかったのだ。





「まあ待てよ。ここはひとつ、お互たがいに手出し無用にしておかないか？」





　そこから先、鏡は春虎たちにちょっかいを出すどころの話ではなくなった。久しぶりに本気で戦うことになった。といっても、いわゆる呪じゆ術じゆつ戦ではない。いや、広義では呪術戦の一いつ環かんと呼べるかもしれないが、甲こう種しゆ呪術を直接ぶつけ合う前段階の駆け引き──壮絶な乙おつ種しゆの心理戦だ。


　何しろ、敵は姿を見せていなかったのである。ただ警告だけを術で飛ばして来たのだ。つまりその時点で、鏡は相手の存在に気づかず、当然正体も知らず、逆に相手だけが鏡の居場所や立場、思惑までを握にぎっている状態だった。これは呪術者にとって、首に刃は物ものを当てられている状態──死の一歩手前と言って過言ではなかった。


　しかも、敵の警告は、鬼気をまとっていたのだ。ただならぬ力を感じさせる、本物の鬼気を。


　鏡は、徹てつ底てい的てきに防ぼう御ぎよを固め、索さく敵てきに死力を尽くした。無数の偽ぎ装そうと隠形を突とつ破ぱし、警告者を追つい跡せきした。


　そしてついに、この路地裏で、その相手と対峙したのである。


　それからどれぐらい時間が経過したのか、鏡にはわからない。目の前にいる男と対峙する時間は、他ほかで過ごす時間とは密度がまるで違ったからだ。


　男は巨きよ漢かんだった。


　身長はシェイバと同じほどもあり、しかも鍛きたえられた戦士のような肉体の持ち主だ。髪かみは短めの金きん髪ぱつ。顔立ちは彫ほりが深く、双そう眸ぼうは針のように細められている。ノータイのスーツ姿だが、その印象は野生の獣けもの──それも堂々たる肉にく食しよく獣じゆうの気配だった。


　人間ではない。


　この距きよ離りまで近づいて確信した。『タイプ・オーガ』。ただし、すでに霊れい的てき安定を得て久しいだろう、年経へた鬼だ。


　そして──


　鋼はがねの如き筋肉を想像させる右袖そでのふくらみに対し、左袖は優ゆう雅がに揺らぎ、袖口からは何も見えない。


　目の前の鬼には左ひだり腕うでがなかった。


　隻せき腕わんの年経た鬼。そんな鬼は、一いつ匹ぴきしかいない。


　鏡の全身に押さえようもなく武む者しや震ぶるいが走る。


「……やつらの周りのリアクションには期待してなかったってのに……まさかあんたが出てくるとはな。まったく、先のことなんざ、わかんねえもんだぜ……」


　微かすかに震ふるえる鏡の台詞せりふに、男は軽く首を竦すくめた。


「偶ぐう然ぜん酒の席のこぼれ話を耳にしてな。こんなことになるとは思ってもみなかったんだが……まあこれも縁えんというやつさ」


「おいおい……『偶然』と『縁』だけじゃ、さすがに頂けねえな。あんたがわざわざ出向いて来たってことは、あんたが興味を持つだけの理由があったはずだ。そして、あんたが興味を持つだけの理由なんか、そうそうあるとは思えねえ」


　サングラスの下の瞳ひとみをぎらぎらと輝かがやかせ、鏡は興奮を抑おさえながら話を続ける。


「決まりだ。夜光の転生。……ガチってことだな」


「…………」


　男は鏡の台詞には何も応えず、またどのような反応も返さなかった。


　鏡は、ぐっ、と精神を集中し身構える。


　男の顔を見み据すえ、


「そうだろ？　──角かく行ぎよう鬼きさんよ？」


　力強く言い放つつもりだった。しかし、いざ口にしたとき、それは辛かろうじて聞き取れるほどのささやき声になっていた。


　興奮、そして同量の緊きん張ちようが、鏡の中でせめぎ合う。次に息を吐はいた瞬間、瞬まばたきをした瞬間にも、支局で行われた戦いがままごとに感じるほどの、激げき烈れつな戦せん闘とうの幕が切って落とされるかもしれないのだ。指先ひとつ動かすだけで。身動ぎひとつするだけで。頭がおかしくなりそうだった。


　男は沈ちん黙もくしたまま、ただじっと鏡を見つめ返していた。その細められた双眸の奥で、一瞬眼光が増した気がしたのは、果たして錯さつ覚かくだろうか。


　そして、


「……名は？」


「鏡。鏡伶れい路じ」


「聞いた名だ。『鬼おに喰くい』か」


「こいつは光栄だ。まさか、知ってもらえてたとはな。あんたにすりゃあ、気に食わない二つ名じゃないか？　どうだい？　試してみるか？」


「……そうだな」


　男が笑う。鏡の興奮と緊張が極限に達する。


　しかし、


「次にしよう」


「なにっ」


「今日はもう、十分に面おも白しろいものを見た」


　鏡とは対照的に、男は気負いのない口くち振ぶりで言った。


　男が踵きびすを返す。鏡は思わず一歩前に踏ふみ出す。


　すると、男は背中を向けたまま、


「次はあいつを持ってこい」


「あいつ？」


　聞き返したあと、すぐに察した。シェイバのことだ。もっと言えば『髭切』のことだ。


　鏡は笑い、


「ハハッ。どうやら『そっちの噂うわさ』もほんとらしいな。角行鬼にまつわる伝説。とすると、シェイバのいない方が、あんたにゃ都合がいいんじゃねえのか？　なんせ、過去痛い目に遭あってるわけだからな！」


　あえて挑ちよう発はつする。正直にいえば、シェイバがいない状態で、この男との戦いを勝かち抜ぬく自信はない。しかし、だからといってこのまま逃のがすのも口くち惜おしいのだ。


　しかし、鏡にすれば決死の挑発も、男にとっては相手をするほどのことではなかったらしい。


　すっ、と肩かた越ごしに振り返り、


「そのときは、坊ぼう主ず。渡わた辺なべの綱つなと比べてやろう」


　そして、それ以上は足を止めることもなく、ゆっくりと路地を歩き去って行った。


　男の背中が消え、その鬼気を完全に見失うまで、鏡はその場を動かなかった。


　男が去ったあと、ようやく、深々と笑えみを浮うかべた。


　笑いながら、ぽつりともらす。


「……そいつはクールだ」





　目め黒ぐろ支局の霊れい災さいがすべて修しゆう祓ふつされたのは、その三十分後のことだった。





　　　　３




　日にち没ぼつ後、目黒支局からの報を受けた陰おん陽みよう庁ちようは、蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになった。あまりにも急な霊災発生のため情報が錯さく綜そうし、祓ふつ魔ま局から正式な報告が上がったのは、支局の霊災がほとんど修しゆう祓ふつされてからだ。ようやく新しん宿じゆく支局の双そう角かく会かい掃そう討とう作戦が終結した直後のことだった。


　ただでさえ掃討作戦の余波で機能を低下させていた陰陽庁は、目黒支局の「陥かん落らく」を受けて、完全な麻ま痺ひ状態に陥おちいる。せめて明朝には通常業務を再開できるよう、庁の職員の何割かは夜を徹てつしての残業を余よ儀ぎなくされた。呪じゆ捜そう部の強制捜そう査さに始まったこの一日は、陰陽庁の厄やく日びとして、以後長く記き憶おくされることになる。


　ただ、庁員たちの記憶に残る最後のひと幕は、このとき、まだ始まっていなかった。まさにこれから、人知れず始まろうとしているところだったのである。


　秋あき葉は原ばらにほど近い、陰陽庁庁舎。


　その廊ろう下かを、天あま海みは険しい面持ちで、一人足早に歩いていた。


　向かう先は長官室。陰陽庁の最高責任者、倉くら橋はし源げん司じの執しつ務む室だ。現在の陰陽庁の状じよう況きようは理解しているが、とにかく早急に、内密に話したいことがある旨むねを伝え、時間を取ってもらったのである。天海自身、双角会掃討作戦の事後処理を部下に任せ、現場を離はなれてきたところだった。


　ところが、先を急ぐ天海のスーツのポケットで、携けい帯たいの着信音が鳴った。電源を切り忘れていたらしい。天海は舌打ちして、ディスプレイを確かく認にんする。


「なんだ。美み代よちゃんか」


　陰陽塾じゆくの塾長、倉橋美代からだ。大方、目黒支局の騒そう動どうに関する叱しつ責せきだろう。


　こういうとき彼女は、呪捜部と祓魔局の管かん轄かつの違いなど汲くんでくれない。とりあえず天海が責められるのが、いつものパターンだ。


　天海は、ババ抜きでジョーカーを引いたように鳴り響ひびく携帯をつまむ。この手のやり取りは後回しにするほど大目玉を食らうことになるのだが、さすがにいまは場合が場合だ。天海は着信が鳴り止やむのを待ち、桑くわ原ばら桑くわ原ばらと小さく乙おつ種しゆ呪文をつぶやきながら、携帯の電源を切った。


　そこに、


「おや？　天海さん」


　驚おどろいた様子で声をかけたのは、ひげを生やしたスーツ姿の男だった。渋しぶい顔立ちの──それでいて妙みように人ひと懐なつっこさを感じさせる、小こ柄がらな男性だ。


　祓魔局修しゆう祓ふつ司令室の室長、宮みや地ち磐いわ夫お。一見しただけではとてもそうは見えないが、祓魔局の全祓魔官を統率する立場にある、凄すご腕うでの独立祓魔官である。


「どうしたんですか、こんなところで？　いま呪捜部、大変でしょう？」


「宮地か。お前こそ、どうした。目黒の件、聞いてるぜ」


　驚く宮地に天海が聞き返すと、宮地は「いやあ」と弱った様子で苦い顔をした。


「参りましたよ。詳しよう細さいはまだなんですが、現場は実質フェーズ４までいっちまったみたいで……おまけに、何をトチ狂くるったのか、居合わせたはずの鏡は、現場を離れてたみたいでしてね。しかも、奴やつの式神──例のシェイバが暴走したとかなんとか……。よくもまあ増ぞう援えん前に、兎とにも角かくにも収まったもんで」


「ああ……そいつに関しちゃ俺の方こそ面目ねえ。江藤って小隊長は、呪捜部の方でも見み逃のがしていた。霊災を起こしたって呪具に関してもな。どうも、春のときの六む人と部べが残してったもんらしいが……失態だよ。つくづく御ご霊りよう部にゃ祟たたられるぜ」


「そこはお互たがい様ですね。まあ、今回に関して言えば、被ひ害がいが支局内に収まったのが、不幸中の幸いです。とりあえず、余よ所そ様からは必要以上に怒おこられませんからね」


　軽けい妙みようで柔やわらかい物もの腰ごしは、事態の深刻さにはそぐわないものの、いかにも宮地らしかった。とほほ、と肩かたを落とすひげ面づらの同どう僚りように、天海まで気分を紛まぎらわされて、小さな苦く笑しようを過よぎらせる。


　ちょうど同じ方向に向かう途と中ちゆうだったらしく、二人はそのまま並んで廊下を歩いた。宮地は「ところで」と話を戻もどした。


「天海さん、呪捜部にいなくて大だい丈じよう夫ぶなんですか？　まあ、俺が言うなって話ですが」


「ああ。……実は気になることがあってな。直接長官の耳に入れておきたいと思ってよ」


　天海が軽く口を濁にごすと、「え？」となぜか宮地は意外そうな表情を見せた。


「……これからですか？」


「ああ。そうだが……なんでえ。浮かねえ顔しやがって」


「……自分も長官に呼ばれたところなんです」


「なに？」


　天海は思わず宮地の顔を見直した。


　倉橋長官には「内密に」と伝えてある。特に指定したわけではなかったが、天海にすれば当然二人だけで話すつもりだったのだ。


　とはいえ、現状では目黒支局の件も緊きん急きゆう度の高い案件である。むしろ、一応は区切りの付いた呪捜部の作戦より、優先度は高いはずだ。また、天海は早急に話したいとは伝えたものの、その具体的な内容に関してはひと言も喋しやべっていない。長官が、宮地の報告も一いつ緒しよに、と考えたとしても不思議はなかった。


　また、天海にしろ、宮地が同席する分には、特別問題があるわけではない。天海の報告したいことは、ある意味で極きわめてデリケートな案件だが、その点宮地なら心得ているし信しん頼らいに足る。むしろ、彼の耳にも入れておいた方が、手間が省けるかもしれなかった。


　一方、宮地は宮地で、困こん惑わくした──というより、やや真しん剣けんな様子で何事か思案していた。


　ぽつりと小さく、


「……嫌いやな予感がするな」


「なんだと？」


「いえ……こっちのことなんですが」


　宮地は口ひげをさすって口を閉ざした。


　日ひ頃ごろから気さくな宮地には、珍めずらしい態度だ。天海は顔をしかめる。


　結局二人の会話は途切れ、妙な緊きん張ちよう感かんを持ったまま天海たちは長官室に到とう着ちやくした。


　手前の秘書席は空席。おそらく、事前に席を外させているのだろう。天海は直接奥のドアに向かい、ノックした。


「長官。天海だ。宮地もいる」


　すぐに中から低い声が応答する。天海は、失礼、と告げてドアを開けた。


　陰陽庁庁舎の長官室は、それに相応ふさわしい重厚な内装の部屋だ。絨じゆう毯たんの敷しかれた広いスペースに、長官のデスクと応接用のソファにテーブル。広く取られた窓からは、ＪＲ秋葉原駅周辺の高層ビルの明かりが見える。


　デスクに座っていた人物は、天海と宮地の姿を認めると、ごく儀ぎ礼れい的に頷うなずいた。


　静かな貫かん禄ろくを漂ただよわせる、骨太な体格。鋼はがねの印象を持つ男性だ。


　年は五十を越こえているはずだが、その英気は些いささかも減じる気配がなく、むしろ熟成され、深みを帯びている。厳格さのにじむ顔に、鋭えい敏びんさと冷れい徹てつさを合わせ持つ双そう眸ぼう。向き合った者が、自然と背筋の伸のびる威い圧あつ感かんを覚える。そんな人物である。


　名門倉橋家の当主にして、陰陽庁長官、兼けん、祓魔局局長。


『十二神将』の筆頭に数えられ、当代最高と謳うたわれる、国家一級陰おん陽みよう師じ。


　倉橋源司だ。


「天海部長。まずはご苦労だった」


　倉橋は慇いん懃ぎんに天海の労をねぎらう。淡たん々たんとした中にも、底流に流れる力強さを感じさせる声である。天海は軽く頷いて応こたえ、真まっ直すぐデスクの前に移動した。あとに続く宮地は倉橋に視線を合わせると、小さく会え釈しやくするだけで天海の斜ななめ後ろに控ひかえた。


「単刀直入に行かせてもらうぜ。長官。残念だが、今回の作戦は半分失敗だ」


　自ら宣言したとおり、天海はこれ以上ないほど直ちよく截さいに報告した。


　歯に衣着せぬ部下の台詞せりふに、倉橋の表情がほんの微かすかに反応する。とはいえ、その程度で済んでいるのは、彼がいかに物事に動じると言うことが少ないか、また天海という人間をよく知っているかの証あかしだろう。


　にしても、


「ずいぶん乱暴だな」


　と、さすがに苦笑をにじませた。


「説明をしてもらえるか」


「俺の目もく論ろ見みが甘かったのさ。双角会には、まだ根っこがある。今回掃討したのは、地面から出た雑草だけだ。……もっとも、根っこの方は、もはや『双角会』とは別もんって可能性が高いがな」


「……詳くわしく」


　倉橋が端たん的てきに先を促うながす。こういうときこの有能な官かん僚りようは、無む駄だを疎うとみ、効率を重視する。また、そうした長官のやり方に、天海もよく馴な染じんでいた。


　天海は簡潔に、新宿支局での出来事を報告した。


　比ひ良ら多たの名は倉橋の記憶にもあったらしい。何しろ二年前の御ご霊りよう部摘てき発はつにおける最大の功労者だ。そして、その最大の功労者こそ双角会の内通者だったわけである。


「比良多に関しちゃ臭くさいとは思っていたからな。これでも、身元は徹てつ底てい的てきに洗ってある。結果は平へい凡ぼんなもんさ。両親が死んで天てん涯がい孤こ独どくって身の上だが、呪捜部うちにはそういうのも珍しくはない。思想的な偏かたよりも特に見られず。何しろ、二年前御ご霊りよう部に潜せん入にゆう捜そう査さするに当たっちゃ、その辺も調査して、クリアしたやつを潜もぐり込ませてるわけだからな。唯ゆい一いつ考えられるとすると、潜入捜査中に感化されたか……」


「……ミイラ取りがミイラになった、と？」


「この手の仕事じゃ、そういうパターンが往々にしてあるからな。ましてや、当時の御霊部には大だい連れん寺じ至し道どうがいた。あの男のカリスマ性は、その後のテロが証明してる」


　もっとも、と天海は苦い顔で先を続ける。


「あれが本当に『比良多篤あつ祢ね』だったのかどうか、いまとなっちゃ怪あやしいけどな」


「どういう意味だ？」


「そのまんまさ。実際、俺もこの点に関しちゃ混乱の極みなんだが──」


　それは、呪じゆ捜そう部部長には希け有うな感想であり、表情だったと言えるだろう。


　天海は、酒と間ま違ちがえ酢すを飲んだような顔になって、


「比良多篤祢は、女だった。それも、せいぜい十五、六って小娘だ」


「…………」


　倉橋の眼光が、弓を引くように絞しぼられた。背後で黙だまって聞いていた宮地が、思わず天てん井じようを仰あおぐ。


「信じられるか？　呪術で化けてやがったんだ。しかも、この俺の目を欺いてたんだぜ？」


　何しろ『神しん扇せん』天海大だい善ぜんと言えば、対人呪術の大家。特にその幻げん術じゆつは神かみ業わざの域に達すると言われる名人だ。そんな天海が、部下として身近に接していた人物の偽ぎ装そうを見み抜ぬけずにいたのである。これは、ただ事ではない。


「まさか俺が、幻術に、しかもあんな小娘の幻術に惑まどわされるとはな。まだ詳しく調べちゃいねえが……あえて言えば狛犬どもの術式に似てたな。……いや、とにかく」


　天海は忌いま々いましげに自じ嘲ちようしながら、話を戻す。


「この際、老いぼれの傷心なんざどうでもいい。問題は、『いつから』かって点だ。さっきも言ったが、比良多の身元は洗ってある。生まれたときから偽装してたわけでもなし、どこかで入れ替わったはずだ。となると、もっとも怪しいのは……」


「……御ご霊りよう部の潜入捜査時」


「そう考えんのが妥だ当とうだな」


　倉橋の回答に天海が頷く。そこで長官は初めて身み動じろぎし、テーブルから身を離はなして椅い子すに背中を預けた。


　デスクの上に置かれた右手が、とん、とん、と天板をノックする。いかなる思し慮りよを巡めぐらせているのか、その表情からは一いつ切さい読み取れない。


　静かに天海を見上げ、


「……比良多呪捜官──その身分を偽いつわっていた少女が、呪捜部の情報を双そう角かく会かいに提供していた。その少女には、裏で繫つながる何者かが存在する。そこまではいいだろう。しかし、その何者かは双角会ではないとする根こん拠きよは？」


「奴やつこさんが自分から教えてくれたさ」


「天海部長の言葉とも思えないな。相手のもらした台詞が、そのまま真実だとでも？」


　呪捜部が関かかわる仕事に、虚きよ言げんは付きものだ。また、当人が真実と思っていることが、他者にとって真実かは別問題だった。重要なのは、確認された事実のみである。


　しかし天海は首を竦すくめ、


「比良多は牧まき原はらを切り捨てた」


「それは根拠にはなり得ない。双角会が一枚岩だという確証がない以上、少女と繫がる者も双角会内部の他派は閥ばつ──こちらが確認できていない人物かグループだと考える方が理に適かなっている」


「……俺もそう思ってたさ。奴さんの式神を見るまではな」


「式神？」


「ああ」


　と天海は極めつけの渋じゆう面めんを浮うかべる。


「……八や瀬せ童どう子じだ」


　そのひと言を聞いた瞬しゆん間かん、初めて倉橋の表情が乱れた。微かに目を見開き、瞳ひとみの奥に鋭するどい光が閃ひらめいた。


「その少女は、八瀬童子を使ったのか？」


「そう言ったろ。つっても、俺も本物の八瀬童子にお目にかかったことはねえ。百パーセント絶対だとは言い切れないが……あの威い力りよくで紛まがい物とも思えなくてな」


　天海は途と中ちゆうから声のトーンを落とし、辺りを憚はばかるようにつぶやいた。


　八瀬童子とは、鬼おにの名だ。


　ただし、特定の個体を指す名めい称しようではない。とある「鬼の集団」の呼び名であり、また、その集団に属する鬼を指して使う呼称だった。


　そしてその鬼とは、ある血筋に仕え、殉じゆん死しした者の魂たましいが、死後もなお護法となってその血筋に仕えるという、いわば守しゆ護ご霊れいのような鬼なのである。


　これは、極めて特とく殊しゆなケースに分類される鬼だと言えた。ただし、『汎はん式しき』では「人の魂」についていかなる定義もなしていないため、八瀬童子は『タイプ・オーガ』の使し役えき式ということになる。当然、それだけでも大変強力な式神ということになるだろう。


　しかし、いま、天海が重大視しているのは、八瀬童子という式神の危険性ではない。また、『汎式』では禁呪に当たる、魂に関わる呪術が絡からんでくるからでもない。そうではなく、八瀬童子の由来──彼らが仕えている「血筋」の方だった。


　八瀬童子が仕える血筋。それは、この国の歴史、神話上において、霊的頂点に君臨する血筋なのである。


　つまり──皇室。


「まあ、当人は『来歴が異なる』と、もらしちゃいたが……」


　八瀬童子は、人の魂に関かん与よしない『汎式』では、再現不可能な式神だ。また、あまりにも特殊な存在であるが故ゆえに、『帝てい式しき』にも呪術的な記述は残されていない。天海も、八瀬童子を操あやつる術者の存在など、これまでに聞いたことがなかった。


　しかし、仮に、万が一、事件の裏に皇室関係者が関与しているとすると、事は思わぬ方向にまで波は及きゆうする恐おそれがある。


　しかも、


「……本物の比良多篤祢とあの娘が入れ替わったとすれば、御ご霊りよう部に潜入捜査していた期間だと考えるのが妥当だ。で、御霊部があったのは他ほかでもない。宮内庁だ。不ま味ずいことに、線は繫がってやがる」


　事は深刻だった。このことを伝えるために、天海は取る物も取りあえず、まず倉橋に報告しに来たのだ。


「…………」


　倉橋は沈ちん黙もく。沈黙し、何かを黙もつ考こうする。即そく断だん即そつ決けつが旨むねの彼には、珍めずらしい態度だ。しかし、当然の反応ではあるだろう。


　と、そのときだ。長官室のドアが、外からノックされた。


　人ひと払ばらいをしていたのではなかったのだろうか。天海は倉橋に視線で問いかける。


　しかし倉橋は天海の視線には応えないまま、「どうぞ」とドア越ごしに声をかけた。


　入室した人物を見て、天海はつい眉まゆをひそめた。対して、倉橋は平へい坦たんな声で、双そう方ほうを紹しよう介かいする。


「新民党の佐さ竹たけ議員は知っているな？　佐竹さん。こちらが、呪術犯罪捜そう査さ部の天海大善部長です」


「ああ、長官。もちろん私も知っていますよ。初めまして、天海部長。佐竹益ます観みと申します。利益の益に、観察の観──まあ、いつも利益を観察してるやつだと覚えて頂くと早いですよ？　実際そっちの方には鼻が利ききますしね。最年長の『十二神将』にお会いできて光栄です。どうぞ以後お見知りおき下さい」


　あか抜けた態度で滑なめらかに告げると、佐竹はニッと微笑ほほえんだ。


　政治家と言っても、確かまだ三十代のはずだ。スマートな佇たたずまいではあるが、同時にどこか軽けい薄はくな雰ふん囲い気きがある。タレントと言われた方がすんなり来るタイプだ。実際、最近はテレビで見かけることが多く、近ちか頃ごろではこんな軟なん派ぱな政治家がいるのかと天海などは驚おどろいたものだった。しかし、これが世間では歯に衣着せぬリベラル派として、若年層を中心に少なからぬ支持を集めているらしい。


　微笑む佐竹に、天海は如じよ才さいない──しかし見る者が見ればわかる冷ややかな態度で、「恐きよう縮しゆくです」と短く返答した。


　視線を倉橋に戻もどし、真意を尋たずねる。倉橋は表情を変えないまま、「今日はもともと彼と会う予定だった」と事務的に応えるに留とどまった。


　そもそも、今回呪捜部が断行した本格的な双角会掃そう討とう作戦は、陰おん陽みよう法ほう改正の通過を見み据すえての下準備と、他省庁との主導権争いに絡んだ政治的な思惑おもわくによるものだ。そして、陰陽法改正のために政界で尽じん力りよくしているのが、この佐竹なのである。


　一方、陰陽庁長官である倉橋の職務は、陰陽庁という組織の舵かじ取とりだ。そして、舵取りとは、手元だけを見ていてできる仕事ではない。むしろ、船の行く手──庁の外にこそ視線を向ける必要がある。結果、現在倉橋は陰陽庁や祓ふつ魔ま局内部の業務に、ほとんど関わっていなかった。霊れい災さいテロや庁舎が襲しゆう撃げきを受けた際も、現場の指揮は天海や宮地といった信しん頼らいできる部下に一任している。倉橋の「現場」は、呪術界以上に政界なのである。


　そして、倉橋が自らの「現場」でタッグを組む相手こそ、新しん進しん気き鋭えいの若手議員、佐竹益観なのだ。もちろん、より正確には佐竹個人ではなく彼の属する与よ党とう内の最大派は閥ばつこそ倉橋のパートナーということになるが、佐竹はその派閥の窓口──というより、派閥全体に顔が利く、代弁者的ポジションにいるのだった。


　人ひと柄がらといい外見といい、まるで正反対の二人だ。しかし、倉橋と佐竹の関係は、新民党が政権を握にぎって以来、途と切ぎれることなく続いていた。


　天海は、ちらっと後ろに控ひかえたままの宮地に視線を向けた。


「……失礼ですが、宮地とは面識が？」


「ええ。何度か」


　天海の確かく認にんに、佐竹がサラリと応える。自分だけしか紹介しなかったということは、倉橋も二人の間に面識があることを承知していたということだ。当の宮地は、部屋に入ってからというもの、ひと言も喋しやべっていない。その表情は沈ちん痛つうな、あるいは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしているように見えた。


　佐竹が現れたのは、今回の作戦の結果を確認するためだろう。ただ、天海の報告は、極きわめて重大でデリケートな問題になりつつある。部外者を交えて話せるようなことではなくなっていた。


　ところが、


「話はどこまで進みましたか？　姫のことは？」


「いや」


　倉橋が鋭く短く否定する。


　天海に電でん撃げきが走った。


「──待ちな」


　取り繕つくろうのはやめた。天海はドスの利いた声で割り込んだ。


　倉橋をにらむ。陰陽庁長官は、鋼はがねのような面おも持もちで、じっと天海を見つめ返した。


「……どういうことだ？」


「…………」


　天海の質問に、倉橋は応こたえない。


　代わって、


「素す晴ばらしい」


　と佐竹が楽しげに告げた。


「さすがは呪じゆ捜そう部を一手に担になう、陰陽庁の長老格。その反応。つまり、まだ何も『本題』に入っていないのに、私のひと言で、そこまで察してしまわれたわけですね？　話が早くて助かります」


　佐竹が横から話しかけても、天海は倉橋から視線を逸そらさなかった。たっぷり数秒間にらみつけたあと、肩かたの力を抜き、太ふて々ぶてしく微笑んだ。


「……おべんちゃらはいいよ、代議士先生。そうか。思い出したぜ。そういや、あんた、御霊部設立のときにも、裏でこそこそ動き回ってたっけな」


　横目に見やりながら指し摘てきすると、佐竹は目を丸くした。


　いちいちリアクションが芝しば居いがかった男だ。だが、彼は政治家である。それも、若くして党内最大派閥で顔を利かせる、やり手の調整役だ。その軽薄な態度など、薄うすっぺらな仮面に過ぎない。


「いよいよもって素晴らしい。党うちの年寄りどもに、爪つめの垢あかでも飲ませたいですな。──長官？　これはもう、紹介してしまってよろしいですよね？」


　笑顔の佐竹が提案すると、倉橋は一瞬目ま蓋ぶたを閉ざした。


「……やむを得まい」


　と応えた声からは、あらゆる感情が排はい除じよされていた。


　佐竹は入ってきたばかりのドアを振ふり返り、


「姫。お入り下さい」


　一瞬の間を置いて、長官室のドアが開いた。


　入ってきたのは、赤毛の少女。新宿支局で見た、あの少女──比良多に変へん化げしていた少女である。


　彼女は、自らを打ち負かした天海を前に、緊きん張ちようの面持ちで対面した。


　緊張しているが、怖おそれはない。赤い髪かみの下からこちらを見つめる瞳ひとみには、いまだ折れないしなやかな意思があった。凜りんとした少年のような──若き皇子の如ごとき気品がある。


「……姫、ね」


　と天海は口元を歪ゆがめた。


　佐竹が気取った風に咳せき払ばらいをし、


「ある意味あなたは、よくご存じのはずです。何しろ、あなたの下もとで働いていたのですから！　とはいえ、あの術は声はもちろん、仕草や喋り方まで変えてしまうんでしたっけ？　大層無理をさせる術だそうで、正直、大事にならない内に『露ろ見けん』して、我々もほっとしているんですよ。ともあれ、あらためてご紹しよう介かい致いたしましょう。彼女は──」


「──佐竹」


　ぺらぺらと喋りだした佐竹を、少女がぴしゃりと黙だまらせた。「姫」の呼び名に相応ふさわしい、威い厳げんのある態度だ。


　そして、代わりに自ら一歩前に踏ふみ出し、スッ、と赤い髪を垂らして、頭を下げる。天海はやや意表を突つかれ、驚いた。


「申し訳ありませんでした、天海部長。先ほどの、またこれまでのご無礼を、お詫わびします。あらためてご挨あい拶さつ致します。ぼくは、本名を相そう馬ま多た軌き子こと言います」


「相馬……」


　その名を聞いて、天海は何かを思い出した顔をした。とはいえ、これまでの話の流れがなければ、すぐに思い起こすことはできなかったはずだ。


「……確か、大連寺至道の旧姓が、相馬だったはずだが……」


　御ご霊りよう部の部長にして双そう角かく会かいの首しゆ謀ぼう者しやでもあった大連寺至道は、神道系呪術の旧家である大連寺家の婿むこ養よう子しなのだ。


　すると、佐竹がつくづく感心したように、


「本当に頭の回転がお早い。この際だからお教えしますが、彼は私の叔お父じにあたります」


「なに？」


「我が佐竹家にとって、相馬家は主家筋にあたる家門でしてね。もっとも、叔父は相馬の傍ぼう系けいでした。正系は……彼女ただ一人ですので」


「…………」


　天海はぐっと唇くちびるを嚙み、目を瞠みはる。その脳内で、稲いな妻ずまのように火花が飛び散った。


　御ご霊りよう部の設立。大連寺の旧名、相馬至道。そして、その相馬氏の正系を名乗る、姫。


　まさか、という口振りで、


「……八瀬童子の来歴が違ちがうってのは、つまり『そういう』ことかい？」


　その含がん意いある台詞せりふを聞いて、佐竹は破顔した。それは、天海の疑ぎ惑わくに対する肯こう定ていに他ならなかった。


　天海は堪こらえきれずに唸うなり声をもらした。頭の中で様々な思考を走らせる。とはいえ、彼女たちの「正体」は垣かい間ま見みえたとしても、とにかく情報が少な過ぎる。いまこの段階では、いかなる推測を下すのも不可能──というより、危険だった。


　しかし、それでも、どうしても確認せねばならないことが、別にある。


　天海は少女──多軌子に背中を向け、もう一度デスクに振り返った。


　倉橋は石のように動かず、静かに天海を見つめ続けている。


「……どういうことだ？」


　と、さっきと同じ台詞を、もう一度繰くり返した。


「こいつらの正体だの目的だのは、この際、置くとしよう。だが、こいつらが双角会を裏で操あやつっていたのは間違いない。──で？　そんな連中と、どうしてあんたが仲良くつるんでるわけなんだ、長官？」


　それは、表面上静かな、しかし裡うちにマグマの熱量を含ふくんだ声だった。


　天海の視線を、倉橋は正面から受け止める。


　しばしの沈ちん黙もく。


「……もうこれ以上、多くの説明は必要ないだろう」


　と前置きし、倉橋は簡潔に告げる。


「陰おん陽みよう師じのあるべき権利を取り戻すためには、現行法の改正と、陰陽庁の権けん威い拡大は不可欠だった」


「だから夜光信者焚たきつけて、テロまで起こしたってのか!?」


　老骨の激げつ昂こうが、室内の空気を打ち震ふるわせた。


　多軌子と佐竹が立ち竦すくむ。が、倉橋は部下の面めん罵ばを、正面から甘んじて受ける。


　ひと言、


「必要なことだった」


　と応えた。


　倉橋をにらむ天海の眼光は、それだけで人を燃やしてしまいそうな、強い熱量を放っている。


「……これまでに、何人死んだと思ってやがる」


「……少ないとは言わないし、これからも死ぬだろう」


　しかし、と倉橋は、天海の眼光を、鋼の気配で弾はじき返した。


「これは、『倉橋』の決定だ」


　その台詞には、重い文脈が籠こもっていた。


　倉橋は陰陽庁長官だ。しかし、それ以前に、陰陽庁の設立以来──それどころか前身である陰陽寮りようの時代より──陰陽庁を支えてきたのは、他ならぬ倉橋家だ。戦後の呪術界は、倉橋家によって創られたものだと言っても過言ではないのである。そこには、長い歴史と数々の功績からなる「総体」としての『倉橋』が存在する。個人としての倉橋源司など、その一部に過ぎないのである。


『倉橋』は、呪術界という閉へい鎖さされた世界を統すべる領主なのだ。


　そして長官は、双角会を利用して陰陽庁の力を強めるのは、領主の決定だと告げているのだった。


「……とんだマッチポンプもあったもんだ。今日きよう日び、安っぽいドンパチ映画だって、もう少し凝こった筋を書くぜ」


　ケッ、と舌打ち。天海は傲ごう然ぜんと、獣けもののように笑う。


　だがしかし、それは追おい詰つめられた獣の笑えみでもあった。


「……天海さん」


　そっと釘くぎを刺さすように声をかけたのは、黙って推移を見守っていた宮地だった。


　宮地は佐竹と面識があった。そして、部屋に入って以来、ずっと沈黙を守っていた。つまり、すでに裏の絡から繰くりを知っていたのだ。ただ、今日ここで、このような展開が待っているという可能性については、知らされていなかったらしい。


　苦々しい渋じゆう面めんで、


「お願いしますよ？」


　と懇こん願がんした。


　倉橋長官がこの場に宮地を同席させた理由も、いまならわかる。倉橋源司は『十二神将』の筆頭にあげられる陰陽師だ。だが、こと対人呪術に限れば、『神しん扇せん』天海大善に一いち日じつの長がある。また、倉橋たちに勝てないとしても、天海ほどの技量をもってすれば、この場を脱だつ出しゆつすることは容易たやすいだろう。


　しかし、宮地からは逃にげ切れない。


　対人呪術の妙みようなど、宮地相手では意味をなさない。当代最高の陰陽師が倉橋なら、宮地はまず間違いなく、当代最強の陰陽師だ。「『閻えん魔ま』の宮地」とは彼の二つ名だが、実はこれは、宮地の現役時代を知らない若い祓ふつ魔ま官たちが、彼のひげ面づらと結びつけて口にするようになった、誤った呼び方なのだ。


　古株の祓魔官なら、深い畏い敬けいを込こめて、彼をこう呼ぶ。


『炎えん魔ま』の宮地。


　たとえば、鏡伶路は火か界かい咒しゆを得意とするが、彼に火界咒を指導したのは、他ほかならぬ宮地なのである。不動明王の申し子とまで称しようされた宮地を前にしては、天海の幻げん術じゆつも意味を成さない。極きよく端たんなことを言えば、仮に天海が幻術で宮地を惑まどわしたとしても、彼はこの部屋ごと、あるいはこの階ごと焼き払はらえばいいのである。倉橋たちのみ、標的から外して。


　宮地の「お願いします」とは、つまり、自分にそんな真ま似ねをさせないで欲しいという懇願に他ならなかった。


　無む駄だな抵てい抗こうは、やめて欲しい、と。


「……『倉橋』の決定、ね」


　天海は皮肉っぽく繰り返す。


「しかし、美代ちゃんはこのことを知らないはずだな？　知ってるはずがねえ。知ってて放置するはずがねえ」


　そのことには確信があった。倉橋も首しゆ肯こうし、ひと言付け加えた。


「……母は『倉橋』ではない」


　倉橋美代は、もともと倉橋家の生まれではなかった。倉橋家に嫁よめ入いりしたのだ。しかし、その後当主まで務めた彼女を『倉橋』ではないと断言する。ならば、その『倉橋』とはなんなのか。


　おそらくは、戦後などという短い期間などではない。千年の昔から脈々と受うけ継つがれてきた血脈の意志こそが、長官の言う『倉橋』、名門倉橋家なのだろう。


　呪術の闇やみを存続させる。


　その闇を拡大する。


　そのためにのみ存続してきた、古いにしえからの意志だ。


　そう言えば、と天海は胸中で苦く笑う。


　この部屋に入る直前に、倉橋美代からの着信があったことを、天海はいまさら思い出した。彼女は優ゆう秀しゆうな星読みだ。あのタイミングでの着信は、あるいは天海の──旧友の身に迫せまる危険を察してのことだったのだろうか。


　やれやれ、と天海は首を振ふった。


「俺としたことが。女を無む下げにしたことなんざ、生まれてこの方一度もねえ……ってな、つもりだったんだが、な」
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　その後。





　長官室には倉橋と多軌子の姿があった。他の者は退席している。佐竹は残りたがったのだが、多軌子に命じられ、渋しぶ々しぶ外で待つことになった。


　二人は並んで窓の前に立ち、外を眺ながめていた。もっとも、実際はどちらも夜景など見ていない。ただ面と向かう形を避さけたかっただけなのだ。


「承知していると思うが──」


　と倉橋は静かに告げる。


「結局のところ今回の件は、周囲の反対を押し切って、君が呪じゆ捜そう官と入れ替かわったことが最大の原因だ。今日だけではない。先月の道どう摩ま法師の件にせよ、いかに彼が捕ほ獲かくされかけたからとはいえ、独断であのような真似をするべきではなかった。彼が『陰陽庁』の手に落ちたところで、こちらで『どうとでもできた』のだ」


　稚ち拙せつな判断だった、と倉橋は責める。多軌子は顔をうつむけ、小さく唇を嚙かんでいる。


「呪捜部の情報は確かに必要だった。が、それを入手するのは、何も君でなくとも良かった。ご自分の立場を弁わきまえて頂きたい」


　佐竹が居れば、たちまち弁護と反論が湯水の如ごとく消費されたに違いない。


　しかし、多軌子は倉橋の叱しつ責せきに、


「仰おつしやる通りです。申し訳ありませんでした」


　と、殊しゆ勝しような態度で頭を下げ、謝罪した。


「でも……どうしても何かしたかったんです。自由に動けるのは、ぼくだけだった」


　少女に呪術をかけて姿を変えていたのは、倉橋だ。彼でなければ、天海を欺あざむくことなど不可能だったからである。天海は狛こま犬いぬ──陰おん陽みよう塾じゆくのアルファとオメガに似ていると看破したが、実際あの二体に使われているものと同じ種類の呪術も使用していた。ただ、それ以外にも複数の──倉橋家の秘伝である「魂たましい」にかかわる呪術すら駆く使ししていたのである。


　多軌子はそれを、二年前の潜せん入にゆう捜そう査さ以降、ずっと被ひ呪じゆし続けてきた。彼女の負ってきたリスクは、決して小さくはないのである。


「ぼくは、悲願の達成をただ座して待つ真似をしたくなかったんです。むしろ、この手を汚よごしたかった。同志たちと同じように」


　独白めいた言い訳に、倉橋は視線を動かし、少女の横顔を眺めた。


　多軌子や佐竹たちの目的と、倉橋たちの目的とは、近しくとも同一ではない。彼らは共きよう闘とう関係にあるが、互たがいを利用し合ってもいた。倉橋たちにばかり手を汚させないという多軌子の理り屈くつは、罪の共有で関係を強めたいという意図には沿うかもしれないが、現実的にはあまり意味はない。単に彼女の感傷から来るものだろう。


　多軌子は倉橋たちを「同志」と呼ぶ。


　それは多軌子が、自分たちや倉橋たちの行こう為いを、人知れず呪術界のために身を捧ささげる、崇すう高こうな行為だと認にん識しきしているためだ。世間に理解されずとも、真に陰陽の道を志す者にならわかってもらえる。彼女はそう、信じている。


「それは君の甘えだ」


「かもしれません」


　倉橋の指し摘てきを、多軌子は認める。しかし、その横顔に浮うかぶ決意に、揺ゆるぎはなかった。


「倉橋長官。ひとつ確認しておきたいことがあります」


「何か？」


「土御門──夏目のことです」


　そう言って、多軌子は顔を向け倉橋を見上げる。


「双そう角かく会かいにいた連中みたいなことは言いたくない。……けど、彼が本当に土御門夜光の生まれ変わりなら、ぼくたちにとって心強い同志となってくれるはずです。それどころか、ぼくたちを導いてくれるかもしれない。あなたが『倉橋』であるように、彼らだって『土御門』でしょう？」


　倉橋源司が倉橋家の一部であるように、土御門夏目もまた、土御門家の一部だ。共に、呪術の世界、古くから続く闇に根付き、幾いく星せい霜そうのときを幾世代も積み重ねて今日まで続いてきた。そこには「個」を越こえる、血筋として、家門としての「意志」が存在する。


　そして、いま現在、『倉橋』が呪術界の領主の如く振る舞まっていたとしても、それは長い歴史の中の、ごくわずかな例外、一時的対応に過ぎない。『倉橋』は、この国に伝わる広大な呪術の闇を、わずかの間預かり、代理として統治しているだけなのである。


『倉橋』はあくまで分家──臣下だ。


　呪術界の王は、『土御門』。


　千年にわたり培つちかわれてきた土御門家という意志こそ、この国の闇の、真の支配者だ。倉橋源司が『倉橋』の一部とするならば、『倉橋』もまた『土御門』の一部なのである。


　思えば、土御門夜光とは、その『土御門』の意志を、もっとも体現した当主だったのではなかっただろうか。


「……『鴉からす羽ば織おり』があれば、夏目は夜光としての意識を取り戻もどす。そのことは、御ご霊りよう部のときからわかっていたことじゃないですか。双角会はその身を浄じよう化かし、今後ぼくらの手で在あるべき姿に戻る。いまこそ、彼を──夏目を迎むかえるに相応ふさわしいときです」


　多軌子は倉橋に訴うつたえる。天海相手にも認めていたが、彼女もまた、形は違ちがえど、夜光の信しん奉ぽう者なのである。


　夏目に縋すがるつもりは毛頭ない。


　しかし、共に在って欲しいと願う心は、偽いつわれなかった。ましてや、彼女はもう、土御門夏目に直接会ってしまったのだ。


　倉橋は視線を窓の外に移し、口を閉ざした。


　現在『鴉羽織』は、土御門夏目の父親、土御門家当主である土御門泰やす純ずみの手にあった。彼のことを思い出し、倉橋の双そう眸ぼうは深く複雑な色を帯びる。


　本来ならば、自分が戴いただくべき主あるじだった人物。あるいは、陰陽庁において、彼の片かた腕うでとなっていたはずの男。『倉橋』の意志、『土御門』の意志を受け、共に呪術界を統治しただろう──同志。


　しかし彼は変わった。


　彼は、自らが『土御門』であることを否定しようとはしなかった。ただ、『倉橋』ではなく、『若杉』を選んだのだ。土御門の、もうひとつの分家筋を。


「……そうだな」


　ぽつり、ともらしたひと言に、多軌子が大きく目を見開く。


「確かに……我々はそろそろ、土御門夏目を迎えるべきなのかもしれん」


　倉橋は窓の外を見つめながら言った。「本当にっ」と多軌子は声を弾はずませた。


　そして、


「倉橋長官。実を言うとぼく、あなたのご息女に、少し嫉しつ妬としてたんですよ？」


「京子に？」


「ええ。だって、毎日同じ場所で夏目や春虎と講義を受けてるんだもん。でももう、そんなこともなくなるな。長官。夏目をぼくらの同志に迎えた暁あかつきには、ご息女にも挨あい拶さつさせて下さいね」


　華はなやかな口調で、多軌子は言った。彼女は夏目や京子と同い年だ。本来なら、同じように陰陽塾に通い、共に、穏おだやかに、陰陽の道を歩んでいたかもしれない。彼女が日ひ頃ごろ陰陽塾の制服を身にまとっているのは、そんな彼女の内心によるものだった。


「なんだか夢みたいだ」


　と多軌子はもらす。そのとき少女の目め尻じりには、涙なみだすら浮かんでいた。


　少女の喜ぶ姿は、年相応よりさらに幼く、純情さと可か憐れんさを感じさせた。その瞳ひとみに浮かぶ涙も、彼女の魂がこぼした、純じゆん粋すいな涙に違いない。


　しかし、倉橋は知っている。あまりに純粋なものは、ときに毒となることを。現に彼女はつい数時間前、同じ志を持つ者を、その手にかけている。涙ひとつ見せることなく。


　多軌子の喜ぶ様子を余よ所そに、倉橋の鋼はがねの瞳は、東京の夜を映し続けた。


　人工の光に彩いろどられた街。しかし、千年前と変わることなく、その背後にはいまもまだ、闇がひっそりと横たわっているのだ。





　　　　４




　その夜、家に戻った京子は、事件を聞いて駆かけ戻った祖母ともろくに口を利きかず、シャワーを浴びて汗あせだけ流すと、食事も摂とらないまま寝しん室しつに入った。


　大変な一日だった。心身共に疲つかれ切っていた。一刻も早く休息を取りたい。そう思っても無理はないはずだった。


　しかし、本当は違っていた。京子は少しでも早く、この現実から逃にげ出したかっただけだった。


　布ふ団とんに横たわり、目を閉じる。頭の中から、何もかもを追い出す。江藤の殺される瞬しゆん間かんも。次々に発生する霊れい災さいも。追い回され、逃げ回ったことも。シェイバも。シェイバとの、壮そう絶ぜつな戦いも。


　京子は硬かたく目ま蓋ぶたを閉ざし、懸けん命めいに頭を空っぽにする。


　しかし。


　どうしても消えない光景がふたつあった。


　鎌かま鼬いたちさながらの呪力の渦うずから、吐はき出され、床ゆかに倒たおれる夏目の姿。はだける黒くろ髪かみと、真っ白な肌はだ。


　そして、もうひとつは……。


「…………」


　京子は硬く目蓋を閉ざす。必死に頭を空っぽにする。


　しかし、考えまいとすればするほど、呪のろいのようにその光景が浮かび上がる。最後に告げたひと言が、京子の心を切り刻む。


　京子は硬く目蓋を閉ざす。


　その光景が消えないことは、京子自身悟さとっていた。一度口にしてしまった言葉は、もう二度と取り返しがつかないのだ。古い時代、人々はそれを、「呪じゆ詛そ」と呼んだのだろう。


　ひとを呪い、自らも呪われるとは、そういうことなのだ。
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『髭ひげ切きり』を残してシェイバが消えたとき、一いつ拍ぱくの間を置いて歓かん喜きと歓声が渦を巻いた。


　側そばにいた祓ふつ魔ま官たちが、春虎の快挙を大声で褒ほめ称たたえている。冬児のガッツポーズ。両手を掲かかげ飛び跳はねる鈴鹿。天馬など泣き出している。


　三人は祓魔官の制止など耳に入らない様子で、まだ安全とはいえない中庭に、夢中で飛び出していった。京子も、何かに憑つかれたような足取りで、三人の背中を追った。


　春虎は限界近くまで消しよう耗もうしているようだった。それでも、よろめきながら立ち上がり、倒れていた夏目の側そばに近づいていった。


　夏目の肩かたを支え、身体からだを起こしてやる。


　冬児と鈴鹿が口々に二人に叫さけびかけていた。何を言っているかよくわからないが、その声は興奮と喜びに満ちている。しかし、二人の側まで辿たどり着いたとき、思い出したように足を止め、こちらを振ふり返った。


　そうか、と京子は理解する。


　この二人は、すでに知っていたのだ。


　対して、春虎と夏目に向き合う天馬は、喜びと同量の戸と惑まどいを露あらわにしていた。もちろん、天馬や京子と向き合う春虎と夏目にも、危地を脱だつした喜び以上に、言い様のない気まずさが浮かんでいる。


　天馬が何かつぶやく。


　春虎と夏目が身を竦すくませる。


　春虎は夏目の両肩に手をかけていた。夏目は、春虎の制服を羽織り、自らを抱だきしめるように──あるいは隠かくすように、腕うでを交差させていた。こうして見ると、なぜいままで気づかなかったのか不思議なくらいだった。


　美しい、可愛かわいらしい、少女だ。


　そして、彼女を庇かばう、春虎の姿。一いつ生しよう懸けん命めいな「男の子」の姿。


　──そうか。


　あのときなくしてしまったリボンを。幼い日の思い出を。


　夏目は、忘れたわけではなかったのだ。


　そうではなく、最初から知らなかったのだ。


　あの約束を忘れてしまったのは──


　天馬が何か喋しやべっている。戸惑いと驚おどろきを隠さないまま、それでも春虎たちに歩み寄ろうとしているのがわかる。春虎のこんな表情は見たことがない。夏目はうつむき、ひたすら同じことを繰くり返している。


　ごめんなさい。


　──ああ。


　夏目も辛つらかったんだな、と京子は思った。当然だろう。年とし頃ごろの少女が、性別を偽り男子として生活してきたのだ。人知れず積んできた苦労は、並なみ大たい抵ていのものではあるまい。


　しかも、夏目のことだ。秘密を抱かかえて自分たちと接することに、後ろめたさもあっただろう。なぜこんなことをしたのかはわからない。何か、どうしようもない理由があったに違いない。入にゆう塾じゆく当初、夏目が人を遠ざけていたのは、こんな秘密があったからなのだろうか。夏目自身、一人でいる方が楽だったのだろう。


　でも。


　春虎たちが現れて。天馬や京子とどんどん親しくなって。クラスメイトたちとも少しずつ打ち解け合って。


　それでも秘密を抱え続けることは、きっと夏目を苦しめたはずだ。心の重荷になったはずだ。それぐらいはわかる。友達なのだから。


　スッ、と京子が一歩前に出た。


　天馬が口をつぐんだ。冬児と鈴鹿が何か言おうとして──やめた。


　春虎が身体を硬くし。


　夏目が、顔を上げた。


「……倉橋さん」


　京子の胸が締しめ付けられた。同情と友愛が壊こわれた蛇じや口ぐちのように溢あふれ出す。


　大だい丈じよう夫ぶ。自分はこういうとき、「ちゃんと」振る舞まえる。鈴鹿のときだって、そうだった。演技なんかではなく、そうしたくて「ちゃんと」できた。自分はこういうとき、率先してみんなのことを思いやれる性格なのだ。冗じよう談だんのひとつも口にして、空気を和なごませる力があるのだ。自分のことはひとまず置いておいて、笑いあえる人間なのだ。


　だから、





　──いい？　忘れないでよ？　約束なんだからね？





「うそつき」


　吐き捨すてるように言っていた。


　夏目の顔が歪ゆがむ。春虎の身体が震ふるえる。そして、京子の目から涙がこぼれ、その心が血を流す。


「──うそつき！」


　古い時代、人々はそれを、「呪詛」と呼んだのだろう。


　ひとを呪い、自らも呪われるとは、そういうことなのだ。














　あとがき







　今回はちょっと期間が空いてしまいました！　でも、お待たせした分、中身の濃いお話をお届けできたのではないでしょうか？


『東京レイヴンズ７　_DARKNESS_EMERGE_』です。


　にしても、ここまでそうでもなかったのに、この巻でいきなり分厚くなってしまいましたね……。手にとって驚かれた方もいらっしゃるかもしれませんが、今回はシリーズの節目となる巻です。このボリュームも含めてお楽しみ頂ければ幸いです。





　そして、今回はこんなに分厚いため、あとがき分のページもたっぷりあるのです。


　なので、本編の内容に関しても、いつもよりたっぷりと書いてみたいと思います。





　まず、今七巻ですが、ついに物語の本流と言いますか、根幹となる部分が動き始めています。もっと正確には、以前から動いていたものが、いよいよ「表側」に出て来たという感じでしょうか。


　実は今回のサブ・タイトルと五章の章タイトルは、悩みに悩んで決めたものだったりします。前々からこういう展開が来ることは予定していたので、ようやくここまで来られたかという筆者なりの感かん慨がいを込めてつけたタイトルなわけです。


　まあ、大げさに言うほど凝こったタイトルではないですけどね？　ただ、タイトルで悩むときは大抵頭が痛くなるのに、今回は珍しくあれこれ悩んで考えるのが楽しかったです。


　そして、登場人物も──またしても──増えました。筆者の常といいますか、癖くせみたいなものなんですが、おそらく今後もまだまだ増えるはず。もちろん、既存のキャラを蔑ないがしろにはしませんので、新しく登場した面々にも興味を持って頂けると嬉しいです。


　特に今回は、おっさんばかりじゃなくて、ばっちり美少女もいますしね！　次は美少年でも出そうかな？　……ああ、まあ、怪しい少年なら登場してますが、あれは初登場になるのか、再登場というべきなのか。


　また、登場人物──特におっさん勢が増加しているせいで、様々な陰いん謀ぼうが絡からみ合あう展開が多くなって来ました。そのため、お話自体もちょっと込み入ってきつつありますが、この辺はなるべく混乱の少ないよう描いていきたい所存です。


　それに、お話が込み入ってきても、主軸となるのはあくまで主人公たち。まずは、春はる虎とらや夏なつ目めたちの活躍にご注目下さいませ！


　今回垣かい間ま見えている本流は、まだほんの一端に過ぎません。


　本番はこれからです。





　そういえば、七巻は陰謀編と言いつつ、結果的にはバトルもがっつり入ってきました。六巻の大おお友ともＶＳ道どう満まんの戦いと比べ、今回の春虎たちや呪じゆ捜そう部ぶの戦いはいかがだったでしょうか？　筆者は新しい呪文が出るたびに、資料と首っ引きでヒーヒー言っております。


　ともあれ、おかげで主人公も、ようやくひと皮剝けました。今後はさらに熱いバトルを繰り広げていきたいところです！


　一方、前回の天てん馬まに続き、今回は京子が巨大な壁にぶつかっています。同じ壁には春虎と夏目もぶつかっているのですが……京子の場合は、より深刻な「立場」も明らかになって来ました。彼女についても、ここからは気合い入れて書いていきたいと思います。


　というより、ここから先は各キャラクターとも、気合いを入れざる得ない展開になっていく予定なのです。新キャラの多た軌き子こも、本格的に物語に絡んでくるのはこれからです。


　まあ、詳しい方、鋭い方なら、もう彼女のバックボーンはなんとなくわかってしまっているかもしれませんね。彼女と彼女の周辺に関しても、気合い入れて描いていく所しよ存ぞんです。


　……なんて、随ずい分ぶん大仰なこと書いちゃってますが、シリアスな展開ばかりにするつもりはないので、その点はご安心下さい。当シリーズはあくまでも、笑いあり、涙あり、で参ります。


　てか、七巻は比較的真ま面じ目めなシーンが多いだけに、一度しか登場していないはずの、すず先輩の存在感が光ってますよね！　しかも今回はコンビだし！　読んでるとあそこだけ短編が紛れ込んでるみたいです。


　春虎もだいぶ慣れていましたが、そのうち彼女の幼女発言で、逆にほんわか和まされる日が来ちゃったりするでしょうか。「幼女発言で和む作品」という存在の是非はさておき、今後は彼女の活躍も増えるはずなので、幼女ファン──もとい、先輩ファンの方もご期待下さい。


　ノリであんなキャラにしちゃったけど（！）、結果的には良かったなあ。





　そして、閑話休題。





　本編の内容はこの辺でひと区切りとしまして、ここからは大きく話題を変えます。


　六巻の帯や『ドラゴンマガジン』にて告知されていましたが……。





「『東京レイヴンズ』ヒロイン総選挙」、結果発表！





　こちらは、夏目、京子、コン、北ほく斗と（竜じゃありませんよ？）、鈴すず鹿かの五人の中から、「『東京レイヴンズ』の真のヒロインを読者に投票してもらおう」という企画。一位になったキャラは書き下ろしの短編（正確にはショートショートです）で主役を張れるということになっていました。


　ちなみにこの選挙。存在感の光るすず先輩はエントリーされていませんでしたが、これ、深い意味があるわけじゃなくて、どうも担当のケイティが忘れてた（忘れてた!?）みたいです。あとになって「先輩は？」と聞いたら、「ぎゃー」って叫んでました。全国の先輩ファンの皆さん、大変申し訳ありませんでした。


　ともあれ、今回行われたヒロイン総選挙。おそらくはケイティが時流に乗っかって目もく論ろんだ企画だと思われますが、なんと総投票数一四三五票というたくさんの票を頂いてしまいました。ご投票下さった皆様、本当にありがとうございました。


　そして、その投票結果は、以下のようになります！





　一位、夏目


　二位、コン


　三位、鈴鹿


　四位、京子


　五位、北斗





　いやあ……良かった（笑）。


　正直、ヤバイかもなあと思ってたんですよ（笑）。短編で大暴れさせちゃったし（笑）。実際、中間速報では、同率一位だったしね（笑）。夏目があっさり負けちゃったりしたら、作品的に（笑）大丈夫かな、って。でも、筆者の後ろ向きな心配を余よ所そに、なんとかメイン・ヒロインが意地を見せてくれました！　ほんと良かった（笑）。


　そんなわけで、「『東京レイヴンズ』ヒロイン総選挙」は、土つち御み門かど夏目が当選！


　蓋ふたを開けてみると四七三票という大量票数を獲得し、二位以下に二〇〇票近く差を付けて、堂々の一位に輝きました。おめでとう、夏目！


　ちなみに、二位となったコンですが、実は中間速報の時点では、夏目と競り合っていたのは、鈴鹿だったのです。ところが、コンには後半になって大量の票が入ったらしく、まんまと夏目に続くヒロインの座を獲得してしまいました。


　ラッキーというか、ちゃっかりというか、鈴鹿がこの結果を知ったら、さぞ歯ぎしりすることでしょう。京子は笑って、逆に鈴鹿を慰なぐさめてそうですが。


　とはいえ、一位はだんトツだったのですが、二位のコンから、三位の鈴鹿、四位の京子辺りは、最終的にかなりの接戦になっていました。そう考えると、どのヒロインたちにもちゃんとファンがいてくれてるようで、作者冥みよう利りに尽きる気がします。本当にありがとうございます！


　また、投票理由やコメントの方も読ませてもらってます。すごく励はげみになります。皆さんの期待を可能な限り裏切らないよう、精進して参ります！


　あと、残念ながら最下位になってしまったのは北斗ですが、ある意味こいつは、もう一人の夏目なんですよね。そう言う意味では、彼女への票は、夏目の中にある、素直で無邪気な、子供っぽい一面への投票と言えるかもしれません。


　……あ、でも、別に北斗票を夏目票に数えてるわけじゃありませんからねっ？　短編の夏目の場合、追い詰められてパニクったら、そんな手段をも辞じさないかも──と思わせるものがありますからね。ほんと、よく勝てたもんだよ……。


　ちなみに北斗に関しては、彼女のというより、春虎と北斗の中学時代の話なんかが気になります。機会があれば、そのうちどこかで書いてみたいですね。まあ、これと言った特別な事件もない、たわいないお話になるのでしょうけど。





　総選挙の一位が主役となる「書き下ろし短編」は、今巻の初版分に同封されています。この巻の内容とも──ほんの少しだけ──関係のあるエピソード。手に入れられた方は、ぜひそちらの方も読んでみて下さいね。


　多少変化球になっていますが……こういうのもたまには良くありません？





　そして、お知らせも。


　実は来月、『東京レイヴンズ』のコミックが、二冊発売される予定です！


　ひとつは、鈴すず見み敦あつし先生による、コミック版『東京レイヴンズ５』。


　もうひとつは、ＣＯＭＴＡ先生の外伝、『東京レイヴンズ　東京フォックス』です。


　どちらの作品も素晴らしい出来なので、ぜひぜひご覧になって下さいませ！





　それでは、最後になりましたが、恒例の謝辞──というより謝罪をば。


　イラストのすみ兵さん。めちゃくちゃ原稿遅らせてしまい、誠に申し訳ありませんでした！　忙しい中新キャラのラフを幾いくつもあげて頂き感謝です！　すみ兵さんのイラストを見ると、それだけで苦労が報われる気がします。ありがたや！


　担当のケイティ。むちゃくちゃ原稿遅らせてしまい、実に済みませんでした！　ただでさえゴールデン・ウィーク進行だってのにねっ。時間も十分あったはずなのにねっ。ごめんねっ！　最後までスケジュール調整してくれて、心からサンキューベリーマッチ！


　そしてそして、読者の皆さま。


　今回はなかなかに波乱の展開だったと思いますが、次は衝しよう撃げきの展開です。とりあえず、シリーズ開始当初から続いてきた設定のひとつは、今回のラストでとうとう崩れてしまいましたしね。そう言う意味でも、新展開。そして、浮上した闇も、いよいよ本格的に始動します。


　巣立ちのときが、近づいています。


　次巻は、さすがに今回よりは早くお届けできるはず。楽しみにお待ち頂ければ幸いです。


　それでは。







二〇一二年　四月　あざの耕平












東京レイヴンズ７


_DARKNESS_EMERGE_





あざの耕こう平へい
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